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Ⅰ．研究の目的等

－平成 28 年度（2016 年度） 基盤研究（Ｂ）（一般）研究計画調書より－ 

1．研究の目的

本研究は、初等中等教育段階、とりわけ中学校・高等学校おけるキャリア教育の取組に対

するアウトカム評価指標開発の基盤となる枠組みを明らかにし、指標開発のためのプロト

コルを創出することを目的とする。

今日、PDCA サイクルに基づくキャリア教育の取組が強く求められていながら、各学校

及び教育委員会において、その評価（C:check）特にアウトカム評価が十分になされておら

ず、キャリア教育の実践はもとより、そのための組織及び計画の点検・改善が困難な状況に

陥っている。本研究における国内外の先行研究及び先進事例の収集と分析を通じて、このよ

うな状況の改善に寄与し得る成果を得たい。

①研究の学術的背景

〈求められる PDCA サイクルに基づくキャリア教育の取組〉

平成 20 年 7 月に閣議決定された第１期教育振興基本計画は、「今後５年間に総合的か

つ計画的に取り組むべき施策」の「基本的考え方」の冒頭において、「これまで教育施

策においては、目標を明確に設定し、成果を客観的に検証し、そこで明らかになった課

題等をフィードバックし、新たな取組に反映させる PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイ

クルの実践が必ずしも十分でなかった」と指摘し、「今後は施策によって達成する成果

(アウトカム)を指標とした評価方法へと改善を図っていく必要がある」と明示した。ま

た、平成 23 年 1 月に中央教育審議会が取りまとめた「今後の学校におけるキャリア教

育・職業教育の在り方について（答申）」は、それぞれの学校等における PDCA サイクル

に基づくキャリア教育の推進を明示的に求めている（第２章２）。 

 しかしながら、平成 25 年 6 月に策定された第２期教育振興基本計画においては、第

１期計画の総括において、「『どのような成果を目指すのか』『どのような力の修得を目

指すのか』といった明確な目標が設定され、その取組の成果について、データに基づく

客観的な検証を行い、そこで明らかになった課題等をフィードバックし、新たな取組に

反映させる検証改善サイクル（PDCA サイクル）が、教育行政、学校、学習者等の各レベ

ルにおいて、必ずしも十分に機能していなかった」と述べている。

「教育目標･内容と学習･指導方法、学習評価の在り方を一体として捉えた、新しい時

代にふさわしい学習指導要領」が目指され*、「キャリア教育推進法案（仮称）」の国会

提出が予定されると報じられる**今日、PDCA サイクル、とりわけアウトカム評価を踏

まえた実践の検証と改善をベースとしたキャリア教育の拡充は喫緊の課題と言えよう。 

*「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」26文科初第852号 平成26年11月20日

**『毎日新聞』平成27年2月6日 朝刊
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〈キャリア教育のアウトカム評価をめぐる現状〉 

 研究代表者の藤田は、平成 20 年度より 24 年度まで、国立教育政策研究所 生徒指導・

進路指導研究センターにおけるキャリア教育担当の総括研究官を務め、同時に、文部科

学省 初等中等教育局 児童生徒課におけるキャリア教育担当調査官を併任した。この間、

キャリア教育の推進状況に関する各種の全国調査を実施し、また、都道府県教育委員会

等が主催するキャリア教育担当者研修等における実践報告などを通して全国各地のキ

ャリア教育の実態を把握する機会を得た。 

特に、平成 24 年度に実施した全国調査*の結果、①多くの学校においてキャリア教育

の全体計画・年間指導計画が策定されつつも、それらに「キャリア教育の成果に関する

評価計画」を含む学校は少数にとどまっており、②大多数の教員が「キャリア教育の成

果に関する評価」が今後重要になると認識しつつ、評価の仕方がわからず悩んでいる実

態が浮き彫りとなった（表１）。 

*国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査」

表１ キャリア教育のアウトカム評価をめぐる現状 

小学校 中学校 高等学校

キャリア教育の全体計画がある学校 63.4％ 81.3％ 70.4％ 
キャリア教育の年間指導計画がある学校 46.7％ 76.7％ 80.4％ 
「キャリア教育の成果に関する評価計画」が全体計画に記されている学校 8.2％ 11.5％ 20.7％ 
「取組の改善につながる評価を実施すること」を計画策定時に重視した学校 7.4％ 13.7％ 16.6％ 
「キャリア教育の成果に関する評価」が今後重要になると思う教員 81.2％ 84.9％ 74.4％ 
「学級等のキャリア教育について困ったり悩んだりしていること（小学校 14 項目・

中学校・高等学校 18 項目）」のうち「評価の仕方が分からない」を選択した教員 
33.2％ 
(第３位)

34.9％ 
(第２位)

31.0％ 
(第２位)

〈これまでの研究の限界〉 

このような状況に鑑み、国立教育政策研究所 進路指導・生徒指導研究センターでは、平

成 27 年 3 月にキャリア教育の評価を推進するための資料*を作成し、藤田もその作成協力

委員として参画した。しかしながら、当該資料においては「社会的・職業的自立に向けて身

に付けさせたい力を明確にする」「児童生徒の実態を踏まえた評価規準・指標を設定する」

「身につけたい力を児童生徒と共有する」という 3 点のポイントを提示するにとどまり、

各学校において「身に付けさせたい力（＝目標）」から「評価規準・指標」を導出するため

の手法や、設定した「評価規準・指標」の妥当性の検討の手順などについては言及されてい

ない。

*国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター『子供たちの「見取り」と教育活動の「点検」―キ
ャリア教育を一歩進める評価―』
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 その主たる理由は、それぞれの学校や教育委員会が、各学校・地域及び児童生徒の実態に

応じて策定した目標の達成度を検証するための指標を開発し、アウトカム評価を実施する

ことに寄与し得る先行研究の蓄積が極めて不十分であることに求められる。

 先行研究においては、「進路成熟度尺度」「キャリア成熟尺度」「自己効力感尺度」等、特

定領域の測定尺度開発が活発になされている。また、小・中学校においては、全国学力・学

習状況調査の児童・生徒調査票に混在する、キャリア教育のアウトカム評価に活用可能な項

目に対する回答結果に注目することも可能であろう。学校現場の教員や教育委員会におけ

るキャリア教育担当者は、これら既存の尺度・指標等を一部活用する方策を採ることはでき

るにせよ、各学校・地域独自の目標についてのアウトカム評価については手探りで行わざる

を得ないのが現状と言える。

②研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか

平成 28 年度から 3 年間を研究期間とする本研究においては、キャリア教育の評価に関す

る先行研究の収集と分析、国内外の先進事例の情報収集と実地調査及びその結果の分析を

通して、Ａ）キャリア教育の評価をめぐる先行研究の特質と課題、及び、Ｂ）先行事例にお

ける評価実態（とりわけ、a)用いられる指標開発のプロセス、b)評価実施の方策、c）評価結

果の活用方策）について明らかにし、これら２点の作業を基に、Ｃ）国内の学校等で活用可

能なキャリア教育のアウトカム評価指標開発の基盤となる枠組みを構築し、指標開発のた

めのプロトコルを創出する。

③当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

今日、キャリア教育で育成すべき能力については、上掲の中央教育審議会答申（平成 23

年 1 月）が提示した「基礎的・汎用的能力」がベースとされる。この「基礎的・汎用的能力」

は、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリア

プランニング能力」によって構成されるが、当該答申が、「これらの能力をどのようなまと

まりで、どの程度身に付けさせるかは、学校や地域の特色、専攻分野の特性や子ども・若者

の発達の段階によって異なると考えられる。各学校においては、この４つの能力を参考にし

つつ、それぞれの課題を踏まえて具体の能力を設定し、工夫された教育を通じて達成するこ

とが望まれる」と明示したことをここで改めて想起する必要があろう（第 1 章３（２））。 

 本研究の独創性については上記「①」で述べたとおりであるが、本研究の意義は、今正に

期待される各学校・地域における独自の能力育成とそのアウトカム評価の推進に寄与し得

る点である。
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2．研究組織（所属・職位は平成 31（2019）年 3 月現在） 

研究代表者

藤田 晃之 （筑波大学 人間系 教授）

研究分担者

石嶺 ちづる（高知大学 教育研究部人文社会科学系教育学部門 助教）

京免 徹雄 （愛知教育大学 教育学部 講師）

柴沼 俊輔 （東京学芸大学 教育学部 研究員 ／ 東京都立科学技術高等学校 教諭） 

3．主要役割分担 

藤田 晃之 （研究の総括 及び 韓国・デンマーク・マレーシア調査担当）

石嶺 ちづる（アメリカ調査担当）

京免 徹雄 （フランス調査担当）

柴沼 俊輔 （日本国内調査担当）

4．交付決定額 

直接経費 間接経費 合計

平成 28（2016）年度 2,300,000 円 690,000 円 2,990,000 円 

平成 29（2017）年度 1,500,000 円 450,000 円 1,950,000 円 

平成 30（2018）年度 2,700,000 円 810,000 円 3,510,000 円 

合計 6,500,000 円 1,950,000 円 8,450,000 円 
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Ⅱ．実施した調査の概要

1．日本国内調査（担当：柴沼）

⚫ 兵庫県調査 平成 29（2017）年 1 月 23 日

主な実地調査機関：兵庫県教育委員会義務教育課

⚫ 仙台市調査 平成 30（2018）年 1 月 15 日

主な実地調査機関：仙台市教育局学校教育部学びの連携推進室

⚫ 富山県調査 平成 30（2018）年 1 月 17 日

主な実地調査機関：富山県教育委員会県立学校課

⚫ 宮城県調査 平成 30（2018）年 2 月 5 日

主な実地調査機関：宮城県教育委員会義務教育課・高校教育課

⚫ 福島県棚倉町調査 平成 30（2018）年 2 月 21 日

主な実地調査機関：福島県棚倉町教育委員会子ども教育課、

棚倉町立高野小学校、棚倉町立近津小学校

2．海外調査（国名［英語表記］アルファベット順） 

⚫ フランス第一次調査 平成 29（2017）年 3 月 1 日～11 日（担当：京免）

主な実地調査機関：国立教育・職業情報局、国立労働・職業指導研究所、ベジエ情報・

進路センター、モンペリエ大学区情報・進路局、ジョルジュ・フ

レシュ職業高校、アラン・サヴァリ中学校、モンペリエ中央情報・

進路センター

⚫ フランス第二次調査 平成 30（2018）年 3 月 4 日～11 日（担当：京免）

主な実地調査機関：コート・ドール県国民教育局、マルロー中学校、トルムイユ小学

校、国民教育省、国立教育・職業情報局、シテ・デ・メチエ、ス

トラスブール大学区情報・進路局、ストラスブール情報・進路セ

ンター

⚫ デンマーク第一次調査 平成 29（2017）年 2 月 27 日～3 月 3 日（担当：藤田）

主な実地調査機関：南地区青少年ガイダンスセンター、デンマーク教育省、オーフス

大学、デンマーク教員組合、デンマーク市町村連合、東ファリグ

マグスゴーデ義務教育学校

⚫ デンマーク第二次調査 平成 29（2017）年 9 月 17 日～24 日（担当：藤田）

主な実地調査機関：オーフス・カテドラル・スコーレ、ランケール・ギムナジウム、

東ユトランド・地域ガイダンスセンター、ノレ・ギムナジウム、

コペンハーゲン・地域ガイダンスセンター、ネクスト（職業専門

高等学校）
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⚫ マレーシア調査 平成 29（2017）年 7 月 19 日～23 日（担当：藤田）

主な実地調査機関：マラヤ大学、マレーシア国民大学、プトラ・マレーシア大学、マ

レーシア高等教育省

⚫ 韓国調査 平成 29（2017）年 3 月 5 日～7 日（担当：藤田）

主な実地調査機関：韓国職業教育訓練研究所、忠南大学、大田市教育委員会、国立青

少年政策研究所

⚫ アメリカ第一次調査 平成 28（2016）年 9 月 5 日～11 日（担当：石嶺）

主な実地調査機関：Advance CTE

⚫ アメリカ第二次調査 平成 30（2018）年 6 月 3 日～14 日（担当：石嶺）

主な実地調査機関：ノースダコタ州職業教育省、カリフォルニア大学バークリー校、

ニューヨーク市立大学、エナジー・テック・ハイスクール
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Ⅲ．研究組織として発信した研究成果 

1．日本キャリア教育学会第 38 回研究大会－会員企画シンポジウム－

大会日程：2016（平成 28）年 10 月 14、15、16 日

会場：市立札幌大通高等学校（14 日・プレ企画）

札幌大谷大学（15 日、16 日） 

企画趣旨 

従来から、PDCA サイクルに基づくキャリア教育の取組が強く求められていなが

ら、各学校及び教育委員会において、その評価（C:check）特にアウトカム評価が十

分になされておらず、キャリア教育の実践やその組織・計画の改善が困難な状況に陥

っている。本シンポジウムの話題提供者及び指定討論者の 4 名は、このような問題

認識から、平成 28 年度より 3 年間、科学研究費補助金（基盤研究 B）を得て「キャ

リア教育のアウトカム評価指標の開発に関する調査研究」を遂行中である。今回は、

当該研究成果の第１回中間報告として、①日本のキャリア教育実践のアウトカム評

価の先進事例と見なされる「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）」

指定校の事例分析（藤田）、②フランスにおけるコンピテンシーの評価に関する政策・

研究動向分析（京免）、③アメリカにおける移行支援施策の展開と職業に関するカリ

キュラムの開発動向の分析（石嶺）の成果を報告し、キャリア教育のアウトカム評価

のあり方について、参加者とともに議論したいと考えている。
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スーパー・プロフェッショナル・ハイスクールにおけるアウトカム評価の現状

―2014・2015 年度指定校の実施報告書の分析を通して― 

藤田 晃之

（筑波大学 人間系）

問題と目的 

国立教育政策研究所が 2012（平成 24）

年度に実施した「キャリア教育・進路指導

に関する総合的実態調査」の結果、①キャ

リア教育の全体計画・年間指導計画に「キ

ャリア教育の成果に関する評価計画」を含

む学校は少数にとどまり、②大多数の教員

が「キャリア教育の成果に関する評価」が

今後重要になると認識しつつ、その方法が

わからず悩んでいる実態が明らかとなった。 

一方、文部科学省は 2014（平成 26）年

度より、「専門高校等において、大学・研究

機関・企業等との連携の強化等により、社

会の変化や産業の動向等に対応した、高度

な知識・技能を身に付け、社会の第一線で

活躍できる専門的職業人の育成を図る」こ

とを目的とした「スーパー・プロフェッシ

ョナル・ハイスクール（SPH）」事業を開始

した。本事業においては、企画提案書作成

の段階から、「育成すべき人材像の明確化」

と「事業による効果や年次的な達成度」に

ついての定性的・定量的な評価・検証計画

の策定が求められている。SPH 指定校は日

本のキャリア教育のアウトカム評価実践の

先進事例と見なすことができよう。

本発表では、「実践報告書」が作成されて

いる 2014・2015（平成 26・27）年度 SPH

指定校の報告書の分析を通して、冒頭に示

した状況の改善に向けた動向と残された課

題を明らかにすることを目的とする。

方法 

2014 年度 SPH 指定校（全 10 校）、2015

年度指定校（全 10 校）のうち、2016（平

成 28）年 3 月に取りまとめられた「実施報

告書」全校分（全 20 冊）を対象とし、①「育

成すべき人材像」「身につけさせたい力」な

どの目標、及び、②「事業による効果や年

次的な達成度」についての評価・検証の方

策とその結果について整理し分析を加える。 

結果と考察 

 評価方策に関する分析の結果（専門的な

職業技能に関する評価を除く）を総括する

と次のようにまとめることができる。

目標に準
拠した指
標に基づ
くアウトカ
ム評価の
実施校

既存の指
標に基づ
くアウトカ
ム評価の
実施校

意欲・興
味・関心等
の変容に
関する質
問紙調査
の実施校 

具体的評
価方策の
策定が今
後の課題
となってい

る学校
2015年度
指定校

３ ３ ９ １

2014年度
指定校

６ ０ １０ ０

合計 ９ ３ １９ １

本表が示すとおり、2015 年度 SPH 指定

校（指定 1 年目）では、自ら設定した目標

に準拠したアウトカム評価を実施している

学校は 3 校にとどまるが、指定 2 年目の学

校ではその数が 6 校に増加している。SPH

指定という外的要因に誘発された結果であ

ることが強く推察されると同時に、日本に

おけるキャリア教育実践に対するアウトカ

ム評価の今後の活性化の可能性を示唆する

ものであると言えよう。
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フランスにおけるキャリア教育の評価に関する政策展開とその影響

―コンピテンシーの評価方法に着目して― 

京免 徹雄

（愛知教育大学 教育学部）

問題と目的 

 近年、「何ができるようになるのか」を重

視した教育への転換を目的に、先進国にお

いてコンピテンシーに基づく改革が急速に

進展している。フランスでは 2005 年に義務

教育で全ての生徒が習得すべき「共通基礎」

として 7 つのコンピテンシーを定めた。こ

のうち、コンピテンシー7「自律性・自発性」

は、キャリア教育で育成すべき能力の基盤

として位置づけられている。

 本報告では、コンピテンシーの評価に関

する政策展開とその影響を分析することで、

キャリア教育におけるアウトカム評価の在

り方に一石を投じてみたい。

方法 

第 1 に、公的文書を手がかりに、コンピ

テンシーの評価方法に関する政府の施策を

明らかにする。第 2 に、大学区のウェブサ

イトを参考に、地方においてコンピテンシ

ーの評価がどのように進められているか、

事例を検討する。第 3 に、フランス国内の

研究成果を基に、一連の政策が中学校にど

のような影響を与えたかについて考察する。 

コンピテンシーに関する研究は「共通基

礎」の導入以降、著しい興隆をみせている。

2012 年に、欧州教育評価方法学発達学会が

「学校世界と職業世界におけるコンピテン

シーの評価」をテーマに研究大会を開催し

たことは、その象徴であろう。

結果と考察 

「共通基礎」の評価は、小学校第 2 学年

末、第 5 学年末、中学校第 4 学年末に行わ

れることになっており、全国統一の評価基

準として「共通基礎コンピテンシー評価・

認証基準表」が定められている。この基準

に従って、各教員は教育活動の中で生徒 1

人ひとりを評価し、「コンピテンシー個人簿」

を作成しなければならない。個人簿は下位

項目ごとに身に付けた日付を記載していく

形式になっており、学習期の末にはそれを

もとに教員集団で協議を行い、各コンピテ

ンシー習得の可否を判断する。

具体的な実施手続きは、大学区によって

定められている。オルレアン-トゥール大学

区では、「1. 公式文書の理解」「2. 授業とコ

ンピテンシーの接続」「3. コンピテンシー

の評価」「4. 共通基礎の認証」の 4 つのス

テップを掲げ、各教科・領域におけるコン

ピテンシーの評価方法を提示している。

しかしながら、2 つの中学校に対する 2

年間の追跡調査によると、政策の影響は限

定的であり、教育内容（何を学ぶか）、教育

方法（どのように学ぶか）の革新には至っ

ていない。また教員に対するインタビュー

からは、「教員養成」「管理職」「視学官」「教

科の歴史」「デジタルツール」など様々な要

因がコンピテンシーの評価に影響を与え、

それを促進したり阻害したりしていること

が示唆された。
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アメリカにおける移行支援施策の展開と職業に関するカリキュラムの開発動向 

―「新しい 3R’s」の明確化とアウトカムの関連性の検討を中心に― 

 

石嶺 ちづる 

（国際学院埼玉短期大学 幼児保育学科） 

 

問題と目的 

 次期学習指導要領では、「何ができるよう

になるか」と共に、「何を学ぶか」、「どのよ

うに学ぶか」を明確にすることが打ち出さ

れた。本報告では、キャリア教育を通して

「何ができるようになったか」というアウ

トカムを評価する指標の開発に、「何を学ぶ

か」と「どのように学ぶか」が与える影響

を、アメリカ合衆国(以下：アメリカ)におけ

る若年者の学校から職業への移行(以下：移

行)に対する支援政策を事例に検討する。 

 2000 年代中葉以降、アメリカにおける職

業に関する教育 (Career and Technical 

Education)の改革では、「新しい 3R’s」(New 

3R’s)を構成要素とするカリキュラムの開

発が行われてきた。     

 rigor(高度な学習内容)、relevance(学習内

容の関連性)、relationship(学習環境を整え

るための連携)で構成される「新しい 3R’s」

を含むカリキュラムの実施によって、アメ

リカでは安定的な雇用と賃金が確保できる

職に就くという成果が出ている。その結果、

2010 年代から、職業に関する教育のカリキ

ュラムは、有効な移行支援施策として、評

価されている。 

 本報告では、特に、rigor と relevance

が定義される過程において、「何を学ぶか」

と「どのように学ぶか」が検討されたこと

が、移行支援の達成という結果(アウトカム)

との関連性を考察する。 

方法 

 1990 年代後半から 2000 年代中葉にかけ

て発行された「新しい 3R’s」の形成に影響

を与えたに文献を分析し、特に rigor と

relevance の形成過程を明らかにする。具体

的には、rigor と relevance の内容を精査し、

それぞれの要素の中で、「何を学ぶか」、「ど

のように学ぶか」の内実の明確化と、移行

の達成という成果(アウトカム)の関連性に

ついて検討する。 

 

結果と考察 

 rigor が明確化によって、「中等後教育で

リメディアル教育を受ける必要がないレベ

ルの教育を受けること」が、職業に関する

カリキュラムにおける「何を学ぶか」とし

て定義された。アメリカでは、実質的な職

業教育の場が中等後教育であることを踏ま

えると、この定義は重要であり、移行の達

成という成果につながっていると考えらえ

る。 

 また、relevance では、働く場面を中心と

した実社会との関連性が担保されるだけで

はなく、いわゆるコンピテンシーに関連す

る能力の獲得が謳われ、その方策として能

動的な学習を提唱している。このことから、

relevance の明確化では、「何を学ぶか」に

とどまらず、「どのように学ぶか」(能動的

な学習)が確立されたことが看取でき、この

ことが成果につながったと考えられる。 
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来
か
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ャ
リ
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ら
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が
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ア
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。
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供
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究
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ア
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①
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田
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②
フ
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ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
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す
る
政
策
・
研
究
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③
ア
メ
リ
カ
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る
移
行
支
援
施
策
の
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開
と
職
業
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関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
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向
の
分
析
（
石
嶺
）


の

成
果

を
報

告
し
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

あ
り
方

に
つ
い
て
、
参

加
者
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た
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縄
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す
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独
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ら
れ
る
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ア
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）


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期
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０
年

間
を
通

じ
て
目

指
す
べ

き
教

育
の

姿
」
の

達
成

は
い
ま
だ
途

上
に
あ
る
と
考

え
ら
れ

、
（
中

略
）
繰

り
返

し
指

摘
さ
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。
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※
こ
の

中
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
言
及

第
二
に
，
育
成
す
べ
き
資
質
･能

力
を
踏
ま
え
た
，
新

た
な
教

科
･科

目
等

の
在

り
方

や
，

既
存
の
教
科
･科

目
等
の
目
標
･内

容
の
見
直
し
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

第
三
に
，
学
習
指
導
要
領
等
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
，
各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
，
学
習
･指

導
方
法
及
び
評
価
方
法
の
改
善
を
支
援
す
る
方
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
以
下
略
）

※
こ
の

中
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
言
及

諮
問

の
構

造

1.
第
一
に
，
教
育
目
標
･内

容
と
学
習
･指

導
方

法
，
学

習
評

価
の

在
り
方

を
一

体
と
し
て
捉

え
た
，
新

し
い
時

代
に
ふ

さ
わ

し
い
学

習
指

導
要

領
等

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

※
こ
の

中
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
言
及

2.
第
二
に
，
育
成
す
べ
き
資
質
･能

力
を
踏
ま

え
た
，
新

た
な
教

科
･科

目
等

の
在

り
方

や
，

既
存
の
教
科
･科

目
等
の
目
標
･内

容
の
見

直
し
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

3.
第
三
に
，
学
習
指
導
要
領
等
の
理
念
を
実

現
す
る
た
め
の
，
各

学
校

に
お
け
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
，
学
習
･指

導
方
法

及
び
評
価
方
法
の
改
善
を
支
援
す
る
方
策

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
以
下
略
）

※
こ
の

中
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
言
及

１ 2 3

4

4

１ 3

P
D

C
A
サ

イ
ク
ル

の
確

立
（
国

と
し
て
）

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立
（
学
校
ご
と
）

そ
の

た
め
の

基
盤

＝
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
具
体
化

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

2

何
を
学
ぶ
か

4

ど
の

よ
う
に
学

ぶ
か

資
質
・
能
力
を
育
む
教
科
等
の
見
直
し

資
質

・
能

力
を
育

む
方

法
の

検
討

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
た
め
の

審
議
を
求
め
る
諮
問
文
よ
り


文
部
科
学
大
臣
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
諮
問
）
」
（
20

14
（
平

成
26

）
年

11
月

20
日
）

第
一
に
，
教

育
目

標
･内

容
と
学

習
･指

導
方

法
，
学

習
評

価
の

在
り
方

を
一

体
と
し
て
捉
え
た
，
新

し
い
時

代
に
ふ

さ
わ

し
い
学

習
指

導
要

領
等

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
，
特

に
以

下
の

よ
う
な
視

点
か

ら
，
御

検
討

を
お
願

い
し
ま
す
。


こ
れ

か
ら
の

時
代

を
，
自

立
し
た
人

間
と
し
て
多

様
な
他

者
と
協

働
し
な

が
ら
創

造
的

に
生

き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
資

質
･能

力
を
ど
の

よ
う
に
捉

え
る
か

。
そ
の

際
，
我

が
国

の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
今

後
特

に
重

要
と
考

え
ら
れ

る
，
何

事
に
も
主

体
的

に
取

り
組

も
う
と
す
る
意

欲
や

多
様

性
を

尊
重

す
る
態

度
，
他

者
と
協

働
す
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

チ
ー
ム

ワ
ー
ク
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

能
力

，
さ
ら
に
は

，
豊

か
な
感

性
や

優
し

さ
，
思

い
や

り
な
ど
の

豊
か

な
人

間
性

の
育

成
と
の

関
係

を
ど
の

よ
う
に

考
え
る
か

。
ま
た
，
そ
れ

ら
の

育
成

す
べ

き
資

質
･能

力
と
，
各

教
科

等
の

役
割

や
相

互
の

関
係

は
ど
の

よ
う
に
構

造
化

さ
れ

る
べ

き
か

。
（
続

く
）

キ ャ リ ア 教 育 の 重 要 性
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
知
識
基
盤
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展

・
幅

広
い
知

識
と
柔

軟
な
思

考
力

に
基

づ
く
判

断
・
学
び
続
け
る
力

・
切

磋
琢

磨
し
つ
つ
異

な
る
文

化
や

歴
史

に
立

脚
す
る

人
々
と
共
存
し
て
い
く
こ
と

等

こ
こ
を
意

識
し
た
資

質
・
能

力

II
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

【
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
】

P
D

C
A
サ

イ
ク
ル

、
と
り
わ

け
「
C
（
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
）
」
を
前

提
と
し
た
具

体
化

が
必

須
。

各
学

校
に
お
い
て
は

、
「
目

の
前

の
子

供
た
ち
」
の

現
状

、
地

域
の

実
態

、
高

校
に
お
い
て
は

学
科
等
の
特
質
等
を
踏
ま
え
上
で
の
一
層
の
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
。



－  －

キ
ャ
リ
ア
教
育

・
進
路
指

導
に
関
す
る

総
合
的

実
態

調
査

が
示
す
も
の


調

査
実

施
時

期
：
20

12
（
平

成
24

）
年

10
月

～
11

月
（
前

回
調

査
：
20

05
年

2月
～

3月
/中

・
高

の
み

）


調

査
の

種
類

1.
進
路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
状
況
と
管
理
職
の
意
識

調
査

（
学

校
調

査
）

2.
学

級
・
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
担

任
の

進
路

指
導

及
び
キ
ャ
リ
ア
教

育
に

関
す
る
意

識
調

査
（
学

級
・
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
担

任
調

査
）

3.
在

校
生

の
意

識
調

査
（
児

童
生

徒
調

査
）

4.
在

校
生

の
保

護
者

の
意

識
調

査
（
保

護
者

調
査

）

5.
過

年
度

卒
業

者
の

意
識

調
査

（
卒

業
者

調
査

、
中

学
校

・
高

等
学

校
の

み
）
※
卒
業
者
調
査
は
郵
送
法
に
よ
る

（
学

校
→
卒

業
者

→
国

立
教
育

政
策
研

究
所
）

区
分

公
立
小
学
校

公
立
中
学
校

公
立
高
等
学
校

予
定
数

依
頼
数

予
定
数

依
頼
数

予
定
数

依
頼
数

学
校
調
査

1,
00

0
1,
00

0
50

0
50

0
1,
00

0
1,
00

0
学
級
担
任
調
査

2,
00

0
(2
,0
00

)
1,
00

0
(1
,0
00

)
2,
00

0
(2
,0
00

)
児
童
生
徒
調
査

5,
36

0
4,
22

3
5,
36

0
4,
42

2
5,
04

0
4,
73

8
保
護
者
調
査

5,
36

0
4,
22

3
5,
36

0
4,
42

2
5,
04

0
4,
73

8
卒
業
者
調
査

－
－

2,
68

0
2,
67

9
2,
52

0
2,
50

0
※

児
童

生
徒

調
査

・
保

護
者

調
査

の
予

定
数

は
1
学

級
4
0
名

と
し
て
算

出
し
た
数

、
依

頼
数

は
調

査
時

点
で
の

在
籍

児
童

生
徒

数
（
実

際
の

調
査

対
象

者
数

）
を
示

し
て
い
る
。

※
担
任
調
査
に
つ
い
て
は
、
該
当
学
年
（
小
学
校
：
6
年

、
中

学
校

・
高

等
学

校
3
年
）
の
学
級
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
教
員
の
中
か
ら
2
名

を
対

象
と
し

て
い
る
が

、
該

当
学

年
の

学
級

数
が

1
の

場
合

、
当

該
学

級
の

担
任

1
名

し
か

回
答

し
て
い
な
い
た
め
、
依

頼
数

の
実

数
は

把
握

し
て
い
な
い
。

区
分

公
立
小
学
校

公
立
中
学
校

公
立
高
等
学
校

回
収
数

回
収
率

回
収
数

回
収
率

回
収
数

回
収
率

学
校
調
査

99
5

99
.5
%

50
0

10
0.
0%

99
3

99
.3
%

学
級
担
任
調
査

1,
68

1
(8
4.
1%

)
95

0
(9
5.
0%

)
1,
97

8
(9
8.
9%

)
児
童
生
徒
調
査

4,
17

9
99

.0
%

4,
23

5
95

.8
%

4,
66

0
98

.4
%

保
護
者
調
査

4,
00

8
94

.9
%

3,
93

1
88

.9
%

4,
25

9
89

.9
%

卒
業
者
調
査

－
－

1,
50

3
56

.1
%

1,
16

9
46

.8
%

※
担
任
調
査
に
つ
い
て
は
、
予
定
数
に
対
す
る
回
収
率
を
示
し
た
。


調
査
対
象
数


回

収
数

・
回

収
率

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を

め
ぐ
る
現

状 小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

全
体

計
画

が
あ
る
学

校
63

.4
％

81
.3
％

70
.4
％

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

年
間

指
導

計
画

が
あ
る
学

校
46

.7
％

76
.7
％

80
.4
％

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

成
果

に
関

す
る
評

価
計

画
」
が

全
体
計
画
に
記
さ
れ
て
い
る
学
校

8.
2％

11
.5
％

20
.7
％

「
取

組
の

改
善

に
つ
な
が

る
評

価
を
実

施
す
る
こ
と
」

を
計

画
策

定
時

に
重

視
し
た
学

校
7.
4％

13
.7
％

16
.6
％

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

成
果

に
関

す
る
評

価
」
が

今
後

重
要
に
な
る
と
思
う
教
員

81
.2
％

84
.9
％

74
.4
％

「
学

級
等

の
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
つ
い
て
困

っ
た
り
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
（
小

学
校

14
項

目
・
中

学
校

・
高

等
学

校
18

項
目
）
」
の

う
ち
「
評

価
の

仕
方

が
分

か
ら
な
い
」
を
選

択
し
た
教
員

33
.2
％

(第
３
位

)
34

.9
％

(第
２
位

)
31

.0
％

(第
２
位

)



－  －

ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル

に
お
け
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

現
状

―
20

14
・
20

15
 年

度
指
定
校
の
実
施
報
告
書
の
分
析
を
通
し
て
―

藤
田

晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

近
年
の
科
学
技
術
の
進
展
等
に
伴
い
産
業
界
で

必
要

な
専

門
知

識
や

技
術

は
高

度
化

し
、
従

来
の

産
業

分
類

を
超

え
た
複

合
的

な
産

業
が

発
展

し
て

い
ま
す
。

こ
れ

に
対

応
す
る
た
め
、
専

門
高

校
等

に
お
い
て
、

大
学

・
研

究
機

関
・
企

業
等

と
の

連
携

の
強

化
等

に
よ
り
、
社
会
の
変
化
や
産
業
の
動
向
等
に
対
応
し

た
、
高

度
な
知

識
・
技

能
を
身

に
付

け
、
社

会
の

第
一

線
で
活

躍
で
き
る
専

門
的

職
業

人
の

育
成

を
図

る
「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
事

業
を
平

成
26

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
攻

科
を
含

め
た

5年
一

貫
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

研

究
や

大
学

・
研

究
機

関
等

と
の

連
携

な
ど
先

進
的

な
卓

越
し
た
取

組
を
行

う
専

門
高

校
等

を
ス
ー

パ
ー
･プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
･ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
指

定
し
、
実
践
研
究
を
行
い
ま
す
。
指
定
期
間
は
、
原

則
と
し
て

3年
（
専
攻
科
を
含
め
る
場
合
は
最
長

5
年
）
で
す
。
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SP
H「

公
募
要
領
」
「
審
査
基
準
」
が
示
す
も
の


平

成
28

年
度

公
募

要
領

［
抄

］


3.
事
業
の
概
要

(2
)事

業
内
容

オ
事
業
目
的
の
達
成
度
を
検
証
す
る
た
め
に
、
研
究
開
発
計
画
を
立
て
る
際
に
は
、
①
現

在
の
課
題
、
②
研
究
の
目
的
（
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
の
か
等
）
、
③
研
究
の
達

成
目
標
、
④
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
内
容
・
方
法
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
（
以

下
略
）


平

成
28

年
度

審
査

基
準

［
抄

］


3.
 評

価
方
法

評
価
は
、
以
下
の
各
評
価
項
目
ご
と
に
5 
段
階
評
価
と
（
す
る
。
以
下
略
）

②
研
究
目
標
、
育
成
す
る
生
徒
像
は
明
確
か

④
成
果
を
定
性
的
・
定
量
的
に
判
断
で
き
る
か

（
①
、
③
、
⑥
～
⑧
は
割
愛
し
た
）


4.
評
価
の
観
点

(ア
) 事

業
内
容
か
ら
の
観
点

着
眼
点

•
事
業
に
よ
る
効
果
や
年
次
的
な
達
成
度
が
定
性
的
・
定
量
的
に
評
価
・
検
証
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
（
取
組
の
効
果
の
把
握
や
評
価
方
法
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
）
。

分
析

の
対

象
と
方

法


対
象

20

14
 年

度
SP

H 
指

定
校

（
全

10
校

）
、
20

15
年

度
指

定
校

（
全

10
校

）
の

う
ち
、
20

16
（
平

成
28

）
年

3月
に
取

り
ま
と
め
ら

れ
た
「
実

施
報

告
書

」
全

校
分

（
全

20
冊

）
を
対

象
と
す
る
。


方
法

①
「
育

成
す
べ

き
生

徒
（
人

材
）
像

」
「
身

に
つ
け
さ
せ

た
い
力

」
な
ど
の

目
標

②
「
事

業
に
よ
る
効

果
や

年
次

的
な
達

成
度

」


に
つ
い
て
の

評
価

・
検

証
の

方
策

と
そ
の

結
果

に
つ
い
て
整

理
し
、
分

析
を
加

え
る
。



－  －

20
14

年
度

指
定

校
と

20
15

年
度

指
定

校
と
の

比
較

目
標
に
準
拠

し
た
指
標
に

基
づ
く
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価

の
実
施
校

既
存
の
指
標

に
基
づ
く
ア

ウ
ト
カ
ム
評

価
の
実
施
校

意
欲

・
興

味
・

関
心
等
の
変

容
に
関
す
る

質
問
紙
調
査

の
実
施
校

具
体
的
評
価

方
策
の
策
定

が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て

い
る
学
校

20
15

年
度
指
定
校

（
指

定
１
年

目
）
n=

10
３
校

４
校

*
９
校

１
校

20
14

年
度
指
定
校

（
指

定
２
年

目
）
n=

10
６
校

－
１
０
校

－

（
専
門
的
な
職
業
技
能
に
関
す
る
評
価
を
除
く
）

*・
社

会
人

基
礎

力
（
経

済
産

業
省

）
＝

1
校

・
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

（
『
高

等
学

校
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

手
引

き
』
に
例

示
さ
れ

た
も
の

）
＝

1
校

・
い
わ
ゆ
る
「
4領

域
・
8
能
力
」
（
「
職

業
観

・
勤

労
観

を
育

む
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

枠
組

み
（
例

）
－

職
業

的
（
進

路
）
発

達
に
か

か
わ

る
諸

能
力

の
育

成

の
視

点
か

ら
」
に
よ
っ
て
示

さ
れ

た
「
職

業
的

（
進

路
）
発

達
に
か

か
わ

る
諸

能
力

」
）
の

高
校

段
階

の
能

力
）
＝

1
校

・
V

al
ue

 R
ub

ric
s 

(A
ss

oc
ia

tio
n 

of
 A

m
er

ic
an

 C
ol

le
ge

s 
an

d 
U

ni
ve

rs
iti

es
 (

A
A

C
&

U
))
＝

1校

な
お
、
当
該

4
校

の
う
ち

3
校

は
、
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
に
お
い
て
既

存
の

指
標

の
み

を
用

い
て
い
る
。

大
多
数
の
学
校
が
注
目
す
る

意
欲
・
興
味
・
関
心
等
の
変
容


質

問
紙

に
お
け
る
項

目
の

例


「
あ
な
た
は
○
○
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
意

欲
が
高
ま
り
ま
し
た
か
」
（
’1
5年

度
指
定

A高
）


「
○

○
（
研
究
の
対
象
［
引
用
者
註
］
）を

身
近
に
感
じ
ま
し
た
か
」
（
’1
5年

度
指
定

B高
）


「
自
分
の
将
来
の
職
業
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
」
（
’1
5年

度
指
定

C高
）


「
今
回
の
研
修
で
取
り
扱
っ
た
内
容
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
は
で
き
ま

し
た
か
」
（
’1
4年

度
指
定

D高
）


（
学
外
協
力
者
対
象
）
「
○
○
を
通
じ
て
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
・
知
識
・
技

術
が
向
上
し
、
生
徒
に
変
化
が
見
ら
れ
た
」
（
’1
4年

度
指
定

E高
）

回
答
者
の
主
観
に
大
き
く
依
存
す
る
「
ゴ
ー
ル
・
フ
リ
ー
」
な
問
い

目
標
に
準
拠
し
た
指
標
に
基
づ
く

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を
阻

む
要

因


具
体
的
評
価
方
策
の
策
定
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

F高
校

の
例

（
’1
5年

度
指
定
校
）


文
部
科
学
省
に
よ
る
実
地
評
価
の
際
の
指
摘
の
例

•
「
授

業
で
ど
の

よ
う
な
力

が
つ
い
た
か

、
評

価
す
る
必

要
が

あ
る
。
定

性
的

な
評

価
の

手
立

て
を
考

え
、
学

び
の

可
視

化
が

必
要

」
（
企
画
評
価
会
議
委
員
・
大
学
教
授
）

•
「
ど
の

よ
う
な
指

導
を
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
力

が
つ
い
か

た
わ

か
る
授

業
を
行

う
（
必

要
が
あ
る
）
」
（
担

当
教

科
調

査
官

）


ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
を
阻
む
要
因

＝
「
身

に
つ
け
さ
せ

た
い
力

」
の

抽
象

度
の

高
さ

＝
目

標
そ
の

も
の

が
不

明
瞭

で
あ
る
ゆ
え
に
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
が

導
出

で
き
な
い

•
「
目
指
す
生
徒
像
」
の
例
：
豊
か
な
感
性
と
柔
軟
な
発
想
力
、
創
造
力
、
確
か
な
知
識
・

技
術
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
も
の
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
作

り
上
げ
、
総
合
的
に
○
○

（
［
産

業
名

：
引

用
者

注
］
）
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
○

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
…
…
を
育
成
す
る
。
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目
標
に
準
拠
し
た
指
標
に
基
づ
く

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を
阻

む
要

因


既
存
の
指
標
に
基
づ
く
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
み
を
行
う
B高

校
の

例
（
’1
5年

度
指

定
校

）


ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を
阻

む
要

因
＝

身
に
つ
け
さ
せ

た
い
力

の
不

在
＝

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
指

標
の

導
出

そ
の

も
の

が
不

可
能

※
B高

校
で
は
、
専
門
的
知
識
・
技
能
に
つ
い
て
も
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
を
実
施
し
て
い
な
い
。

•
研
究
計
画
（
一
部
改
変
し
て
抄
出
）

［
第

1年
次
］

１
．
○
○
や
地
域
の
○
○
の
育
成
と
製
品
化

研
究
で
扱
う
対
象
の
選
定

市
場
価
値
の
学
習

対
象
の
特
性
の
学
習

２
．
○
○
工
場
に
お
け
る
○
○
の
育
成
（
以
下
略
）

こ
れ
ら
を
通
し
て
ど
の
よ

う
な
力

（
専

門
的

知
識

・
技
能
や
汎
用
的
な
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
）
を
身
に
つ
け

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

目
標
に
準
拠
し
た
指
標
に
基
づ
く

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
校

の
例


「
身

に
つ
け
さ
せ

た
い
力

」
と
呼

応
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を

行
う
G高

校
（
’1
4年

度
指

定
校

）


SP

H評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
（
生
徒
用
）
質
問
項
目
［
全

19
項
目
］
よ
り
抜
粋

•
あ
な
た
は
実
験
・
実
習
の
準
備
・
段
取
り
を
安
全
・
適
切
に
自
分
で
で
き
て
い
ま
す
か
？

•
あ
な
た
は
知
識
や
経
験
を
元
に
し
て
筋
道
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

•
あ
な
た
は
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
学
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

•
い
ま
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
今
後
ど
う
い
う
こ
と
を
勉
強
し
た
ら
よ
い
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま

す
か

？

•
あ
な
た
は
問
題
解
決
の
た
め
に
複
数
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

•
あ
な
た
は
例
え
困
難
が
あ
っ
て
も
○
○

（
特

定
の

技
術

領
域

［
引

用
者

注
］
）
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
か

？

•
あ
な
た
は
授
業
の
中
で
お
互
い
の
考
え
を
出
し
合
い
、
深
い
理
解
や
新
し
い
考
え
に
到
達
で
き

ま
す
か

？

一
部

の
項

目
に
お
け
る
ダ
ブ
ル

・
バ

ー
レ
ル

の
解

消
な
ど
、
今

後
の

課
題

は
残

さ
れ
て
い
る
。

目
標
に
準
拠
し
た
指
標
に
基
づ
く

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
実

施
校

の
例


「
身

に
つ
け
さ
せ

た
い
力

」
と
呼

応
し
た
独

自
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
用

い
た
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
を
行

う
H高

校
（
’1
4年

度
指

定
校

）


20

15
（
平

成
27

）
年

度
第

1回
運
営
指
導
委
員
会
に
お
け
る
委
員
コ
メ
ン
ト

•
事
業
展
開
の
評
価
の
過
程
で
、
PD

CA
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
一
般
的
に
は

PD
PD

に
陥
り
や
す
い
。

（
中

略
）
具
体
的
に
客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
（
以

下
略

）


当

該
運

営
指

導
委

員
会

後
に
策

定
さ
れ

た
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
（
一
部
抄
出
）

評
価

項
目

下
位

項
目

A
B

C

分
析

（
洞

察
）
力

幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
情
報

収
集

力
（
ト
レ
ン
ド
認

識
力

）

常
に
経
済
や
社
会
情
勢
に
関
心
を
持

ち
、
世

の
中

の
経

済
事

象
や

企
業

活
動

を
当

た
り
前

の
こ
と
と
捉

え
ず
、
な

ぜ
そ
う
な
る
か
を
自
分
な
り
に
考
え
る

経
済
社
会
情
勢
に
関
心

を
持

ち
、
世

の
中

の
経

済
事

象
や

企
業

活
動

を
捉
え
る

経
済

社
会

情
勢

に
関
心
を
持
っ
て
い
る

計
数

管
理

能
力

経
営

か
ら
導

き
出

さ
れ

る
会

計
情

報
等
を
積
極
的
に
経
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
せ
る

経
営

か
ら
導

き
出

さ
れ

る
会

計
情

報
等

を
経

営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ

る

経
営

か
ら
導

き
出

さ
れ

る
会

計
情

報
等

を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る

企
画
力

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
経

営
革

新
）

の
気

概
積

極
的

に
ゼ
ロ
か

ら
事

業
や

市
場

を
開
拓
し
よ
う
と
す
る

ゼ
ロ
か

ら
事

業
や

市
場

を
開
拓
し
よ
う
と
す
る

既
存
の
事
業
で
満

足
す
る

※
以

下
略

【
参

考
】
ス
ー
パ

ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
SG

H）
の

場
合


平

成
28

年
度

公
募

要
領

［
抄

］

（
７
）
対

象
と
す
る
構

想

①
構
想
の
目
的
，
目
標
等
の
設
定

構
想
の
目
的
等

a.
構
想
の
目
的
及
び
魅
力
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
像
の
設
定

b.
設
定
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
像
を
踏
ま
え
，
卒
業
時
に
生
徒
が
習
得
す
べ

き
具
体
的
能
力
の
明
確
化

②
目

標
を
達

成
す
る
た
め
の

構
想

(ⅱ
)研

究
開
発
体
制
・
評
価
等

c.
研

究
開

発
の

成
果

を
検

証
・
評

価
す
る
た
め
の

具
体

的
な
計

画
・
方

法
が

明
確

に
さ
れ

て
い
る
か

。


平

成
28

年
度

構
想

調
書

記
入

要
領

［
抄

］

５
研
究
開
発
の
内
容
等

２
②

課
題
研
究
の
実
施
方
法
・
検
証
評
価

d 
検
証
評
価
方
法

実
施
に
よ
る
成
果
を
ど
の
よ
う
に
検
証
，
評
価
を
行
う
の
か
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
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【
参

考
】
ス
ー
パ

ー
・
グ
ロ
ー
バ

ル
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
SG

H）
の

場
合


20

14
（
平

成
26

）
年

度
指

定
校

［
56

校
］
の

中
間

評
価

結
果

（
20

16
年

9月
30

日
報
道
発
表
資
料
）
よ
り


「
中
間
評
価
講
評
」
に
お
け
る
指
摘

•
育

成
す
べ

き
具

体
的

な
資

質
・
能

力
の

確
定

が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア

ウ
ト
カ
ム
評

価
の

実
施

が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ

た
学

校
＝

２
校

•
生

徒
の

資
質

・
能

力
の

向
上

の
把

握
が

必
要

で
あ
る
と
さ
れ

た
学

校
＝

1校
•
生

徒
の

変
容

に
つ
い
て
の

測
定

が
不

十
分

で
あ
る
と
指

摘
さ
れ

た
学

校
＝

1校
•
掲

げ
ら
れ

た
研

究
課

題
と
育

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
資

質
・
能

力
の

間
に
齟

齬
が

見
ら
れ

る
と
指

摘
さ
れ

た
学

校
＝

1校

56
校
中
、
5校

が
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に
お
け
る
何
ら
か
の
課
題
の
指

摘
を
受
け
て
い
る

今
後

の
課

題


第

2期
教
育
振
興
基
本
計
画
が
指
摘
し
た
懸
案
事
項


「
ど
の
よ
う
な
成
果
を
目
指
す
の
か
」
「
ど
の
よ
う
な
力
の
修
得
を
目
指
す
の
か
」
と
い
っ
た
明

確
な
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
取
組
の
成
果
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的
な
検
証

を
行
い
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
等
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
新
た
な
取
組
に
反
映
さ
せ

る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
が
、
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い


「
育

成
す
べ

き
人

材
像

の
明

確
化

」
と
「
事

業
に
よ
る
効

果
や

年
次

的
な
達

成
度

」
に
つ
い
て
の

定
性

的
・
定

量
的

な
評

価
・
検

証
計

画
の

策
定

が
求

め
ら
れ

、
豊

か
な
財
源
を
得
て
い
る
SP
Hに

お
い
て
も
な
お
課

題
と
し
て
残

る


指
定

2年
目
の

SP
Hに

お
け
る
大

き
な
改

善
が

示
す
も
の


ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

意
義

と
必

要
性

に
関

す
る
認

識
の

醸
成

•
「
具

体
的
な
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
設

定
」
と
「
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

」
の
表

裏
一
体
関
係
の
認
識
の
醸
成
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
必
要


国

（
文

部
科

学
省

等
）
や

地
方

自
治

体
（
教

育
委

員
会

）
、
研

究
者

等
か

ら
の

支
援

の
在
り
方
の
再
検
討
と
積
極
的
な
支
援
提
供

指
定

討
論

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

指
定
討
論
者
：
柴
沼

俊
輔

（
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

評
価
に
関
す
る
政
策
展
開
と
そ
の
影
響

ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

方
法

に
着

目
し
て
ー

京
免

徹
雄

（
愛
知
教
育
大
学

教
育
学
部
）



－  －

〇
「
共
通
基
礎
知
識
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
制
定
（
2
0
0
6
年
）

①
フ
ラ
ン
ス
語

の
習

得

②
1
つ
の

現
代

外
国

語
の

実
用

③
数

学
の

基
礎

原
理

及
び
科

学
的

・
技

術
的

教
養

④
情

報
通

信
に
関

す
る
日

常
的

な
技

術
の

習
得

⑤
人

文
的

教
養

⑥
社

会
的

・
公

民
的

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

⑦
自

律
性

・
自

発
性

〇
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

定
義

「
特

定
の

状
況

で
行

動
す
る
た
め

に
様

々
な
資

源
を
動

員
し
、
統

合
す
る
力

」
…

要
素

主
義

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

進
路
指
導
を
通
し
た
育
成

１
．
問

題
の

所
在

と
本

報
告

の
目

的
１
．
問

題
の

所
在

と
本

報
告

の
目

的

A
．
自

律
性

知
識

：
学

習
過

程
や

自
己

の
長

所
･短

所
の

理
解

。
企

業
、
職

種
、
資

格
、
教

育
コ
ー
ス
な
ど
経
済
環
境
の
理
解
。

能
力

：
学

習
方

法
の

習
得

。
指

示
の

尊
重

。
論

理
的

に
推

論
す
る
力

。
自

己
評

価
。
進
学
先
の
選
択
。
忍
耐
力
。
身
体
の
制
御
。

態
度

：
自

己
の

知
的

･身
体

的
能

力
の

発
見

。
学

習
機

会
の

選
択

。
価

値
や

選
択
に
他
者
が
与
え
る
影
響
。
多
様
な
職
種
に
意
識
を
開
く
。

B
．
自

発
的

精
神

知
識
：個

人
的
･集

団
的
計
画
の
実
施
に
役
立
つ
他
の
共
通
基
礎
の
内
容
す
べ
て
。

能
力

：
計

画
に
適

し
た
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ
。
協

力
者

の
発

見
。
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
決

定
。

他
者
と
の
意
見
交
換
。
優
先
順
位
を
付
け
た
役
割
遂
行
。

態
度
：
好
奇
心
と
創
造
性
。
目
標
達
成
の
た
め
の
動
機
と
決
断
。

図
１
：
共

通
基

礎
「
7.
自

律
性

･自
発

性
」
の

内
容

（
別

紙
資

料
2頁

）

○
進

路
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
｢職

業
と
教

育
･訓

練
の

発
見

行
程

｣

・
自

己
を
方

向
づ
け
る
能

力
を
獲

得
す
る
た
め
の

3側
面

①
職

業
の

発
見

②
教

育
・
訓

練
の

発
見

③
自

己
評

価
･自

己
理

解

・
中

心
軸

：
｢職

業
段

階
と
重

要
局

面
｣

活
動

の
名

称
学

年
中

学
校

高
校

2
3

4
1

2
3

職
場

観
察

の
シ
ー
ケ
ン
ス

△
〇

△
△

△
△

学
校

公
開

日
〇

〇

進
路

個
人

面
談

〇
※

〇
〇

｢進
路

指
導

･教
育

パ
ス
ポ
ー
ト
｣の

作
成

〇
〇

〇
〇

〇
〇

職
業
人
や
卒
業
生
と
の
面
談

△
△

△
△

△
△

積
極

的
進

路
指

導
〇

〇

〇
：
必

修
△

：
随

時
実

施
※
職
業
高
校
の
み
必
修

１
．
問

題
の

所
在

と
本

報
告

の
目

的

〇
本

報
告

の
目

的

「
自

律
性

･自
発

性
」
を
中

心
に
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

に
関

す
る
政
策
展
開
と
そ
の
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
お
け
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
在
り
方
に
一
石
を
投
じ
る

〇
本

報
告

の
構

成

・
公

的
文

書
を
手

が
か

り
に
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

方
法

に
関

す
る
政

府
の

施
策

を
明

ら
か

に
す
る

・
大

学
区

の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参

考
に
、
地

方
に
お
い
て
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の

評
価

が
ど
の

よ
う
に
進

め
ら
れ

て
い
る
か

検
討

す
る

・
フ
ラ
ン
ス
国

内
の

研
究

成
果

を
基

に
、
一

連
の

政
策

が
中

学
校

に
ど
の

よ
う
な
影

響
を
与

え
た
か

に
つ
い
て
考

察
す
る

１
．
問

題
の

所
在

と
本

報
告

の
目

的



－  －

２ ．ｺﾝﾋ゚ﾃﾝｼーの 評 価 に 関 す る 中 央 政 府 の 施 策

〇
5
つ
の

枠
組

・
状

況

・
経

験
領

域

・
資

源

・
行

動

・
評

価

図
2

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

概
念

構
造

（
別
紙
資
料

3頁
）

①
•
生

徒
が

卒
業

し
た
と
き
の

人
物

像
を
、
社

会
的

か
ら
期

待
さ
れ

る
一

般
的

人
物

像
と
教

科
か

ら
の

要
求

の
両

方
に
対

応
さ
せ

て
、
明

確
に
定

め
る
。

②
•
各
教
科
に
お
い
て
、
こ
の
人
物
像
を
2～

3の
構

成
要

素
（
最

終
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ
ﾝ
ｼ
ｰ
）

で
記

述
す
る
。
要

素
ご
と
に
、
い
く
つ
か

の
複

雑
な
状

況
を
結

集
さ
せ

る
。

③
•
5～

6週
間

の
間

、
優

れ
た
教

授
方

法
に
よ
っ
て
生

徒
の

資
源

を
発

達
さ
せ

る
。

④
•
資

源
の

活
用

を
促

さ
れ

る
統

合
状

況
に
お
い
て
、
1～

2週
間

に
わ

た
っ
て
問

題
解

決
に
取

り
組

む
。
資

源
習

得
と
統

合
学

習
は

交
互

に
繰

り
返

さ
れ

る
。

⑤
•
生

徒
は

同
じ
レ
ベ
ル

で
あ
る
が

、
新

た
な
状

況
の

も
と
で
評

価
さ
れ

る
。
こ
れ

ら
の

状
況

は
、
状

況
群

の
そ
れ

ぞ
れ

に
属

す
る
よ
う
に
選

択
さ
れ

る
。

⑥
•
生
徒
の
成
果
物
が
、
2～

3の
異

な
っ
た
観

点
（
基

準
）
か

ら
評

価
さ
れ

る
。

〇
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

プ
ロ
セ
ス
（

Ro
eg

ie
rs

, 2
01

4）

２
．
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
中
央
政
府
の
施
策

〇
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評

価
に
関

す
る
政

策

・
認

証
は

、
学

習
期

に
合

わ
せ

て
小

学
校

第
2
学

年
末

、
第

5
学

年
末

、
中

学
校

第
4
学

年
末

（
義

務
教

育
修

了
）
に
行

わ
れ

る

・
学

習
期

ご
と
に
定

め
ら
れ

た
「
共

通
基

礎
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評

価
・

認
証

基
準

表
」
（
領

域
・
項

目
・
項

目
の

説
明

・
評

価
指

標
）

・
教

員
は

各
生

徒
を
評

価
し
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
個

人
簿

」
を
作
成

・
各

学
習

期
の

末
に
、
個

人
簿

を
も
と
に
教

員
集

団
で
協

議
を
行

い
、

各
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
習

得
の

可
否

を
判

断
す
る

⇒
項

目
が

細
か

す
ぎ
て
継

続
的

把
握

に
使

い
に
く
い
、
労

働
負

担
が

重
い
、
基

準
が

曖
昧

で
公

正
性

を
担

保
で
き
な
い
等

の
不

満

→
2
0
1
2
年

度
か

ら
個

人
簿

を
簡

略
化

、
原

則
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ
ﾝ
ｼ
ｰ

ご
と
の

評
価

で
よ
く
、
領

域
・
項

目
の

記
載

は
不

要

２
．
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
中
央
政
府
の
施
策

項
目

 
評

価
指

標
 

領
域

1
 

教
育

･
訓

練
行

程
と

進
路

指
導

の
当

事
者

に
な

れ
る

 

経
済

環
境

、
企

業
、

多
様

な
資

格
水

準
や

分
野

の
職

業
に

慣
れ

親
し

む
 

職
業

や
教

育
コ

ー
ス

あ
る

い
は

自
分

自
身

に
関

す
る

資
源
（

知
識

）
を

活
用

し
て

進
路

を
探

索
す

る
状

況
 

特
定

の
職

業
に

対
応

し
た

教
育

・
訓

練
行

程
と

そ
こ

に
組

み
込

ま
れ

た

可
能

性
を

理
解

す
る

 

自
己

評
価

す
る

こ
と

が
で

き
、
自

分
の

興
味
・
関

心
、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

、

獲
得

し
た

経
験

を
説

明
で

き
る

 

領
域

2
 

多
様

な
状

況
に

お
い

て
、

知
的

・
物

理
的

な
資

源
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

活
動

に
お

い
て

自
律

的
で

あ
る

こ
と

が
で

き
る
：
活

動
を

予
測
・
計

画
・

組
織

し
、

役
立

つ
情

報
を

探
索

し
、

選
択

で
き

る
 

あ
ら

ゆ
る

資
源

を
活

用
し

て
個

人
お

よ
び

集
団

で
の

行
動

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
い

く
状

況
 

多
様

な
状

況
に

お
け

る
自

分
の

強
み

と
弱

み
を

認
識

で
き

る
 

自
分

の
潜

在
性

に
見

合
っ

た
身

体
的
（

ス
ポ

ー
ツ

あ
る

い
は

芸
術

の
）
準

備
に

、
適

切
に

運
動

能
力

を
結

集
す

る
 

泳
ぐ

こ
と

が
で

き
る

 

領
域

3
 

自
発

性
を

発
揮

す
る

 

個
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

画
す

る
 

個
人

や
集

団
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
動

か
し

て
い

く
状

況
 

共
同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

に
溶

け
込

み
、

協
力

す
る

 

学
校

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

、
あ

る
い

は
承

認
さ

れ
た

活
動

を
通

し
て

、
好

奇
心

、
創

造
性

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
発

揮
す

る
 

役
割

を
引

き
つ

け
、

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
と

り
、

決
定

す
る

 

 表
2

「
7.
自

律
性

・
自

発
性

」
の

評
価

・
認

証
基

準
表

（
骨

子
）

（
別
紙
資
料

6-
7頁

の
要
約
）

２
．
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
中
央
政
府
の
施
策



－  －

２
．
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
中
央
政
府
の
施
策

［
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
個
人
簿
］

［
性
］

［
名
］

［
生
年
月
日
］

２ ．ｺﾝﾋ゚ﾃﾝｼーの 評 価 に 関 す る 中 央 政 府 の 施 策

［
学
校
名
・
学
校
印
］

［
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
認
証
日
］

［
自

律
性

・
自

発
性

］

［
フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得
］

［
1
つ
の

現
代

外
国

語
の

実
用

］
［
数

学
の

基
礎

原
理

及
び

科
学

的
・
技

術
的

教
養

］

［
情

報
通

信
に
関

す
る

日
常
的
な
技
術
の
習
得
］

［
人

文
的

教
養

］ ［
社

会
的

・
公

民
的

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
］

段
階

3に
お
け
る
共

通
基

礎
知

識
・
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ
ﾝ
ｼ
ｰ
の

習
得

の
認

証

［
学

校
長

の
氏

名
と
署

名
］

［
記
入
日
］

［
保
護
者
］

［
署
名
］

２ ．ｺﾝﾋ゚ﾃﾝｼーの 評 価 に 関 す る 中 央 政 府 の 施 策

［
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
７
「
自
律
性
・
自
発
性
」
］

［
日
付
］

［
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ
ﾝ
ｼ
ｰ
７
が

認
証

さ
れ

た
日

］

３
．
地
方
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
取
組

•
法

令
や

政
府

の
発

行
す
る
公

式
文

章
・
リ
ソ
ー
ス
を
理

解
す
る

①
公

式
文

書
の

理
解

•
共

通
基

礎
を
統

合
す
る
こ
と
は

、
評

価
の

問
題

だ
け
で
な
く
、
教

育
目

標
と
授

業
の

役
割

の
大

幅
な
修

正
を
伴

う

②
授

業
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

接
続

•
各

教
科

を
担

当
す
る
教

員
が

確
立

さ
れ

た
プ
ロ
ト
コ
ル

に
従

っ
て
、
合

議
を
通

し
て
診

断
的

お
よ
び
形

成
的

評
価

を
繰

り
返

す

③
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

•
大

学
区

は
各

教
科

・
領

域
に
お
け
る
評

価
指

標
を
定

め
る
。
個

人
簿

は
校

種
を
越

え
て
引

き
継

が
れ

、
発

達
を
継

続
的

に
見

取
る

④
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

認
証

〇
オ
ル
レ
ア
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
大
学
の
評
価
手
順



－  －

領
域

と
項

目
 

学
習

状
況

 
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｰ
に

お
け

る
認

証
 

領
域

１
 

教
育

･
訓

練
行

程
と

進
路

指
導

の
当

事
者

に
な

れ
る

 
 

□
習

得
 

 
□

未
習

得
 

経
済

環
境

、
企

業
、
多

様
な

資
格

水
準

や
分

野
の

職
業

に
慣

れ
親

し
む

 

技
術

的
製

品
に

関
す

る
学

習
は

、
そ

の
考

案
と

製
作

の
当

事
者

だ
け

で
な

く
、
こ

れ
ら

の
製

品
の

消
費

者

と
も

密
接

に
関

わ
っ

て
い

る
。
経

済
的

ア
ク

タ
ー

と

の
連

携
に

よ
り

、
経

済
環

境
だ

け
で

な
く

、
学

ん
だ

製
品

を
取

り
巻

く
職

業
に

つ
い

て
理

解
で

き
る
：
企

業
や

建
設

現
場

の
訪

問
、

職
業

人
の

受
け

入
れ

 

活
動

し
て

い
る

間
、
了

解
さ

れ
た

テ
ー

マ
に

対
す

る
関

与
、
好

奇
心

、
興

味
を

書
き

留
め

る
。

 

領
域

2
 

多
様

な
状

況
に

お
い

て
、

知
的

・
物

理
的

な
資

源
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

 
 

□
習

得
 

 
□

未
習

得
 

活
動

に
お

い
て

自
律

的
で

あ
る

こ
と

が
で

き
る
：
活

動
を

予
測
・

計
画
・
組

織
し

、
役

立
つ

情
報

を

探
索

し
、

選
択

で
き

る
 

入
門
的
な
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
問
題
を
探
求
し

解
決
す
る
こ
と
は
、
期
待
さ
れ
る
制
作
物
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
任
務
を
組
織
化
し
、
計
画
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
る
。
チ
ー
ム
に
お
け
る
各
人
の
役
割
を
認
識
す

る
た
め
に
、
こ
の
組
織
化
は
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て
も

書
か
れ
た
も
の
の
対
象
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
 

形
成

的
評

価
に

お
い

て
、
実

現
可

能
な

目
標

と
観

察
さ

れ
る

指
標

に
基

づ
き

、
製

作

の
基

準
と

成
功

の
基

準
を

明
確

化
す

る
。

 

領
域

3
 

自
発

性
を

発
揮

す
る

 
 

□
習

得
 

 
□

未
習

得
 

・
個

人
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

す
る

 

・
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
に

溶
け

込
み

、
協

力
す

る
 

・
役

割
を

引
き

つ
け

、
イ

ニ
シ

ア

チ
ブ

を
と

り
、

決
定

す
る

 

・
例
え
ば
、
同
じ
チ
ー
ム
の
生
徒
間
の
協
働
や
任
務
の

共
有
を
必
要
と
す
る
集
団
で
の
製
作
の
枠
組
み
 

・
第

4
学

年
に

お
い

て
ク

ラ
ス

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
現

す
る

と
き

 

・
チ
ー
ム
に
お
け
る
活
動
の

観
察
と
役
割
分
担
は
、
チ
ー

ム
活
動
に
お
け
る
各
人
の

関
与
を
視
覚
化
で
き
る
。
 

・
教

員
に

よ
る

認
証

に
続

く
自

己
評

価
 

 

表
4

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
「
7.
自

律
性

・
自

発
性

」
の

評
価

基
準

（
別

紙
資

料
10

頁
）

３
．
地
方
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
に
関
す
る
取
組

〇
教

員
か

ら
み

た
「
共

通
基

礎
」
の

課
題

・
実

践
の

変
化

に
備

え
が

で
き
て
い
な
い
、
視

学
官

に
よ
る
支

援
が

な
い
、

新
た
な
評

価
方

式
が

余
分

な
仕

事
の

原
因

に
な
っ
て
い
る

・
教

員
の

連
携

・
調

整
に
不

可
欠

な
協

議
を
認
め
な
い
組
織
的
制
約

・
担
当
教
科
に
直
接
帰
属
し
な
い
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
評

価
す
る
こ
と
は

正
当
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
認
識

・
学

習
指

導
要

領
の

期
待

と
共

通
基

礎
の

期
待

が
別

々
と
い
う
思
考

・制
度
的
要
請
に
応
じ
る
た
め
、
第

4学
年
末
の
認
証
手
続
き
の
み
に
集
中

・
各

学
期

の
成

績
の

平
均

値
に
よ
る
評

価
、
教

員
に
よ
る
包

括
的

・
主

観
的

な
評

価
が

中
心

で
、
基

準
表

の
指

標
に
依

拠
し
て
い
な
い

・
ど
の

教
科

に
も
直

接
対

応
し
な
い
「
自

律
性

・
自

発
性

」
は

、
進

路
指

導
心

理
相

談
員

、
生

徒
指

導
相

談
員

、
体

育
教

員
に
託
さ
れ
る
傾
向

４
．
学
校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
の
実
態

４
．
学
校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
の
実
態

図
3

中
学

校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

に
対

す
る
促

進
要

因
と
阻

害
要

因

（
別
紙
資
料

12
頁
）

①
教

科
に
関

連
し
た
要

因

…
教

科
専

門
性

を
基

盤
と
す
る
教

員
の

思
考

ス
タ
イ
ル

⇨コンピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
新
た
な
表
象
を
構
築
す
る
原
動
力

➡
「
既

に
そ
こ
に
あ
る
」
た
め
に
改

め
て
実

践
を
問

う
必

要
が

な
い

➡
教

員
を
孤

立
さ
せ

、
対

話
と
協

働
が

困
難

に
な
る

②
学

校
に
お
け
る
支

援
に
関

連
し
た
要

因

⇨管理
職

に
よ
る
教

育
実

践
の

革
新

の
支

援

➡
管

理
職

に
よ
る
手

続
き
は

、
教

科
と
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ
ﾝ
ｼ
ｰ
を
個

々
に
対

応
さ

せ
て
お
り
、
多
様
な
文
脈
で
の
資
源
の
活
用
を
喪
失
さ
せ
る

③
活

用
す
る
ツ
ー
ル

に
関

連
し
た
要

因

⇨教員
同
士
の
協
働
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
は
有
効

➡
教

科
ご
と
に
組

織
化

さ
れ

た
ツ
ー
ル

は
、
教

員
を
孤

立
化

さ
せ

る

４
．
学
校
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
の
実
態



－  －

〇
フ
ラ
ン
ス
の

現
状

・
中

央
集

権
的

な
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
評

価
基

準
と
個

人
簿

の
策

定

・
大
学
区
に
お
け
る
教

科
ご
と
の

評
価

基
準

の
作

成

・
政

策
・
制

度
と
学

校
現

場
で
の

実
態

の
解

離
（教

科
専
門
性
へ
の
固
執
、
困
難
な
チ
ー
ム
活
動
、
認
証
の
み
に
従
事
）

・
改

善
の

カ
ギ
は

、
「
教

科
の

思
考

ス
タ
イ
ル

」
「
支

援
」
「
ツ
ー
ル

」

〇
日

本
へ

の
示

唆

・
学
校
レ
ベ
ル

で
の

合
議

に
よ
る
評

価
基

準
の

必
要

性

・
教

科
専

門
の

伝
統

的
特

性
と
キ
ャ
リ
ア
発

達
の

交
差

点
を
吟

味
し
、

授
業

の
内

容
・
方

法
を
再

検
討

す
る

・
教

員
が

円
滑

に
協

働
で
き
る
仕

組
み

の
考

案
（
ツ
ー
ル

の
活

用
）

・
多

様
な
領

域
で
の

習
得

事
項

を
集

約
･記

録
し
て
上

に
引

き
継

ぐ

５
．
ま
と
め
と
今

後
の

課
題

〇
今

後
の

課
題

・
教

員
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
自

身
や

子
ど
も
を
取

り
巻

く
社

会
の

視
点

か
ら
み

て
妥

当
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

と
は

？
…

「
有

効
性

」
だ
け
で
な
く
「
公

正
性

」
も
追
求
す
べ
き

（
Ro

eg
ie

rs
, 2

01
4）

・
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（

W
O

, F
ol

io
s）
活

用
に
関

す
る
現

状
と
課

題
…

評
価

ツ
ー
ル

、
学

習
ツ
ー
ル

、
進

路
情

報
収

集
ツ
ー
ル

と
し
て
機

能

・
「
共

通
基

礎
知

識
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
教

養
」
の

導
入

（
20

15
）

領
域

1
思
考
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
言
語

領
域

2
学
ぶ
た
め
の
方
法
と
ツ
ー
ル

領
域

3
人
間
と
市
民
の
育
成

領
域

4
自
然
体
系
と
技
術
体
系

領
域

5
世
界
に
対
す
る
表
象
と
人
間
活
動

５
．
ま
と
め
と
今

後
の

課
題

進
路

指
導

を
通

し
た
育

成

ニ
ュ
ー
ス

直
近
の

イ
ベ
ン
ト

マ
イ
・
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

個
人
ス
ペ
ー
ス

学
習

（
共

有
）
ス
ペ
ー
ス

職
業
・
教
育
リ
ソ
ー
ス

メ
ッ
セ
ー
ジ

通
知

進
路
指
導

カ
レ
ン
ダ
ー

〇
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し
た
「
進

路
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の

作
成

５
．
ま
と
め
と
今

後
の

課
題

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

認
識

手
段

の
構

築

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ

生
産

へ
の

従
事

自
分
の
リ
ソ
ー

ス
・
シ
ス
テ
ム
構

築 自
己
に
関
す
る
省

察
的
ア
プ
ロ
ー
チ

社
会
化

自
分

の
リ
ソ
ー
ス
に
関

す
る
資
料
の
作
成

自
己
の
省
察
プ
ロ
セ
ス

に
結
び
つ
く
活
動

協
働
に
結
び
つ
く
活
動

職
業

と
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

進
路
指
導
に
つ
い
て

社
会
的
期
待
に
つ
い
て

ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
・
ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞﾝ
ﾃ
ｨﾃ

ｨと
自

己
の
ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞﾝ
ﾃ
ｨﾃ

ｨの
構
築

変
化
す
る

社
会
環
境

適
切
な

デ
ジ
タ
ル

環
境

活
動

資
料

：
文

書
・
録

音
・
写

真
・
ビ
デ
オ

タ
グ

交
流
履
歴

空
間
：
私
的
・
半
公
的
・
公
的

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
主

体
の

発
達

（
Lo

isy
,2

01
2）

５
．
ま
と
め
と
今

後
の

課
題



－  －

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
）

Em
ai

l: 
ky

om
en

@
au

ec
c.

ai
ch

i-e
du

.a
c.

jp

ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

指
定

討
論

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

指
定

討
論

者
：
柴

沼
俊

輔
（
東

京
学

芸
大

学
教

育
学

部
）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
行
支
援
施
策
の
展
開
と

職
業

に
関

す
る
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発

動
向

―
「
新

し
い
3R

’s」
の

明
確

化
と
ア
ウ
ト
カ
ム
の

関
連
性
の
検
討
を
中
心
に
―

石
嶺

ち
づ
る

（
国

際
学

院
埼

玉
短

期
大

学
）

問
題
と
目
的


次

期
学

習
指

導
要

領
の

ポ
イ
ン
ト


何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

(学
習

成
果

)

何
を
学
ぶ
か

(学
習

内
容

)

ど
の

よ
う
に
学

ぶ
か

(学
習

方
法

)


本
報

告
の

目
的


キ
ャ
リ
ア
教

育
の

ア
ウ
ト
カ
ム

(何
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

)
を
評

価
す
る
指

標
の

開
発

に
学

習
内

容
(何

を
学

ぶ
か

)と
、

学
習

方
法

(ど
の

よ
う
に
学

ぶ
か

)が
与

え
る
影

響
の

検
討

•
検
討
対
象
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(以
下
：
ア
メ
リ
カ
)に

お
け
る
若
年
者
の

学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行

(以
下
：
移
行

)に
対
す
る
近
年
の
施
策



－  －

20
00

年
代
半
ば
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
職

業
に
関

す
る
教

育
改

革
の

特
徴


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
に
お
け
る
「
新

し
い
3R

’s」
(N
ew

 
3R

’s)
の
重
視


rig

or
 (高

度
な
学
習
内
容

)

re
le
va
nc
e 
(学

習
内

容
の

関
連

性
)


re
la
tio

ns
hi
p(
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
の
連
携

)


「
新

し
い
3R

’s」
を
重

視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(参
考

①
)

の
実

施
に
よ
り
、
移

行
支

援
に
成

果
が

見
ら
れ

る
。


安
定
的
な
雇
用
と
賃
金
が
確
保
で
き
る
職
に
就
く
こ
と
を

保
障
す
る
中
等
後
教
育
機
関
の
修
了
の
達
成
を
保
障

「
新

し
い
3R

’s」
Un

iv
er
sit
y 
of
 Lo

ui
sv
ill
e 
an

d 
M
in
ne

so
ta
(2
00

7)


rig

or

す
べ

て
の

生
徒

が
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

教
育

を
受

け
る
必

要
が

な
い
状

態
で
、
中

等
後

教
育

機
関

に
進

学
で
き
る
レ
ベ
ル

の
教

育
を
受
け
る
。


re
le
va
nc
e


学

校
に
お
け
る
学

習
が

、
実

生
活

に
関

連
付

け
ら
れ

た
も
の

で
あ
れ

ば
、
生

徒
は

学
習

の
意

義
に
疑

問
を
持

た
ず
に
、
意

欲
的

に
取

り
組

む
よ
う
に
な
る
。


re
la
tio

ns
hi
p


rig

or
と
re
le
va
nc
eを

持
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

現
す
る
環

境
を

整
備

す
る
た
め
の

連
携

本
報

告
の

目
的


本
報
告
で
は
、
特
に
後
期
中
等
教
育

(ハ
イ
ス
ク
ー

ル
)に

お
け
る
職

業
に
関

す
る
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
に
お
い
て
、
「
新

し
い
3R

’s」
の

中
で
も
、
特

に
rig

or
(学

習
の
高
度
化

)と
re
le
va
nc
e(
学

習
内

容
の

関
連
性

)が
定

義
さ
れ

る
中

で
、
「
何

を
学

ぶ
か

」
(学

習
内
容

)と
「
ど
の

よ
う
に
学

ぶ
か

」
(学

習
方
法

)が
検

討
さ
れ

た
こ
と
と
、
移

行
支

援
の

達
成

と
い
う
結

果
(ア

ウ
ト
カ
ム

)と
の

関
連

性
を
考

察
す
る
。

「
新

し
い
3R

’s」
の

形
成


19

90
年

代
半

ば
の

動
向


Ba

ile
y(
19

97
)

•
rig

or
と
re
le
va
nc
eの

重
要

性
を
認

識


20

00
年

代
の

動
向


Br
an

d 
(2
00

3)
•
rig

or
と
re
le
va
nc
eを

定
義


Ga

te
s F

ou
nd

at
io
n(
20

04
)

•
「
新

し
い
3R

’s」
提

唱
：
re
la
tio

ns
hi
p・

rig
or
・
re
le
va
nc
e


Br
an

d 
(2
00

4)
•
rig

or
・
re
le
va
nc
e・

re
la
tio

ns
hi
pに

整
理

さ
れ

る
。


Un

iv
er
sit
y 
of
 Lo

ui
sv
ill
e 
an

d 
M
in
ne

so
ta
(2
00

7)
•
職

業
に
関

す
る
教

育
の

改
革

理
念

と
し
て
Br
an

d(
20

04
)の

「
新

し
い
3R

’s」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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rig
or
の

定
義

の
変

遷


Br
an

d(
20

03
)


州
の
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
準
拠


背

景
：


中
等
後
教
育
へ
の
接
続
の
改
善

•
中
等
後
教
育
：
優
れ
た
移
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数

•
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
：
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

•
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

の
機

能
不

全
が

、
中

等
後

教
育

に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
効
果
を
低
減
さ
せ
て
い
る
。


第

一
に
必

要
な
こ
と
は

、
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

改
革

rig
or
の

定
義

の
変

遷
②


Ga

te
s F

ou
nd

at
io
n(
20

04
)


ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
学
習
内
容
を
中
等
後
教
育
以
上
の
教

育
に
接
続
で
き
る
レ
ベ
ル
に
す
る
こ
と


大
学
進
学
準
備
コ
ー
ス
の
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
重

視


高
度
な
内
容
の
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
を
中
等
後
教
育

や
そ
の

後
の

就
労

に
備

え
さ
せ

る


大
学
の
入
学
者
選
抜
基
準
と
関
連
付
け
ら
れ
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の

開
発

を
要

請

rig
or
の

定
義

の
変

遷
③


Br
an

d(
20

04
)


「
す
べ

て
の

生
徒

が
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

教
育

を
受

け
る
必

要
が

な
い
状

態
で
、
中

等
後

教
育

に
進

学
す
る
」
と
い
う
目

標


難

易
度

の
低

い
一

般
科

目
や

、
実

用
性

の
低

い
職

業
に
関

す
る
科
目
を
廃
止


教

員
に
は

、
高

い
資

質
と
専

門
性

を
要

請


生

徒
に
は

、
次

の
よ
う
な
履

修
要

件
を
課

す
•
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
す
べ
て
の
学
年
で
英
語
を
履
習

•
数
学
、
理
科
、
社
会
科
、
外
国
語
を
３
年
以
上
履
修


ハ

イ
ス
ク
ー
ル

の
学

習
と
中

等
後

教
育

の
学

習
を
有

機
的

な
接

続

re
le
va
nc
eの

定
義

と
汎

用
的

能
力


Ba

ily
(1
99

7)

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
職
業
技
能
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
活
用

し
た
職
業
に
関
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発


職
業
に
関
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
る
SC

AN
Sス

キ
ル
育
成
に
つ
い
て
、
可

能
性

を
示

唆

SC

AN
S(
Se
cr
et
ar
y’
s C

om
m
iss

io
n 
on

 A
ch
ie
vi
ng

 N
ec
es
sa
ry
 

Sk
ill
s)
ス
キ
ル

•
50

の
職

種
を
分

析
し
、
一

般
的

な
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
明

確
化

•
５
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

•
資
源
、
人
間
関
係
技
能
、
情
報
、
シ
ス
テ
ム
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

•
３
つ
の
技
能
と
個
人
特
性

•
基
礎
的
技
能
、
思
考
技
能
、
個
人
的
資
質


「
汎
用
的
な
能
力
と
具
体
的
な
能
力

(s
pe

cif
ic 
sk
ill
)の

関
連
性
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
｣と

結
論
付
け
る
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re
le
va
nc
eの

定
義

と
汎

用
的

能
力

②


Ga

te
s F

ou
nd

at
io
n(
20

04
)に

お
け
る
提

唱

伝

統
的

な
教

授
法

だ
け
に
捉

わ
れ

な
い
授

業
の

在
り
方

の
模

索

探

索
的

な
学

習
の

推
奨

•
教
員
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
る

•
生
徒
が
自
ら
資
料
の
収
集
・
分
析
・
ま
と
め
を
行
う
こ
と
で
、
次
の
こ
と

を
学

ぶ
•
優
先
順
位
の
つ
け
方
と
そ
の
重
要
性
の
理
解

•
質
の
高
い
成
果
物
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か


学

習
評

価
の

方
法

の
改

革
•
多
元
的
な
評
価
：
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
評
価
だ
け
で
は
な
い

•
多
様
な
評
価
者
に
よ
る
評
価
：
教
員
に
よ
る
評
価
だ
け
で
は
な
い

•
自

己
評

価
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
、

re
le
va
nc
eの

定
義

と
汎

用
的

能
力

③


Br
an

d(
20

04
)


学
校
に
お
け
る
学
習
が
実
生
活
と
関
連
付
け
ら
れ
る
と
、

生
徒
は
学
習
の
意
義
を
理
解
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
む


学
習
内
容
と
生
徒
の
将
来
の
目
標
が
関
連
付
け
ら
れ
る

こ
と
が

重
要


教
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や

進
路
に
適
切
な
履
修
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
支
援

re
le
va
nc
eの

定
義
と
汎
用
的
能
力
③

−２


Br
an

d(
20

04
)


rig

or
と
re
le
va
nc
eの

両
立

の
提

唱


ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
職
業
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

•
実
社
会
と
の
関
連
性

(re
le
va
nc
e)
が

あ
り
、
中

等
後

教
育

の
基
礎
と
な
る
レ
ベ
ル
の
高
度
さ
(ri
go

r)を
持
つ


次
の
よ
う
な
能
力
や
知
識
・
態
度
の
形
成
も
可
能

•
汎
用
的
能
力

•
分

析
力

、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

、
社

会
的

な
ス
キ
ル

•
幅
広
い
知
識

•
芸
術
、
経
済
、
時
事
問
題
、
歴
史
的
事
実

•
学
校
や
職
場
・
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
態
度

結
果

と
考

察
：

rig
or
と
re
le
va
nc
eの

明
確
化
と
移
行
支
援
の
ア
ウ
ト
カ
ム


rig

or
と
re
le
va
nc
eの

明
確

化
の

促
進

要
因


移

行
支

援
の

ア
ウ
ト
カ
ム
明

確
化

•
安
定
的
な
雇
用
と
賃
金
を
確
保
で
き
る
職
に
就
く

•
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
：

•
実
質
的
な
職
業
教
育
が
行
わ
れ
る
中
等
後
教
育
機
関
で
学
修
す
る

•
具
体
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
：

•
中
等
後
教
育
機
関
で
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
を
受
け
る
こ
と
な
く
学
修
し
て
い

る
学

生
の

割
合


移

行
支

援
の

ア
ウ
ト
カ
ム
達

成
に
必

要
な
知

識
・
能

力
の

構
造

化
と
教

育
段

階
毎

の
レ
ベ
ル

設
定

•
中
等
後
教
育
機
関
：
実
質
的
な
職
業
教

(完
成
教
育

)
•
各
業
界
団
体
が
設
定
す
る
資
格
認
定
等
の
取
得

•
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
：
中
等
後
教
育
へ
の
接
続

(準
備
教
育

)
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結
果

と
考

察
：

rig
or
と
re
le
va
nc
eの

明
確

化
と
移

行
支

援
の

ア
ウ
ト
カ
ム
②


移
行
支
援
の
ア
ウ
ト
カ
ム
達
成
に
必
要
な
知
識
・
能
力

の
構

造
化

と
教

育
段

階
毎

の
レ
ベ
ル

設
定

•
労
働
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
転
職
が
繰
り
返
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
の

雇
用

環
境

を
反

映
•
中

等
後

教
育

機
関

：
転

職
に
必

要
な
知

識
・
技

能
の

獲
得

(学
び
直

し
)

•
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

：
生

涯
学

習
に
必

要
な
基

礎
的

な
能

力
の

獲
得

能
力

等
準

拠
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

教
育

段
階

具
体
的
な
職
業
に
関
す
る

知
識
・
技
能

各
業
界
団
体
が
設
定
す
る
資
格

認
定
等

中
等
後
教
育
機
関
以
上

(職
業
教
育
・
訓
練

)
働

く
た
め
の

基
本

能
力

（
汎
用
的
能
力
？
）

全
米
職
業
教
育
担
当
官
連
盟
が

設
定

す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
等

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ま
で

(職
業
準
備
教
育

)
基
礎
学
力

全
米
の
及
び
各
州
の
学
力
ス
タ

ン
ダ
ー
ド

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ま
で

今
後

の
課

題
と
日

本
へ

の
示

唆


今
後

の
課

題

具

体
的

な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

分
析

•
全
米
職
業
教
育
担
当
官
連
盟
が
設
定
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

(C
om

m
on

Ca
re
er

Te
ch
ni
ca
lC

or
e)
の

Ca
re
er

Re
ad

y
Pr
ac
tic

e

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基

づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

実
施

状
況

と
そ

の
成

果
の

検
証


日
本

へ
の

示
唆


ア
ウ
ト
カ
ム
を
要

請
す
る
よ
り
大

き
な
課

題
・
目

的
の

明
確

化


ア
ウ
ト
カ
ム
を
ど
の

よ
う
に
把

握
す
る
か


移

行
支

援
の

ア
ウ
ト
カ
ム
達

成
に
必

要
な
知

識
・
能

力
の

構
造

化
と
教

育
段

階
毎

の
レ
ベ
ル

設
定

•
「
何
を
・
ど
こ
で
・
ど
こ
ま
で
・
ど
の
よ
う
に
」
学
ぶ
の
か
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参
考
①
：
「
新
し
い
3R

’s」
を
重
視
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

例


Ad
va
nc
ed

 C
ar
ee

rプ
ロ
グ
ラ
ム


南
部
地
域
教
育
連
盟
が
開
発
し
た
職
業
に
関
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム


20

16
年
現
在

8つ
の
職
業
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る
(S
RE

B 
20

14
)。


航

空
宇

宙
産

業
、
ク
リ
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ン
エ
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ル
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技

術
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エ
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と
発

電
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流
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技
術
革
新
、
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ed

 
Pr
od
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n 
Te
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lo
gy
)


問
題
解
決
型
の
学
習
を
通
し
て
、
大
学
進
学
に
対
応
で
き
る
高
度
な
内
容

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知
識
と
、
労
働
市
場
に
参
入
で
き
る
レ
ベ
ル
の
職
業
的

知
識
・
ス
キ
ル
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
な
ど
の
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
の
獲
得
が
目
指
さ

れ
る
。


各
職
業
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
4つ

の
科
目
で
構
成
さ
れ
、
後
半

2科
目

は
中
等
後
教
育
機
関
等
と
の
二
重
単
位
の
取
得
が
可
能
で
あ
る
。



－  －

参
考
②
：
「
新
し
い
3R

’s」
を
重
視
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

例
②


生
徒
は
、
各
科
目
に
設
定
さ
れ
た
6つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
の
解
決
を
チ
ー
ム
活
動
に
よ
っ
て
遂
行


リ
サ

ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の

例
：
「
情

報
科

学
」
Co

ur
se
2の

第
1プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
あ
る
シ
ス
テ
ム
会

社
の

画
像

情
報

デ
ー
タ
チ
ー
ム
は

、
医

療
診

断
画

像
を
収

集
し
、
相

互
に
参

照
し

、
共

有
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
ど
の

よ
う
に
設

計
・
構

築
・
試

行
す
る
の

か


各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
時
：


リ
サ

ー
チ
レ
ポ
ー
ト
の

提
出

、
調

査
結

果
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施


チ
ー
ム
活
動
の
ふ
り
か
え
り
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
で
重
視


各
科
目
の
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
、
生
徒
は
単
位
認
定
試
験

(w
eb

テ
ス

ト
)を

受
け
る
。


関
連
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
科
目
の
履
修
も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
4年

間
を
通
し
た
推
奨
履
修
モ
デ
ル
も
示
さ
れ
て
い
る
(S
RE

B 
20

13
)。

参
考
②
：

職
業
教
育
・
訓
練
と
職
業
準
備
教
育


職

業
教
育

・
訓

練

vo
ca
tio

na
le
du

ca
tio

n 
an

d 
tra

in
in
g


実

質
的

な
職

業
教

育


修

了
後

直
ち
に
労

働
市

場
に
参

入
で
き
る
レ
ベ
ル

の
教

育
・

訓
練

(完
成

教
育

)

資

格
制

度
の

あ
る
国

で
は

、
国

家
資

格
の

取
得

が
な
さ
れ

る


職

業
準
備

教
育


pr
e‐
vo
ca
tio

na
l e
du

ca
tio

n

職

業
の

世
界

へ
と
学

習
者

を
誘

う


職

業
教

育
・
訓

練
の

準
備

教
育

指
定

討
論

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

指
定
討
論
者
：
柴
沼

俊
輔

（
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
）

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
指

標
の

開
発

に
関

す
る
調

査
研

究
―
 第

一
次
報
告

―

ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の

ご
協

力
に
御

礼
申

し
上

げ
ま
す
。

本
研

究
は

JS
P

S
科
研

費
JP

16
H

03
79

1の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。



－  －

2．日本キャリア教育学会第 39 回研究大会－会員企画シンポジウム－ 

大会日程：平成 29（2017）年 10 月 14 日(土)・15 日(日) ※プレ企画 10 月 13 日（金） 

会場：上越教育大学 

 

 

 

 

企画趣旨 

従来から、PDCA サイクルに基づくキャリア教育の取組が強く求められていなが

ら、各学校及び教育委員会において、その評価（C:check）特にアウトカム評価が十

分になされておらず、キャリア教育の実践やその組織・計画の改善が困難な状況に陥

っている。とりわけ、PDCA サイクルの確立を基盤としたカリキュラム・マネジメン

トの重要性が指摘される今日、このような状況の改善は喫緊の課題と言えよう。 

 本シンポジウムの話題提供者及び指定討論者の 4 名は、このような問題認識か

ら、平成 28 年度より 3 年間、科学研究費補助金（基盤研究 B）を得て「キャリア教

育のアウトカム評価指標の開発に関する調査研究」を遂行中である。本シンポジウム

においては、昨年の第 38 回会大会における会員企画シンポジウム（第一次報告）に

続き、当該研究成果の第２回中間報告を中心とした話題提供を行う。 

 今回は、①マレーシアの高等教育機関における iCGPA（統合的累積的 GPA）の

導入と初期実践の分析（藤田）、②フランスにおける教育行政機関との「目標契約」

による PDCA サイクルの展開（京免）、③アメリカにおけるキャリア教育に関する評

価指標の開発動向(石嶺)の成果を報告し、国内の関連動向を基盤とした指定討論（柴

沼）を踏まえながら、キャリア教育のアウトカム評価のあり方について、参加者とと

もに議論したいと考えている。 
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マレーシアの高等教育機関における iCGPA（統合的累積的 GPA）の 

導入と初期実践の分析 

 

                    藤田 晃之 

                  （筑波大学 人間系） 

 

問題と目的 

マレーシア高等教育省は、「高等教育改革計画

2015-2025」において 10 項目の重点改革課題を

打ち出している。そのうち、第一項目が「全人

格的な発達を遂げ、起業的な創造力をもった、

バランスのとれた卒業生の輩出（Graduan 

Holistik, Berciri Keusahawanan dan Seimbang）」で

あり、当該課題を達成するための主方策として

導入されたのが「iCGPA（統合的累積的 GPA：

Purata Nilai Gred Kumulatif Bersepadu/ Integrated 

Cumulative Grade Point Average）」である。 

iCGPA は、下記 8項目について各授業科目を

通して 5段階（0-4）評価を行い、在学中の平均

値をレーダーチャートによって提示し、成績証

明書の標準記載事項とすることを企図している。 

1.知識 

2.精神運動（psikomotor）技能・専門技能 

3.社会性・責任感 

4.価値観・態度・プロフェッショナリズム 

5.コミュニケーション能力・リーダーシップ・

チームワークスキル 

6.課題対応能力 

7.知識・技能向上のための自己管理能力・生涯

学習遂行能力 

8.管理的・起業的（ciri-ciri keusahawanan）能力 

 現在、iCGPA は試行段階であるが、2019 年度

の新入生より全面実施される予定である。 

 日本では評価が困難であるとされる汎用的な

能力（コミュニケーション能力、社会性、責任

感等）や、個々人の内面に深く関わる価値観な

どについて、iCGPA は数値化して評価しようと

しているが、それはいかなる方策によって可能

となるのか。また、その導入過程において問題

は生じていないのか。本発表においては、これ

らの点を明らかにしたい。 

方法 

2017 年 7 月 19 日～21 日に、1.マレーシア高

等教育省、2.iCGPA の先行的実施指定大学であ

る UKM（マレーシア国民大学）、3.試行的実施

段階にある 2大学（UM：マラヤ大学、UPM：

マレーシアプトラ大学）における主担当部局を

訪問し、半構造化インタビューによる調査を実

施すると共に、関連資料の収集を行った。 

 

結果 

調査及び関連資料の分析によって明らかとな

った主要な点は次の通りである。 

【iCGPA の評価方策】 

・「評価項目 1（知識）」は、当該授業を通して

習得すべき知識の理解度・習熟度を示すもの

であり、全授業科目において評価する。 

・「評価項目 2」及びそれ以降の各項目について

は、各授業科目の特性に応じて評価対象を限

定した上で評価する。例えば、特定のテーマ

について議論・討論を行う際には「評価項目

5」「同 6」を中心に評価する。また、実験や

作品制作などでは「評価項目 2」「同 8」が、

フィールドワークなどでは「評価項目 3」「同

5」がそれぞれ対象となることが多い。これら

は、予めシラバスに明示される。 

【iCGPA 導入段階において顕在化した課題】 

・大学教員としての経験の長い授業担当者の非

協力的傾向 

・個々の学生の授業内容への興味関心や理解度

が「評価項目 3」及びそれ以降の各項目に与

える影響の度外視 

・課外活動やボランティアなど、授業以外で発

揮される学生個々の能力の度外視 

・大学教員を対象とした研修機会の不足 

・iCGPA そのものへの社会的認知の未確立 
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フランスのキャリア教育における PDCA サイクルの展開 

―教育行政機関との「目標契約」によるアウトカム評価の実態― 

 

京免 徹雄 

（愛知教育大学 教育学部）

 

問題と目的 

 第一次報告では、キャリア教育で目標とする

コンピテンシーをどのように評価しているのか、

2013 年の教育基本法改正前までを射程に分析

した。その結果、国家レベルでコンピテンシー

を複数の領域・項目に細分化した評価指標が定

められ、この基準に基づく個人簿の作成が教員

に義務づけられたものの、現実には様々な実践

上の課題が存在することが判明した。 
第二次報告では、これらをふまえて、①PDCA

サイクルの機能を高める外部制度はないのか、

②コンピテンシーの評価はその後改善されたの

か、③コンピテンシー以外の評価指標はないの

か、④学校と連携する情報・進路指導センター

（CIO）の活動はどう評価されるのか、という 4
つのリサーチ・クエスチョンを新たに設定した

い。そして、4 つのテーマに迫るために、「目標

契約」という学校経営の手法に着目する。 
2001 年に成立した予算組織法（LOLF）によ

って、公共政策は全領域にわたって業績達成度

評価を受けるようになり、「規範とルールによる

管理」から「目標と成果による管理」に移行し

た。各教育機関も大学区当局が定める目標の中

から、いくつかを選択して契約を交わし、目標

を達成するためのアクションプランと成果を測

定する指標を設定することになっている。 
「目標契約」のもとでの、キャリア教育にお

ける PDCA サイクルの展開過程を可視化し、ア

ウトカム評価の実態を明らかにすること、これ

が本報告の目的である。 
方法 

 中学校と情報・進路指導センターにおいて、

どのように目標契約が締結され、学校教育計画

が作成・実施・評価されているのか、2017 年 3

月にMontpellierで行った実地調査に基づき検討

する。さらに、目標契約との関連も含め、コン

ピテンシーの新たな評価方法について考察する。 
結果と考察 

第 1 に、Alain Savary 中学校では、目標契約を

強く意識した学校教育計画を作成し、それを教

職員と共有して活動を行っていた。キャリア教

育関連の評価指標としては、コンピテンシーの

修得の他に、進路面談の回数、e ポートフォリ

オの利用者数、卒業後の進路選択（振り分け）

の結果などが用いられている。 
第 2 に、コンピテンシー評価のために、「統一

学業成績簿」というアプリケーションが全国で

導入された。5 つの領域を 8 つの要素に区分し

て評価する方法で、以前の「コンピテンシー個

人簿」に比べると簡易化されている。さらに、

その修得状況は点数化され、前期中等教育修了

証書（DNB）の審査にも組み込まれる。 
第 3 に、Béziers 情報・進路指導センターも目

標契約を締結して活動計画を立案し、年度末に

「ダッシュボード」を提出することで評価を受

けていた。その指標は、センターを利用した生

徒数、留年率、離学率などであり、特に学校間

の格差を縮小することに重点が置かれている。 
以上より、目標契約によってキャリアにおけ

る PDCAサイクルが一定程度機能していること

が示唆された。契約は各機関を縛るものではな

く、自発的な教育改善を促すツールとして認識

されているが、施設長を除く教職員の一連のプ

ロセスへの参画は不十分である。また、評価指

標は数値表記できるものが中心であり、アウト

カムとアウトプットが混在している。さらに生

徒の資質・能力については、習得状況を定量的

に把握するにとどまるという課題もある。 
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アメリカにおけるキャリア教育に関する評価指標の開発動向 

―Common Career Technical Core の Career Ready Practices を中心に― 
 

                    石嶺ちづる 

（国際学院埼玉短期大学） 

 

問題と目的 

 第一次報告では、キャリア教育のアウトカム

の評価指標開発に対する学習内容と学習の影響

について、アメリカ合衆国(以下：アメリカ)に

おける職業に関する教育カリキュラム開発で、

学習内容と学習方法が検討されたことと、アウ

トカム(移行支援の達成)との関連性を考察した。 

 第二次報告では、第一次報告で示した課題で

ある具体的なスタンダードの分析を行う。具体

的には、全米的な職業教育に関する専門職団体

Advance CTE が開発した学校教育における職

業 技 能 ス タ ン ダ ー ド Common Career 

Technical Core(以下：CCTC)を取り上げ、特に

どの職業分野で働く際にも必要となる最も基礎

的な資質・能力、Career Ready Practices の特

徴を明らかにする。本報告では、①CCTC の全

体構造とその中における Career Ready 

Practices の 位 置 付 け と ② Career Ready 

Practices を評価するルーブリックの概要を明

らかにする。 

 

方法 

 Advance CTE の資料を基に、CCTC の全体

像と Career Ready Practices の位置付け及び

具体的な指標の内容を明らかにする。その際、

2016 年 9 月の調査結果も用いる。 

 その上で、ノースダコタ州職業教育省が

Advance CTE の Career Ready Practices を基

に開発したルーブリックを取り上げ、具体的な

指標の内容と数値の算定方法を明らかにする。 

 

結果と考察 

 CCTC は次の三層に構造化された資質・能力

のスタンダードである。第 1 層｢どの職業分野

で働く際にも必要となる資質・能力｣(Career 

Ready Practices)の上に、第二層として「16 の

職業分野それぞれで求められる基礎的な資質・

能力」(Foundation Performance Elements)が

あり、専門職団体等が定めた具体的な職業技能

スタンダードに繋がる第三層の｢職業群で求め

られる資質・能力｣(Pathway Performance 

Elements)が位置付けられている。 

 CCTCの基礎であるCareer Ready Practices

は、12 の具体的な要素が示されており、働くこ

とに関する知識や意欲・態度、基本的な能力、

自己の仕事の質を向上させるための能力、職場

における協働を支える能力と多岐に渡っている。 

 ノースダコタ州では、CCTC を特に Career 

Ready Practices を活用したルーブリック評価

の方法を示している。このルーブリックは教員

やアドバイザーによる活動前の学習者の事前評

価や、学習者の自己評価(事前事後の両方)、学

習者の相互評価に用いることを想定している。 

 ルーブリックは四段階評価で、｢４点＝働くた

めに必要な資質・能力以上のものを身につけて

いる｣、｢３点＝働くために必要な資質・能力を

身につけている｣、｢２点＝働くために必要な多

くの資質・能力を身につけているが、改善が必

要である｣、｢１点＝働くために必要な資質・能

力を身につけるための追加的な学習や支援が必

要である｣となっている。ルーブリックでは、

Career Ready Practices の 12 の要素それぞれ

について、6〜12 の具体的な評価項目を設定し、

そのそれぞれについて、1〜４点の評価に該当

する学習者の具体的な行動が示されている。 

 このルーブリックを用いた評価は、個々のキ

ャリア教育の学習(プロジェクトや授業)の成果

だけではなく、科目や学期の評価や卒業時の評

価にも活用することが想定されている。 
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中
間

結
果

を
踏

ま
え
て
－

（
柴

沼
）
10

分


話

題
提

供
［
研

究
成

果
報

告
］
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン


藤
田

15
分
＋

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
5分


京
免

15
分
＋

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
5分


石
嶺

15
分
＋

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
5分


休

憩
10

分


総

括
的

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン


総

括
指

定
討

論
－

日
本

へ
の

示
唆

－
（
柴

沼
）
10

分


デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
20

分

企
画

趣
旨



－  －

企
画

趣
旨


従
来
か
ら
、
PD

CA
 サ

イ
ク
ル
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
な

が
ら
、
各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
評
価
（
C:
ch
ec
k）
特
に
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
や
そ
の
組
織
・
計
画
の
改
善
が

困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
話
題
提
供
者
及
び
指
定
討
論
者
の

4 
名
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
認
識
か
ら
、
平
成

28
 年

度
よ
り
3年

間
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（

基
盤
研
究

B）
を
得
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
の
開
発
に
関
す
る
調
査

研
究
」
を
遂
行
中
で
あ
る
。


昨
年
の
第

38
回
研
究
大
会
で
は
、
当
該
研
究
成
果
の
第

1回
中
間
報
告
と
し
て
、

①
日

本
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
実

践
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

先
進

事
例

と
見

な
さ
れ

る
「
ス
ー
パ

ー
・
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
SP
H）

」
指

定
校

の
事

例
分

析
（
藤

田
）

②
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

に
関

す
る
政

策
・
研

究
動

向
分

析
（
京

免
）

③
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移

行
支

援
施

策
の

展
開

と
職

業
に
関

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発

動
向

の
分

析
（
石

嶺
）


の
成
果
を
報
告
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
と

と
も
に
議
論
し
た
。

平
成

20
年

7月
平

成
25

年
6月

教
育

振
興

基
本

計
画

が
求

め
る
PD

CA


第

1期
教
育
振
興
基
本
計
画

（
20

08
（
平

成
20

）
年

7月
）

教
育

振
興

基
本

計
画

が
求

め
る
PD

CA

第

2期
教

育
振

興
基

本
計

画
（
20

13
（
平
成

25
）
年

6月
）

第
１
期
計
画
の
総
括
と
今
後
の
方
向
性
（
抄
）


第

１
期

計
画

の
総

括

•
第

１
期

計
画

に
お
い
て
掲

げ
る
「
１
０
年

間
を
通

じ
て
目

指
す
べ

き
教

育
の

姿
」
の

達
成

は
い
ま
だ
途

上
に
あ
る
と
考

え
ら
れ

、
（
中

略
）
繰

り
返

し
指

摘
さ
れ

て
き
た
諸

課
題

は
依

然
と
し
て
未

解
決

の
も
の

も
多

く
、
よ
り
複

雑
化

・
顕
在
化
し
て
い
る
。


教

育
課

題
が

依
然

と
し
て
指

摘
さ
れ

る
要

因
の

例

•
「
ど
の

よ
う
な
成

果
を
目

指
す
の

か
」
「
ど
の

よ
う
な
力

の
修

得
を
目

指
す
の

か
」
と
い
っ
た
明

確
な
目

標
が

設
定

さ
れ

、
そ
の

取
組

の
成

果
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
に
基

づ
く
客

観
的

な
検

証
を
行

い
、
そ
こ
で
明

ら
か

に
な
っ
た
課

題
等

を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
新

た
な
取

組
に
反

映
さ
せ

る
検

証
改

善
サ

イ
ク
ル

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル

）
が

、
教

育
行

政
、
学

校
、
学

習
者

等
の

各
レ
ベ
ル

に
お
い
て
、
必

ず
し
も
十

分
に
機

能
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と



－  －

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
た
め
の

審
議
を
求
め
る
諮
問
文
よ
り


文
部
科
学
大
臣
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
（
諮
問
）
」
（
20

14
（
平

成
26

）
年

11
 月

20
 日

）

（
前

略
）
今

般
，
新

し
い
時

代
に
ふ

さ
わ

し
い
学

習
指

導
要

領
等

の
在

り
方

に
つ
い
て
諮

問
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

具
体

的
に
は

，
以

下
の

点
を
中

心
に
御

審
議

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
一
に
，
教

育
目

標
･内

容
と
学

習
･指

導
方

法
，
学

習
評

価
の

在
り
方

を
一

体
と
し
て
捉

え
た
，
新

し
い
時

代
に
ふ

さ
わ

し
い
学

習
指

導
要

領
等

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
（
中
略
）

第
二
に
，
育
成
す
べ
き
資
質
･能

力
を
踏
ま
え
た
，
新
た
な
教
科
･科

目
等
の
在
り
方
や
，

既
存
の
教
科
･科

目
等
の
目
標
･内

容
の
見
直
し
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

第
三
に
，
学
習
指
導
要
領
等
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
，
各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
，
学
習
･指

導
方
法
及
び
評
価
方
法
の
改
善
を
支
援
す
る
方
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
（
以
下
略
）

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
の

現
状

キ
ャ
リ
ア
教

育
・
進

路
指

導
に
関

す
る
総

合
的

実
態

調
査

（
20

12
年

10
月
～

11
月
）
よ
り

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

全
体

計
画

が
あ
る
学

校
63

.4
％

81
.3
％

70
.4
％

キ
ャ
リ
ア
教

育
の

年
間

指
導

計
画

が
あ
る
学

校
46

.7
％

76
.7
％

80
.4
％

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

成
果

に
関

す
る
評

価
計

画
」
が

全
体
計
画
に
記
さ
れ
て
い
る
学
校

8.
2％

11
.5
％

20
.7
％

「
取

組
の

改
善

に
つ
な
が

る
評

価
を
実

施
す
る
こ
と
」

を
計

画
策

定
時

に
重

視
し
た
学

校
7.
4％

13
.7
％

16
.6
％

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
の

成
果

に
関

す
る
評

価
」
が

今
後

重
要
に
な
る
と
思
う
教
員

81
.2
％

84
.9
％

74
.4
％

「
学

級
等

の
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
つ
い
て
困

っ
た
り
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
（
小

学
校

14
項

目
・
中

学
校

・
高

等
学

校
18

項
目

）
」
の

う
ち
「
評

価
の

仕
方

が
分

か
ら
な
い
」
を
選

択
し
た
教
員

33
.2
％

(第
３
位

)
34

.9
％

(第
２
位

)
31

.0
％

(第
２
位

)

今
回

の
話

題
提

供


藤

田
マ
レ
ー
シ
ア
の

高
等

教
育

機
関

に
お
け
る
iC
GP

A（
統

合
的

累
積

的
GP

A）
の

導
入

と
初

期
実

践
の

分
析


京

免
フ
ラ
ン
ス
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
に
お
け
る
PD

CA
サ
イ
ク
ル
の
展
開

―
教
育
行
政
機
関
と
の
「
目
標
契
約
」
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
実
態

―


石

嶺
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る
評

価
指

標
の

開
発

動
向 ―
Co

m
m
on

 C
ar
ee

r T
ec
hn

ica
l C

or
eの

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

sを
中
心
に
―

論
点

の
提

示
－
国
内
調
査
の
中
間
結
果
を
踏
ま
え
て
－

柴
沼

俊
輔

（
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
）



－  －

主
要
な
論
点

1.
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

（
・
主

体
）
に
関

し
て

参
考
に
す
べ
き
点
と
問
題
点


教
育
行
政
の
拘
束
力
と
学
校
教
員
の
自
律
性
・
主
体
性

な
ど

⇒
行
政
が
目
標
と
評
価
を
強
制
し
す
ぎ
る
と
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
状

態
に
な
る
が
、
放
任
し
す
ぎ
る
と
実
践
が
は
じ
ま
ら
な
い
。
各
主
体

が
ど
こ
ま
で
関
与
し
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
目
標
と
評
価
指
標
を
設

定
し
た
ら
よ
い
か

。
兵

庫
県

教
委

は
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
を
作

成
・
公

開
し
た
も
の
の
、
ノ
ー
ト
の
各
項
目
と
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
と

の
関
係
は
明
示
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
こ
れ
に
は
各
学
校
で
自
律

的
に
指
導
計
画
・
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
と
の
対
応
で
項
目
を
編

集
し
て
ほ
し
い
と
の
意
図
が
あ
っ
た
。

主
要
な
論
点

2.
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

に
関

し
て

参
考
に
す
べ
き
点
と
問
題
点

⇒
兵
庫
県
教
委
で
は
、
「
兵
庫
型
体
験
教
育
」
と
の
関
連

で
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
を
活
用
、
評
価
も
体
験
教
育
と
の
関

わ
り
が
中
心
で
あ
り
、
逆
に
教
科
教
育
に
お
け
る
評
価

と
そ
の

統
合

が
課

題
で
あ
る
と
述

べ
て
い
た
。
個

々
の

教
員
は
、
日
常
的
に
将
来
に
つ
な
が
る
生
徒
の
発
達
を

看
取

っ
て
い
る
は

ず
。
し
か

し
、
そ
の

発
達

の
あ
り
よ
う

を
、
意

図
的

に
統

合
す
る
（
と
り
ま
と
め
る
）
た
め
に
は

何
ら
か
の
仕
掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。
参
考
に
な
る
事

例
が

あ
れ

ば
。

主
要
な
論
点

3.
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

に
関

し
て
参

考
に
す
べ

き
点

と
問
題
点

⇒
本
来
の
教
育
評
価
は
、
教
育
活
動
の
良
い
点
と
悪
い
点
を
明
ら

か
に
し
て
次
の
教
育
活
動
を
改
善
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
被

教
育

者
を
励

ま
す
も
の

。
他

方
で
、
評

価
に
は

、
被

評
価

者
の

能
力
を
証
明
す
る
機
能
も
あ
る
。
後
者
の
評
価
が
制
度
化
さ
れ
た

場
合

、
実

践
は

一
気

に
広

が
る
が

、
そ
の

妥
当

性
、
正

当
性

が
厳
し
く
問
わ
れ
る
も
の
に
な
る
。
今
回
の
諸
外
国
の
事
例
で
は
学

校
卒
業
後
の
進
路
選
抜
に
も
か
か
わ
る
形
で
評
価
が
行
わ
れ
て

い
る
が

、
そ
の

是
非

と
は

。
ま
た
、
前

者
の

教
育

実
践

改
善

の
た

め
の

評
価

に
関

し
て
、
自

律
的

に
PD

CA
を
回
し
て
学
校
全
体
で

継
続
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
を
改
善
向
上
さ
せ
て
い
る
学
校

の
事

例
が

あ
れ

ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

主
要
な
論
点

1.
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

（
・
主

体
）
に
関

し
て
参

考
に
す
べ

き
点

と
問

題
点

2.
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

に
関

し
て

参
考
に
す
べ
き
点
と
問
題
点

3.
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

に
関

し
て
参

考
に
す
べ

き
点

と
問
題
点



－  －

マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

iC
GP

A（
統
合
的
累
積
的

GP
A）

の
導
入
と
初
期
実
践
の
分
析

藤
田

晃
之

（
筑
波
大
学

人
間
系
）

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

高
等

教
育

改
革

の
動

向

マ
レ
ー
シ
ア
教
育
改
革
計
画

20
15
-2
02
5

（
高
等
教
育
）

重
点

改
革

課
題

10
項

目

起
業
的
な
発
想
力
を
持
ち
、
全
人
格
的
に

バ
ラ
ン
ス
の

と
れ

た
卒

業
生

の
輩

出

iC
GP

Aの
導

入


iC
GP

A（
統

合
的

累
積

的
GP

A）


Pu
ra
ta

Ni
la
iG

re
d
Ku

m
ul
at
if
Be

rs
ep

ad
u


In
te
gr
at
ed

 C
um

ul
at
iv
e 
Gr
ad

e 
Po

in
t A

ve
ra
ge


下
記

8項
目
に
つ
い
て
各
授
業
科
目
を
通
し
て
5段

階
（0

‐4
）
評
価
を
行
い
、

在
学
中
の
平
均
値
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
っ
て
提
示
し
、
成
績
証
明
書

の
標
準
記
載
事
項
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

1.
知
識

2.
精
神
運
動
（
ps
iko

m
ot
or
）
技
能
・
専
門
技
能

3.
社

会
性

・
責

任
感

4.
価
値
観
・
態
度
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

5.
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
キ
ル

6.
課
題
対
応
能
力

7.
知
識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
自
己
管
理
能
力
・
生
涯
学
習
遂
行
能
力

8.
管

理
的

・
起

業
的

（
cir

i‐c
iri

ke
us
ah

aw
an

an
）
能

力



－  －

高
等
教
育
省
作
成
の
iC
G
P
A
普
及
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

論
点

1：
iC
GP

A導
入

の
プ
ロ
セ
ス


iC
GP

A導
入

の
背

景


社
会
の
急
速
な
変
化

•
特

定
分

野
の

知
識

・
技

能
の

み
な
ら
ず
、
倫

理
的

な
意

思
決

定
能

力
や

変
化

へ
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が

求
め
ら
れ

る
。

•
高
等
教
育
省
は
、
と
り
わ
け
、
道
徳
性
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
（
ja
tid

iri
ke
ba

ng
sa
an

）
、
多

様
な
文

化
の

受
容

力
と
文

化
的

リ
テ
ラ
シ
ー
（
be

ra
da

b）
、
自
己

理
解

力
、
人

間
関

係
形

成
能

力
等

を
重

視
す
る
。


調
査
結
果
が
示
す
も
の

•
20

12
年
調
査
：
「
大
学
は
、
在
学
生
に
対
し
て
、
卒
業
後
に
職

場
で
求
め
ら
れ
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。
」

•
肯

定
的

回
答

率
：

大
学
＝

70
%
、
卒

業
生

＝
40

％
、
企
業

＝
40

％

•
20

12
年
調
査
：
卒
業
直
後
に
起
業
し
た
者
あ
る
い
は
会
社
経

営
に
携
わ
っ
た
者
：
2%

•
そ
の
一
方
、
求
人
の
約

70
%
は

中
小

企
業

に
よ
る

論
点

1：
iC
GP

A導
入

の
プ
ロ
セ
ス


一

貫
し
て
政

府
主

導
に
よ
る
導

入


20
09

年
以
前

•
テ
イ
ラ
ー
ズ
大
学
（
Un

iv
er
sit
iT
ay
lo
r’s
：
私
立
大
学
）
に
お
け
る
「
ダ
ブ
ル
成
績

証
明
書
（
学
業
成
績
証
明
書
＋
課
外
諸
活
動
成
果
証
明
書
）
」


20

09
年

•
包
括
的
評
価
実
施
に
向
け
た
研
究
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
高
等
教
育
省
内
に
設
置

（
先
進
的
実
践
と
し
て
の
テ
イ
ラ
ー
ズ
大
学
）


20

14
年

•
「
マ
レ
ー
シ
ア
教

育
改

革
計

画
20

15
‐2
02

5（
高
等
教
育
）
」
に
導
入
計
画
を
明

示


20

15
年

•
5大

学
5学

部
に
お
け
る
試
行
的
実
施
：

•
Un

iv
er
sit
iK
eb

an
gs
aa
n
M
al
ay
sia

 (U
KM

), 
Un

iv
er
sit
iT
ek
no

lo
gi
M
ar
a 
(U
iT
M
), 
Un

iv
er
sit
i

M
al
ay
sia

 Te
re
ng

ga
nu

 (U
M
T)
, U

ni
ve
rs
iti

M
al
ay
sia

 K
el
an

ta
n 
(U
M
K)
 , 
Un

iv
er
sit
i

M
al
ay
sia

 P
ah

an
g 
(U
M
P)

＊
続

く

論
点

1：
iC
GP

A導
入

の
プ
ロ
セ
ス


一
貫
し
て
政
府
主
導
に
よ
る
導
入

（
＊

続
き
）


20

19
年
：
全
大
学
の
新
入
生
を
対
象
に
全
面
実
施
予
定


20

17
年
現
在
の
実
施
状
況

•
20

公
立
大
学
（
15

3学
部
、
33

4コ
ー
ス
）

•
15

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
［
公

立
］
（
7コ

ー
ス
）

•
6ポ

リ
テ
ク
ニ
ク
ス
［
公
立
］
（
35

コ
ー
ス
）

高
等

教
育
機

関
数

公
立
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ

ポ
リ
テ
ク

ニ
ク
ス

在
籍
者

数

私 立 高 等 教 育 機 関



－  －

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


全
授
業
科
目
に
よ
る
実
施


し
か

し
、
各

授
業

科
目

に
お
い
て
、
iC
GP

Aの
全

8項
目

を
評
価
す
る
の
で
は
な
い
。

1.
知

識
2.

精
神

運
動

（
ps
ik
om

ot
or
）
技

能
・

専
門

技
能

3.
社

会
性

・
責

任
感

4.
価

値
観

・
態

度
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム

5.
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
キ

ル
6.

課
題

対
応

能
力

7.
知

識
・
技

能
向

上
の

た
め
の

自
己

管
理
能
力
・
生
涯
学
習
遂
行
能
力

8.
管

理
的

・
起

業
的

（
ci
ri-
ci
ri

ke
us
ah
aw

an
an

）
能
力


「
評
価
項
目
1（

知
識

）
」
は

、
当

該
授

業
を
通

し
て

習
得
す
べ
き
知
識
の
理
解
度
・
習
熟
度
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
全
授
業
科
目
に
お
い
て
評
価
す
る
。


「
評
価
項
目
2」

及
び
そ
れ
以
降
の
各
項
目
に
つ

い
て
は

、
各

授
業

科
目

の
特

性
に
応

じ
て
評

価
対

象
を
限

定
し
た
上

で
評

価
す
る
。
例

え
ば

、
特

定
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議

論
・
討

論
を
行

う
際

に
は
「
評
価
項
目
5」

「
同
6」

を
中
心
に
評
価
す
る
。

ま
た
、
実

験
や

作
品

制
作

な
ど
で
は

「
評

価
項

目
2」

「
同
8」

が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
は
「
評

価
項
目
3」

「
同
5」

が
そ
れ

ぞ
れ

対
象

と
な
る
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
予
め
シ
ラ
バ
ス
に
明
示
さ

れ
る
。

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


マ
ラ
ヤ
大

学
工

学
部

の
例


Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授
作
成
資
料
よ
り

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


マ
ラ
ヤ
大

学
工

学
部

の
例


Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授
作
成
資
料
よ
り

P
O
=
P
ro
gr
am

m
e
O
ut
co
m
es

（
マ
ラ
ヤ
大

学
で
は

、
高

等
教

育
省

モ
デ
ル
8項

目
の
う
ち
、
4項

目
に

つ
い
て
2分

割
し
、
12

項
目
と
し
た
上
で
iC
G
P
A
を
算
出
し
て
い
る
。
）

【
例

】
教

育
省

モ
デ
ル

「
5：

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
キ
ル
」

→
マ
ラ
ヤ
大
学
工
学
部
「
P
O
9：

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
＋

「
P
O
10

：
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
キ
ル
」

学
期

科
目
コ
ー
ド

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


マ
ラ
ヤ
大

学
工

学
部

の
例


Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授
作
成
資
料
よ
り

第
1学

期
第
2学

期
第
3学

期
第
4学

期

第
5学

期
第
6学

期
第
7学

期



－  －

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


マ
ラ
ヤ
大

学
工

学
部

の
例


Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授
作
成
資
料
よ
り

第
8学

期

論
点

2：
全

授
業

を
通

し
た
評

価
の

実
際


学
部
・
学
科
等
の
特
性
に
合
っ
た
評
価
基
準


高
等
教
育
省
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
示
さ
れ
た
「
情
報
科
学
部
」

の
例 •
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
関

連
す
る
事

実
、
概

念
、
原

理
、
理

論
に
基

づ
く
基

礎
知

識
を
応

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

•
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
分

野
の

問
題

を
解

決
す
る
た
め
に
精

神
運

動
（

ps
iko

m
ot
or
）
技

能
・
専

門
技

能
を
発

揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

•
原

理
や

基
礎

理
論

を
応

用
す
る
際

に
、
状

況
に
応

じ
て
、
人

間
関

係
形

成
ス
キ
ル

を
発

揮
し
、
社

会
的

責
任

を
果

た
す
こ
と
が

で
き
る
。

•
倫

理
や

法
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
必

要
と
す
る
場

面
に
お
い
て
、
倫

理
や

プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
行
動
が
で
き
る
。

•
同

僚
、
顧

客
、
雇

用
主

、
及

び
、
一

般
の

人
々

に
対

し
、
適

切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ス
キ
ル

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
発

揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

•
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
分

野
の

問
題

を
解

決
す
る
際

に
、
分

析
的

か
つ
批

判
的

思
考

ス
キ
ル

を
発

揮
し
、
適

切
な
技

術
を
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

•
学

業
や

キ
ャ
リ
ア
形

成
の

た
め
に
、
生

涯
学

習
と
情

報
管

理
ス
キ
ル

が
重

要
で
あ

る
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

•
現

実
の

ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界

を
幅

広
く
捉

え
、
経

営
ス
キ
ル

と
起

業
家

的
特

性
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

論
点

3：
iC
GP

A活
用

の
方

向
性


現

時
点

に
お
い
て
判

断
は

難
し
い


企

業
側

の
iC
GP

Aに
対
す
る
理
解
は
極
め
て
不
十
分

•
高
等
教
育
省
の
強
い
主
導
性
に
よ
る
導
入
と
普
及
努
力
の
先
行

素
晴

ら
し

い
履

歴
書

で
す

ね
。

…
…

と
こ

ろ
で

、
あ

な
た

の
iC
G
P
A

も
見

せ
て

も
ら

え
ま

す
か

？

と
い
う
状

況
が

生
ま
れ

る
か

否
か

を
予
測
す
る
の
は
時
期
尚
早

iC
GP

Aの
課

題


マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
大
学
（
Un

ive
rs
iti

Pu
tra

 M
al
ay
sia

 (U
PM

) ）
教

育
学

部
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
か
ら


Pr
of
. D

r. 
Ai
da

 S
ur
ay
a 
M
d.
 Yu

nu
s

（
20

17
年

7月
21

日
）

•
経
験
豊
か
な
教
授
陣
が
、
新
た
な
評
価
方
法
に
積
極
的
で
は
な
い
こ
と
は
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
る

。
（
例

え
ば

、
As
sis

ta
nt
 P
ro
fe
ss
or
な
ど
と
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
し
て
も
、
「
iC
GP

Aは
君
に
任
せ

た
」
と
い
う
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
）

•
例

え
ば

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
や

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の

行
動

は
、
当

該
教

科
の

得
意

・
不

得
意

、
興

味
・
関

心
の

強
弱

、
関

連
基

礎
知

識
の

有
無

な
ど
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
く
る
。
授

業
中

は
十

分
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ

は
そ
の

学
生

の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の

全
体

像
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
課
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ

る
学

生
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

科
目

が
不

得
意

で
あ
れ

ば
、
授

業
中

活
発

な
発

言
を
し
た
り
、
全

体
を
牽

引
す
る
役

割
を
果

た
し
た
り
は

し
な
い
。
現

在
の

iC
GP

Aは
こ
の

よ
う
な
事

実
を
等

閑
視

し
て

い
る
。

•
卒

業
時
の

iC
GP

A
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
在
学
中
の
評
価
を
単
純
平
均
し
て
算
出
さ
れ
る
。
し
か
し

、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
は
、
学
生
が
大
学
に
慣
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
発
揮
さ
れ
に
く
い
特

性
を
持

つ
。
ま
た
、
「
価

値
観

」
な
ど
も
、
在
学

中
の

様
々

な
経
験

等
に
よ
っ
て
変
化

す
る
も
の

で
あ
る

。
初

年
次

か
ら
卒

業
学

年
ま
で
の

単
純

平
均

で
iC
GP

Aを
算
出
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
学
生
の
卒
業

時
の

資
質

・
能

力
を
示

す
も
の

で
は

な
い
。



－  －

フ
ラ
ン
ス
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
に
お
け
る

PD
CA

サ
イ
ク
ル

の
展

開

―
教
育
行
政
機
関
と
の
「
目
標
契
約
」
に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
実
態
―

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
教

育
学

部
）

０
．
中
学
校
に
お
け
る
課
題
と
新
制
度
の
導
入

〇
主

体
的

な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル

を
阻

む
古

く
て
新

し
い
問

題

・
教

員
の

「
教

育
の

自
由

」
の

承
認

≒
個

人
主

義

・
教

員
の

週
間

授
業

時
数

は
18

時
間

（
そ
れ

以
外

は
在

校
義

務
な
し
）

・
徹
底
し
た
分

業
制

（
進

路
指

導
心

理
相

談
員

な
ど
の

専
門

職
）

…
同
僚
と
の
協
働
は
1.
9時

間
（
日

本
2.
9時

間
）
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
最

低

〇
第

一
次

報
告

（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

）
の

概
要

・
中

央
集

権
的

な
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
評

価
基

準
と
個

人
簿

の
策

定

・
大

学
区

に
お
け
る
教

科
ご
と
の

評
価

基
準

の
作

成

・
政

策
・
制

度
と
学

校
現

場
で
の

実
態

の
解

離
（教

科
専
門
性
へ
の
固
執
、
困
難
な
チ
ー
ム
活
動
、
認
証
の
み
に
従
事
）

・
改

善
の

カ
ギ
は

、
「
教
科
の
思
考
ス
タ
イ
ル
」
「
支
援
」
「
ツ
ー
ル
」

大
学

区

自
治

体

中
学

校

（
co

llè
ge
）

情
報

・
進

路
指

導
セ

ン
タ
ー

（
CI
O）

高
等
学
校

（
ly

cé
e）

〇
大

学
区

・
自

治
体

・
教

育
機

関
の

三
者

間
「
目

標
契

約
」

・
19

89
年

学
校

教
育

計
画

・
20

01
年

予
算

組
織

法
「
規
範
と
ル
ー
ル
に
よ
る
管
理
」

⇒
「
目
標
と
成
果
に
よ
る
管
理
」

・
20

05
年

目
標

契
約

・
20

13
年

三
者

間
契

約

4年
間
の
ス
パ
ン

で
締
結

０
．
中
学
校
に
お
け
る
課
題
と
新
制
度
の
導
入

〇
A

la
in

Sa
va

ry
中

学
校

に
お
け
る

PD
C

A
サ

イ
ク
ル

①
状

況
診

断
を
ふ

ま
え
、
校

長
が

学

校
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
20

15
～

20
18

年
度

）
を
作

成
、
教

職
員

と
共

有

②
学

校
教

育
計

画
を
ふ

ま
え
、
目

標

契
約

（
20

16
～

20
19

年
度

）
を
締

結
、

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
作
成

③
毎

年
度

末
に
活

動
結

果
を
総

括
し
、

教
育
報
告
書
を
大
学
区
に
提
出

④
評

価
結

果
（
目

標
達

成
状

況
）
を

ふ
ま
え
て
、
学

校
教

育
契

約
や

目
標

契
約
を
改
訂

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順



－  －

①
学

校
教

育
計

画
と
目

標
契

約
に
向

け
た
診

断
的

評
価

〇
学

校
の

強
み

・
学

業
成

績
・
学
習
指
導
チ
ー
ム
の
安
定
性
、
経
験
、
積
極
的
関
与

・
学
校
生
活
の
質
、
平
穏
な
環
境

・
学
校
に
対
す
る
よ
い
イ
メ
ー
ジ

・
約

20
ク
ラ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る
生
徒
規
模
と
い
う
教
育
構
造

・
豊

か
な
自

然
環

境

〇
さ
ら
な
る
進

歩
が

必
要

な
事

項

・
約

10
％
の
生
徒
が
前
期
中
等
教
育
終
了
証
書
（

D
N

B）
を
取
得
し
て
い
な
い

・
教
育
課
程
の
修
了
前
に
離
学
す
る
生
徒
が
わ
ず
か
に
存
在
す
る

・
継
続
的
な
平
常
点
評
価
が
、
試
験
結
果
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る

・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
よ
る
評
価
を
拡
大

・
受
け
入
れ
た
生
徒
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
応
じ
た
学
習
指
導
の
差
別
化
を
拡
大

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

別
紙

資
料

4頁
・
表

3

②
学

校
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

作
成

１
.生

徒
の

成
功

に
役

立
つ
学

習
・
教

育
方

策
Ⅰ

）
生

徒
の

就
学

行
程

に
伴

走
し
、
責

任
を
引

き
受

け
る

a)
全
て
の
生
徒
が
成
功
で
き
る
よ
う
に
す
る

b)
中

学
校

に
お
い
て
学

ぶ
意

欲
を
促

進
す
る

c)
中

学
校

や
高

校
に
お
け
る
学

業
継

続
や

将
来

の
職

業
移

行
を
促

進
す
る
た
め

に
、
中
退
を
回
避
す
る

Ⅱ
）
特

別
な
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
生

徒
を
効

果
的

に
受

け
入

れ
る

２
．
生
徒
の
開
花
に
有
効
な
学
校
文
化

Ⅰ
）
質

の
高

い
学

校
生

活
環

境
を
強

化
す
る

Ⅱ
）
自

律
性

と
責

任
感

を
も
っ
た
成

熟
し
た
市

民
に
な
る

Ⅲ
）
文

化
、
創

造
、
活

動
に
積

極
的

に
参

画
す
る

３
．
中

学
校

を
外

部
に
開

く
Ⅰ

）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ロ
ジ
ッ
ク
を
構

築
す
る

Ⅱ
）
学

校
の

肯
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
拡

大
す
る
た
め
連

携
先

と
の

関
係

を
発

展
さ
せ

る

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

別
紙

資
料

4頁
・
図

1

実
際

の
目

標
手

段
と
活

動
評

価

高
校

普
通

科
・
技

術
科

、
職

業
高

校
、
あ
る
い
は

見
習

訓
練

に
向

け
た

生
徒

の
進

路
指

導
を
成

功
さ

せ
る

・
平
常
評
価
と
期
末
評
価
の
間
の
隔
た
り
の
減
少

・
高
等
学
校
の
教
員
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成

・
高

等
学

校
と
連

携
し
た
活

動
の

発
展

（
職

業
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
短
期
研
修
、
高
校
訪
問

…
）

・
家

庭
に
向

け
て
進

路
指

導
の

枠
組

み
を
伝

達
す
る

ツ
ー
ル
の
開
発

・
コ
ー
ホ
ー
ト
追

跡
調

査
（
高

校
第

1学
年

終
了

後
に

進
路
変
更
し
た
生
徒
の
数
）

・
振
り
分
け
の
結
果

・
情

報
提

供
の

会
合

に
参

加
し
た
家
庭
の
割
合

進
路

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

作
成

に
よ
っ
て
選

択
さ
れ

た
進

路
指

導
を
促

進
す
る

・
自

分
の

進
路

選
択

に
関

し
て
生

徒
を
啓

蒙
す
る

・
個

人
や

集
団

で
の

面
談

、
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
生

徒
や
保
護
者
へ
の
高
等
学
校
に
関
す
る
情
報
提
供

・
教
育
チ
ー
ム
に
よ
る
伴
走
支
援
の
強
化

・
最

初
の

選
択

で
振

り
分

け
ら
れ
た
割
合

現
在

の
進

路
指

導
方

針
を
継

続
し
、
強

化
す
る

・
「
未

来
へ

の
行

程
」
、
企

業
訪

問
、
短

期
研

修
、
入

門
観

察
研

修
、
職

業
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
個

別
進

路
面

談
の

数
・
進
路
希
望
と
結
果
と
の
差

経
済

世
界

に
関

す
る
知

識
を
増

大
さ
せ

る

・
第

4学
年

の
職

場
体

験
や

「
教

科
横

断
実

践
授

業
」

（
EP

I）
に
お
け
る
職
業
人
の
発
表
を
活
用
す
る

・
チ
ー
ム
で
活

動
す
る
こ
と
を
学

ぶ

・
面

談
の

数

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

「
教

科
横

断
実

践
授

業
」
の

数

担
任

教
員

の
養

成
訓

練

・
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ソ
ー
ス
の
利
用

・
進

路
指

導
の

支
援

・
進
路
情
報
に
関
す
る
会
合

・
地

域
か

ら
の

支
援

提
供

・
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ソ
ー

ス
へ

の
ア
ク
セ
ス
数

・
短

期
研

修
や

訪
問

の
「
当

事
者

」
と
な
っ
た
生

徒
の

数

進
路

行
程

の
構

築
に

よ
る
生

徒
の

意
欲

促
進

・
「
未
来
へ
の
行
程
」
に
お
け
る
諸
活
動

・
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
普
及

・
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し

た
生
徒
と
教
員
の
数

自
律

精
神

と
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
発

達
さ
せ

る

・
第

4学
年
の
企
業
研
修
の
活
用

・
「
職
業
発
見
」
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〇
「
１
‐Ⅰ

‐c
.学

業
継
続
と
職
業
移
行
の
促
進
と
中
退
回
避
」
の
目
標
と
評
価

別
紙
資
料

6頁
・
表

2・
表

3

③
教

育
報

告
書

の
提

出

共
通

基
礎

知
識

・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

20
14

年
度

20
15

年
度

フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得

91
％

94
％

1
つ
の
現
代
外
国
語
の
実
用

96
％

99
％

数
学

の
基

礎
原

理
及

び
科

学
的

・
技

術
的

教
養

94
％

90
％

情
報

通
信

に
関

す
る
日

常
的

な
技

術
の

習
得

86
％

91
％

人
文
的
教
養

86
％

95
％

社
会

的
・
公

民
的

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

96
％

99
％

自
律

性
・
自

発
性

96
％

99
％

前
期
中
等
教
育
修
了
証
書
（
DN

B）
の
取
得

96
％

87
％

〇
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

修
得

状
況

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

別
紙

資
料

8頁
・
表

4



－  －

〇
「
未

来
へ

の
行

程
」
で
実

施
し
た
取

組
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）

第
1学

年
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
Fo
lio

s）
の
開
設

第
3学

年
・
進
路
指
導
と
教
育
・
訓
練
に
行
程
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
闘
う

・
一
部
の
生
徒
に
対
す
る
企
業
研
修
、
職
人
の
発
見

第
4
学
年

・
「
職

業
指

導
成

功
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
DR

OP
）
と
「
職
業
発
見
」
（
DP

3）
・
企
業
研
修
（
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
口
頭
発
表
）

・
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
て
履
歴
書
と
志
望
動
機
書
を
作
成

・
職

人
組

合
で
の

活
動

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

進
学

先
勧

告
（
男

性
）

勧
告

（
女

性
）

勧
告

（
合

計
）

結
果

（
合

計
）

勧
告

と
結

果
の

差

高
等

学
校

普
通

科
・
技

術
科

42
％

36
％

78
%

79
.7
％

+1
.9
7%

職
業

バ
カ
ロ
レ
ア
取

得
コ
ー
ス

12
.5
％

6.
5％

19
%

14
.5
％

‐4
.5
%

職
業

適
性

証
書

（
CA

P）
取

得
コ
ー
ス

2.
2％

0.
8％

3%
2.
9％

‐0
.1
%

留
年

・
そ
の

他
0%

0%
0%

2.
9％

+2
.9
%

〇
進

路
勧

告
と
最

終
結

果
（
ア
ウ
ト
カ
ム
？

）
別

紙
資

料
8頁

・
表

5

〇
小

括
：
教

育
行

政
の

拘
束

力
と
教

員
の

自
律

性

１
．
目

標
と
評

価
指

標
の

設
定

手
順

・
目

標
契

約
に
つ
い
て
、
学

校
長

に
「
成

果
主

義
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
認

識
は

な
く
、
む
し
ろ
学

校
の

教
育

改
善

を
後

押
し
し
て
く
れ

る
制

度
と
し
て

肯
定

的
に
捉

え
て
い
た

・
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

の
中

心
は

学
校

長
で
あ
り
、
各

教
職

員
は

情
報

の
共

有
に
と
ど
ま
る
こ
と
か

ら
、
組

織
と
し
て
の

改
善

プ
ロ
セ
ス
へ

の
主

体
的

参
画

に
は

至
っ
て
い
な
い

・
評

価
指

標
に
は

、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
カ
ム
が

混
在

し
て
い
た
が

、
両

者
と
も
ほ

ぼ
全

て
数
値
デ
ー
タ
で
示

す
形

に
な
っ
て
い
た

・
厳

密
な
意

味
で
の

ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
は

、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

認
証

状
況

（
量
的
把
握
）
に
と
ど
ま
る

4.
自

然
体

系
と
技

術
体

系

3.
人

格
と
市

民
の

育
成

2.
学

ぶ
た
め
の

方
法

と
ツ
ー
ル

5.
世

界
に
対

す
る
表

象
と
人

間
活

動

1.
思

考
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の

言
語


共

通
基

礎
の

5つ
の

領
域


各

領
域

に
お
け
る
目

標

口
頭

お
よ
び
筆

記
で
フ
ラ
ン
ス

語
を
活

用
し
て
理

解
し
、
自

己
表

現
す
る

外
国

語
あ
る
い
は

地
域

語
を

活
用

し
て
理

解
し
、
自

己
表

現
す
る

数
的

・
科

学
的

・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
言

語
を
活

用
し
て
理

解
し
、

自
己

表
現

す
る

芸
術

的
お
よ
び
身

体
的

言
語

を
活

用
し
て
理

解
し
、
自

己
表

現
す
る

第
１
領

域
の

4つ
の

目
標

と
、
そ
の

他
の

4つ
の

領
域

が
共

通
基

礎
の

8つ
の

構
成

要
素

と
な
る

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

※
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
通

し
た
育

成
が

期
待

さ
れ

る
の

は
、
領

域
2～

領
域

5

別
紙

資
料

9頁
・
図

2

〇
領

域
3「

人
格

と
市

民
の

育
成

」
の

評
価

・
生

徒
指

導
専

門
員

（
CP

E）
生

徒
集

会
や

市
民

・
健

康
に
関

わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
課

外
活

動
へ

の
参

加
頻

度
、
そ
こ
で
の

発
言

や
態

度
を
評

価
（
担

任
教

員
と
連

携
）

・
「
公

民
・
道

徳
教

育
」
担

当
教

員
授

業
に
お
い
て
、
提

出
物

の
分

析
、
演

習
（
練

習
問

題
）
の

パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
グ
ル

ー
プ
で
行

う
作

業
の

観
察

を
も
と
に
評

価
、
ま
た
教

科
外

を
含

め
た
市

民
性

育
成

の
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
お
け
る
生

徒
の

態
度

を
評

価

⇒
最

終
的

に
は

、
生

徒
指

導
専

門
員

、
「
公

民
・
道

徳
教

育
」

担
当

教
員

、
担

任
教

員
の

合
議

に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
認
証

※
進
路
指
導
心
相
談
員
（

CO
P）

は
、
参

加
し
な
い

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合



－  －

①
「
統

一
学

業
成

績
簿

」
に
よ
る
学

期
ご
と
の

評
価

生
徒

学
業

習
得

調
査

該
当

期
間

の
学

習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

主
な
要

素

該
当

期
間

の
学

習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

主
な
要

素
生

徒
の

習
得

事
項

、
進

歩
、
困

難
生

徒
の

成
績

位
置

付
け

体
育

・
ス
ポ
ー
ツ

担
当

教
員

名
：

造
形

芸
術

担
当

教
員

名
：

学
年

度 期
間

氏
名

生
年

月
日

担
任

教
員

名

校
長

名
と
学

校
の

所
在

地

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

別
紙

資
料

10
頁

・
図

3

教
科

横
断

実
践

授
業

：
実

施
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
生

徒
の

関
与

個
別

伴
走

支
援

：
実

施
さ
れ

た
活

動
と
生

徒
の

関
与

教
育

行
程

：
実

施
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
生

徒
の

関
与

未
来

へ
の

行
程

芸
術

・
文

化
教

育
行

程

市
民

行
程

健
康

教
育

行
程

知
識
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
に
関
す
る
総
括

学
校

で
習

得
し
た
事

項
の

進
歩

と
さ
ら
な
る
前

進
の

た
め
の

助
言

別
紙

資
料

10
頁

・
図

3

・
A

la
in

Sa
va

ry
中
学
校
の
学
期
ご
と
の
評
価

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

別
紙

資
料

12
頁

・
図

6
・

A
la

in
Sa

va
ry
中
学
校
の
学
期
ご
と
の
評
価

知
識
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
に
関
す
る
総
括

学
校
で
習
得
し
た
事
項
の
進
歩
と
さ
ら
な
る
前
進
の
た
め
の
助
言

「
全

体
と
し
て
ま
ず
ま
ず
で
す
が

、
習

得
し
た
こ
と
を
さ
ら
に
深

め
て
い
く
べ

き
で
す
。
Aさ

ん
は

勤
勉

の
素

質
が

あ
り
ま
す
の

で
、
教

科
全

体
に
関

し
て
よ
り
成

績
の

ム
ラ
を
な
く
し
て
い
く
必

要
が

あ
り
ま
す
。
努

力
を
継

続
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

家
庭
へ
の
連
絡

学
校
生
活
に
関
し
て
（
出
席
・
遅
刻
状
況
、
校
則
の
尊
重
、
学
校
生
活
へ
の
参
画
）

「
人

間
と
市

民
の

育
成

の
領

域
は

、
十

分
に
習

得
で
き
ま
し
た
」

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

別
紙

資
料

12
頁

・
図

6



－  －

不
十

分
や

や
不

十
分

十
分

非
常

に
よ
い

②
「
統

一
学

業
成

績
簿

」
に
よ
る
最

終
学

年
末

の
評

価

口
頭
お
よ
び
筆
記
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
活
用
し
て
理
解
し
、
自
己
表
現
す
る

数
的
・科

学
的
・コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
言
語
を
活
用
し
て
理
解
し
、
自
己
表
現
す
る

学
ぶ

た
め
の

方
法

と
ツ
ー
ル

自
然

体
系

と
技

術
体

系

外
国

語
あ
る
い
は

地
域

語
を
活

用
し
て
理

解
し
、
自

己
表

現
す
る

芸
術

的
お
よ
び
身

体
的

言
語

を
活

用
し
て
理

解
し
、
自

己
表

現
す
る

人
格

と
市

民
の

育
成

世
界

に
対

す
る
表

象
と
人

間
活

動

関
連

教
科

現
代

外
国

語
・
地

域
語

を
除

く
全

科
目

現
代

外
国

語
・
地

域
語 外

国
語

・
音

楽
・
芸

術
を
除

く
全

科
目

全
科

目

全
科

目

全
科

目

造
形

芸
術

、
音

楽
、

体
育

、
国

語

数
学

、
物

理
科

学
、

地
球

生
命

科
学

、
技

術
、
体

育

各
課

程
の

終
わ

り
に
こ
れ

ら
の

8つ
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が

評
価

さ
れ

る

第
４
課

程
の

終
わ

り
の

共
通

基
礎

の
構

成
要

素
の

修
得

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

別
紙

資
料

11
頁

・
図

5
〇

D
N

B
取

得
の

た
め
の

最
終

試
験

（
3
0
0
点

満
点

）

フ
ラ
ン
ス
語

, 地
理

・
歴

史
,
道

徳
・
公

民
教

育
= 

10
0 
点

数
学

, 物
理

化
学

, 地
球

生
命

科
学

, テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

= 
10

0 
点

・
第

１
部

: テ
キ
ス
ト
の

分
析

と
理

解
、
多

様
な
言

語
の

習
得

地
理
・
歴
史

, 道
徳
・
公
民
教
育

: 2
時
間

(分
析
・
理
解

20
 点

＋
言
語
の
習
得
・
指
標
の
活
用

20
 点

＋
公

民
・
道

徳
教

育
の

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟﾃ

ﾝ
ｼ
ｰ
10

 点
)

フ
ラ
ン
ス
語

: 1
時
間

(理
解
・
分
析
・
解
釈

20
 点

)
・
第

2部
: 作

文
と
言

語
の

習
得

フ
ラ
ン
ス
語

: 2
時
間

(書
き
と
り
5 
点
＋
文
修
正

5 
点
＋
作
文

20
点

)

数
学

: 2
時
間

(4
5 
点

+ 
フ
ラ
ン
ス
語

5 
点

)
物
理
化
学

,地
球
生
命
科
学

, テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
科
目

: 1
時
間

(4
5点

+ 
フ
ラ
ン
ス
語

5 
点

)
※
試
験
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
演
習

問
題

を
少

な
く
と
も
1つ

含
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る
口

頭
審

査

= 
10

0 
点

口
頭
発
表

: 5
分

試
験

官
と
の

面
談

: 1
0 
分

（
10

0 
点
）

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

別
紙

資
料

11
頁

・
図

4

〇
D

N
B
の

合
格

基
準

成
績

評
価

取
得

条
件

以
下

の
成

績
を
と
っ
た
受

験
者

は
、
成

績
評

価
の

対
象

と
な
る

‐
ま
ず
ま
ず
優
れ
て
い
る

：
42

0 
点

以
上

‐
優
れ
て
い
る
：
49

0 
点

以
上

‐
非
常
に
優
れ
て
い
る
：
56

0 
点

以
上

70
0点

中
35

0点
以

上
を
と
っ
た
受

験
者

は
、
DN

Bを
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
DN

Bに
お
け
る
「
共

通
基

礎
」
の

評
価

（
40

0点
満

点
）

第
4学

年
の

末
に
、
8つ

の
要
素
を
以
下
の
基
準
で
50

点
満

点
で
評

価

‐修
得
が
不
十
分
で
あ
る

= 
10

点
‐修

得
が
や
や
不
十
分
で
あ
る
= 
25

 点
‐十

分
に
修
得
で
き
て
い
る
= 
40

 点
‐非

常
に
よ
く
修
得
で
き
て
い
る
= 
50

 点

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合

〇
小

括
：
教

科
・
領

域
横

断
的

な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

評
価

・
部

分
的

で
は

あ
る
が

、
複

数
の

教
職

員
の

協
働

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
の

見
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る

・
統

一
学

業
成

績
簿

に
記

録
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の

結
果

が
D

N
B審

査
で
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
る
こ
と
が

、
協

働
を
後

押
し

※
制
度
的
に
は
、

D
N

Bの
取

得
は

生
徒

の
進

路
選

択
に
影

響
を
与

え
な
い

・
簡

素
化

さ
れ

た
認

証
方

式
、
一

方
で
妥

当
性

・
厳

密
性

は
低

下

・
教
職
員
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
質
的
評
価
を
ふ
ま
え
て
、
個

人
レ
ベ
ル

で
実
践
を
自
己
点
検

す
る
が
、
学
校
全
体
で
は
共
有
さ
れ
な
い

・
修

得
状

況
は

全
体

と
し
て
集

約
さ
れ

、
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
と
し
て
次

年
度

の
改

善
に
活

か
さ
れ

る
が

、
量

的
把

握
に
限

定
さ
れ

る

２
．
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
た
評

価
の

統
合



－  －

〇
Ｃ
ＩＯ

Bé
zi

er
sに

お
け
る

PD
C

A
サ

イ
ク
ル

①
大

学
区

と
目

標
契

約
の

締
結

（
20

13
年

5月
）

②
契

約
を
ふ

ま
え
て
、
年

間
活

動
計

画
を
作

成
、
職

員
と
共

有
２

③
年

度
末

に
活

動
結

果
の

ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
（

ta
bl

ea
u

de
bo

rd
）
を
大
学
区

に
提
出 ④
評

価
結

果
（
目

標
達

成
状

況
）
を

ふ
ま
え
て
、
次
年
度
の
計
画
作
成

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

①
学

校
教

育
計

画
と
目

標
契

約
に
向

け
た
診

断
的

評
価

〇
背

景
：

・
失

業
率

が
高

い
地

域
（
20
13

年
度
21
.9
％

、
全

国
平

均
10
.4
％

）

・
管

轄
下

に
は

、
中

学
校
17

校
（
う
ち
4校

が
教

育
優

先
政

策
の

対
象

）
、

普
通

・
技

術
高

校
2校

、
職

業
高

校
3校

が
あ
る

・
20
11

年
度

は
C
IO

で
2,
80
0回

、
学

校
で
3,
85
0回

の
進
路
面
談
を
実

施

〇
状

況
：

・
中

学
生
36
.3
％

（
大

学
区

全
体
31
.8
％

）
、
普

通
・
技

術
高

校
生

21
.7
％

（
22
.2
％

）
、
職

業
高

校
生
47
.1
％

（
41

％
）
が

恵
ま
れ

な
い
階

層

・
小

学
生

の
留

年
、
職

業
高

校
生

の
中

退
が

深
刻

〇
診

断
:3

つ
の

目
標

・
社

会
的

・
地

理
的

出
自

に
由

来
す
る
キ
ャ
リ
ア
の

格
差

を
減

少
す
る

・
中
学
校
や
高
等
学
校
に
成
功
し
て
入
学
す
る
条
件
を
創
造
す
る

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

②
目

標
契

約
の

締
結

目
標

状
況

に
関

す
る
要

素
優

先
事

項
評

価

① 社 会 的 ・ 地 理 的 出 自 に 由 来 す る キ ャ リ ア の 格 差 を 減 少 す る

・
ベ
ジ
エ
の

学
校

で
は

、
困

難
な
状

況
に
あ
る

在
籍

者
が

次
第

に
増

え
て
い
る
（
6つ

の
中

学
校

の
う
ち

4つ
で
は

、
恵

ま
れ

な
い

社
会

・
職

業
階

層
が

50
％

を
超

え
、
外

国
籍

が
10

％
を

越
え

る
）

・
中

学
校

卒
業

時
に
職

業
適

性
証

書
（
CA

P）
取

得
コ
ー

ス
を
希

望
す

る
割

合
が

高
い

（
県

平
均

+2
.5
％

）
。

・
多

様
で
広

大
な
地

域
に
学

校
が

分
散

し
て

い
る

・
進

路
希

望
と
進

路
決

定
の

間
に
重

大
な
ズ

レ
が

み
ら
れ

る
こ
と

が
あ
る
。

・
各

学
校

の
特

性
を
考

慮
に
入

れ
て
全

て
の

学
校

を
支

援
す
る
。

・
よ
り
多

く
の

人
が

情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
以
下
の

措
置
を
講
じ
る

―
学

校
の

特
性

を
考

慮
に
入

れ
て
、
生

徒
や

保
護

者

に
対

す
る
情

報
提

供
の

イ
ベ
ン
ト
の

形
式

と
内

容
を

適
切
な
も
の
に
す
る
。

―
CI
O
や

地
元

に
よ
っ
て
企

画
さ
れ

る
中

学
生

展
示

会
の

訪
問

に
際

し
て
生

徒
が

よ
り
多

く
の

準
備

を
す

る
よ
う
に
学
校
に
働
き
か
け
る
。

―
予

約
あ
る
い
は

予
約

な
し
で
、
全

て
の

人
々

の
CI
O

へ
の
受
入
を
組
織
す
る

・
特

別
な

ニ
ー

ズ
（
学

業
不

振
、
障

害
…
）
を
も
っ
た

人
々
を
支
援
す
る
た
め
に
、
以

下
の

措
置

を
講

じ
る
。

―
教

育
チ
ー
ム
や

継
続

支
援

チ
ー
ム
（
事

例
に
基

づ
く
CO

Pの
評

価
）
な
ど
に
可

能
な
限

り
参

画
す
る
。

―
適

切
な
キ
ャ
リ
ア
を
構

築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
生

徒
と
家

庭
を
伴

走
支

援
す
る

・
担

任
教

員
の

ニ
ー
ズ

に
合

致
し
た
ツ
ー
ル

（
進

路
に

関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
ラ
イ
ド
、
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー

な
ど
）
を
作

成
す

る
こ
と
で
、
学

校
に
お
け
る

「
職

業
と
教

育
・
訓

練
の

発
見

行
程

」
に
貢

献
す
る
。

・
CI
O
に
訪

問
す

る
人

の
割

合
（
目

標
+5

0％
）
、
学

校
で

CO
Pに

相

談
す
る
人

の
割

合
（
目

標
：
過

去
最

高
を
目

指
す
）
。

・
進

路
希

望
と
進

路
決

定
の

推
移

（
目

標
・
両

者
の

ズ
レ
を
減

少
さ

せ
る
）

・
特

に
恵

ま
れ

な
い
生

徒
を
多

く
含

む
学

校
に

お
け

る
、
中

学
校

卒
業

時
、
お
よ
び

高
校

（
普

通
・
技

術
科

）
1年

生
終

了
時

の
進

路
の

割
合

（
目

標
：
中

学
校

卒
業

後
の

割
合

を
県

の
平

均
値

に
近

づ
け
、

高
等

学
校

第
1年

生
終

了
時

の
留

年
を
減

少
さ
せ

る
）
。

・
高

校
に
お
け
る
技

術
・
普

通
コ
ー

ス
と
職

業
コ
ー

ス
の

間
の

進
路

変
更

書
類
の

数
の
推

移
。

・
学

校
お
よ
び

CI
O
に
お
け
る
進

路

情
報

提
供

イ
ベ
ン
ト
の

回
数

、
お

よ
び
保

護
者

の
参

加
人

数
の

推
移

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

別
紙

資
料

14
頁

・
表

6
③

年
間

活
動

計
画

の
作

成

１
．
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
人
々
へ
の
配
慮
を
改
善
す
る

・
適

応
学

級
出

身
の

生
徒

の
職

業
高

校
へ

の
受

入
に
関

す
る
地

域
の

学
習

グ
ル

ー
プ

・
第

1
希

望
で
職

業
高

校
に
振

り
分

け
ら
れ

な
か

っ
た
生

徒
へ

の
特

別
な
伴

走
支

援

・
新

た
に
来

た
フ
ラ
ン
ス
語

を
母

語
と
し
な
い
生

徒
の

支
援

を
検

討

・
学

校
シ
ス
テ
ム
か

ら
離

脱
し
た
若

者
の

支
援

に
つ
い
て
、
専

門
組

織
と
と
も
に
検

討

２
．
パ

ー
ト
ナ
ー
と
も
に
、
地

域
レ
ベ
ル

で
進

路
指

導
に
関

連
す
る
諸

問
題

の
検
討
を
促
進
し
、
学
校
と
企
業
の
関
係
に
貢
献
す
る
：

・
C
IO
所
長
に
よ
る
、
地
元
で
の
学
校
に
お
け
る
養
成
・
研
修
の
共
同
推
進

・
地

域
経

済
や

企
業

理
解

を
対

象
と
し
た
、
教

員
、
C
O
P
、
C
P
E
等

の
研

修
活

動

３
．
よ
り
多

く
の

人
々

が
進

路
情

報
の

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
保

護
者

に
向

け
た
進

路
情

報
の

小
冊

子
の

作
成

・
担

任
教

員
の

伴
走

支
援

：
職

業
コ
ー
ス
の

免
許

を
明

示
し
た
資

料
の

作
成

と
普
及

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

別
紙

資
料

15
頁

・
図

7



－  －

④
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の

提
出

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

A校
4.
6

3.
2

1.
8

2.
6

1.
3

3.
2

7.
0

B校
3.
7

5.
2

4.
1

7.
4

6.
3

3.
4

2.
0

C校
4.
6

2.
8

2.
1

4.
3

0.
7

1.
4

4.
0

D校
0.
8

1.
6

0.
0

1.
7

1.
7

0.
8

0.
0

ベ
ジ
エ

3.
2

2.
8

1.
9

2.
0

2.
1

2.
4

3.
0

県
3.
4

2.
4

2.
0

2.
1

1.
8

2.
1

2.
0

大
学
区

3.
2

2.
6

2.
3

2.
3

2.
1

2.
0

1.
8

全
国

3.
1

2.
9

2.
4

2.
3

1.
9

1.
8

1.
5

差
+0

.1
‐0
.1

‐0
.5

‐0
.3

+0
.2

+0
.6

+1
.5

・
教

育
優

先
校

に
お
け
る
第

4学
年

末
の

留
年

率
（
％

）

※
Ａ
～
Ｂ
校
は
い
ず
れ
も
恵
ま
れ
な
い
生
徒
の
多
い
教
育
優
先
校

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

別
紙

資
料

16
頁

・
表

8
〇

小
括

：
デ
ー
タ
を
用

い
た
教

育
改

善

・
CI

O
で

PD
CA

サ
イ
ク
ル

の
中

心
は

所
長

に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型

で
あ

り
、

CO
Pの

協
働

に
よ
っ
て
推

進
さ
れ

て
い
る
わ

け
で
は

な
い

・
CO

Pは
目

標
契

約
を
否

定
的

に
捉

え
て
お
ら
ず
、
進

路
指

導
の

実
態

と
教
育
改
善
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し
て
く
れ
る
し
く
み

と
し
て
歓
迎

・
目

標
契

約
の

内
容

は
、
特

に
恵

ま
れ

な
い
階

層
を
中

心
と
す
る
困

難
な

環
境

に
あ
る
生

徒
を
支

援
し
、
学

校
間

や
地

域
間

の
進

路
格

差
を
縮

小
す
る
こ
と
に
重

点
を
置

い
て
い
る

・
「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
の

提
出

と
い
う
形

で
進

路
デ
ー
タ
に
基

づ
く
ア
ウ
ト
カ

ム
評

価
を
行

い
、
そ
の

結
果

を
「
社

会
正

義
」
の

実
現

に
生

か
し
て
い
る

３
．
評

価
デ
ー
タ
の

活
用

・
教

育
行

政
機

関
と
の

目
標

契
約

は
、
学

校
外

部
か

ら
の

PD
CA

サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
多

少
な
り
と
も
貢

献
し
て
い
る

・
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型

で
あ
り
「
集

団
で
の

協
働

的
自

己
評

価
に
よ
る
成

果
測

定
」
に
は

至
ら
な
い
が

、
個

人
主

義
を
変

化
さ
せ

つ
つ
あ
る

・
責

任
も
っ
て

Ch
ec

kを
行

う
土

壌
が

形
成

さ
れ

つ
つ

あ
る
が

、
Ch

ec
kか

ら
A

ct
へ

の
展

開
は

管
理

職
任

せ

・
定

量
的

な
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
へ

の
固

執
が

、
定

性
的

な
評

価
を
共

有
し
、
数

字
の

裏
側

を
検

証
す
る
機

会
を
喪

失
さ
せ

て
い
る

・
量

だ
け
で
な
く
質

的
な
評

価
に
基

づ
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
こ
と

は
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
教

職
員

が
参

画
す
る
場

面
を
提

供
す
る

４
．
ま
と
め

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
）

Em
ai

l: 
ky

om
en

@
au

ec
c.

ai
ch

i-e
du

.a
c.

jp

ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

謝
辞

：
本

研
究

は
JS

PS
科
研
費

JP
16

H
03

79
1の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。



－  －

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関

す
る

評
価
指
標
の
開
発
動
向

―
Co

m
m
on

 C
ar
ee

r T
ec
hn

ica
l C

or
eの

Ca
re
er
 R
ea
dy
 

Pr
ac
tic

es
を
中

心
に
―

石
嶺

ち
づ
る

（
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
）

⽇
本
キ
ャ
リ
ア
教
育
学
会
第

39
回
⼤
会

会
員
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
の
開
発
に
関
す
る
研
究

ー
第
⼆
次
報
告
ー

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
評
価
指
標
の
開
発
動
向

―
Co

m
m

on
 C

ar
ee

r 
Te

ch
ni

ca
l C

or
eの

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
を
中
⼼
に
―

 

⽯
嶺
ち
づ
る

(国
際
学
院
埼
⽟
短
期
⼤
学

)

c-
is

hi
m

in
e@

kg
ef

.a
c.

jp

問
題
と
⽬
的

63


第
⼀
次
報
告
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と


キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
評
価
指
標
開
発
に
対
す
る
学
習
内
容
と
学
習
の

影
響


ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(以
下
︓
ア
メ
リ
カ

)に
お
け
る
職
業
に
関
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発


学
習
内
容
と
学
習
⽅
法
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
と
、
ア
ウ
ト
カ
ム

(移
⾏
⽀
援
の
達
成

)
と
の
関
連
性
を
考
察


今
後
の
課
題
︓
具
体
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
分
析


第
⼆
次
報
告

(本
報
告

)の
⽬
的
︓
具
体
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
分
析


分
析
の
対
象
︓


学
校
教
育
に
お
け
る
職
業
技
能
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Co
m

m
on

 C
ar

ee
r 

Te
ch

ni
ca

l C
or

e(
以

下
︓

CC
TC

)


全
⽶
的
な
職
業
教
育
に
関
す
る
専
⾨
職
団
体

Ad
va

nc
e 

CT
Eが
開
発

問
題
と
⽬
的
②
・
⽅
法

64


具
体
的
な
検
討
課
題


CC

TC
の
全
体
構
造
と
そ
の
中
に
お
け
る

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の
位

置
付
け


Ca

re
er

 R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
es
を
評
価
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
概
要


⽅
法


Ad

va
nc

e 
CT

Eの
資
料
と

20
16
年

9⽉
の
調
査
結
果
を
基
に
、
次
の

3点
を
解
明


CC

TC
の
全
体
像


Ca

re
er

 R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
es
の
位
置
付
け


具
体
的
な
指
標
の
内
容


具
体
的
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
分
析


ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
職
業
教
育
省
が

Ad
va

nc
e 

CT
Eの

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
を
基
に

開
発


具
体
的
な
指
標
の
内
容


数
値
の
算
定
⽅
法



－  －

Co
m

m
on

 C
ar

ee
r 

Te
ch

ni
ca

l C
or

e(
CC

TC
)と
は

65


キ
ャ
リ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー
ズ

(C
ar

ee
r 

Cl
us

te
rs

)に
お
け
る
職
業
技
能
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
20

12
年
版


20

16
年
現
在
、
全
⽶

42
州
が
職
業
教
育
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。


キ
ャ
リ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー
ズ
︓

Ad
va

nc
e

CT
Eの
職
業
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開

発
指
針


多
く
の
州
で
具
体
的
な
職
業
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
野
の
設
定
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。


次
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
枠
組
み


キ
ャ
リ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー

(1
6分
野

)︓
参
考
①


キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
︓
ク
ラ
ス
タ
ー
を
細
分
化

(7
9種
類

)＊
＊

16
ク

ラ
ス
タ
ー
に
お
け
る
総
計


職
業
技
能
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Co
m

m
on

 C
ar

ee
r 

Te
ch

ni
ca

l C
or

eと
は
②


キ
ャ
リ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー
ズ
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
２
度
⽬
の
改
訂

(5
年
に

⼀
度
改
訂

)


州
間
連
携
に
よ
っ
て
開
発


⾼
度
で
質
の
⾼
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド


３
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。


第
⼀
層
︓

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

e


具
体
的
な
職
業
に
拘
ら
ず
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル


第
⼆
層
︓

Cl
us

te
r 

Fo
un

da
ti

on
 P

er
fo

rm
an

ce
 E

le
m

en
ts


各
ク
ラ
ス
タ
ー
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
技
能


具
体
的
な
指
標
が
評
価
項
⽬
と
し
て
例
⽰
さ
れ
て
い
る


第
三
層
︓

Pa
th

w
ay

 P
er

fo
rm

an
ce

 E
le

m
en

ts


各
パ
ス
ウ
ェ
イ
で
求
め
ら
れ
る
技
能


具
体
的
な
指
標
が
評
価
項
⽬
と
し
て
例
⽰
さ
れ
て
い
る


第
⼆
層
ま
で
が
基
礎
的
な
能
⼒
で
あ
り
、
そ
の
上
に
よ
り
具
体
的
な
能
⼒
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

66

Co
m

m
on

 C
ar

ee
r 

Te
ch

ni
ca

l C
or

eと
は


働
く
た
め
に
必
要
な
能
⼒
の
構
造
化

67

職
業
技
能

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Pa
th

w
ay

 
Pe

rf
or

m
an

ce
 

El
em

en
ts

Cl
us

te
r 

Fo
un

da
ti

on
 

Pe
rf

or
m

an
ce

 
El

em
en

ts

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

e

Co
m

m
on

 C
or

e 
St

at
e 

St
an

da
rd

s

C
C
T

C (具
体
的
な
職
業
に
拘
ら
ず
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
)

(各
ク
ラ
ス
タ
ー
で
求

め
ら
れ

る
基

礎
的

な
技

能
)

(各
パ
ス
ウ
ェ
イ
で
求
め
ら
れ
る
技
能
)

(業
界

団
体

等
が

設
定

す
る
具

体
的

な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
)

(ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知
識
・
技
能
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
)

基 礎 的 な 能 力

第
⼀
層
︓

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

e(
具
体
的
な
職
業
に
拘
ら

ず
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル

)
1.
市
⺠
・
労
働
者
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と

2.
職
業
に
関
す
る
学
習
に
必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ス
キ
ル
と
技
術
的
な
ス
キ
ル
を
⾝
に
つ
け

て
い
る
こ
と

3.
働
く
こ
と
や
⽣
活
を
営
む
こ
と
に
お
け
る
健
康
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

4.
相
⼿
に
わ
か
り
や
す
く
、
効
果
的
で
理
由
を
伴
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と

5.
決
断
を
下
す
こ
と
が
周
り
の
環
境
や
、
社
会
、
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

こ
と

6.
創
造
性
や
⾰
新
性
を
発
揮
で
き
る
こ
と

7.
妥
当
性
と
信
頼
性
が
あ
る
調
査
⽅
法
を
採
⽤
で
き
る
こ
と

8.
批
判
的
思
考
に
よ
っ
て
何
が
問
題
か
を
理
解
し
、
そ
の
解
決
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

9.
誠
実
さ
や
倫
理
を
重
ん
じ
、
仕
事
を
よ
り
よ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

10
.
⾃
分
の
⽬
標
達
成
に
ふ
さ
わ
し
い
進
路
計
画
を
⽴
て
る
こ
と

11
.
⽣
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
⽤
す
る
こ
と

12
.
⽂
化
の
垣
根
を
越
え
て
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
協
⼒
す
る
こ
と

68
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第
⼀
層
︓

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

eの
構
造

1.
市
⺠
・
労
働
者
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と

2.
職
業
に
関
す
る
学
習
に
必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ス
キ
ル
と
技
術
的
な
ス
キ
ル
を
⾝
に
つ
け

て
い
る
こ
と

3.
働
く
こ
と
や
⽣
活
を
営
む
こ
と
に
お
け
る
健
康
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

4.
相
⼿
に
わ
か
り
や
す
く
、
効
果
的
で
理
由
を
伴
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と

5.
決
断
を
下
す
こ
と
が
周
り
の
環
境
や
、
社
会
、
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

こ
と

6.
創
造
性
や
⾰
新
性
を
発
揮
で
き
る
こ
と

7.
妥
当
性
と
信
頼
性
が
あ
る
調
査
⽅
法
を
採
⽤
で
き
る
こ
と

8.
批
判
的
思
考
に
よ
っ
て
何
が
問
題
か
を
理
解
し
、
そ
の
解
決
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

9.
誠
実
さ
や
倫
理
を
重
ん
じ
、
仕
事
を
よ
り
よ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

10
.
⾃
分
の
⽬
標
達
成
に
ふ
さ
わ
し
い
進
路
計
画
を
⽴
て
る
こ
と

11
.
⽣
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
⽤
す
る
こ
と

12
.
⽂
化
の
垣
根
を
越
え
て
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
協
⼒
す
る
こ
と
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い
る
。

基
礎

的
な
知

識
や

意
欲

・
態

度

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や

思
考

力
・
判

断
力

等
の
働
く
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
能
力

実
際

の
教

室
や

フ
ィ
ー
ル

ド
に
お
け
る
学
習
の
枠
を
越
え

て
重
視
さ
れ
る
能
力

CC
TC
の
開
発
と
汎
⽤
的
能
⼒
の
育
成


旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
よ
り
も
汎
⽤
性
が
⾼
ま
っ
た
︓

re
le

va
nc

eが
⾼

ま
っ
た


Ca

re
er

 R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
eと
い
う
汎
⽤
的
能
⼒
の
具
体
化


CC

TC
は
、
職
業
教
育
履
修
者
だ
け
で
は
な
く
、
⼤
学
進
学
希
望
者
も
含
め
た
全

て
の
若
年
者
に
有
効
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
こ
と
を


旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
お
け
る
相
当
部
分
よ
り
も
、
具
体
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

設
定


旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
⽐
較


旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
︓
具
体
的
な
職
業
に
拘
ら
ず
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル

を
ク
ラ
ス
タ
ー
毎
に
設
定


CC

TC
︓

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

eの
設
定


旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
該
当
部
分
を
統
合
・
精
査
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
横
断
的
に
共
通
す
る

も
の
と
し
て
設
定
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ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
に
お
け
る

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
を
活
⽤
し

た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価


CC

TC
を
特
に

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
を
活
⽤
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
⽅

法
を
提
⽰


ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
⽤
場
⾯
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の


学
習
者
の
事
前
評
価
︓
教
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
活
動
前
の
学
習
者
の
評
価


学
習
者
の
⾃
⼰
評
価
︓
事
前
評
価
及
び
事
後
評
価


学
習
者
の
相
互
評
価


個
々
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
学
習

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
授
業

)の
成
果
だ
け
で
は
な
く
、
科
⽬

や
学
期
の
評
価
や
卒
業
時
の
評
価
に
も
活
⽤
す
る
こ
と
を
想
定


次
の
よ
う
な
先
⾏
す
る
取
り
組
み
を
参
照


N

ev
ad

a 
Em

pl
oy

ab
ili

ty
 S

ki
lls

 f
or

 C
ar

ee
r 

Re
ad

in
es

s 
St

an
da

rd


th

e 
21

st
W

or
k 

Re
ad

in
es

s 
Sk

ill
s 

of
 V

ir
gi

ni
a


W

as
hi

ng
to

n 
St

at
e 

21
st

Ce
nt

ur
y 

Sk
ill

s 
St

an
da

rd
s 

Ru
br

ic
s


Sk

ill
sU

SA
Ca

re
er

 R
ea

di
ne

ss
 C

ur
ri

cu
lu

m
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Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

①
労
働
者
と
し
て
の
責
任

(r
es

po
ns

ib
le

 e
m

pl
oy

ee
)


適
切
な
⾝
だ
し
な
み
と
⾏
動


態
度


倫
理
観


役
割
の
受
容


仕
事
に
お
け
る
時
間
管
理


職
務
へ
の
専
念


責
任
感


周
囲
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働
き
か
け


リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ


適
切
な
質
問


制
度
・
仕
組
み
の
理
解

②
働
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
⼒

(t
ec

hn
ic

al
 s

ki
lls

)


数
学
的
知
識


知
識
の
活
⽤


読
解
と
解
釈


⽂
章
作
成


問
題
解
決
能
⼒
と
批
判
的
思
考
⼒


職
務
を
完
了
す
る
た
め
の
資
源
の
活
⽤

72



－  －

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

③
健
康
・
⾦
銭
的
な
⽀
援

(h
ea

lt
h/

su
pp

or
t)


健
康
的
な
⽣
活


安
全
に
対
す
る
理
解


職
場
で
の
安
全
管
理


衛
⽣
管
理


正
確
さ


予
算
作
成


投
資

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(c
om

m
un

ic
at

io
n)


適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン


プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン


新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
伝
達


話
を
聞
く
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
発
⾔
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
⾒
極
め


傾
聴


テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
⽤
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン


⽂
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

⑤
⽂
化
・
環
境

(c
ul

tu
re

/e
nv

ir
on

m
en

t)


価
値
の
多
様
性


環
境
と
の
対
話


⾔
語
⽂
化


⽂
化
の
尊
重


現
実
的
な
⾏
動


状
況
の
理
解

⑥
創
造
性

(c
re

at
iv

it
y)


ア
イ
デ
ィ
ア
の
⽣
成


ア
イ
デ
ィ
ア
の
探
究


ア
イ
デ
ィ
ア
の
検
証


独
創
性


ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容


⾃
⼰
決
定
に
基
づ
く
⾏
動


多
様
性
に
よ
る
⾰
新

74

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

⑦
探
究
的
ス
キ
ル

(r
es

ea
rc

h 
sk

ill
s)


情
報
の
批
判
的
検
討


テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
⽤
い
た
デ
ー
タ
分
析


多
様
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス


結
果
の
適
切
な
分
析


多
様
な
視
点
か
ら
の
結
果
の
分
析


情
報
や
論
点
の
整
理


最
適
な
分
析
に
基
づ
く
結
論
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報
解
釈


分
析
⼿
法
等
に
対
す
る
批
判
的
な
ふ
り
か
え
り

⑧
問
題
解
決
能
⼒

(p
ro

bl
em

 s
ol

vi
ng

)


論
理
的
思
考
⼒


情
報
の
活
⽤


職
務
を
遂
⾏
す
る
た
め
の
様
々
な
仕
組
み
の
理
解


理
解
を
深
め
る
た
め
の
質
問


多
様
な
⼿
法
の
活
⽤


フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
活
⽤


経
験
か
ら
学
ぶ
姿
勢


失
敗
や
成
功
か
ら
学
ぶ
姿
勢


解
決
⽅
策
の
模
索
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Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

⑧
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(l
ea

de
rs

hi
p 

an
d 

m
an

ag
em

en
t)


情
報
管
理


チ
ー
ム
で
活
動
す
る
た
め
の
協
働
と
協
⼒


チ
ー
ム
を
導
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
の
活
⽤


共
通
の
⽬
的
を
達
成
す
る
た
め
の
他
者
の
意
欲
喚
起


メ
ン
バ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
⼤
化
す
る
た
め
の
関
わ
り


メ
ン
バ
ー
を
動
か
す
た
め
の
誠
実
さ

⑩
⽬
標
設
定
と
計
画

(g
oa

ls
/p

la
ns

)


⽬
標
設
定
と
⽬
標
達
成


現
実
的
な
⽬
標
設
定


プ
ロ
セ
ス
の
理
解


短
期
⽬
標
と
⻑
期
⽬
標
の
バ
ラ
ン
ス


専
⾨
知
識
の
獲
得


⾼
度
な
専
⾨
性
の
獲
得


学
び
続
け
る
姿
勢


ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成

76



－  －

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
の

12
の
要
素
と
評
価
項
⽬

⑪
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

(t
ec

hn
ol

og
y)


探
究
・
構
成
・
評
価
等
に
対
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
⽤


プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
⽤
い
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
⽤


テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
⽤
に
お
け
る
倫
理
の
遵
守


テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
⽤
に
お
け
る
法
令
の
遵
守


情
報
機
器
や
情
報
技
術
の
公
共
性
に
対
す
る
理
解


テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
影
響
に
対
す
る
理
解
と
使
⽤
に
関
す
る
熟
慮


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼿
段
と
し
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
理
解


⼈
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
役
割
の
理
解

⑫
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

(t
ea

m
w

or
k)


チ
ー
ム
で
活
動
す
る
た
め
の
適
切
な
振
る
舞
い
の
理
解


他
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
敬
意


傾
聴


共
有
と
助
け
合
い


歩
み
寄
り
に
対
す
る
理
解


参
加


多
様
な
視
点
に
対
す
る
理
解


分
解
に
他
す
る
相
互
理
解


よ
り
⼤
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解
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ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
に
お
け
る

Ca
re

er
 R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

es
を
活
⽤

し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価


Ca

re
er

 R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
es
の

12
の
要
素
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

6〜
12
の
具
体

的
な
評
価
項
⽬
を
設
定


1〜
４
点
の
評
価
に
該
当
す
る
学
習
者
の
具
体
的
な
⾏
動
が
⽰
さ
れ
て
い
る
。


4段
階
評
価


４
点
︓
働
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
⼒
以
上
の
も
の
を
⾝
に
つ
け
て
い
る


３
点
︓
働
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
て
い
る


２
点
︓
働
く
た
め
に
必
要
な
多
く
の
資
質
・
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
が
、
改
善
が

必
要
で
あ
る


１
点
︓
働
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
る
た
め
の
追
加
的
な
学
習
や

⽀
援
が
必
要
で
あ
る


12
の
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
さ
れ
た
具
体
的
な
評
価
項
⽬
ご
と
に
、

1〜
４

点
の
評
価
基
準

(ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

)を
提
⽰


各
要
素
の
評
価
点
の
合
計
を
項
⽬
数
で
割
っ
た
点
数
を
各
要
素
の
ス
コ
ア
と
し

て
採
⽤

78

79

#1
  R

ES
PO

N
SI

B
LE

 
EM

PL
O

Y
EE

   
Sc

or
e:

 
4-

3-
  

2-
1 

A
pp

ro
pr

ia
te

 a
pp

ea
ra

nc
e 

an
d 

be
ha

vi
or

 
 

A
tt

itu
de

 
 

Et
hi

ca
l 

 

A
da

pt
ab

ili
ty

 in
 p

os
iti

on
 

 

A
da

pt
ab

ili
ty

 to
 c

ha
ng

e 
 

Ti
m

e 
m

an
ag

em
en

t i
n 

w
or

k 
 

Fo
cu

si
ng

 o
n 

a 
pr

oj
ec

t 
 

R
es

po
ns

ib
ili

ty
 

 

In
sp

ir
in

g 
ot

he
rs

 th
ro

ug
h 

se
lfl

es
sn

es
s 

 

Le
ad

er
sh

ip
 

 

A
pp

ro
pr

ia
te

 q
ue

st
io

ni
ng

 
 

U
nd

er
st

an
di

ng
 th

e 
sy

st
em

 
 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

12
 

SC
O

R
E 

 

 

C
ar

ee
r R

ea
dy

 P
ra

ct
ic

e 
R

ub
ri

cs
 

In
di

vi
du

al
’s

 N
am

e:
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

 
A

ss
es

so
r/

C
ou

rs
e:

__
__

__
__

__
_ 

Sc
or

e 
K

ey
 o

n 
Re

ve
rs

e 
Si

de
 

#2
  T

EC
H

N
IC

A
L 

SK
IL

LS
   

Sc
or

e:
 

4-
3-

  
2-

1 

M
at

h 
sk

ill
s 

 

U
si

ng
 p

as
t k

no
w

le
dg

e 
 

 

R
ea

di
ng

 a
nd

 in
te

rp
re

tin
g 

 

W
ri

tin
g 

 

Pr
ob

le
m

 so
lv

in
g 

an
d 

cr
iti

ca
l t

hi
nk

in
g 

 

U
si

ng
 r

es
ou

rc
es

 to
 

co
m

pl
et

e 
w

or
k 

 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

6 

SC
O

R
E 

 

 #3
  H

EA
LT

H
/S

U
PP

O
R

T 
  

Sc
or

e:
 

4-
3-

  
2-

1 

H
ea

lth
y 

liv
in

g 
 

K
no

w
in

g 
sa

fe
ty

 
 

W
or

ki
ng

 sa
fe

ly
 

 

H
yg

ie
ne

 
 

C
al

cu
la

tio
n 

ac
cu

ra
cy

  
 

B
ud

ge
tin

g 
 

In
ve

st
m

en
t 

 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

7 

SC
O

R
E 

 

#4
  C

O
M

M
U

N
IC

A
TI

O
N

   
Sc

or
e:

 
4-

3-
  

2-
1 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

w
el

l 
 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

th
ro

ug
h 

pr
es

en
ta

tio
n 

 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

ne
w

 id
ea

s 
 

Ti
m

el
y 

lis
te

ni
ng

/s
pe

ak
in

g 
 

Li
st

en
in

g 
w

el
l 

 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

w
/ t

ec
h.

 
 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

th
ro

ug
h 

w
ri

tte
n 

fo
rm

 
 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

7 

SC
O

R
E 

 

 

#5
  C

U
LT

U
R

E/
 

EN
V

IR
O

N
M

E
N

T 
Sc

or
e:

 
4-

3-
  

2-
1 

V
al

ui
ng

 d
iv

er
sit

y 
 

C
om

m
un

ic
at

in
g 

on
 

en
vi

ro
nm

en
t 

 

V
er

ba
liz

in
g 

cu
ltu

re
 

 

R
es

pe
ct

in
g 

cu
ltu

re
 

w
/a

ct
io

n 
 

 

A
ct

in
g 

re
al

ist
ic

al
ly

 
 

U
nd

er
st

an
d 

st
ru

ct
./s

co
pe

 
 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

6 

SC
O

R
E 

 

#6
  C

R
EA

TI
V

IT
Y

   
Sc

or
e:

 
4-

3-
  

2-
1 

C
re

at
in

g 
id

ea
s 

 

R
es

ea
rc

hi
ng

  i
de

as
 

 

R
ef

le
ct

in
g 

on
 id

ea
s 

 

O
ri

gi
na

lit
y 

 

A
pp

ly
in

g 
id

ea
s  

 

W
or

ki
ng

 b
y 

se
lf-

di
re

ct
io

n 
 

In
no

va
tio

n 
th

ru
 d

iv
er

sit
y 

 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

7 

SC
O

R
E 

 

 #7
  R

ES
E

A
R

C
H

 S
K

IL
LS

   
Sc

or
e:

 
4-

3-
  

2-
1 

Ev
al

ua
tin

g 
m

at
er

ia
l 

 

C
ol

le
ct

in
g 

da
ta

 th
ru

 te
ch

. 
 

A
cc

es
sin

g 
di

ve
rs

e 
so

ur
ce

s 
 

A
na

ly
zi

ng
 so

ur
ce

 b
ia

s  
 

A
na

ly
zi

ng
 o

ne
’s

 o
w

n 
bi

as
 

 

C
on

ne
ct

 d
at

a/
ar

gu
m

en
t  

 

D
ra

w
in

g 
co

nc
lu

si
on

s 
 

R
ef

le
ct

in
g 

on
 r

es
ea

rc
h 

 

Su
b-

Sc
or

e 
 

D
iv

id
e 

B
y:

 
 ÷

8 

SC
O

R
E 

 

80

 
 

1 
19

.7
.1

6 

C
ar

ee
r 

R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
e 

 
 

1.
 A

ct
 a

s a
 R

es
po

ns
ib

le
 a

nd
 C

on
tr

ib
ut

in
g 

C
iti

ze
n 

an
d 

E
m

pl
oy

ee
 

Po
in

ts
 

G
iv

en
 

Ca
re
er
‐r
ea

dy
 in

di
vi
du

al
s u

nd
er
st
an

d 
th
e 
ob

lig
at
io
ns
 a
nd

 re
sp
on

sib
ili
tie

s o
f b

ei
ng

 a
 m

em
be

r o
f a

 c
om

m
un

ity
, a

nd
 th

ey
 d
em

on
st
ra
te
 th

is 
un

de
rs
ta
nd

in
g 

ev
er
y 
da

y 
th
ro
ug

h 
th
ei
r i
nt
er
ac
tio

ns
 w
ith

 o
th
er
s.
  T
he

y 
ar
e 
co
ns
ci
en

tio
us
 o
f t
he

 im
pa

ct
s o

f t
he

ir 
de

ci
sio

ns
 o
n 
ot
he

rs
 a
nd

 th
e 
en

vi
ro
nm

en
t a

ro
un

d 
th
em

.  
Th

ey
 th

in
k 
ab

ou
t t
he

 n
ea

r‐
te
rm

 a
nd

 lo
ng

‐t
er
m
 c
on

se
qu

en
ce
s o

f t
he

ir 
ac
tio

ns
 a
nd

 se
ek
 to

 a
ct
 in

 w
ay
s t
ha

t c
on

tr
ib
ut
e 
to
 th

e 
be

tt
er
m
en

t o
f t
he

ir 
te
am

s,
 

fa
m
ili
es
, c
om

m
un

ity
, a

nd
 w
or
kp

la
ce
.  
Th

ey
 a
re
 re

lia
bl
e 
an

d 
co
ns
ist
en

t i
n 
go

in
g 
be

yo
nd

 th
e 
m
in
im

um
 e
xp
ec
ta
tio

n 
an

d 
in
 p
ar
tic

ip
at
in
g 
in
 a
ct
iv
iti
es
 th

at
 

se
rv
e 
th
e 
gr
ea

te
r g

oo
d.
 

In
di

vi
du

al
 C

om
pe

te
nc

ie
s 

4 
Ex

ce
ed

s C
om

pe
te

nc
y 

3 
M

ee
ts

 C
om

pe
te

nc
y 

2 
A

pp
ro

ac
hi

ng
 

C
om

pe
te

nc
y 

1 
N

ot
 Y

et
 R

ea
ch

ed
 

C
om

pe
te

nc
y 

 
K

ey
w

or
d(

s)
 

 

C
on

du
ct

 se
lf 

in
 a

 r
es

pe
ct

ab
le

, 
ap

pr
op

ri
at

e 
m

an
ne

r 
an

d 
w

ith
 

pr
op

er
 a

pp
ea

ra
nc

e.
 

D
em

on
str

at
es

 
ap

pr
op

ria
te

 
ap

pe
ar

an
ce

 a
nd

 
be

ha
vi

or
 in

 v
ar

io
us

 
se

tti
ng

s. 
A

lw
ay

s 
ac

ts
 re

sp
ec

tfu
lly

 
to

w
ar

ds
 o

th
er

s.
 

D
em

on
st

ra
te

s 
ap

pr
op

ria
te

 
ap

pe
ar

an
ce

 a
nd

 
be

ha
vi

or
. A

ct
s 

re
sp

ec
tfu

lly
 to

w
ar

ds
 

ot
he

rs
. 

A
tte

m
pt

s t
o 

de
m

on
st

ra
te

 
ap

pr
op

ria
te

 
ap

pe
ar

an
ce

 a
nd

 
be

ha
vi

or
. 

O
cc

as
io

na
lly

 a
ct

s 
re

sp
ec

tfu
lly

 to
w

ar
ds

 
ot

he
rs

. 

D
oe

s n
ot

 
de

m
on

str
at

e 
ap

pr
op

ria
te

 
ap

pe
ar

an
ce

 o
r 

be
ha

vi
or

. O
fte

n 
do

es
 n

ot
 a

ct
 

re
sp

ec
tfu

lly
 to

w
ar

ds
 

ot
he

rs
. 

A
pp

ro
pr

ia
te

 
ap

pe
ar

an
ce

 a
nd

 
be

ha
vi

or
 

 

W
or

k 
po

sit
iv

el
y.

 

H
as

 a
 p

os
iti

ve
 

ou
tlo

ok
 a

nd
 c

re
at

es
 

a 
po

sit
iv

e 
w

or
k 

en
vi

ro
nm

en
t f

or
 a

ll 
in

vo
lv

ed
 w

hi
le

 
w

or
ki

ng
 o

n 
pr

oj
ec

ts
.  

 Is
 c

on
st

ru
ct

iv
e 

w
ith

 
cr

iti
ci

sm
 w

he
n 

w
or

ki
ng

 w
ith

 o
th

er
s. 

 
H

as
 a

 p
os

iti
ve

 
at

tit
ud

e 
to

w
ar

ds
 

ta
sk

s, 
pr

oj
ec

ts
 a

nd
 

ot
he

rs
.  

 

O
cc

as
io

na
lly

 h
as

 a
 

ne
ga

tiv
e 

at
tit

ud
e 

to
w

ar
ds

 ta
sk

s, 
pr

oj
ec

ts
, a

nd
/o

r 
ot

he
rs

.  
 

Ty
pi

ca
lly

 is
 

ne
ga

tiv
e 

to
w

ar
d 

ta
sk

s, 
pr

oj
ec

ts
, 

an
d/

or
 o

th
er

s. 
  

A
tt

itu
de

 

 

W
or

k 
et

hi
ca

lly
. 

C
on

si
st

en
tly

 a
pp

lie
s 

et
hi

cs
 to

 a
ll 

as
pe

ct
s 

of
 w

or
k.

   

A
pp

lie
s 

va
lu

es
 a

nd
 

et
hi

cs
 to

 a
ll 

w
or

k 
co

m
pl

et
ed

. 

A
t t

im
es

, d
oe

s n
ot

 
ap

pl
y 

et
hi

cs
 w

hi
le

 
w

or
ki

ng
 o

n 
ta

sk
s, 

pr
oj

ec
ts

 o
r w

ith
 

ot
he

rs
. 

D
oe

s n
ot

 a
pp

ly
 

et
hi

cs
 w

hi
le

 
w

or
ki

ng
 o

n 
ta

sk
s, 

pr
oj

ec
ts

, o
r w

ith
 

ot
he

rs
. 

Et
hi

ca
l 

 

A
da

pt
 to

 v
ar

ie
d 

ro
le

s, 
re

sp
on

sib
ili

tie
s, 

sc
he

du
le

s, 
an

d 
co

nt
ex

ts
. 

R
ea

di
ly

 a
da

pt
s t

o 
va

rie
d 

ro
le

s,
 

re
sp

on
si

bi
lit

ie
s, 

sc
he

du
le

s, 
an

d 
co

nt
ex

ts
 in

 a
 v

ar
ie

ty
 

of
 c

on
di

tio
ns

. 

A
da

pt
s t

o 
va

rie
d 

ro
le

s,
 

re
sp

on
sib

ili
tie

s, 
sc

he
du

le
s, 

an
d 

co
nt

ex
ts

. 

A
tte

m
pt

s t
o 

ad
ap

t t
o 

va
rie

d 
ro

le
s,

 
re

sp
on

sib
ili

tie
s, 

sc
he

du
le

s, 
an

d 
co

nt
ex

ts
. 

D
oe

s n
ot

 a
tte

m
pt

 to
 

ad
ap

t t
o 

va
rie

d 
ro

le
s, 

re
sp

on
si

bi
lit

ie
s, 

sc
he

du
le

s, 
or

 
co

nt
ex

ts
. 

A
da

pt
ab

ili
ty

 in
 

po
sit

io
n 

 



－  －

職
業
教
育
改
⾰
に
お
け
る
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タ
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ダ
ー
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に
基
づ
く
教
育
改
⾰
の
志
向
と
の
関
連
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︓
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⾰
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⾰
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落
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01
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⾰
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︓
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ー
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基
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テ
ス
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⼦
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
Co

m
m

on
 C

or
e 

St
at

e 
St

an
da

rd
s(
参
考
②

)


州
間
の
連
携
に
よ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
開
発


多
く
の
州
で
⽤
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⽅
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、
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も
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響
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州
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
が
参
加
し
、
の
べ

32
0⼈
が
携
わ
っ
た
。


CC

TC
の
開
発
⽬
的


今
⽇
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
に
⾒
合
っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
開
発


各
ク
ラ
ス
タ
ー
と
各
パ
ス
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
職
業
の
多
様
性
を
完
全
に
反
映
す
る
こ
と


Co

m
m

on
 C

or
e 

St
at

e 
St

an
da

rd
sの
開
発
を
参
照
し
て
共
通
性
の
あ
る
⾼
度
な
内
容

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
開
発
す
る


CC

TC
は

ri
go

rの
達
成
を
⽬
的
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。


第

1段
階
︓


オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
多
く
の
関
係
者
が
旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

(2
00

8年
改
訂

)を
評
価


多
く
の
関
係
者
＝
科
⽬
内
容
専
⾨
家

(S
ub

je
ct

 M
at

te
r 

Ex
pe

rt
)


州
教
育
省
か
ら
認
定
さ
れ
た
評
価
者


評
価
者
か
ら
の
評
価
を
分
析
し
、
共
通
す
る
コ
メ
ン
ト
の
抽
出
が
⾏
わ
れ
た
。

85

参
考
②

CC
TC
の
開
発
過
程

(4
段
階

)

第

2段
階

(第
1段
階
と
並
⾏

)


Co
m

m
on

 C
or

e 
St

at
e 

St
an

da
rd

sの
分
析
と

CC
TC
で
⽤
い
る
⽂
⾔
の
選
定


Co

m
m

on
 C

or
e 

St
at

e 
St

an
da

rd
sと
の
共
通
性
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
学
習
と
職
業
に
関
す
る
学
習
を
統
合
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。


第

3段
階
︓


実
際
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
記
述
す
る
チ
ー
ム
の
編
成
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
執
筆


前
回
の
改
訂
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ク
ラ
ス
タ
ー
毎
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
⾒
直
し
と
改
訂


CC

TC
の
開
発
で
は
、
４
⼈
の
執
筆
チ
ー
ム
が
す
べ
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
記
述
し
た
。


第

4段
階
︓


執
筆
さ
れ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
評
価
と
結
果
を
踏
ま
え
た
修
正
・
公
開


執
筆
チ
ー
ム
が
作
成
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
科
⽬
内
容
評
価
者
が
評
価


評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
修
正
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3. IAEVG (International Association for Educational and Vocational Guidance) 

Conference 2018－Workshop－ 

大会日程： 2018 年 10 月 2 日（火）・3 日（水）・4 日（木） 

会場：Swedish Exhibition & Congress Centre / Svenska Mässan,  

Gothenburg / Göteborg, SWEDEN 

 

 

 

ABSTRACT 

Today, we no longer can tell how things will unfold in the society. Conventional 
occupational skills alone will not be the "laissez passer" for young people we support 
through career guidance and counselling. In almost every country, educators are taking 
sincere actions and endeavours to nurture wide variety of knowledge, skills, attitudes, 
values and ethics. 

Here, we are facing a challenging task. How can we measure career 
competencies necessary in the society today? As for the established academic knowledge 
and occupational/technical skills, there are many tools for assessment in place. TIMSS and 
PISA would be the good examples for academic knowledge. Many national and 
international occupational skill tests are utilized to recognize the vocational qualifications. 
However, how do we assess and evaluate what we often call "social/soft skills" such as 
creativity, collaboration, curiosity, resilience, self-esteem, etc.? 

In the world of researchers, there have been good accumulation of discussions 
related to the measurement of such competencies, and many professional assessment tools 
and inventories have already been developed. Nonetheless, in reality, are the educators at 

Measuring Essential Career Competencies: Insights, 
Suggestions and Potential Pitfalls Learned Through an 
International Comparative Study  
Workshop (DAY 2 Room R24/25 15:00-16:30) 
Fujita Teruyuki, Professor, Institute of Education, Faculty of 
Human Sciences, University of Tsukuba, Japan; 
Kyomen Tetsuo, Ph.D., Assistant Professor, Faculty of Education, 
Aichi University of Education, Japan;  
Ishimine Chizuru, M.A., Assistant Professor, Faculty of Education, 
Kochi University, Japan; and  
Shibanuma Shunsuke, Ph.D., Researcher, Faculty of Education, 
Tokyo Gakugei University, Japan 
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school sites adequately perceiving the students' growth, and utilizing the result of 
evaluation/assessment for improving their practices? 

In this workshop, four contributors from Japan will be presenting the results of 
their international comparative research supported by JSPS KAKENHI Grant Number 
JP16H03791. The contributors visited actual schools, educational administrative 
authorities such as boards of education, and other related professional organizations in 
Denmark, France, Japan, Korea, Malaysia and United States in 2016, 2017 and 2018. After 
summarizing the analytical result on the facts in individual countries, they will discuss the 
insights, suggestions and potential pitfalls learned through their study. Based on the 
discussion, the participants in the workshop will have the opportunity to exchange views 
and thoughts on the implementable ways for perceiving and measuring the essential career 
competencies.  
KEYWORDS: career competencies, measurement, outcome, comparative study 

 

REPORT 

INTRODUCTION 
Today, we no longer can tell how things will unfold in the rapidly changing 

society. Conventional occupational skills alone will not be the "laissez passer" for young 
people we support through career guidance and counselling. In almost every country, 
educators are taking sincere actions and endeavours to nurture wide variety of knowledge, 
skills, attitudes, values and ethics. No one can be left making such effort without worrying 
about the outcome. 

Here, we are facing a challenging task. How can we measure career 
competencies necessary in the society today? As for the established academic knowledge 
and occupational/technical skills, there are many tools for assessment in place. TIMSS and 
PISA would be the good examples for academic knowledge. Many national and 
international occupational skill tests are utilized to recognize the vocational qualifications. 
However, how do we assess and evaluate what we often call "social skills" or "soft skills", 
such as creativity, collaboration, curiosity, resilience, self-esteem, etc.?  

The accumulation of scientific discussions related to the measurement of such 
competencies by the researchers, and the invention of professional assessment tools have 
not yet widely accepted among the educators at school sites. In Japan for instance, more 
than 90% of the teachers, i.e. career guidance practitioners at schools, recognize the 
importance of outcome assessment/evaluations of their practices. But, less than 15% of 
entire schools have assessment plan at hand (National Institute for Educational Policy 
Research (2015), Table 7 & 22).  
 
DEVELOPMENT 
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In order to grasp and analyse the current situations of assessment/evaluation of 
essential career competencies in a global aspect, four contributors in this workshop visited 
actual schools, educational administrative authorities such as boards of education, and 
other related professional organizations in Denmark, France, Japan, Korea, Malaysia and 
United States in 2016, 2017 and 2018. This international comparative research is 
supported by JSPS KAKENHI Grant Number JP16H03791.  
 
RESULTS 

Main findings from the international researches in selected countries can be 
summarized as follows: 

DENMARK: There are wide variety in career guidance programs and practices 
at school level. Even though the newly revised Law on Upper Secondary Education 
requires all schools concerned to nurture students' competencies to make choices for the 
future study/career through every school subject, the practical effects of the new rule is 
not yet apparent. As for the assessment of career competencies, every 8th graders is 
evaluated to screen out the students who need additional support before making decisions 
on the selection of the schools and courses after completing 9th grade. 

FRANCE: The national government mandates all lower secondary schools to 
establish school educational strategic plan including "Future Programme (parcours 
avenir)". To ensure the establishment and the actual operation, the Target Contract (contrat 
d’objectif) is concluded among school, Academy (Académie) and local government, which 
requires the outcome assessment of career competencies nurtured in the "Future 
Programme". For the assessment, records and documents accumulated in e-portfolio called 
Folios are expected to play the significant roles. However, since every teacher is entitled 
with freedom of teaching, such top-down centralized system has not yet been pervasive 
throughout the country. 

MALAYSIA: The national ministry of education has announced that producing 
holistic, entrepreneurial and balanced graduates is the first priority for the entire higher 
education institutions across the country. The central measure to achieve the goal is to 
introduce iCGPA: Integrated Cumulative Grade Point Average (Purata Nilai Gred 
Kumulatif Bersepadu). Under the new system, students will graduate with a report card 
showing the "spider web" detailing not just their subjects and academic performance but 
the career competencies they have acquired through the course work, which include 
leadership, communication, entrepreneurial, social and critical thinking skills. Though the 
industrial sectors are not yet familiar with iCGPA, and there still is protest regarding the 
feasibility and credibility, the centralized educational administration will probably realize 
the full enforcement in 2019. 

UNITED STATES: To establish a set of rigorous, high-quality standards for 
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"Career Technical Education", previously labelled as vocational education, Advance CTE: 
State Leaders Connecting Learning to Work has created the Common Career Technical 
Core (CCTC). The "Career Ready Practices", one of the components of the CCTC, 
provides a framework for the developmental experiences and assessment of career 
competencies necessary for becoming responsible and contributing citizens and employees. 
Currently, 42 states and the District of Columbia follow CCTC and utilize the assessment 
framework. 
 
CONCLUSIONS      

In the workshop, after summarizing the analytical result on the facts in individual 
countries, the contributors will discuss the insights, suggestions and potential pitfalls 
learned through their study. Among other things, respecting the actuality of individual 
schools is extremely important as the premise of successful assessment/evaluation of 
career competencies. Even in the centralized administrative structures such as in France 
and Malaysia, top-down initiatives cause non-negligible friction. At the same time, less-
binding framework for competencies with assessment/evaluation criteria, such as Career 
Ready Practices in the United States, can function as accelerator and enhancer for 
perceiving the students' growth. Moreover, in-service training opportunities for the career 
guidance practitioners to create school-based competency goals and own 
assessment/evaluation plan are much needed in all countries. We should adequately 
recognize the expertise and professionality of the practitioners at each school, instead of 
making them adopt existing assessment framework with little room for discretion.     
 
BIBLIGRAPHICAL REFERENCES 
National Institute for Educational Policy Research (2015) First Report on the 
Comprehensive Survey on Career Education, Guidance and Counselling (in Japanese) 
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4．日本キャリア教育学会第 40 回研究大会－ワークショップ－ 

大会日程：平成 30（2018）年 12 月 7 日(金)（プレ企画）・8 日(土)・9 日（日） 

会場：早稲田大学

企画趣旨 

従来から、PDCA サイクルに基づくキャリア教育の取組が強く求められていな

がら、各学校及び教育委員会において、その評価（C:check）特にアウトカム評価が

十分になされておらず、キャリア教育の実践やその組織・計画の改善が困難な状況に

陥っている。とりわけ、PDCA サイクルの確立を基盤としたカリキュラム・マネジメ

ントの重要性が指摘される今日、このような状況の改善は喫緊の課題と言えよう。

本ワークショップにおける話題提供者の 4 名は、このような問題認識から、平

成 28 年度より 3 年間、科学研究費補助金（基盤研究 B）を得て「キャリア教育のア

ウトカム評価指標の開発に関する調査研究」を遂行中である。本ワークショップにお

いては、昨年の第 39 回研究大会における会員企画シンポジウム（第二次報告）に続

き、当該研究の 3 回目の調査成果報告を行う。

今回は、①福島県棚倉町のキャリア教育におけるアウトカム評価の実践（柴沼）、

②アメリカにおけるキャリア教育のアウトカム指標の特徴（石嶺）、③フランスにお

けるキャリア教育に関するアウトカム評価システムの構造（京免）を報告し、キャリ

ア教育のアウトカム評価のあり方について、参加者とともに議論したいと考えてい

る。
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福島県棚倉町のキャリア教育におけるアウトカム評価の実践 

 
 

柴沼俊輔 

（東京学芸大学／東京都立科学技術高等学校） 

    
問題と目的 

 日本の学校におけるキャリア教育では、教育目

標に対応したアウトカム評価の手法が確立されて

おらず、教育実践の検証・改善が困難な状況が続

いているといわれる。他方、充実したキャリア教

育の実践を組織的に継続している教育委員会や学

校では、定期的に何らかの方法で児童・生徒の成

長や変容を認識し評価していると考えられる。 

 本研究は、福島県棚倉町のキャリア教育実践の

調査・分析を通して、各学校が自らのキャリア教

育実践に適したアウトカム評価手法を確立するう

えで有用な示唆を得ることを目的とする。 

福島県棚倉町は、教育委員会主導により、棚倉町

立全小中学校でキャリア教育を推進している地域

である。棚倉町の小中学校では、小学 5・6年生で

職場体験学習を行う「チャレキッズ in 棚倉」をは

じめとする独自の体験活動を充実させつつも、日

常の教科教育等の授業を通して基礎的・汎用的能

力を培う指導を重視した実践が展開されている。 

 

方法 

 2018 年 2月 21 日に福島県棚倉町教育委員会、

棚倉町立高野小学校、棚倉町立近津小学校を訪問

し、各関係者への半構造化インタビュー、および

関連資料の収集・分析を行った。 

  

結果と考察 

 棚倉町のキャリア教育における特徴的なアウト

カム評価の取り組みとして、2点を抽出した。 

 第 1 の点は、全町立小中学校を対象とした棚倉

町教育委員会による質問紙調査によって、各学

校・学年・学級の基礎的・汎用的能力に関わる自

己評価の傾向を定量的に把握する取り組みである。 

同調査は、「人間関係形成・社会形成能力」「課題

対応能力」「自己理解・自己管理能力」「キャリア

プランニング能力」の４つの能力を、各４つの質

問項目で、４件法により児童・生徒に自己評価さ

せるものである。調査項目は、概ね全国学力・学

習状況調査の質問紙項目をベースに作成されてい

る。この質問紙調査は 7月と 11 月の年 2回実施さ

れ、学校ごとの各学年・各学級別にデータを集計、

レーダーチャート化したうえで各学校の校長に通

知されている。 

 第 2 の点は、子どもの成長や変容に関するエピ

ソードを共有する取り組みである。 

 棚倉町では、全小中学校の教職員だけでなく、

保護者や地域関係者にも理解を得て、基礎的・汎

用的能力の育成を中心とするキャリア教育の視点

を共有したうえで、各学校の職員会議、校内研修、

町内の校長会、保護者や地域関係者との意見交換

会等の様々な場で児童・生徒の成長に関するエピ

ソードを話し合う機会を設けている。 

 さらに、これらの定量的・定性的な評価結果は、

互いに関連付けて把握されている。たとえば、近

津小学校では、それまで質問紙調査の結果も低く

「大変な子どもたち」だった小学校 5年生が、同

学年の宿泊学習「セカンドスクール」後から学習

や生活で主体的な姿が多々みられるようになった

だけでなく、質問紙調査の結果も向上したという。 

 このように、棚倉町のキャリア教育では、町全

体の共通質問紙調査による定量的評価と、キャリ

ア教育の視点を町民全体で共有して子どもの成長

を分かち合う定性的評価により、キャリア教育の

成果を評価していた。他方、棚倉町の教員たちは、

基礎的・汎用的能力をより客観的に評価すること

で、児童・生徒の学習への更なる動機づけを図り

たいと考えていた。この評価手法の確立に関わる

調査は今後の課題としたい。
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アメリカにおけるキャリア教育のアウトカム指標の特徴 

―全米的なスタンダードの開発とノースダコタ州のルーブリックの開発を中心に― 

 

石嶺ちづる 

（高知大学） 

 

問題と目的 

 本報告では、アメリカ合衆国(以下：アメリカ)
におけるキャリア教育のアウトカム指標の特徴を、

全米的なスタンダード開発の動向と、州レベルで

の取り組みに焦点を当てて明らかにする。具体的

には、全米的な職業教育に関する専門職団体

Advance CTE が開発した Common Career Technical 
Core(CCTC)を取り上げ、特に基礎的なキャリアコ

ン ピ テ ン シ ー に 相 当 す る Career Ready 
Practices(CRP)を中心に、当該指標の特徴を明らか

にする。具体的なキャリア教育のアウトカム指標

の開発事例として、CRP を活用したノースダコタ

州のルーブリックを取り上げる。 
 
方法 

 Advance CTEの資料と 2016年 9月の調査結果及

び、ノースダコタ州職業教育省が発行する資料と

2018 年 6 月の調査結果を用いて、CCTC の CRP
とルーブリックの特徴を分析する。 
 
結果と考察 

 アメリカでは、全米的な取り組みとして、若者

の学校から職業への移行の達成に必要な知識・能

力の構造化と教育段階ごとのレベル設定がなされ

ており、その上で、具体的な到達度を行動レベル

で評価できるルーブリックの開発が、州レベルで

行われていることが明らかにできた。 
 CCTC は、Advance CTE が開発した職業教育カ

リキュラム開発の枠組 Career Clusters の職業技能

スタンダードで、全米 42 州で職業教育のスタンダ

ードとして採用されている。CCTC では、働くた

めに必要な能力を構造化し、基礎的な学力の上に、

全ての職業に共通して必要な働くための能力(基
礎的なキャリアコンピテンシー)として、12 項目

の CRP を設定している。CRP は中等教育修了後

の進路にかかわらず全ての若者に必要な能力とし

て位置付けられている。 
 ノースダコタ州職業教育省は、CCTC の CRP を

中心に、他州の事例を参照して、ノースダコタ版

の基礎的キャリアコンピテンシー評価指標を開発

した。州職業教育省は、CRP の 12 項目のそれぞ

れに具体的なコンピテンスを設定し、コンピテン

スごとに 1〜4 点のルーブリック指標を設定した。

ルーブリックでは、「働く準備ができている人は

(Career ready individuals)‥」という書き出しで、

CRP の各項目のより具体的な解説が示されてい

る。 
 当該ルーブリックの特徴は「他者からの評価」、

すなわち、指導者(教員)と学習者の関係を雇用主

(評価者)と労働者(被評価者)に置き換えて評価す

ることにある。そのため、教員は当該ルーブリッ

クを用いて、授業をキャリアコンピテンシーの育

成の観点から振り返ることができる。 
 ノースダコタ州では、後期中等教育における職

業教育だけではなく、アカデミックな教育や初等

教育段階の学校でも、当該ルーブリックが活用さ

れ始めているが、小規模な取り組みに留まってい

る。評価に対する教員の負担軽減が、活用規模の

拡大にも関わる今後の課題である。 
 
引用文献 

 National Association of State Directors of Career 
and Technical Education(2012) The Career Ready 
Practices of the Common Career Technical Core 

 Netzloff, M.(2018) Recommendations for Career 
Ready Seal Guidelines, North Dakota Career and 
Technical Education 
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フランスにおけるキャリア教育に関するアウトカム評価システムの構造 

―行政主導による診断的・形成的・総括的評価の融合― 

 

京免 徹雄 

（愛知教育大学） 

 

問題と目的 

本報告の目的は、フランスの中学校で実践され

ている「未来行程」の評価の特徴を抽出すること

で、キャリア教育のアウトカム評価に関する示唆

と課題を提示することである。 

まず目標契約に基づく未来行程の PDCA サイ

クルの展開過程を分析し、特に総括的評価として、

どのように「自己を方向づける力」を認証してい

るか明らかにする。その上で、それを有効に機能

させるしくみとして、形成的評価としての e ポー

トフォリオ、および診断的評価としての支援アン

ケートの意義を検討したい。 

 

方法 

モンペリエ大学区とストラスブール大学区での

フィールドワークをもとに、大学区と各学校の取

組を分析する。 

 

結果 

①総括的評価としてのコンピテンシーの認証 

 モンペリエ大学区の A 中学校の事例からは、目

標契約は管理職を中心とする未来行程のマネジメ

ントをエンパワーしており、「自己を方向づける

力」の評価指標として、共通基礎の「社会的・市

民的コンピテンシー」と「自主性・自律性」が用

いられていることが明らかになった。また、各生

徒の修得状況を統一学業成績簿に記録すること、

およびその結果を前期中等教育修了証書に反映す

ることは、コンピテンシー評価に対する教員の責

任意識を高めていた。 

②e ポートフォリオを活用した形成的評価 

 2013 年度に行われた e ポートフォリオの試行

実験では、約 50%が個人およびクラス・グループ

に対してインフォーマルなフィードバックを、

30%弱が個人に対してフォーマルなフィードバッ

クをしていた。また、「生徒の作成したプロフィー

ルや学習の記録を見返すことは、実践の効果や生

徒との関係を常に省察することにつながり、形成

的評価として極めて有効である」と明言する教員

もいた。一方で、その活用は校長のイニシアチブ

に左右される部分も多い。 

③支援アンケートを活用した診断的評価 

ストラスブール大学区では、「協議に基づいて

徐々に未来行程を実施する」ために 4 つのステッ

プからなる支援資料を開発している。その中でも

支援アンケートによる診断的評価は、各学校が未

来行程の学校教育計画を立てるための貴重な資源

となると同時に、課題が明確化されることで、大

学区もそれを積極的に支援できる。 

 

考察 

フランスにおけるキャリア教育に関するアウト

カム評価システムの特徴は、教育行政が主導とな

って、診断的・形成的・総括的評価を融合するシ

ステムが形成されていることである。それを可能

にしているのが、キャリア教育を管轄する国民教

育省の独立組織である国立教育・職業情報局とそ

の支部のネットワークであり、国家レベルの政策

を多様な地域の文脈をふまえて各学校で具体化す

る役割を果たしている。 

診断的・形成的・総括的評価を一体的に運用す

ることで、相互作用的に課題が解消され、好循環

を生み出せる。特に e ポートフォリオの利用拡大

は、教職員が連携するプラットフォームを提供す

るという理由、個々の生徒の実態を見取ることで

中央集権的な評価システムの弊害を最小限に抑え

るという理由から、その鍵を握っていると考えら

れる。
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発
に

関
す

る
調

査
研

究
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三
次

報
告

―

20
18

年
12

月
9日

藤
田

晃
之

（
筑

波
大

学
人

間
系

）

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
教

育
学

部
）

石
嶺
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俊
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日
本

キ
ャ

リ
ア

教
育

学
会

第
４

０
回

研
究

大
会

本
研

究
は

JS
P

S
科

研
費

JP
16

H
03

79
1の

助
成

を
受

け
た

も
の

で
す

。

企
画

趣
旨

及
び

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
ね

ら
い

企
画

趣
旨


従

来
か

ら
、
PD

CA
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

取
組

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
な

が
ら

、
各

学
校

及
び

教
育

委
員

会
に

お
い

て
、

そ
の

評
価

（
C:
ch
ec
k）

特
に

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
が

十
分

に
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

実
践

や
そ

の
組

織
・
計

画
の

改
善

が
困

難
な

状
況

に
陥

っ
て

い
る

。
と

り
わ

け
、
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の

確
立

を
基

盤
と

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

重
要

性
が

指
摘

さ
れ

る
今

日
、

こ
の

よ
う

な
状

況
の

改
善

は
喫

緊
の

課
題

と
言

え
よ

う
。


本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
話

題
提

供
者

の
4名

は
、

こ
の

よ
う

な
問

題
認

識
か

ら
、

平
成

28
年

度
よ

り
3年

間
、

科
学

研
究

費
補

助
金

（
基

盤
研

究
B）

を
得

て
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

開
発

に
関

す
る

調
査

研
究

」
を

遂
行

中
で

あ
る

。
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
い

て
は

、
昨

年
の

第
39

回
研

究
大

会
に

お
け

る
会

員
企

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
第

二
次

報
告

）
に

続
き

、
当

該
研

究
の

3回
目

の
調

査
成

果
報

告
を

行
う

。
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第
１

期
教

育
振

興
基

本
計

画
（
2
0
0
8
）

第
３

章
今

後
５

年
間

に
総

合
的

か
つ

計
画

的
に

取
り

組
む

べ
き

施
策

（
１

）
基

本
的

考
え

方
こ

れ
ま

で
教

育
施

策
に

お
い

て
は

，
目

標
を

明
確

に
設

定
し

，
成

果
を

客
観

的
に

検
証

し
，

そ
こ

で
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

等
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

，
新

た
な

取
組

に
反

映
さ

せ
る

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

(P
la

n
-
D

o
-
C

h
e
c
k-

A
c
ti
o
n
)サ

イ
ク

ル
の

実
践

が
必

ず
し

も
十

分
で

な
か

っ
た

。
今

後
は

施
策

に
よ

っ
て

達
成

す
る

成
果

(ア
ウ

ト
カ

ム
)を

指
標

と
し

た
評

価
方

法
へ

と
改

善
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
こ

う
し

た
反

省
に

立
ち

，
今

回
の

計
画

に
お

い
て

は
，

各
施

策
を

通
じ

て
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

重
視

し
，

よ
り

効
率

的
で

効
果

的
な

教
育

の
実

現
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。

1

第
2
期

教
育

振
興

基
本

計
画

（
2
0
1
3
）

第
1
部

Ⅱ
 我

が
国

の
教

育
の

現
状

と
課

題
（
２

）
第

１
期

計
画

の
総

括
と

今
後

の
方

向
性

教
育

課
題

が
依

然
と

し
て

指
摘

さ
れ

る
要

因
の

例
「
ど

の
よ

う
な

成
果

を
目

指
す

の
か

」
「
ど

の
よ

う
な

力
の

修
得

を
目

指
す

の
か

」
と

い
っ

た
明

確
な

目
標

が
設

定
さ

れ
，

そ
の

取
組

の
成

果
に

つ
い

て
，

デ
ー

タ
に

基
づ

く
客

観
的

な
検

証
を

行
い

，
そ

こ
で

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
等

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
，

新
た

な
取

組
に

反
映

さ
せ

る
検

証
改

善
サ

イ
ク

ル
（
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
）
が

，
教

育
行

政
，

学
校

，
学

習
者

等
の

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

，
必

ず
し

も
十

分
に

機
能

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
。

3

中
央

教
育

審
議

会
答

申
（
2
0
1
1
）

「
今

後
の

学
校

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

・
職

業
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

第
2
章

2
. 
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

方
策

（
2
）
重

視
す

べ
き

教
育

内
容

・
教

育
方

法
と

評
価

・
改

善 キ
ャ

リ
ア

教
育

の
実

践
が

、
各

機
関

の
理

念
や

目
的

、
教

育
目

標
を

達
成

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
動

と
な

る
た

め
に

は
、

各
学

校
に

お
け

る
到

達
目

標
と

そ
れ

を
具

体
化

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

の
項

目
を

定
め

、
そ

の
項

目
に

基
づ

い
た

評
価

を
適

切
に

行
い

、
具

体
的

な
教

育
活

動
の

改
善

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

2

文
部

科
学

大
臣

諮
問

（
2
0
1
4
）

「
初

等
中

等
教

育
に

お
け

る
教

育
課

程
の

基
準

等
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

今
般

、
新

し
い

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

学
習

指
導

要
領

等
の

在
り

方
に

つ
い

て
諮

問
を

行
う

も
の

で
あ

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

以
下

の
点

を
中

心
に

御
審

議
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
第

一
に

、
教

育
目

標
･内

容
と

学
習

･指
導

方
法

，
学

習
評

価
の

在
り

方
を

一
体

と
し

て
捉

え
た

、
新

し
い

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

学
習

指
導

要
領

等
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。

4

6

こ
れ

ま
で

の
研

究
成

果
報

告


一
昨

年
（
20

16
年

）
の

第
38

回
研

究
大

会
：

①
日

本
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

実
践

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

の
先

進
事

例
と

見
な

さ
れ

る
「
ス

ー
パ

ー
・

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
・
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
（
SP
H）

」
指

定
校

の
事

例
分

析
（
藤

田
）

②
フ

ラ
ン

ス
に

お
け

る
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
評

価
に

関
す

る
政

策
・
研

究
動

向
分

析
（
京

免
）

③
ア

メ
リ

カ
に

お
け

る
移

行
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援
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と
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業
に

関
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

開
発

動
向

の
分

析
（
石

嶺
）


昨

年
（
20

17
年

）
の

第
39

回
研

究
大

会
：

①
論

点
の

提
示

－
国

内
調

査
の

中
間

結
果

を
踏

ま
え

て
－

（
柴

沼
）

②
マ

レ
ー

シ
ア

の
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
iC
GP

A（
統

合
的

累
積

的
GP

A）
の

導
入

と
初

期
実

践
の

分
析

（
藤

田
）

③
フ

ラ
ン

ス
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
お

け
る
PD

CA
サ

イ
ク

ル
の

展
開

（
京

免
）

④
ア

メ
リ

カ
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
評

価
指

標
の

開
発

動
向

（
石

嶺
）

7

こ
れ

ま
で

の
研

究
成

果
報

告

8
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進
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（
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
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教
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け
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カ
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沼
）


ア

メ
リ

カ
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

特
徴

（
15

分
：
石

嶺
）


フ

ラ
ン

ス
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

シ
ス

テ
ム

の
構

造
（
15

分
：
京

免
）


ま

と
め

に
か

え
て

（
5分

：
藤

田
）


ご

参
加

の
皆

様
方

と
の

意
見

交
換

（
30

分
）


Q
&
A、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

福
島

県
棚

倉
町

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

お
け

る
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

の
実

践

柴
沼

俊
輔

（
東

京
学

芸
大

学
教

育
学

部
個

人
研

究
員

・
東

京
都

立
科

学
技

術
高

等
学

校
教

諭
）

20
18

年
1

2月
9日

（
日

）
1

0:
3

5-
1

2:
1

5
日

本
キ

ャ
リ

ア
教

育
学

会
第

40
回

大
会

（
早

稲
田

大
学

）
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
Ⅲ

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

開
発

に
関

す
る

調
査

研
究

―
第

三
次

報
告

―
」

日
本

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

お
け

る
問

題


Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

「
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

」
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
が

困
難

C:
Ch

ec
kが

機
能

せ
ず

、
A:
Ac

tio
nに

つ
な

が
ら

な
い

⇒
各

学
校

の
目

標
に

即
し

た
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

手
法

開
発

が
必

要
！

キ
ャ

リ
ア

教
育

「
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

」
の

育
成

人
間

関
係

形
成

・
社

会
形

成
能

力
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ

プ
な

ど

自
己

理
解

・
自

己
管

理
能

力
前

向
き

に
考

え
る

力
、

自
己

の
動

機
付

け
、

忍
耐

力
な

ど

課
題

対
応

能
力

情
報

の
理

解
・
選

択
・
処

理
、

本
質

の
理

解
、

課
題

発
見

、
実

行

力
な

ど

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

能
力

学
ぶ

こ
と

・
働

く
こ

と
の

意
義

や
役

割
の

理
解

、
多

様
性

の
理

解
、

将
来

設
計

な
ど

高
等

教
育

中
等

教
育

初
等

教
育

社
会

的
・
職

業
的

自
立

の
実

現

11

本
研

究
の

目
的


教

育
委

員
会

主
導

で
、

組
織

的
・
継

続
的

に
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

実
践

し
て

い
る

地
域

・
学

校
が

存
在

⇒
何

ら
か

の
方

法
で

そ
の

成
果

を
評

価
・
検

証
し

て
い

る
は

ず
！


先

進
実

践
地

域
の

実
地

調
査

を
通

し
て

、
日

本
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

の
特

徴
と

課
題

を
解

明


福

島
県

棚
倉

町
に

お
け

る
教

育
委

員
会

を
中

心
と

し
た

町
全

体
で

取
り

組
む

キ
ャ

リ
ア

教
育

実
践

を
調

査

12



－  －

研
究

方
法


調

査
対

象
：
福

島
県

棚
倉

町
教

育
委

員
会

子
ど

も
教

育
課

、
町

立
小

学
校

・
町

全
体

で
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

柱
と

し
た

実
践

⇒
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

通
じ

て
学

力
向

上
を

目
指

す

⇒
町

立
小

中
学

校
が

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
全

体
計

画
策

定
、

Ｈ
Ｐ

で
公

開

・
小

学
生

の
職

場
体

験
「
チ

ャ
レ

キ
ッ

ズ
in

棚
倉

」
等

の
地

域
連

携
を

充
実

・
「
第

11
回

キ
ャ

リ
ア

教
育

優
良

教
育

委
員

会
」
（
平

成
29

年
）


調

査
日

程
：
20

18
年

2月


方
法

：
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
、

資
料

収
集

・
分

析


本

報
告

の
構

成
：

①
教

育
委

員
会

に
よ

る
集

団
単

位
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価

②
③

町
立

小
学

校
2校

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
と

評
価

の
取

り
組

み

13

教
育

委
員

会
に

よ
る

集
団

単
位

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価


棚

倉
町

教
育

委
員

会
が

作
成

・
実

施
す

る

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査


毎

年
度

、
7月

と
11

月
の

2回
実

施


全
て

の
町

立
小

中
学

校
が

対
象

（
6小

学
校

＋
1中

学
校

）
（
小

学
校

4年
生

～
中

学
校

3年
生

ま
で

約
70

0名
）


各

能
力

4項
目

、
4件

法
で

児
童

・
生

徒
に

自
己

評
価

さ
せ

る


全
て

の
町

立
小

中
学

校
で

共
通

項
目

を
使

用


結
果

を
学

校
、

学
年

、
学

級
の

集
団

単
位

で
集

計


自
己

評
価

項
目

は
教

育
委

員
会

が
決

定
概

ね
「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
の

項
目

を
参

考
に

作
成

14

町
全
体
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
⽬
（

20
17
年
度
）

人
間

関
係

形
成

・
社

会
形

成
能

力
課

題
対

応
能

力

1
相

手
に

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
、

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

よ
う

と
し

て
い

る
。

9
知

り
た

い
こ

と
が

あ
っ

た
時

、
調

べ
た

り
、

人
に

聞
い

た
り

し
て

い
る

。

2
友

達
と

話
し

合
う

と
き

、
友

達
の

話
や

意
見

を
最

後
ま

で
聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

10
難

し
い

こ
と

で
も

、
失

敗
を

恐
れ

な
い

で
挑

戦
し

て
い

る
。

3
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
、

進
ん

で
助

け
て

い
る

。
11

授
業

で
問

題
を

解
く
と

き
、

も
っ

と
簡

単
に

解
く
方

法
が

な
い

か
考

え
る

。

4
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

12
授

業
の

中
で

学
ん

だ
こ

と
を

、
ほ

か
の

学
習

や
生

活
に

生
か

し
て

い
る

。

自
己

理
解

・
自

己
管

理
能

力
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
能

力

5
自

分
の

短
所

は
な

お
し

、
長

所
は

さ
ら

に
の

ば
そ

う
と

し
て

い
る

。
13

将
来

の
夢

や
目

標
を

持
っ

て
い

る
。

6
授

業
で

新
し

い
問

題
に

出
合

っ
た

と
き

、
そ

れ
を

解
い

て
み

た
い

。
14

勉
強

す
る

と
き

、
自

分
で

考
え

て
計

画
を

立
て

て
い

る
。

7
い

じ
め

は
、

ど
ん

な
理

由
が

あ
っ

て
も

い
け

な
い

こ
と

だ
と

思
う

。
15

国
語

の
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

は
、

将
来

、
社

会
に

出
た

と
き

に
役

に
立

つ
。

8
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
う

。
16

人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

。

児
童

・
生

徒
は

各
項

目
に

4
件

法
で

回
答

。
4
：
そ

う
思

う
、

1
：
そ

う
思

わ
な

い

15
※

棚
倉

町
教

育
委

員
会

提
供

資
料

よ
り

作
成

16

7月
11

月

Ａ
⼩
学
校

町
内
全
体

差
1
⼈
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
⼒

82
%

86
%

-4
%

2
⾃
⼰
理
解
・
⾃
⼰
管
理
能
⼒

83
%

86
%

-2
%

3
課
題
解
決
能
⼒

78
%

82
%

-4
%

4
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
⼒

89
%

89
%

0%

Ａ
⼩
学
校

町
内
全
体

差
1
⼈
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
⼒

93
%

87
%

6%
2
⾃
⼰
理
解
・
⾃
⼰
管
理
能
⼒

89
%

84
%

5%
3
課
題
解
決
能
⼒

89
%

80
%

8%
4
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
⼒

92
%

89
%

3%

※
棚

倉
町

教
育

委
員

会
提

供
資

料
よ

り
作

成

棚
倉

町
立

Ａ
小

学
校

の
調

査
結

果



－  －

調
査

結
果

の
各

学
校

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク


年

度
毎

に
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
意

識
調

査
及

び
福

島
県

学
力

調
査

に
関

わ
る

考
察

」
（
㊙

扱
い

文
書

）
を

作
成

～
分

析
・
考

察
例

～


小

学
校

全
体

で
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
能

力
の

ポ
イ

ン
ト

（
肯

定
的

回
答

）
が

90
％

で
最

も
高

い
。

最
も

低
い

も
の

は
課

題
対

応
能

力
で
80

％
に

と
ど

ま
る

。


基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
ポ

イ
ン

ト
が

全
体

と
し

て
高

い
（
85

～
10

0％
）
学

級

は
、

算
数

の
学

力
調

査
結

果
が

県
平

均
を

大
き

く
上

回
る

。
反

対
に

、
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
ポ

イ
ン

ト
が

全
体

と
し

て
低

い
（
63

％
～

73
％

）
学

級
は

、
同

学
力

調
査

結
果

が
県

平
均

を
下

回
っ

た
。


あ

る
学

級
で

は
、
7月

⇒
11

月
で

「
6 

授
業

で
新

し
い

問
題

に
出

合
っ

た
と

き
、

そ
れ

を
解

い
て

み
た

い
」
「
8 

自
分

に
は

よ
い

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
」
「
13

 将
来

の
夢

や
目

標
を

も
っ

て
い

る
」
「
19

 学
校

の
授

業
時

間
以

外
に

、
普

段
、
1日

あ
た

り
ど

れ
く
ら

い
の

時
間

、
勉

強
を

し
ま

す
か

」
の

肯
定

的
回

答
が

低
下

17

棚
倉

町
立

高
野

小
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育


基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
具

体
的

で
易

し
い

言
葉

に
例

）
「
人

間
関

係
形

成
・
社

会
形

成
能

力
」
＝

「
言

葉
で

心
で

か
か

わ
る

力
」

⇒
学

習
内

容
と

そ
れ

ぞ
れ

の
力

と
の

関
連

を
示

し
な

が
ら

教
科

教
育

、
特

別
活

動
を

実
施

⇒
児

童
自

身
も

目
標

と
し

て
意

識
し

や
す

く
、

自
己

評
価

も
し

や
す

い

⇒
保

護
者

や
地

域
関

係
者

と
も

共
有

し
や

す
い


教

員
、

児
童

、
保

護
者

の
意

識
改

革
を

重
視

⇒
教

員
：
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
意

識
し

た
授

業
づ

く
り

と
成

果
報

告

⇒
児

童
：
RV

PD
CA

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
い

た
学

習
習

慣
づ

く
り

⇒
保

護
者

：
校

長
が

学
区

内
の

集
会

場
へ

出
向

い
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
趣

旨
説

明

（
99

％
の

保
護

者
が

参
加

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

で
説

明
す

る
よ

り
伝

わ
り

や
す

い
と

い
う

）

（
各

地
区

の
特

産
品

製
造

・
販

売
体

験
な

ど
の

「
保

護
者

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
」
も

実
施

） 18

19

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

と
の

関
わ

り
を

黒
板

上
で

示
し

、
児

童
に

意
識

さ
せ

て
い

る

棚
倉

町
立

高
野

小
学

校
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価


全

教
員

が
年

度
末

に
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
報

告
書

を
作

成


教

育
委

員
会

が
実

施
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

と
は

別
個

に
、

学
校

独
自

で
自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
作

成
・
実

施
・
教

育
委

員
会

：
小

学
4年

生
以

上
が

対
象

、
16

項
目

・
高

野
小

学
校

：
1年

生
～

6年
生

の
全

学
年

対
象

、
12

項
目

⇒
文

科
省

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

手
引

き
」
を

参
考

に
作

成
、

一
部

見
直

し


自

己
評

価
の

限
界

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

導
入

を
模

索

教
員

が
「
能

力
が

高
ま

っ
た

」
と

思
っ

て
も

児
童

の
自

己
評

価
が

逆
に

下
が

っ
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

よ
り

客
観

的
な

評
価

方
法

で
、

児
童

を
励

ま
し

た
い

。

20



－  －

高
野

小
学

校
1 年

生
～

3 年
生

対
象

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
町

全
体

と
の

対
応

1 友
だ

ち
や

家
の

人
の

は
な

し
を

聞
く
と

き
、

あ
い

て
の

気
も

ち
を

考
え

て
、

は
な

し
を

聞
い

て
い

ま
す

か
。

(2
)

2 自
分

の
考

え
や

気
も

ち
を

、
友

だ
ち

に
わ

か
り

や
す

く
話

す
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。

(1
)

3 み
ん

な
と

力
を

あ
わ

せ
て

、
か

か
り

や
当

番
の

仕
事

を
し

よ
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

無

4自
分

の
い

い
と

こ
ろ
( す

て
き

な
と

こ
ろ
) や

直
し

た
ほ

う
が

い
い

と
こ

ろ
( だ

め
な

と
こ

ろ
) が

、
わ

か
っ

て
い

ま
す

か
。

(5
)

5 ど
ん

な
と

き
で

も
、

自
分

( じ
ぶ

ん
) が

や
ら

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

は
、

が
ん

ば
っ

て
や

ろ
う

と
し

て
い

ま
す

か
無

6 苦
手

な
こ

と
で

も
、

自
分

か
ら

す
す

ん
で

や
ろ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。
(1
0)

7 わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

と
き

は
、

自
分

で
調

べ
た

り
、

だ
れ

か
に

聞
い

た
り

し
て

い
ま

す
か

。
(9
)

8し
っ

ぱ
い

し
た

後
は

、
次

か
ら

は
、

同
じ

ま
ち

が
い

を
し

な
い

よ
う

に
よ

う
に

気
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。

無

9 な
に

か
を

す
る

と
き

、
き

ち
ん

と
計

画
し

て
す

す
め

た
り

、
そ

の
や

り
か

た
を

く
ふ

う
し

た
り

し
て

い
ま

す
か

。
無

10
学

校
で

べ
ん

き
ょ

う
し

た
り

、
お

ぼ
え

た
り

し
た

こ
と

は
、

自
分

の
生

活
に

役
立

っ
て

い
ま

す
か

。
(1
5)

11
自

分
の

ゆ
め

が
本

当
に

な
る

よ
う

に
、

い
ろ

い
ろ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
(1
3)

12
自

分
の

ゆ
め

に
向

か
っ

て
、

べ
ん

き
ょ

う
や

運
ど

う
を

が
ん

ば
っ

て
い

ま
す

か
。

(1
4)

※
「
町

全
体

と
の

対
応

」
の

列
は

、
柴

沼
が

町
全

体
で

実
施

し
て

い
る

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
と

の
対

応
関

係
を

解
釈

し
た

結
果

を
示

し
た

。
丸

カ
ッ

コ
付

数
字

は
、

町
全

体
の

項
目

と
類

似
で

あ
る

が
一

部
表

現
が

異
な

る
項

目
、

「
無

」
は

町
全

体
の

項
目

に
は

な
い

高
野

小
学

校
が

独
自

に
採

用
し

た
項

目
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

※
質

問
項

目
の

文
章

の
う

ち
、

太
字

部
分

は
町

全
体

の
項

目
と

表
現

が
異

な
る

箇
所

を
示

す
。

21

高
野

小
学

校
4 年

生
～

6 年
生

対
象

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目

1友
だ

ち
や

家
の

人
の

話
を

聞
く
時

、
話

し
て

い
る

人
が

ど
ん

な
気

持
ち

で
話

し
て

い
る

か
を

考
え

な
が

ら
、

話
を

聞
い

て
い

ま
す

か
。

2 自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

分
か

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

工
夫

し
な

が
ら

話
そ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。

3自
分

か
ら

仕
事

を
見

つ
け

た
り

、
仕

事
の

役
割

を
見

つ
け

て
分

た
ん

し
た

り
し

な
が

ら
、

み
ん

な
と

力
を

合
わ

せ
て

行
動

し
よ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。

4 自
分

の
良

い
所

や
、

直
さ

な
い

と
い

け
な

い
所

が
分

か
っ

て
い

ま
す

か
。

5 ど
ん

な
時

で
も

、
自

分
が

や
ら

な
く
て

は
い

け
な

い
こ

と
は

、
き

ち
ん

と
や

ろ
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

6 苦
手

な
こ

と
だ

と
思

っ
て

も
、

自
分

か
ら

進
ん

で
取

り
組

も
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

7分
か

ら
な

い
こ

と
や

、
も

っ
と

知
り

た
い

こ
と

が
あ

る
時

、
自

分
か

ら
進

ん
で

調
べ

た
り

、
だ

れ
か

に
聞

い
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

8何
か

で
失

ぱ
い

し
て

し
ま

っ
た

時
に

は
、

次
に

同
じ

よ
う

な
失

ぱ
い

を
く
り

返
さ

な
い

よ
う

に
自

分
で

気
を

つ
け

て
生

活
し

て
い

ま
す

か
。

9何
か

を
す

る
時

、
最

後
の

完
成

( ま
た

は
終

了
) し

た
様

子
を

思
い

浮
か

べ
て

、
見

通
し

を
も

っ
て

計
画

的
に

学
習

や
作

業
を

進
め

た
り

、
そ

の
や

り
方

を
工

夫
し

た
り

し
て

い
ま

す
か

。

10
今

、
学

校
で

学
習

し
た

り
体

け
ん

し
た

り
し

て
い

る
こ

と
は

、
自

分
の

生
活

に
生

か
さ

れ
て

い
ま

す
か

。

11
将

来
に

向
け

て
、

自
分

の
夢

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
具

体
的

な
目

ひ
ょ

う
を

立
て

た
り

、
そ

れ
を

実
現

さ
せ

る
方

法
に

つ
い

て
考

え
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

12
自

分
の

将
来

の
夢

や
目

ひ
ょ

う
に

向
か

っ
て

努
力

し
た

り
，

学
習

の
仕

方
や

生
活

の
仕

方
を

工
夫

し
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

※
質

問
項

目
の

文
章

の
う

ち
、

太
字

（斜
字

体
）

部
分

は
1年

生
～

3年
生

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

と
表

現
が

異
な

る
箇

所
を

示
す

。
全

体
的

に
低

学
年

用
よ

り
も

具
体

的
な

表
現

と
な

っ
て

い
る

。
22

棚
倉

町
立

近
津

小
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育


児

童
の

自
主

的
・
自

発
的

な
活

動
を

重
視

す
る

指
導

・
「
キ

ャ
リ

ア
能

力
を

発
揮

す
る

場
面

」
の

設
定

⇒
で

き
る

限
り

児
童

に
任

せ
て

、
自

分
で

考
え

、
実

行
さ

せ
る

⇒
教

員
主

導
か

ら
児

童
主

体
へ

の
転

換
を

重
視


教

職
員

の
共

通
認

識
づ

く
り

・
校

長
と

教
務

主
任

を
中

心
に

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
を

全
教

員
で

共
有

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

で
毎

年
行

事
の

取
り

組
み

方
を

見
直

し
、

改
善

⇒
「
前

年
度

踏
襲

は
ほ

ぼ
無

い
」

例
）
学

年
対

抗
長

縄
大

会
を

二
学

年
対

抗
に

、
上

級
学

年
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

問
う

23

棚
倉

町
立

近
津

小
学

校
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価


毎

年
度

2月
～

3月
に

実
践

の
総

括
例

・
児

童
が

自
主

的
・
自

発
的

に
他

者
貢

献
活

動
を

始
め

る
よ

う
に

な
っ

た

「
あ

い
さ

つ
番

長
」
「
サ

プ
ラ

イ
ズ

激
励

会
」
「
校

庭
整

備
」
「
ゆ

き
ち

ゃ
ん

募
金

」

⇒
特

に
「
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
」
（
5年

生
の

宿
泊

学
習

）
を

境
に

顕
著

な
成

長


職

員
室

の
日

常
的

な
話

題
が

変
わ

っ
た

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

の
共

有
と

実
践

が
進

む
に

つ
れ

、
「
今

日
の

〇
〇

ち
ゃ

ん
の

活
躍

は
す

ご
か

っ
た

ね
！

」
等

、
児

童
の

成
長

を
喜

び
、

そ
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

日
常

的
に

教
員

が
増

え
る

な
ど

、
職

員
室

の
雰

囲
気

が
良

い
方

向
に

変
わ

っ
て

い
っ

た
と

い
う

。


町

全
体

の
自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
の

対
応

・
自

発
的

な
活

動
が

特
に

顕
著

な
学

年
で

は
、

「
3 

人
が

困
っ

て
い

る
と

き
は

、
進

ん
で

助
け

て
い

る
。

」
「
16

 人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

。
」
の

肯
定

的
回

答
（
4：

そ
う

思
う

、
3：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
う

、
の

合
算

）
が

10
0％

に
。

教
員

の
実

感
と

も
合

致
す

る
と

い
う

。 24



－  －

総
括

：
棚

倉
町

の
評

価
の

特
質


キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

を
組

織
で

共
有

す
る

こ
と

を
重

要
視


地

域
・
学

校
・
学

年
…

様
々

な
レ

ベ
ル

で
児

童
・
生

徒
の

実
態

把
握

と

育
て

た
い

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

を
具

体
化

、
共

有
し

、
実

践
の

組
織

づ
く
り

に
注

力


教

育
委

員
会

が
ハ

ブ
と

し
て

有
効

に
機

能
、

町
全

体
の

取
り

組
み

を
実

現


自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

で
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
傾

向
を

把
握


町

内
の

小
学

4年
～

中
学

3年
の

全
員

を
対

象
、

集
団

単
位

の
傾

向
把

握


日

常
の

様
子

と
合

わ
せ

て
考

察
す

る
こ

と
で

次
の

実
践

へ
の

足
掛

か
り

を
得

る


学

校
単

位
で

独
自

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
作

成
、

全
学

年
で

実
施

す
る

例
も


児

童
自

身
の

目
標

と
自

己
評

価
の

具
体

化
の

た
め

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

導
入

も
模

索


児

童
・
生

徒
の

成
長

を
、

大
人

た
ち

み
ん

な
で

喜
び

あ
う

評
価


「
チ

ャ
レ

キ
ッ

ズ
in

棚
倉

」
意

見
交

換
会

等
、

地
域

住
民

・
企

業
関

係
者

と
も

成
果

を
共

有


同

じ
意

識
で

取
り

組
む

か
ら

こ
そ

、
み

ん
な

で
児

童
・
生

徒
の

成
長

を
評

価
で

き
る

25

石
嶺

ち
づ

る
(高

知
大

学
)

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

指
標

の
特

徴
ー

全
米

的
な

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
開

発
と

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

開
発

を
中

心
に

ー

は
じ

め
に


本

報
告

の
目

的


ア
メ

リ
カ

合
衆

国
(ア

メ
リ

カ
)に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

特
徴

の
解

明


本

報
告

の
構

成


は
じ

め
に

1.
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

お
け

る
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

指
標

の
具

体
例

2.
全

米
的

な
指

標
開

発
の

取
り

組
み


全

米
州

職
業

教
育

担
当

官
連

盟
(N
AS

DC
Tc

、
現

在
の

Ad
va
nc
e 
CT

E)
の

CC
TC

3.
州

レ
ベ

ル
で

の
指

標
開

発
の

取
り

組
み


ノ

ー
ス

ダ
コ

タ
州

に
お

け
る
CR

Pル
ー

ブ
リ

ッ
ク


お

わ
り

に

27

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

指
標

の
特

徴


明

確
で

具
体

的
な

行
動

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る


子

ど
も

達
も

教
員

も
次

の
こ

と
を

具
体

的
に

理
解

で
き

る •
「
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
の

か
」


本

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

ア
メ

リ
カ

を
事

例
と

す
る

大
き

な
理

由


具

体
的

な
２

つ
の

関
連

す
る

指
標

を
検

討

28



－  －

具
体

例
①

：
CC

TC
の

Ca
re
er
 R
ea

dy
 p
ra
ct
ice

s(
CR

P)


例
)文

化
の

垣
根

を
越

え
て

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

と
協

力
す

る
(チ

ー
ム

ワ
ー

ク
)


文

化
の

違
い

等
を

認
め

合
い

な
が

ら
、

チ
ー

ム
と

し
て

の
生

産
性

を
高

め

る
よ

う
に

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

•
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
正

式
な

組
織

で
も

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

集

団
で

も
、

チ
ー

ム
の

中
で

積
極

的
に

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

。

•
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
生

産
性

が
落

ち
た

り
、

良
好

な
関

係
性

の

構
築

が
阻

害
さ

れ
た

り
し

な
い

よ
う

に
、

文
化

の
違

い
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
行

動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

•
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
全

て
の

メ
ン

バ
ー

が
活

動
に

参
加

し
、

チ

ー
ム

に
貢

献
で

き
る

場
面

を
作

る
方

法
を

常
に

模
索

し
て

い
る

。

•
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

企
画

し
、

活
性

化
で

き
る

。 29

全
米

州
職

業
教

育
担

当
官

連
盟

の
CC

TC
(C
om

m
on

 C
ar
ee

r T
ec
hn

ica
l C

or
e)


働

く
た

め
に

必
要

な
能

力
を

構
造

化


基

礎
的

な
学

力
の

上
に

、
全

て
の

職
業

に
共

通
し

て
必

要
な

働
く
た

め
の

12
の

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

(C
ar
ee

r R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s、
CR

P)
を

設
定

(ス
ラ

イ
ド
5

参
照

)

CR

Pの
特

徴

•
「社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

(c
ar
ee

r‐r
ea

dy
 

in
di
vi
du

al
s)
…

」と
い

う
書

き
出

し
で

、
個

々
の

項
目

に
つ

い
て

評
価

指
標

を
提

示
(ス

ラ
イ

ド
3参

照
)

30

CR
Pの

12
項

目
1.

市
民

・
労

働
者

と
し

て
責

任
を

持
っ

て
社

会
に

貢
献

す
る

よ
う

に
振

る
舞

う

2.
職

業
に

関
す

る
学

習
に

必
要

な
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

ス
キ

ル
と

技
術

的
な

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

て
い

る

3.
働

く
こ

と
や

生
活

を
営

む
こ

と
に

お
け

る
健

康
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

4.
相

手
に

わ
か

り
や

す
く
、

効
果

的
で

理
由

を
伴

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る

5.
決

断
を

下
す

こ
と

が
、

周
り

の
環

境
や

社
会

・
経

済
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
考

え
ら

れ
る

6.
創

造
性

や
革

新
性

を
発

揮
で

き
る

7.
妥

当
性

と
信

頼
性

が
あ

る
調

査
方

法
を

採
用

で
き

る

8.
批

判
的

思
考

に
よ

っ
て

、
何

が
問

題
か

を
理

解
し

、
そ

の
解

決
に

粘
り

強
く
取

組
む

9.
誠

実
さ

や
倫

理
を

重
ん

じ
、

仕
事

を
よ

り
よ

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る

10
.自

分
の

目
標

達
成

に
ふ

さ
わ

し
い

進
路

計
画

を
立

て
る

11
.生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
す

る

12
.文

化
の

垣
根

を
越

え
て

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

と
協

力
す

る

31 31

具
体

例
②

:ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
に

お
け

る
CR

Pル
ー

ブ
リ

ッ
ク


CC

TC
の

CR
Pを

元
に

、
ノ

ー
ス

ダ
コ

タ
版

の
評

価
指

標
を

開
発


CR

Pの
12

項
目

の
そ

れ
ぞ

れ
に

具
体

的
な

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

と
そ

れ
を

表
す

キ
ー

ワ
ー

ド
を

設
定

•
「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
」
の

具
体

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
の

キ
ー

ワ
ー

ド

•
チ

ー
ム

活
動

の
た

め
の

適
切

な
行

動
の

理
解

、
他

者
の

ア
イ

デ
ィ

ア
に

対
す

る
敬

意
、

話
を

よ
く
聞

く
、

共
有

と
助

け
合

い
、

歩
み

寄
り

に
対

す
る

理
解

、
参

加
、

多
様

な
視

点
に

対
す

る
理

解
、

文
化

に
対

す
る

理
解

、
よ

り
大

き
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
対

す
る

理
解

•
例

)「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
」
の

具
体

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
「
話

を
よ

く
聞

く
」

•
新

し
い

も
の

の
見

方
や

多
様

な
も

の
の

見
方

を
受

け
入

れ
、

自
分

と
違

う
意

見
に

耳
を

傾
け

る
。

そ
の

こ
と

を
通

し
て

、
仲

間
を

増
や

し
た

り
、

仕
事

に
反

映
さ

せ
た

り
す

る
。

32
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具
体

例
②

:ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
に

お
け

る
CR

Pル
ー

ブ
リ

ッ
ク


コ

ン
ピ

テ
ン

ス
ご

と
に
1〜

4点
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

指
標

を
設

定


例

)「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

」
具

体
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

「
話

を
よ

く
聞

く
」
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

指
標

33

評
点

「
話

を
よ

く
聞

く
」
子

ど
も

の
行

動

４
常

に
多

様
な

意
見

を
受

け
と

め
、

活
動

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

３
多

様
な

意
見

を
受

け
と

め
、

活
動

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

２
様

な
意

見
は

受
け

と
め

ら
れ

る
が

、
活

動
に

活
か

せ
な

い

１
多

様
な

意
見

を
受

け
と

め
る

こ
と

が
で

き
な

い

具
体

例
②

:ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
に

お
け

る
CR

Pル
ー

ブ
リ

ッ
ク


1〜

4点
の

共
通

定
義


子

供
達

が
評

点
３

を
取

れ
る

こ
と

を
目

指
し

て
教

育
を

実
践

34

評
点

子
ど

も
の

行
動

４
生

涯
に

渡
っ

て
職

と
収

入
を

安
定

的
に

得
ら

れ
る

非
常

に
高

い
レ

ベ
ル

の
ス

キ

ル
を

身
に

付
け

て
い

る

３
生

涯
に

渡
っ

て
職

と
収

入
を

安
定

的
に

得
ら

れ
る

レ
ベ

ル
の

ス
キ

ル
を

身
に

付

け
て

い
る

２
生

徒
は

生
涯

に
渡

っ
て

職
と

収
入

を
安

定
的

に
得

ら
れ

る
レ

ベ
ル

の
ス

キ
ル

を

身
に

付
け

る
た

め
に

行
動

の
改

善
が

必
要

な
面

も
あ

る

１
生

涯
に

渡
っ

て
職

と
収

入
を

安
定

的
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

、
す

べ
て

の
面

に
お

い
て

行
動

の
改

善
と

改
善

す
る

た
め

の
支

援
が

必
要

で
あ

る

全
米

州
職

業
教

育
担

当
官

連
盟

の
CC

TC


キ
ャ

リ
ア

・
ク

ラ
ズ

タ
ー

ズ
(C
ar
ee

r C
lu
st
er
s)

に
お

け
る

職
業

技
能

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
20

12
年

改
訂

版


州
間

連
携

に
よ

っ
て

開
発


高

度
で

質
の

高
い

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

•
20

18
年

現
在

、
全

米
42

州
と

コ
ロ

ン
ビ

ア
特

別
区

が
職

業
教

育
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
と

し
て

採
用


キ

ャ
リ

ア
・
ク

ラ
ス

タ
ー

ズ


職
業

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
指

針


全
米

的
な

職
業

教
育

に
関

す
る

専
門

職
団

体
、
Ad

va
nc
e 
CT

Eが
開

発


構
成

要
素

•
キ

ャ
リ

ア
・
ク

ラ
ス

タ
ー

ズ
(1
6分

野
)

•
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ウ

ェ
イ

：
ク

ラ
ス

タ
ー

を
細

分
化

(7
9種

類
)

•
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
：
CC

TC


多
く
の

州
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

に
参

照
さ

れ
て

い
る

35

働
く
た

め
に

必
要

な
能

力
の

構
造

化
と
CC

TC

36

C
C

T
C

基 礎 的 な 能 力

職
業

技
能

職
業

技
能

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

Pa
th
w
ay
 P
er
fo
rm

an
ce
 

El
em

en
ts

(各
パ

ス
ウ

ェ
イ

で
求

め
ら

れ
る

技
能

)

Cl
us
te
r F

ou
nd

at
io
n 
El
em

en
ts

(各
ク

ラ
ス

タ
ー

で
求

め
ら

れ
る

基
礎

的
な

知
識

)

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

(具
体

的
な

職
業

に
拘

ら
ず

、
働

く
た

め
に

必
要

な
知

識
・
ス

キ
ル

)

Co
m
m
on

 C
or
e 
St
at
e 
St
an

da
rd
s

(学
力

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
)
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ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
に

お
け

る
CR

Pル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
開

発


20
14

〜
20

15
年

に
、

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
職

業
教

育
省

(N
or
th
 

Da
ko
ta
 D
ep

ar
tm

en
t o

f C
ar
ee

r a
nd

 Te
ch
ni
ca
l E
du

ca
tio

n)
が

開
発


当
時

す
で

に
州

外
で

開
発

さ
れ

て
い

た
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
の

検
討


CC

TC
の

CR
Pが

最
も

広
く
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
カ

バ
ー


CC

TC
を

中
心

に
、

他
州

等
の

事
例

を
参

照
し

て
、

ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

版
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
開

発

37

機
関

等
検

討
対

象
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

Ad
va
nc
e 
CT

E
CC

TC
の

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

Sk
ill
sU

SA
Ca

re
er
 R
ea

di
ne

ss
 C
ur
ric

ul
um

ネ
バ

ダ
州

Ne
va
da

 E
m
pl
oy
ab

ili
ty
 S
ki
lls
 fo

r C
ar
ee

r R
ea

di
ne

ss
, b

as
ed

 o
n 
th
e 
21

 
W
or
k 
Re

ad
in
es
s S

ki
lls
 o
f V

irg
in
ia

ワ
シ

ン
ト

ン
州

W
as
hi
ng

to
n 
St
at
e 
21

st
 C
en

tu
ry
 S
ki
lls
 S
ta
nd

ar
ds
 R
ub

ric
s

CR
Pル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト


３

つ
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施


主

に
、

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

の
職

業
教

育
を

対
象

と
し

て
実

施
•

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

１
校

：
家

庭
科

、
商

業
科

、
農

業
科

で
実

施

•
家

政
科

:従
来

の
評

価
を

保
管

す
る

も
の

と
し

て
活

用

•
農

業
科

：
W
BL

で
は

実
習

先
の

企
業

も
活

用

•
K‐
12

の
一

貫
校

１
校

(2
01

5年
の

み
)

•
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
セ

ン
タ

ー
１

校
(2
01

7年
度

か
ら
)

•
徐

々
に

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
る

ク
ラ

ス
を

増
や

す


「
正

式
版

(M
ai
n 
Ru

br
ic)

で
は

実
際

の
授

業
場

面
で

は
使

い
難

い
」
こ

と
が

判
明

•
正

式
版

(M
ai
n 
Ru

br
ic)
:2
6ペ

ー
ジ


簡

易
版

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク
(S
ho

rt
 R
ub

ric
)を

開
発

(資
料

③
④

)

38

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
活

用
状

況
と

普
及

の
た

め
の

支
援


活

用
し

て
い

る
学

校
数

は
多

く
な

い
が

、
今

後
増

加
が

期
待

さ
れ

る


テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
セ

ン
タ

ー
(３

校
)、

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

(８
校

)、
エ

レ
メ

ン
タ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

(１
校

)


課
題

：
教

員
の

負
担

の
軽

減


教

員
の

認
識

•
必

要
性

は
理

解

•
「
時

間
が

な
い

」
•

「
新

た
な

評
価

の
追

加
」
と

い
う

捉
え

ら
れ

方

•
「
こ

れ
ま

で
の

活
動

や
評

価
の

あ
り

方
を

見
直

す
」
と

い
う

視
点

へ
の

転
換


補

助
金

の
設

立
(2
01

7年
):年

間
総

額
8,
00

0ド
ル

•
30

名
の

教
員

を
対

象
(学

校
種

の
限

定
は

な
い
)


評

価
方

法
の

簡
略

化

•
ビ

ズ
マ

ー
ク

学
区

：
オ

ン
ラ

イ
ン

の
評

価
シ

ス
テ

ム
の

導
入

39

お
わ

り
に


キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

特
徴


明

確
で

具
体

的
な

行
動

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る
•

子
ど

も
達

も
教

員
も

次
の

こ
と

を
具

体
的

に
理

解
で

き
る

•
「
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
の

か
」


２

つ
の

関
連

す
る

指
標

を
検

討
か

ら
見

え
た

特
徴


ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

も
の

を
全

米
的

な
組

織
や

州
が

開
発

•
強

制
さ

れ
た

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

で
は

な
い

•
州

や
学

校
が

自
主

的
に
(v
ol
un

ta
ry
)に

採
用

•
ニ

ー
ズ

応
じ

て
い

る
か

ら
こ

そ
採

用
さ

れ
る


教

育
の

地
方

分
権

を
基

盤
と

す
る

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

新
た

な
取

り
組

み
か

？

40
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ス
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教

育
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に

お
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る
専
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的
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業

人
養
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の

動
向
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ra
ct
ice

s o
f t
he

 C
om

m
on

 C
ar
ee
r T
ec
hn

ica
l 

Co
re

•
NA

SD
CT

Ec
(2
01

3a
) C

ar
ee
r C

lu
st
er
s a

nd
 C
ar
ee
r P

at
hw

ay
 K
no

w
le
dg

e 
an

d 
Sk
ill
s 

St
at
em

en
ts

•
NA

SD
CT

Ec
(2
01

3b
) I
nt
ro
du

ct
io
n 
to
 T
he

 C
om

m
on

 C
ar
ee
r T
ec
hn

ica
l C

or
e

•
NA

SD
CT

Ec
(2
01

4)
 T
he

 C
om

m
on

 C
ar
ee
r T
ec
hn

ica
l C

or
e,
 P
ro
gr
am

 o
f S

tu
dy
 &
 

In
du

st
ry
‐B
as
ed

 S
ta
nd

ar
ds

•
Ne

tz
lo
ff,
 M

.(2
01

6)
Re

co
m
m
en

da
tio

ns
 fo

r C
ar
ee
r R

ea
dy
 P
ra
ct
ice

 R
ub

ric
 

Us
ag

e/
Sc
or
in
g 
No

rt
h 
Da

ko
ta
 C
ar
ee

r a
nd

 Te
ch
ni
ca
l E
du

ca
tio

n
•

No
rt
h 
Da

ko
ta
 C
ar
ee

r a
nd

 Te
ch
ni
ca
l E
du

ca
tio

n(
20

17
a)
 C
RP

 M
ai
n 
Ru

br
ic

•
No

rt
h 
Da

ko
ta
 C
ar
ee

r a
nd

 Te
ch
ni
ca
l E
du

ca
tio

n(
20

17
b)
 S
ho

rt
 R
ub

ric
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資
料

③
：
簡

易
版

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク
(表

面
)(日

本
語

訳
)

42

1．
労

働
者

と
し

て
の

責
任

得
点

適
切

な
身

だ
し

な
み

と
行

動

仕
事

に
対

す
る

前
向

き
な

態
度

職
業

的
な

倫
理

観

役
割

の
受

容

優
先

順
位

等
の

見
極

め

仕
事

に
お

け
る

時
間

管
理

職
務

へ
の

専
念

責
任

感

周
囲

へ
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

働
き

か
け

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

適
切

な
質

問

制
度

・
仕

組
み

の
理

解

小
計

項
目

数
12

点
数

2.
働

く
た

め
に

必
要

な
基

礎
学

力
得

点

数
学

的
知

識

知
識

の
活

用

読
解

と
解

釈

文
章

作
成

問
題

解
決

能
力

と
批

判
的

思
考

力

職
務

を
完

了
す

る
た

め
の

資
源

の
活

用

小
計

項
目

数
6

点
数

３
．

健
康

・
金

銭
的

な
支

援
得

点

健
康

的
な

生
活

安
全

に
対

す
る

理
解

職
場

で
の

安
全

管
理

衛
生

管
理

正
確

さ

予
算

作
成

投
資

小
計

項
目

数
7

点
数

４
．

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
得

点

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

ア
イ

デ
ィ

ア
の

伝
達

タ
イ

ミ
ン

グ
の

見
極

め

傾
聴

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
活

用

文
字

の
活

用

小
計

項
目

数
7

点
数

５
．

文
化

・
環

境
得

点

価
値

の
多

様
性

環
境

と
の

対
話

口
語

文
化

文
化

の
尊

重

現
実

的
な

行
動

状
況

の
理

解

小
計

項
目

数
6

点
数

6.
創

造
性

得
点

ア
イ

デ
ィ

ア
の

生
成

ア
イ

デ
ィ

ア
の

探
究

ア
イ

デ
ィ

ア
の

検
証

独
創

性

ア
イ

デ
ィ

ア
の

受
容

自
己

決
定

に
基

づ
く
行

動

多
様

性
に

よ
る

革
新

小
計

項
目

数
7

点
数

７
．

探
究

的
ス

キ
ル

得
点

情
報

の
批

判
的

検
討

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
用

い
た

デ
ー

タ
分

析

多
様

な
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス

結
果

の
適

切
な

分
析

多
様

な
視

点
か

ら
の

分
析

情
報

や
論

点
の

整
理

情
報

解
釈

批
判

的
省

察

小
計

項
目

数
6

点
数

C
ar

ee
r 

R
ea

dy
 P

ra
ct

ic
e 

R
ub

ric
s

個
人

名
：

専
攻

：

資
料

④
：

簡
易

版
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
(
裏

面
)
(
日

本
語

訳
)
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8．
問

題
解

決
能

力
得

点

論
理

的
思

考
力

情
報

の
活

用

仕
組

み
の

理
解

質
問

能
力

多
様

な
手

法
の

活
用

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

活
用

経
験

か
ら

学
ぶ

姿
勢

失
敗

や
成

功
か

ら
学

ぶ
姿

勢

解
決

方
策

の
模

索

小
計

項
目

数
8

点
数

9.
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
得

点

情
報

管
理

協
働

と
協

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

活
用

他
者

の
意

欲
喚

起

メ
ン

バ
ー

と
の

関
わ

り

誠
実

さ

小
計

項
目

数
6

点
数

10
.目

標
設

定
と

計
画

得
点

目
標

設
定

と
目

標
達

成

現
実

的
な

目
標

設
定

プ
ロ

セ
ス

の
理

解

短
期

目
標

と
長

期
目

標
の

バ
ラ

ン
ス

専
門

知
識

の
獲

得

高
度

な
専

門
性

の
獲

得

学
び

続
け

る
姿

勢

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

の
作

成

小
計

項
目

数
8

点
数

11
.テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
得

点

探
究

・
構

成
・
評

価
等

へ
の

活
用

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

の
活

用

倫
理

の
遵

守

法
令

の
遵

守

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

公
共

性
に

対
す

る
理

解

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
影

響
に

対
す

る
理

解
と

使
用

に
関

す
る

熟
慮

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
と

し
て

の
理

解

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

の
役

割
の

理
解

小
計

項
目

数
8

点
数

12
.チ

ー
ム

ワ
ー

ク
得

点

チ
ー

ム
活

動
の

た
め

の
適

切
な

振
る

舞
い

の
理

解

他
者

の
ア

イ
デ

ィ
ア

に
対

す
る

敬
意

傾
聴

共
有

と
助

け
合

い

歩
み

寄
り

に
対

す
る

理
解

参
加

多
様

な
視

点
に

対
す

る
理

解

文
化

に
対

す
る

相
互

理
解

よ
り

大
き

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
す

る
理

解

小
計

項
目

数
9

点
数

総
合

評
価

小
計

の
合

計

項
目

数

点
数

C
ar

ee
r 

R
ea

dy
 

P
ra

ct
ic

e 
R

ub
ric

s
個

人
名

：

専
攻

：

N
D

 C
R

P
 R

U
B

R
IC

S

点
数

４
＝

期
待

以
上

３
＝

期
待

通
り

２
＝

概
ね

期
待

通
り

１
＝

不
十

分

フ
ラ

ン
ス

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
関

す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
造

―
行

政
主

導
に

よ
る

診
断

的
・
形

成
的

・
総

括
的

評
価

の
融

合
―

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
）
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本
報

告
の

目
的

モ
ン

ペ
リ

エ
大

学
区

と
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

大
学

区
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

も
と

に
、

フ
ラ

ン
ス

の
中

学
校

で
実

践
さ

れ
て

い
る

「
未

来
行

程
」
の

評

価
の

特
徴

を
抽

出
す

る
こ

と
で

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
に

関
す

る
示

唆
と

課
題

を
提

示
す

る

芸
術

・
文

化
教

育
行

程

未
来

行
程

健
康

教
育

行
程

市
民

行
程

領
域

4「
世

界
の

表
象

と
人

間
の

活
動

」

「
自

己
を

方
向

づ
け

る
力

」

・
経

済
・
職

業
世

界
の

理
解

・
参

画
精

神
と

自
主

性
の

発
達

・
進

路
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

準
備

領
域

3「
人

格
と

市
民

の
育

成
」

（
A

rrê
té

 d
u 

1-
7-

20
15

）

46

教
育

行
政

機
関

と
の

「
目

標
契

約
」

中
学

校

大
学

区
地

方
自

治
体

●
19

89
年

学
校

教
育

計
画

●
20

01
年

予
算

組
織

法
「
規

範
と

ル
ー

ル
に

よ
る

管
理

」
⇒

「
目

標
と

成
果

に
よ

る
管

理
」

●
20

05
年

目
標

契
約

●
20

13
年

三
者

間
契

約

目
標

達
成

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

成
果

を
測

定
す

る
指

標
4年

間
の

ス
パ

ン
で

締
結

学
校

教
育

計
画

（
co

de
 d

e 
l’é

du
ca

tio
n

ar
tic

le
 L

42
1-

4）

47

総
括

的
評

価
と

し
て

の
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
認

証

共
通

基
礎

知
識

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

20
14

年
度

20
15

年
度

フ
ラ

ン
ス

語
の

習
得

91
％

94
％

1
つ

の
現

代
外

国
語

の
実

用
96

％
99

％

数
学

の
基

礎
原

理
及

び
科

学
的

・
技

術
的

教
養

94
％

90
％

情
報

通
信

に
関

す
る

日
常

的
な

技
術

の
習

得
86

％
91

％

人
文

的
教

養
86

％
95

％

社
会

的
・
公

民
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
96

％
99

％

自
律

性
・
自

発
性

96
％

99
％

前
期

中
等

教
育

修
了

証
書

（
DN

B）
の

取
得

96
％

87
％

出
典

：C
ol

lè
ge

 A
la

in
 S

av
ar

y（
20

16
）

成
果

と
課

題

48

●
目

標
契

約
は

、
学

校
外

部
か

ら
の

PD
CA

サ
イ

ク
ル

の
促

進
に

貢
献

●
目

標
契

約
も

締
結

し
て
4年

後
に

、
達

成
状

況
を

ふ
ま

え
て

新
た

に
見

直
す

…
校

長
に

「
成

果
主

義
」
と

い
う

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

認
識

は
な

い

●
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
型

で
あ

り
、

集
団

で
の

協
働

的
な

教
育

改
善

に
は

到
ら

な
い

が
、
Ch

ec
kの

部
分

を
責

任
も

っ
て

担
う

土
壌

が
形

成
さ

れ
て

い
る

●
個

人
レ

ベ
ル

で
は

教
育

実
践

を
見

直
す

が
、

学
校

レ
ベ

ル
に

波
及

し
な

い

●
定

量
的

な
評

価
を

ど
う

見
取

る
か

と
い

う
部

分
が

弱
く
、
Ch

ec
kか

ら
Ac

t
へ

の
展

開
が

管
理

職
任

せ

●
数

字
の

裏
側

に
あ

る
要

因
を

解
釈

す
る

根
拠

と
な

る
べ

き
、

定
性

的
な

評
価

結
果

が
教

職
員

間
で

共
有

で
き

て
い

な
い

（
京

免
, 2

01
9）
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eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

形
成

的
評

価

49

●
Fo

lio
sの

基
本

機
能

（
O

N
IS

EP
,2

01
5）

●
生

徒
の

キ
ャ

リ
ア

の
可

視
化

と
自

律
性

の
獲

得
（
ky

om
en

,2
01

7）

●
過

去
を

省
察

し
、

成
長

と
課

題
を

確
認

す
る

こ
と

で
経

験
を

有
効

化

●
登

録
者

は
約

31
5万

5,
00

0人
、

全
国

の
中

・
高

生
約

の
60

％
で

あ
る

が
、

日
常

的
な

利
用

者
は

20
％

程
度

（
O

N
IS

EP
,2

01
7）

●
生

徒
の

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
継

続
的

に
把

握
で

き
る

と
い

う
利

点

①
ス

ト
ッ

ク
と

総
括

②
相

互
支

援
・
調

整
・
共

同
作

業

③
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ケ
ー

シ
ョ

ン
④

リ
ソ

ー
ス

の
入

っ
た

道
具

箱

50

51

Ev
al
ua

tio
n 
of
 st
ud

en
ts
' p

ro
du

ct
io
ns
 in

 Fo
lio

s
（
Lo
isy

, 2
01

5）

7大
学

区
71

校
を

対
象

と
す

る
試

行
実

験

評
価

な
し

個
人

を
成

績
評

価

個
人

に
対

す
る

ﾌ
ｫｰ

ﾏ
ﾙ

な
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

ｸﾗ
ｽ
／

ｸ゙
ﾙ

ﾌー゚
に

対
す

る
ｲﾝ

ﾌｫー
ﾏ
ﾙ
な

ﾌｨー
ﾄ゙
ﾊ

ｯ゙ｸ

個
人

に
対

す
る

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫｰ

ﾏ
ﾙ

な
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
評

価
生

徒
に

よ
る

自
己

評
価

52

●
約

50
%

が
個

人
と

集
団

に
対

し
て

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

、
30

%
弱

が
個

人
に

対
し

て
フ

ォ
ー

マ
ル

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
実

施

●
一

般
的

で
な

か
っ

た
定

性
的

評
定

評
価

を
実

現
し

た
こ

と
で

、
定

量
的

な
総

括
的

評
価

の
結

果
を

根
拠

に
基

づ
い

て
解

釈
し

、
改

善
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
る
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ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
大

学
区

の
事

例

53

●
自

分
の

教
授

方
法

の
革

新
に

つ
な

が
っ

た
と

回
答

し
た

の
は

約
20

%
●

形
成

的
評

価
が

即
座

に
大

胆
な

授
業

改
善

に
結

び
つ

い
て

い
る

わ
け

で
な

い

●
9割

弱
が

教
職

員
間

の
連

携
に

プ
ラ

ス
の

効
果

が
あ

っ
た

と
回

答

●
Fo

lio
sに

授
業

記
録

や
教

材
を

蓄
積

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

チ
ー

ム
活

動
が

活
性

化

●
Fo

lio
sの

活
用

は
校

長
の

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

に
左

右
さ

れ
る

部
分

も
多

く
、

学
校

教
育

計
画

に
明

記
さ

れ
て

こ
そ

普
及

す
る

●
20

17
年

に
は

95
%

の
学

校
が

ア
ク

セ
ス

、
51

%
は

20
人

以
上

が
活

用

●
生

徒
の

作
成

し
た

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

や
学

習
の

記
録

を
見

返
す

こ
と

は
、

実
践

の
効

果
や

生
徒

と
の

関
係

を
常

に
省

察
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
の

接
続

に
関

す
る

ト
ラ

ブ
ル

、
教

員
が

校
外

で
使

用
で

き
な

い
こ

と
、

国
民

教
育

心
理

士
が

あ
ま

り
活

用
し

な
い

こ
と

が
課

題

支
援

ア
ン

ケ
ー

ト
を

活
用

し
た

診
断

的
評

価

54

●
総

括
的

・
形

成
的

評
価

を
機

能
さ

せ
る

「
行

程
の

マ
ッ

プ
」

●
過

去
の

実
践

を
活

か
し

て
、

徐
々

に
未

来
行

程
に

シ
フ

ト

●
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

大
学

区
の

支
援

資
料

●
オ

ン
ラ

イ
ン

ア
ン

ケ
ー

ト
と

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

診
断

的
評

価

●
14

7校
の

う
ち

30
校

程
度

（
フ

ル
ス

ペ
ッ

ク
は

10
校

）
が

活
用

●
必

要
な

支
援

を
教

育
行

政
が

把
握

す
る

の
に

も
有

効

E
x.

タ
イ

プ
3
（
移

行
で

き
て

い
な

い
）
の

中
学

校

●
未

来
行

程
に

対
す

る
意

識
は

全
体

的
に

低
く
、

教
員

間
の

差
も

大
き

い
●

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
伴

走
支

援
は

、
9割

の
教

員
が

実
施

⇒
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
連

し
て
Fo
lio
sを

活
用

し
、

連
携

・
協

働
に

つ
な

げ
る

未
来

行
程

を
実

施
す

る
た

め
の

4ス
テ

ッ
プ

55

ス
テ

ッ
プ
1

分
析

ス
テ

ッ
プ
2

総
括

•
管

理
職

は
、
2種

類
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

参
考

に
、

未
来

行
程

の
目

標
と

の
関

連
か

ら
「
拠

り
所

と
な

る
点

」
と

「
改

善
す

べ
き

点
」
を

抽
出

す
る

。
こ

の
結

果
に

基
づ

い
て

、
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
質

問
に
9段

階
で

回
答

し
、

自
校

の
強

み
と

進
展

を
線

描
写

で
示

す
一

覧
図

を
作

成
す

る
。

さ
ら

に
、

回
答

数
を

集
計

し
て

、
学

校
を

未
来

行
程

の
進

展
レ

ベ
ル

に
応

じ
た
3つ

の
類

型
の

中
に

位
置

付
け

る
。

ス
テ

ッ
プ
3

優
先

付
け

•
管

理
職

は
、

分
類

さ
れ

た
タ

イ
プ

を
考

慮
し

て
、

未
来

行
程

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
に

つ
い

て
協

議
し

、
認

識
す

る
。

ス
テ

ッ
プ
4

伝
達

•
管

理
職

は
、

管
理

評
議

会
、

全
体

教
職

員
会

議
な

ど
の

場
に

お
い

て
、

先
の

3つ
の

ス
テ

ッ
プ

に
よ

っ
て

明
ら

か
に

な
っ

た
学

校
の

優
先

事
項

、
お

よ
び

未
来

行
程

の
実

施
と

年
度

末
の

評
価

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

全
教

職
員

に
伝

達
し

、
普

及
さ

せ
る

。

•
管

理
職

は
国

民
教

育
心

理
士

と
連

携
し

て
、

進
路

指
導

に
関

す
る

実
践

の
現

状
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

報
告

す
る

。
教

育
チ

ー
ム

も
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
つ

い
て

回
答

す
る

。

（
D

RO
N

IS
EP

St
ra

sb
ou

rg
,2

01
6）

●
未

来
行

程
の

準
備

状
況

に
関

す
る
3タ

イ
プ

56

（
D

RO
N

IS
EP

St
ra

sb
ou

rg
,2

01
6）

7～
9の

回
答

数
が

最
大

4～
6の

回
答

数
が

最
大

1～
3の

回
答

数
が

最
大

タ
イ

プ
1

着
実

な
移

行

タ
イ

プ
2

徐
々

に
移

行

タ
イ

プ
3

移
行

で
き

て
い

な
い

中
学

校
は

各
学

年
に

お
い

て
、

数
多

く
の

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

活
動

は
つ

な
が

っ
て

お
り

、
現

実
的

な
発

展
が

確
認

で
き

る
。

「
未

来
行

程
」
の

概
念

が
既

に
実

践
の

中
で

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

経
済

・
職

業
世

界
、

非
営

利
団

体
、

家
庭

と
の

間
に

数
多

く
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

が
存

在
し

て
い

る
。

中
学

校
は

異
な

る
複

数
の

学
年

に
お

い
て

、
い

く
つ

か
の

活
動

を
提

案
し

て
い

る
が

、
そ

れ
ら

の
間

に
つ

な
が

り
が

欠
け

て
い

る
。

さ
ら

に
一

歩
進

め
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

、
教

育
チ

ー
ム

を
よ

り
一

層
巻

き
込

ん
で

い
く
こ

と
が

で
き

る
。

い
く
つ

か
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
存

在
し

て
い

る
が

、
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

内
に

お
け

る
進

路
指

導
に

関
す

る
活

動
は

限
定

さ
れ

て
い

る
。

教
育

チ
ー

ム
の

活
動

が
少

な
い

、
あ

る
い

は
活

動
間

や
学

年
間

の
結

び
つ

き
が

弱
い

。
外

部
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

限
定

さ
れ

て
い

る
。
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57

質
問

項
目

割
合

1.
未

来
行

程
の

3つ
の

目
標

を
把

握
し

て
い

る
10

0％

2.
自

分
の

実
践

に
未

来
行

程
を

容
易

に
統

合
で

き
る

73
％

3.
自

分
の

教
科

に
お

け
る

活
動

事
例

を
1つ

以
上

、
あ

げ
ら

れ
る

10
0％

4.
複

数
の

教
科

に
関

わ
る

事
例

を
1つ

以
上

、
あ

げ
ら

れ
る

55
％

5.
発

展
さ

せ
た

い
と

思
う

構
想

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

あ
る

27
％

6.
自

分
の

生
徒

の
校

内
で

の
活

動
を

知
っ

て
い

る
64

％

7.
自

分
の

生
徒

の
校

外
で

の
活

動
を

知
っ

て
い

る
64

％

8.
団

体
、

ス
ポ

ー
ツ

、
文

化
タ

イ
プ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
自

分
の

生
徒

を
伴

走
支

援
す

る
機

会
が

あ
っ

た
91

％

9.
進

路
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
疑

問
を

生
徒

に
検

討
さ

せ
て

い
る

91
％

●
タ

イ
プ
3の

学
校

の
診

断
結

果
（
教

員
の

肯
定

的
回

答
の

割
合

）

58

質
問

項
目

割
合

10
.外

部
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
絡

を
と

っ
て

い
る

36
％

11
.自

分
の

実
践

に
新

た
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
統

合
し

た
い

55
％

12
.全

て
の

学
年

で
全

て
の

同
僚

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

27
％

13
.自

分
の

学
校

で
国

民
教

育
士

に
よ

っ
て

提
案

さ
れ

て
い

る
こ

と
（
進

路
相

談
）
を

知
っ

て
い

る
45

％

14
.リ

ソ
ー

ス
が

ど
こ

に
あ

る
か

知
っ

て
い

る
10

0％

15
.リ

ソ
ー

ス
を

共
有

で
き

る
91

％

16
.未

来
行

程
に

つ
い

て
も

っ
と

明
確

に
説

明
し

て
ほ

し
い

0％

17
.F
ol
io
sを

使
用

し
た

こ
と

が
あ

る
18

％

18
.F
ol
io
sを

定
期

的
に

使
用

し
て

い
る

0％

19
.未

来
行

程
の

実
施

に
対

す
る

総
合

的
貢

献
を
10

段
階

で
示

し
て

く
だ

さ
い

4.
1

ま
と

め
：
診

断
的

・
形

成
的

・
総

括
的

評
価

の
融

合

59

レ
ベ

ル
診

断
的

評
価

形
成

的
評

価
総

括
的

評
価

方
法

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

・
目

標
契

約

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

評
価

ツ
ー

ル
・
政

府
・
大

学
区

の
支

援
資

料
・

Fo
lio

s
・
統

一
学

業
成

績
簿

成
果

・
自

己
診

断
に

基
づ

く
効

率
的

な
計

画
の

立
案

・
教

育
行

政
が

必
要

な
支

援
を

把
握

・
定

量
的

な
評

価
を

根
拠

に
基

づ
い

て
解

釈

・
チ

ー
ム

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
協

働
的

評
価

の
促

進

・
学

校
長

を
中

心
と

す
る

PD
CA

サ
イ

ク
ル

の
展

開

・
ア

ウ
ト

カ
ム

の
量

的
把

握

課
題

・
支

援
資

料
の

活
用

が
不

十
分

・
利

用
す

る
生

徒
と

教
員

が
少

な
い

・
技

術
的

ト
ラ

ブ
ル

や
利

便
性

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
教

職
員

が
参

加
せ

ず

60

●
各

評
価

を
一

体
的

に
運

用
す

る
こ

と
で

、
相

互
作

用
的

に
課

題
が

解
消

さ
れ

、
好

循
環

を
生

み
出

せ
る

●
課

題
克

服
の

鍵
を

握
る
fo
lio
sの

利
用

拡
大

●
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

の
機

能
を

高
め

（
ky

om
en

,
20

17
）
、

特
に

評
価

に
参

画
し

て
い

な
い

国
民

教
育

心
理

士
を

巻
き

込
み

、
多

職
種

協
働

に
よ

る
PD

CA
サ

イ
ク

ル
を

発
展

さ
せ

る

●
国

家
レ

ベ
ル

で
定

め
た

「
共

通
基

礎
」
が

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
指

標
の

修
得

状
況

か
ら

、
学

校
教

育
計

画
の

目
標

の
達

成
状

況
を

判
断

す
る

に
は

、
個

々
の

生
徒

の
実

態
を

見
取

る
こ

と
が

不
可

欠

…
チ

ー
ム

に
よ

る
継

続
的

な
形

成
的

評
価

に
よ

り
、

中
央

集
権

的
な

評
価

シ
ス

テ
ム

の
弊

害
が

最
小

限
に

抑
え

ら
れ

る
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e
et
 e
n
m
ilie

u 
pr
of
es
sio

nn
el
, D

e 
Bo

ec
k,,
 p
p.
71
‐8
3.

参
考

文
献

61

ま
と

め
に

か
え

て

IA
EV

Gス
ウ

ェ
ー

デ
ン

大
会

で
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

か
ら

63

日
本

の
実

践
の

特
質

と
課

題


“
国

際
標

準
”
に

同
等

の
（
あ

る
い

は
、

そ
れ

を
上

回
る

）
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

の
考

え
方

や
枠

組
み

は
提

示
・
提

唱
さ

れ
て

い
る

。


各
学

校
の

特
質

や
在

籍
す

る
児

童
生

徒
の

実
態

に
即

し
た

具
体

的
な

目
標

設
定


全

て
の

教
育

活
動

を
通

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
実

践


定

量
的

な
評

価
（
例

え
ば

、
尺

度
選

択
法

に
基

づ
く
ア

ン
ケ

ー
ト

）
の

結
果

を
総

合
的

に
解

釈
す

る
た

め
の

多
角

的
な

評
価

（
た

と
え

ば
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
）
の

必
要

性

•
来

年
度

か
ら

本
格

化
す

る
「
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

」
の

導
入


し

か
し

、
実

態
と

し
て

、
こ

れ
ら

が
普

及
・
定

着
す

る
段

階
に

は
至

っ
て

い
な

い
。


キ

ャ
リ

ア
教

育
の

提
唱

か
ら
20

年
し

か
経

過
し

て
い

な
い

。


…
…

否
、
20

年
も

経
過

し
て

い
る

が
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ね
ら

い
や

役
割

が
大

き
く
変

容
し

て
き

た
。

64
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日
本

の
実

践
の

特
質

と
課

題


重

要
性

を
増

す
日

本
キ

ャ
リ

ア
教

育
学

会
の

会
員

の
役

割


学
校

と
共

に
歩

む
研

究
者

•
各

学
校

で
の

実
践

［
PC

DA
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
実

践
、

と
り

わ
け

“
C（

=C
he

ck
）
”
］
に

対
す

る
支

援
の

提
供

と
学

校
と

の
協

働


Ev
id
en

ce
‐B
as
ed

の
実

践
（
客

観
的

な
根

拠
を

大
切

に
す

る
実

践
）
を

志
向

す
る

教
員

•
継

続
的

な
学

び
、

自
ら

の
経

験
の

情
報

発
信

、
研

究
者

と
の

協
働


世

界
に

誇
る

べ
き

日
本

の
良

さ


小
学

校
か

ら
の

系
統

性
を

前
提

と
し

た
全

て
の

教
育

活
動

を
通

し
た

実
践

の
枠

組
み


教

員
だ

け
・
学

校
だ

け
に

閉
じ

た
実

践
か

ら
、

家
庭

や
地

域
と

共
に

創
る

実
践

へ

•
全

国
的

に
見

ら
れ

始
め

た
優

れ
た

取
り

組
み

65
66

日
時

：
20

19
年

1月
14

日
（
月

曜
日

・
祝

日
）

13
:0

0-
16

:0
0 

  1
2:

30
受

付
開

始
会

場
：

筑
波

大
学

東
京

キ
ャ

ン
パ

ス
文

京
校

舎
12

0番
講

義
室

※
東

京
メ

ト
ロ

丸
ノ

内
線

茗
荷

谷
駅

下
車

「
出

口
1」

よ
り

徒
歩

5分
程

度

当
日

ご
参

加
の

皆
様

方
に

は
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く
ま

と
め

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

お
配

り
い

た
し

ま
す

。

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

指
標

の
開

発
に

関
す

る
調

査
研

究
―
 第

三
次

報
告

―

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
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5．研究成果公開シンポジウム 

  どうする!? キャリア教育の評価―国際比較研究から得たヒント－ 

 

日時：平成 31 2019 年 1 月 14 日（月曜日・祝日）13:00-16:00  

会場：筑波大学東京キャンパス文京校舎 120 番講義室 

 

 

本シンポジウムの趣旨と概要 

新しい学習指導要領は、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動

の質の向上を図っていく「カリキュラム・マネジメント」を各学校に求めています。

その実現のためには、日々の教育実践の在り方や成果を振り返って評価し、改善を図

ることが不可欠です。 

無論、新学習指導要領が総則に位置づけて、小学校からの系統的な実践を定めたキ

ャリア教育もその例外ではありません。各学校がキャリア教育を通して育てようと

した力を、果たして本当に児童・生徒は身に付けたのでしょうか？ キャリア教育の

実践と同時に、その成果を評価・検証していく必要があります。 

けれども、先生方からは、「キャリア教育における評価の重要性は理解できるが、

実際にどのようにすればよいのかわからない」という声が強く出されているのが現

状です。 

そこで、このシンポジウムでは第 1 部として、2016 年度から 3 年にわたって続け

てきた 5 か国の海外調査と日本国内調査の成果の中から、先生方のヒントになる施

策や実践を厳選し、アメリカ、フランス、マレーシア、日本における最先端の取組の

特質と課題をわかりやすくお伝えします。第 2 部では、日本国内でのキャリア教育

実践を牽引していらっしゃる 3 人のコメンテーターからのご意見をお伺いした上で、

ご参加の皆様と共にキャリア教育の評価の在り方について考えていきます。 

多くの皆様のご来場を心からお待ちしております。 
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JS
PS
 科
研
費
 1
6H
03
79
1助
成「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
」成
果
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

と
 お
悩
み
の
先
生
方
へ

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

と
 お
悩
み
の
先
生
方
へ

生
方

の
先
生

悩
M
ea
su
ri
ng
 E
ss
en
ti
al
 C
ar
ee
r C
om
pe
te
nc
ie
s:

In
si
gh
ts
, S
ug
ge
st
io
ns
 a
nd
 P
ot
en
ti
al
 P
it
fa
lls
 L
ea
rn
ed

Th
ro
ug
h 
an
 In
te
rn
at
io
na
l C
om
pa
ra
ti
ve
 S
tu
dy

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

評
価
指
標
っ
て
、

ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

教
科
を
通
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

評
価
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら

い
い
の
？

日
本
で
は

良
い
取
り
組
み
は

な
い
の
？

M
ea
su
ri
ng
 E
ss
en
ti
al
 C
ar
ee
r C
om
pe
te
nc
ie
s:

In
si
gh
ts
, S
ug
ge
st
io
ns
 a
nd
 P
ot
en
ti
al
 P
it
fa
lls
 L
ea
rn
ed
 T
hr
ou
gh
 a
n 
In
te
rn
at
io
na
l C
om
pa
ra
ti
ve
 S
tu
dy

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、2
0
1
6
～
2
0
1
8
年
度
JS
P
S科
研
費
1
6
H
0
3
7
9
1
基
盤
研
究（
B
）「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
の
開

発
に
関
す
る
調
査
研
究
」の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

■
研
究
目
的
の
概
要

本
研
究
は
、
初
等
中
等
教
育
段
階
、
と
り
わ
け
中
学
校
・
高
等
学
校
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
に
対
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
開
発
の
基
盤
と
な
る
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
指
標

開
発
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

今
日
、
P
D
C
A
 サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
評
価
（
C
:c
h
ec
k）
、
特
に
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
は
も
と
よ
り
、
そ
の
た
め
の
組
織
及
び
計
画
の
点
検
・
改
善
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
本
研
究
に
お
け
る
国
内
外
の
先
行
研
究

及
び
先
進
事
例
の
収
集
と
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
に
寄
与
し
得
る
成
果
を
得
た
い
。

■
研
究
チ
ー
ム

●
研
究
代
表
者
：
 

●
研
究
分
担
者
：

藤
田
 晃
之
（
筑
波
大
学
 人
間
系
 教
授
） 

石
嶺
 ち
づ
る
（
高
知
大
学
 教
育
研
究
部
人
文
社
会
科
学
系
教
育
学
部
門
 助
教
）

京
免
 徹
雄
（
愛
知
教
育
大
学
 教
育
学
部
 講
師
）

柴
沼
 俊
輔
（
東
京
学
芸
大
学
 教
育
学
部
 研
究
員
 /
 東
京
都
立
科
学
技
術
高
等
学
校
 教
諭
）

■
実
施
し
た
調
査
の
概
要

●
日
本
国
内
調
査（
担
当
：
柴
沼
） 

●
兵
庫
県
調
査
　
2
0
1
7
年
1月
2
3日

主
な
実
地
調
査
機
関
：
兵
庫
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

●
仙
台
市
調
査
　
2
0
1
8
年
1月
1
5日

主
な
実
地
調
査
機
関
：
仙
台
市
教
育
局
学
校
教
育
部
学
び
の
連
携
推
進
室

●
富
山
県
調
査
　
2
0
1
8
年
1月
1
7日

主
な
実
地
調
査
機
関
：
富
山
県
教
育
委
員
会
県
立
学
校
課

●
宮
城
県
調
査
　
2
0
1
8
年
2月
5日

主
な
実
地
調
査
機
関
：
宮
城
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
・
高
校
教
育
課

●
福
島
県
棚
倉
町
調
査
　
2
0
1
8
年
2月
2
1日

主
な
実
地
調
査
機
関
：
福
島
県
棚
倉
町
教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
課
、

棚
倉
町
立
高
野
小
学
校
、棚
倉
町
立
近
津
小
学
校

●
海
外
調
査（
国
名［
英
語
表
記
］ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
） 

●
フ
ラ
ン
ス
第
一
次
調
査
　
2
0
1
7
年
3月
1日
～
1
1日
（
担
当
：
京
免
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
国
立
教
育
・
職
業
情
報
局
、国
立
労
働
・
職
業
指
導
研
究
所
、ベ
ジ
エ
情
報
・
進
路
セ
ン
タ
ー
、

モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
区
情
報
・
進
路
局
、ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
フ
レ
シ
ュ
職
業
高
校
、ア
ラ
ン
・
サ
ヴ
ァ
リ
中
学
校
、

モ
ン
ペ
リ
エ
中
央
情
報
・
進
路
セ
ン
タ
ー

●
フ
ラ
ン
ス
第
二
次
調
査
　
2
0
1
8
年
3月
4日
～
1
1日
（
担
当
：
京
免
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
コ
ー
ト
・ド
ー
ル
県
国
民
教
育
局
、マ
ル
ロ
ー
中
学
校
、ト
ル
ム
イ
ユ
小
学
校
、国
民
教
育
省
、

国
立
教
育
・
職
業
情
報
局
、シ
テ
・
デ
・
メ
チ
エ
、ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
区
情
報
・
進
路
局
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
情
報
・
進
路
セ
ン
タ
ー

●
デ
ン
マ
ー
ク
第
一
次
調
査
　
2
0
1
7
年
2月
2
7日
～
3月
3日
（
担
当
：
藤
田
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
南
地
区
青
少
年
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、デ
ン
マ
ー
ク
教
育
省
、オ
ー
フ
ス
大
学
、

デ
ン
マ
ー
ク
教
員
組
合
、デ
ン
マ
ー
ク
市
町
村
連
合
、東
フ
ァ
リ
グ
マ
グ
ス
ゴ
ー
デ
義
務
教
育
学
校

●
デ
ン
マ
ー
ク
第
二
次
調
査
　
2
0
1
7
年
9月
1
7日
～
2
4日
（
担
当
：
藤
田
）

　
　
 主
な
実
地
調
査
機
関
：
オ
ー
フ
ス
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ス
コ
ー
レ
、ラ
ン
ケ
ー
ル
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、

東
ユ
ト
ラ
ン
ド
・
地
域
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、ノ
レ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
地
域
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、ネ
ク
ス
ト（
職
業
専
門
高
等
学
校
）

●
マ
レ
ー
シ
ア
調
査
　
2
0
1
7
年
7月
1
9日
～
2
3日
（
担
当
：
藤
田
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
マ
ラ
ヤ
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
、プ
ト
ラ
・
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア
高
等
教
育
省

●
韓
国
調
査
　
2
0
1
7
年
3月
5日
～
7日
（
担
当
：
藤
田
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
韓
国
職
業
教
育
訓
練
研
究
所
、忠
南
大
学
、大
田
市
教
育
委
員
会
、国
立
青
少
年
政
策
研
究
所

●
ア
メ
リ
カ
第
一
次
調
査
　
2
0
1
6
年
9月
5日
～
1
1日
（
担
当
：
石
嶺
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
A
d
va
n
ce
 C
TE

●
ア
メ
リ
カ
第
二
次
調
査
　
2
0
1
8
年
6月
3日
～
1
4日
（
担
当
：
石
嶺
）

主
な
実
地
調
査
機
関
：
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
職
業
教
育
省
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
リ
ー
校
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
、

エ
ナ
ジ
ー
・
テ
ッ
ク
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

発
行
：
2
0
1
9（
平
成
3
1
）年
1月
1
4日

©
藤
田
 晃
之
、
石
嶺
 ち
づ
る
、
京
免
 徹
雄
、
柴
沼
 俊
輔

※
縮
刷
版
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*キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導
に
関
す
る
総
合
的
実
態
調
査

1
3 4 5

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

と
 お
悩
み
の
先
生
方
へ

生
方
へへへ
方
へへ

の

生
方方

み
の
先
生生

先先
生

教
育

悩
みみ
の
先
のの
先
の
先

今
日
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
は
重
要
な
教
育
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

4

第
2期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
20
13
）

文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
諮
問
（
20
14
）

3

新
学
習
指
導
要
領
（
20
17
、
20
18
）

第
3
章
  今
後
5
年
間
に
総
合
的
か
つ

 
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

（
1）
基
本
的
考
え
方

第
1
部
  Ⅱ
  我
が
国
の
教
育
の
現
状
と
課
題

（
2）
第
1
期
計
画
の
総
括
と
今
後
の
方
向
性

教
育
課
題
が
依
然
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
要
因
の
例

国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
20
12
年
に
実
施
し
た
全
国
調
査
*の
結
果

上
掲
の
調
査
の
う
ち
、「
学
級
等
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
」
に
注
目
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
の
結
果
で
し
た
。

「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る

教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

総
則
　
教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価

学
習
評
価
の
充
実

5

そ
の
一
方
で
、評
価
は
先
生
方
の
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、多
く
の
先
生
方
が
評
価
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

*2
01
6
～
20
18
年
度
JS
PS
科
研
費
16
H
03
79
1

基
盤
研
究
( B
)「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
指
標
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
」

研
究
代
表
者
：
藤
田
晃
之
　
研
究
分
担
者
：
石
嶺
ち
づ
る
、
京
免
徹
雄
、
柴
沼
俊
輔

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
表
紙
を
ご
覧
下
さ
い
）

出
典
：
上
の
二
つ
の
表
は
い
ず
れ
も
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
・
進
路
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
（
20
15
） 「
子
供
た
ち
の
『
見
取
り
』
と
教
育
活
動
の
『
点
検
』
～
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
一
歩
進
め
る
評
価
～
（ 「
キ
ャ

リ
ア
教
育
・
進
路
指
導
に
関
す
る
総
合
的
実
態
調
査
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」
p.
4
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
上
で「
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
成
果
に
関
す
る
評
価
」を
「
と
て
も
重
要
だ

と
思
う
」「
あ
る
程
度
重
要
だ
と
思
う
」と
答
え
た
割
合

 
小
学
校
 

中
学
校
 

高
等
学
校

 
81
.2
%
 

84
.9
%
 

74
.4
%

 
小
学
校
 

中
学
校
 

高
等
学
校

20
16
年
度
か
ら
3
年
間
に
渡
っ
て
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
研

究
費
*を
得
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
5
カ
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓

国
、
ア
メ
リ
カ
）
を
選
定
し
て
実
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
国
内
の
先
進
地
域
（
兵
庫
県
、
富
山
県
、
宮
城
県
、
仙
台

市
、
福
島
県
棚
倉
町
）
で
の
調
査
も
併
せ
て
実
施
し
、
国
際
比
較

を
試
み
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
研
究
成
果
の
中
か
ら
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
評
価
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
施
策

や
実
践
を
厳
選
し
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日

本
に
お
け
る
最
先
端
の
取
り
組
み
の
特
質
と
課
題
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
が
、
少
し
で
も
先
生
方
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、私
た
ち
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
先
進
国
で
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る

十
分
な
時
間
の
確
保

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る

十
分
な
時
間
の
確
保

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

内
容
・
方
法
が
わ
か
ら
な
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

計
画
・
実
施
に
つ
い
て
の

評
価
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

計
画
・
実
施
に
つ
い
て
の

評
価
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い

1
位

（
4
0
.1
%
）

2
位

（
3
7
.7
%
）

3
位

（
3
3
.2
%
）

… 1
4
位

1
位

（
3
5
.4
%
）

2
位

（
3
4
.9
%
）

3
位

（
3
3
.3
%
）

… 1
8
位

1
位

（
3
4
.6
%
）

2
位

（
3
1
.0
%
）

3
位

（
2
6
.1
%
）

… 1
8
位

保
護
者
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る

期
待
が
進
路
先
の
選
択
や

そ
の
合
格
可
能
性
に
偏
っ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る

十
分
な
時
間
の
確
保

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

計
画
・
実
施
に
つ
い
て
の

評
価
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

適
切
な
教
材
が
得
ら
れ
な
い

ア
メ
リ
カ

日
本

韓
国

マ
レ
ー
シ
ア

デ
ン
マ
ー
ク

フ
ラ
ン
ス

第
1期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
20
0
8） 2

2
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
20
11
）

「
今
後
の
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

第
2
章
　
2.
 キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
方
策

（
2）
重
視
す
べ
き
教
育
内
容
・
教
育
方
法
と
評
価
・
改
善

1
2

3

4

5
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出
典
：
モ
ン
ペ
リ
エ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
2
0
1
7
年
3
月
）を
基
に
作
成

全
米
職
州
業
教
育
担
当
官
連
盟
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
C
o
m
m
o
n
 C
ar
ee
r T
ec
hn
ic
al
 

C
o
re
で
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
全
て
の
人
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
が
検
討
さ
れ
、
C
ar
ee
r R
ea
dy
 P
ra
ct
ic
es
と
い
う
名
前
で
指
標
化
さ
れ
て
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、
責
任
感
、
基
礎
学
力
、
金
銭
と
健
康
の
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

文
化
・
環
境
の
理
解
、
創
造
性
、
探
究
的
ス
キ
ル
、
問
題
解
決
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
目
標
設
定
力
と
計
画
力
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

12
の
項
目
に
つ
い
て
、
資
質
・
能
力
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、「
社
会

に
出
る
準
備
が
で
き
て
い
る
人
は
…
が
で
き
る
」
と
い
う
表
現
で
、
指
標
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
指
標
は
右
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
で
は
、
上
に
示
し
た
C
ar
ee
r R
ea
d
y 
Pr
ac
tic
es
の
指
標
を
発
展

さ
せ
、
12
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
な
項
目
に
分
け
、
項
目
毎
に
4
段
階
で

参
考
指
標
を
設
定
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、「
チ
ー
ム
活
動
の
た
め
の
適
切
な
行
動
の
理
解
」、「
他
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
敬
意
」、「
話
を
よ
く
聞
く
」、「
共
有
と
助
け
合
い
」、「
歩
み
寄
り
に

対
す
る
理
解
」、「
参
加
」、「
多
様
な
視
点
に
対
す
る
理
解
」、「
文
化
に
対
す
る
理
解
」、「
よ
り

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解
」
の
9
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
「
話
を
よ
く
聞
く
」
で
は
、
右
の
表
の
よ
う
な
4
段
階
の
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
々
は
高
校
の
職
業
教
育
コ
ー
ス
履
修
者
を
対
象
と
し
た
参
考
指
標
で
し
た
が
、
現
在

で
は
普
通
科
高
校
や
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
各
校
で
の
指
標
設
定
の
際
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

評
価
の
融
合
に
向
け
た
取
り
組
み
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ca
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 d

e 
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tp
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m
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rg

)

全
米
及
び
州
に
お
け
る
参
考
指
標
開
発
の
取
り
組
み

中
央
集
権
的
な
教
育
制
度
を
も
つ
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
義
務
教
育
段
階
で
習
得
す
べ
き

共
通
ス
キ
ル
と
そ
の
評
価
指
標
を
国
民
教
育
省
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
は
、
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
自
発
性
・
自
律
性
、
社
会
的
・
市
民
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
な
ど
の
項

目
を
用
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
「
自
己
を
方
向
づ
け
る
力
」（
co
m
p
ét
en
ce
 

à 
s’
o
ri
en
te
r）
が
ど
の
程
度
育
っ
た
か
を
評
価
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
ご
と
に
特
色
あ
る
教
育
計
画
を
立
案
す
る
た
め
に
は
、
評
価
指
標

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
状
況
を
丁
寧
に
診
断
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大

学
区
（
各
地
方
の
教
育
を
監
督
す
る
国
民
教
育
省
の
出
先
機
関
）
も
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
の

提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
学
校
は
計
画
に
定
め
た
目
標
に
つ
い
て
、
大
学
区
お
よ
び
地
方
自
治
体

と
達
成
に
向
け
た
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
契
約
は
、

学
校
外
部
か
ら
PD
C
A
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
計
画
・
実
践
は
、
年
度
末
に
共
通
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
た
生
徒
の

割
合
で
総
括
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
定
量
的
評
価
の
結
果
を
改
善
に

活
か
す
た
め
に
は
、
数
値
の
裏
側
に
あ
る
背
景
・
要
因
を
探
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
Fo
lio
s）
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
受
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
経
験
は
そ
こ
に
日
常
的
に
蓄
積
さ
れ
、
可
視
化
さ

れ
ま
す
。
教
職
員
は
記
録
内
容
か
ら
1
人
1
人
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
継
続
的
に
把
握
し

（
形
成
的
評
価
）、
そ
れ
を
根
拠
に
数
値
で
示
さ
れ
た
総
括
的
な
評
価
結
果
を
意
味
づ
け

る
こ
と
で
、
改
善
に
向
け
て
具
体
的
な
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
教
員
が
協
働
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
た
め
、
チ
ー
ム
に
よ
る
評
価
を
推
進
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

？

オ
ン
ラ
イ
ン
評
価
の
導
入
な
ど
教
員
の
負
担
軽
減

具
体
的
な
指
標
が
参
考
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
も
、
実
際
に
指
標
を
活
用
し
て
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

か
ら
評
価
す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
教
員
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
評
価
の
導
入
な
ど
、
教
員
に
対
す
る
更
な
る
支
援
の
充
実
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
協
働
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
活
用

フ
ラ
ン
ス
で
は
長
ら
く
チ
ー
ム
で
働
く
文
化
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、教
職
員
の
協
働
に
よ
る
PD
C
A
サ
イ
ク
ル
の
展
開
は
ま
だ
不
十
分

で
す
。校
長
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
実
施
す
る
学
校
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
は
、こ
れ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
は
数
量
的
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
読
み
解
く
た
め
に
有

効
で
す
。客
観
的
な
デ
ー
タ
を
個
々
の
子
ど
も
の
成
長
の
軌
跡
と
合
わ
せ
て
見
取
る
こ
と
に
、学
校
全
体
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

オ か ラ

残
さ
れ
た

課
題

教 で 効

示
唆
と

課
題

■
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
指
標
の
例

社
会
に
出
る
準
備
が
で
き
て
い
る
人
は
、
正
式
な
組
織
で
も

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
で
も
、
チ
ー
ム
の
中
で
積
極
的
に
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
に
出
る
準
備
が
で
き
て
い
る
人
は
、
生
産
性
が
落
ち
た

り
、
良
好
な
関
係
性
の
構
築
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
文
化

の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
に
出
る
準
備
が
で
き
て
い
る
人
は
、
全
て
の
メ
ン
バ
ー

が
活
動
に
参
加
し
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
場
面
を
作
る
方
法

を
常
に
模
索
し
て
い
る
。

社
会
に
出
る
準
備
が
で
き
て
い
る
人
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

企
画
し
、
活
性
化
で
き
る
。

■
参
考
指
標
の
例

 評
点
 
「
話
を
よ
く
聞
く
」
子
ど
も
た
ち
の
行
動

 
4
 

常
に
多
様
な
意
見
を
受
け
と
め
、

 
◎
 

活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
3
 

多
様
な
意
見
を
受
け
と
め
、

 
○
 

活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
2
 

多
様
な
意
見
は
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、

 
△
 

活
動
に
活
か
せ
な
い
。

 
1
 

多
様
な
意
見
を
受
け
と
め
る
こ
と
が

 
×
 

で
き
な
い
。

が
、

こ
こ
を
目
指
す

診
断
的
評
価

行
政
に
よ
る

支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

支
援

支
援

指
標

形
成
的
評
価

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ
ム
：

Fo
li
o
s

総
括
的
評
価

共
通
ス
キ
ル
を
習
得
し
た

生
徒
の
割
合

国
民
教
育
省

大
学
区

地
方
自
治
体

中
学
校

目
標
契
約

情
報
や
経
験
の
ス
ト
ッ
ク

相
互
支
援
・
共
同
作
業

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
遠
隔
も
可
）

進
路
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Fo
lio
sの

機
能

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
実
践
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
実
践
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト

？

ま
ず
、「
わ
が
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
何
が
で
き
て
い
れ
ば
よ
い

か
？
」
を
話
し
合
い
、
例
え
ば
「
〇
〇
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
を

ゴ
ー
ル
と
し
て
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、「
実
際
の
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
の
姿
に

ど
れ
だ
け
近
づ
け
た
か
」
を
段
階
的
に
見
取
る
た
め
の
評
価
指
標
を
設
定
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
た
数
値
を
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
日
常
的
な
記

録（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
）と
照
ら
し
合
わ
せ
、変
化
の
理
由
や
背
景
な
ど
を
含
め
て
解
釈
し

ま
し
ょ
う
。こ
の
前
提
と
な
る
の
は
、
各
学
校
の
実
態
に
即
し
て
目
標
を
立
て
、
そ
れ
ら
に
基

づ
き
な
が
ら
、実
践
の
状
況
や
子
ど
も
の
変
容
を
適
切
に
診
断
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

ア

常
的
な
記

れ
ば
よ
い

Po
ur
 u
ne
 p
re
m
iè
re
 a
pp
ro
ch
e 
de
 F
O
LI
O
S

出
典
：
O
N
IS
EP
（
20
15
）,
 

出
典
：
 N
A
SD
C
TE
c 
(2
01
2)

 
In
tro
du
ct
io
n 
to
 T
he
 C
om
m
on
 C
ar
ee
r 

Te
ch
ni
ca
l C
or
e

出
典
：
N
o
rt
h
 D
ak
o
ta
 S
ta
te
 D
ep
ar
tm
en
t 
o
f C
ar
ee
r 
an
d
 T
ec
h
n
ic
al

Ed
u
ca
ti
o
n
（
2
0
1
5
） 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
基
に
作
成

CR
P 
M
ai
n 
Ru
br
ic



－  －

？
？

各
大
学
に
お
け
る
教
員
や
企
業
側
の
理
解
の
確
立

「
iC
G
P
A
」の
推
進
施
策
は
、一
貫
し
て
、中
央
政
府（
高
等
教
育
省
）が
強
い
主
導
性
を
発
揮
し
て
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。評
価
主
体
と

な
る
各
大
学
の
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、産
業
界
に
お
い
て
も
、そ
の
理
念
や
仕
組
み
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。さ
ら
に
、2
0
1
8
年
5
月
の
マ
レ
ー
シ
ア
議
会
下
院
選
挙
で
は
、マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
が
率
い
る
野
党
連
合
が
勝
利
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、2
0
1
9
年
度
ま
で
の
全
大
学
に
お
け
る
実
施
と
い
う
当
初
の
目
標
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各 な 状 こ

残
さ
れ
た

課
題

残
さ
れ
た

課
題

多
角
的
な
視
点
か
ら
評
価
す
る
方
策
の
確
立

日
本
の
多
く
の
地
域
・
学
校
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
を
、児
童
・
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
値
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。今
後
全
国
的
な
充
実
が
期
待
さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
や
、す
で
に
一
部
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

な
ど
を
活
用
し
、様
々
な
角
度
か
ら
児
童
・
生
徒
の
学
び
や
成
長
を
見
取
っ
て
評
価
し
、励
ま
す
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
全
体
で
取
り
組
む
福
島
県
棚
倉
町
の
実
践

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
主
導
に
よ
る「
iC
G
PA
」の
取
り
組
み

(iC
G

PA
: I

nt
eg

ra
te

d 
Cu

m
ul

at
iv

e 
G

ra
de

 P
oi

nt
 A

ve
ra

ge
 / 

Pu
ra

ta
 N

ila
i G

re
d 

Ku
m

ul
at

if 
Be

rs
ep

ad
u)

2
0
1
4
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
教
育
省
（
2
0
1
5
年
7
月
か
ら
2
0
1
8
年
5
月
ま
で
教
育
省

と
高
等
教
育
省
に
分
離
）
は
「
高
等
教
育
改
革
1
0
年
計
画
」
を
公
表
し
、
1
0
項
目
の

達
成
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
目
標
が
、「
起
業
的
な
発
想
力
を
持
ち
、

全
人
格
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
卒
業
生
の
輩
出
（
G
ra
d
u
a
n
 H
o
li
st
ik
, 

B
er
ci
ri
 K
eu
sa
h
aw
an
an
 d
an
 S
ei
m
b
an
g
）」
で
す
。
今
日
の
社
会
で
は
、
特

定
分
野
の
知
識
・
技
能
の
み
な
ら
ず
、
倫
理
的
な
意
思
決
定
能
力
や
変
化
に
対
応

す
る
力
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
、
大
学
等
で

は
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
が
十
分
に
培
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
危
機
意
識
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
第
一
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
、
20
19
年
度
ま
で
に
国
内
の
全
大

学
・
全
学
部
で
の
実
施
が
目
指
さ
れ
た
の
が
「
iC
G
PA
（
統
合
的
累
積
的
G
PA
）」
で
す
。

「
iC
G
PA
」は
、右
上
に
掲
げ
た
8つ
の
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、各
大
学
の
授
業（
講
義
・

演
習
等
）を
通
し
て
評
価
し
た
上
で
、そ
の
結
果
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
形
式
で
示
し
、公

的
な
成
績
証
明
書
に
従
来
型
の
成
績
一
覧
に
並
記
し
て
掲
載
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
各
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
等
に
ふ
さ
わ
し
い
具
体
的
な
到
達
目

標
を
設
定
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
省
作
成
の
手
引
き
で
は
、
架
空
の
大
学
の

「
情
報
科
学
部
」
を
事
例
と
し
て
挙
げ
、
例
え
ば
「
課
題
対
応
能
力
」
に
つ
い
て
、「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
問
題
を
解
決
す
る
際
に
、
分
析
的
か
つ
批
判
的
思
考
ス
キ

ル
を
発
揮
し
、
適
切
な
技
術
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
具
体
化
し
た
例
文
を
示
し

て
い
ま
す
。

各
授
業
に
お
い
て
は
、「
評
価
項
目
1：
知
識
」
を
必
須
の
評
価
対
象
と
し
つ
つ
、
そ
れ

以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
授
業
の
特
質
に
即
し
た
評
価
項
目
を
1
～
2
点
選
び
、

一
人
一
人
の
学
生
の
資
質
・
能
力
を
0
点
-4
点
の
5
段
階
で
評
価
し
ま
す
。
各
授
業
の

評
価
を
卒
業
ま
で
累
積
し
、
卒
業
時
点
で
の
各
項
目
の
平
均
点
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
と

し
て
表
し
た
も
の
が
「
iC
G
PA
」
で
す
。
そ
の
具
体
例
が
右
図
で
す
。

棚
倉
町
で
は
、
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
町
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
教
員
の
み
な
ら
ず
、
小
学
生
か
ら
の
職
場
体
験
学
習
「
チ
ャ
レ
キ
ッ
ズ
in

棚
倉
」
な
ど
を
通
し
て
、
教
員
の
み
な
ら
ず
保
護
者
や
地
域
住
民
、
企
業
関
係
者
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
」
と
は
、
将
来
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要
な
資
質
・

能
力
で
あ
る
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
育
て
よ
う
と
す
る
目
的
意
識
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
も
っ
て
熱
心
に
頑
張
る
ほ
ど
、
そ
の
成
果
が
気
に
な
る
も
の

で
す
。
棚
倉
町
教
育
委
員
会
は
、
町
内
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
す
る
質

問
紙
調
査
を
実
施
し
、
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
2
回
、
7
月
と
1
1
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
基
礎
的
・
汎
用
的

能
力
の
4
つ
の
能
力
を
、
各
4
項
目
で
児
童
・
生
徒
に
自
己
評
価
さ
せ
ま
す
。
そ
の
結

果
は
、
学
校
・
学
年
・
学
級
単
位
で
集
計
し
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
し
て
各
学
校
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
集
団
単
位
で
比
較
し
な
が
ら
児
童
・
生
徒
の

特
徴
や
課
題
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
津
小
学
校
で
は
、
校
長
と
教
務
主
任
を
中
心
に
、
全
教
職
員
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
を
共
有
し
、
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。
主
に
、
児
童
が
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を

発
揮
し
て
主
体
的
・
自
発
的
に
活
躍
で
き
る
場
の
設
定
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

同
小
学
校
で
は
、
実
践
が
進
む
に
つ
れ
、「
〇
〇
君
の
活
躍
は
す
ご
か
っ
た
ね
！
」
な
ど

と
児
童
の
成
長
を
喜
ぶ
教
員
が
自
然
と
増
え
た
そ
う
で
す
。
職
員
室
の
日
常
的
な
話
題

が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
を
み
と
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
評
価
の
在
り
方
は
、
や
や
主
観
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
国
の
学
校
教
員

に
は
な
い
、
教
員
の
専
門
性
と
協
働
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
共
有
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
思
い
で
取
り
組
む
大
人
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
棚
倉
町
の
先
生
方
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
み
え
る
よ

う
に
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■「
iC
G
PA
」
の
全
国
共
通
評
価
項
目

1
.知
識

2
.精
神
運
動
（
p
si
ko
m
o
to
r）
技
能
・
専
門
技
能

3
.社
会
性
・
責
任
感

4
.価
値
観
・
態
度
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

5
.コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
ス
キ
ル

6
.課
題
対
応
能
力

7
.知
識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
自
己
管
理
能
力
・
生
涯
学
習

遂
行
能
力

8
.管
理
的
・
起
業
的
（
ci
ri
-c
ir
i k
eu
sa
h
aw
an
an
）
能
力

■
棚
倉
町
立
Ａ
小
学
校
の
調
査
結
果

  
 

Ａ
小
学
校
 
町
内
全
体
 
差

 1
  
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
 
8
2
%
  

8
6
%
 
-4
%

 2
  
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
 

8
3
%
 

8
6
%
 
-2
%

 3
  
課
題
解
決
能
力
 

7
8
%
 

8
2
%
 
-4
%

 4
  
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
 

8
9
%
 

8
9
%
 
0
%

  
 

Ａ
小
学
校
 
町
内
全
体
 
差

 1
 
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
 
9
3
%
 

8
7
%
 
6
%

 2
 
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
 

8
9
%
 

8
4
%
 
5
%

 3
 
課
題
解
決
能
力
 

8
9
%
 

8
0
%
 
8
%

 4
 
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
 

9
2
%
 

8
9
%
 
3
%

■
マ
ラ
ヤ
大
学
工
学
部
の
実
践
モ
デ
ル

※
マ
ラ
ヤ
大
学
工
学
部
で
は
、教
育
省
が
提
示
し
た
8項
目
の
う
ち
、4
項
目
に
つ
い
て
2分
割
し
、全

12
項
目
の
目
標（
Pr
og
ra
m
m
e 
O
ut
co
m
es
 [P
O
]）
を
設
定
し
て
iC
G
PA
を
算
出
し
て
い
る
。

〈
1
年
次
前
期
〉

〈
2
年
次
後
期
〉

〈
3
年
次
後
期
〉

出
典
：
マ
ラ
ヤ
大
学
工
学
部
R
am
es
h
 S
in
g
h
教
授
作
成
資
料
よ
り
抄
出

出
典
：
棚
倉
町
教
育
委
員
会
作
成
資
料
を
基
に
作
成

1
年
次
で
は
演
習
・
実
習
科
目
を
履
修
し
な
い
た
め
、
評
価
の
対
象
と

さ
れ
な
い
項
目
が
多
い
。

人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力

8
2
%

課
題
対
応
能
力

キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

能
力

自
己
理
解
・

自
己
管
理

能
力

10
0% 90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

A
小
学
校

町
内
全
体

8
3
%

7
8
%

8
9
%

A
小
学
校

町
内
全
体

人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力

9
3
%

課
題
対
応
能
力

キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

能
力

自
己
理
解
・

自
己
管
理

能
力

10
0% 90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

8
9
%

8
9
%

9
2
%

7月 11
月

学
校
や
学
科
・
学
年
ご
と
に
具
体
的
に
設
定
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
身
に
付
け

さ
せ
た
い
力
」
の
う
ち
、大
単
元
ご
と
に
内
容
や
指
導
方
法
に
即
し
た
も
の
を
1
～
2
点
選

び
出
し
、授
業
を
通
し
て
そ
れ
ら
の
力
が
ど
の
程
度
身
に
つ
い
た
の
か
を
丁
寧
に
見
取
り

ま
し
ょ
う
。授
業
の
特
質
に
沿
っ
た
観
点
を
精
選
す
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
実
践
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト

身
に
付
け

日
本
国
内
の
先
進
地
域
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
、校
内
の
教

職
員
は
も
ち
ろ
ん
、保
護
者
や
地
域
の
関
係
者
と
も
共
有
し
た
う
え
で
、児
童
・
生
徒
の
学

び
や
成
長
を
多
く
の
人
々
で
見
守
り
、シ
ェ
ア
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
今
回
調
査
を
行
っ
た
国
々
に
は
な
い
取
り
組
み
で
す
。

世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
の
特
質

校
内
の
教

マ

職 び 少

世
界
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－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

20
19

年
1月

14
日

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

求
め

ら
れ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

2

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

求
め

ら
れ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

3
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

4



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
5

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

第
1
部

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト

石
嶺

ち
づ

る

京
免

徹
雄

藤
田

晃
之

柴
沼

俊
輔

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
指

標
を

ど
の

よ
う

に
作

る
か

－
ア

メ
リ

カ
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

石
嶺

ち
づ

る

（
高

知
大

学
教

育
学

部
）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

こ
ん

な
こ

と
で

お
困

り
で

は
な

い
で

す
か

？


国

の
教

育
振

興
基

本
計

画
や

中
央

教
育

審
議

会
の

答
申

で
は


「
ど

の
よ

う
な

成
果

を
目

指
す

の
か

」
、

「
ど

の
よ

う
な

力
の

習
得

を
目

指
す

の
か

」
と

い
っ

た
具

体
的

な
目

標
の

設
定


各

校
に

お
け

る
到

達
目

標
と

そ
れ

を
具

体
化

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

の
項

目
を

定
め

・
・
・


と

言
わ

れ
て

も
・
・
・


い

っ
た

い
ど

う
や

っ
て

子
ど

も
達

の
姿

を
み

と
っ

た
ら

い
い

の
？

？


ア

メ
リ

カ
の

取
り

組
み

に
ヒ

ン
ト

が
！

8



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ど
う

し
て

ア
メ

リ
カ

の
取

り
組

み
？


キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
の

指
標

が
明

確
で

具
体

的
な

行
動

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る


子

ど
も

達
も

先
生

方
も

、
「
“
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
(c
ar
ee

r‐r
ea

dy
 in

di
vi
du

al
s)
”は

ど
の

よ
う

な
人

か
」
を

具
体

的
に

理
解

で
き

る
！


「
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
」
の

具
体

的
な

目
標

に
ど

れ
だ

け
近

づ
け

た
か

評
価

(み
と

る
こ

と
が

)で
き

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
指

標
が

あ
る


今

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

か
ら

点
検

す
る

こ
と

が
で

き
る

！

9
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
指

標
①


文

化
の

垣
根

を
越

え
て

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

と
協

力
す

る
(チ

ー
ム

ワ
ー

ク
)


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
正

式
な

組
織

で
も

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

集
団

で
も

、
チ

ー
ム

の
中

で
積

極
的

に
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

が
落

ち
た

り
、

良
い

関
係

を
作

る
こ

と
が

妨
げ

ら
れ

な
い

よ
う

に
文

化
の

違
い

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
て

行
動

で
き

る
。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
全

て
の

メ
ン

バ
ー

が
活

動
に

参
加

し
、

チ
ー

ム
に

貢
献

で
き

る
場

面
を

作
る

方
法

を
い

つ
も

模
索

し
て

い
る

。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

企
画

し
、

活
性

化
で

き
る

。

10

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
指

標
②


相

手
に

わ
か

り
や

す
く
伝

わ
る

よ
う

理
由

を
き

ち
ん

と
述

べ
る

な
ど

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

が
で

き
る
(コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
)


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
書

き
言

葉
や

話
し

言
葉

、
必

要
に

応
じ

て
映

像
を

使
い

な
が

ら
、

自
分

の
考

え
や

ア
イ

デ
ィ

ア
、

行
動

計
画

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
職

場
で

明
快

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
、

相
手

と
自

分
の

時
間

を
最

大
限

有
効

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
上

手
に

文
章

が
書

け
、

伝
統

的
な

表
現

方
法

と
言

葉
の

選
び

方
、

文
章

の
構

成
を

し
っ

か
り

理
解

し
て

お
り

、
ア

イ
デ

ィ
ア

を
ま

と
め

る
際

に
有

効
な

声
の

ト
ー

ン
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

て
い

る
。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
他

者
と

関
わ

る
力

に
長

け
て

い
る

た
め

、
傾

聴
す

る
こ

と
や

は
っ

き
り

と
言

い
た

い
こ

と
が

伝
わ

る
よ

う
に

話
す

こ
と

が
で

き
る

。


社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
は

、
聞

き
手

の
こ

と
を

考
え

、
望

ま
し

い
結

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
準

備
す

る
こ

と
が

で
き

る

11
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

ど
の

よ
う

に
し

て
指

標
が

作
ら

れ
た

の
か

？


社
会

に
出

て
活

躍
す

る
た

め
に

必
要

な
能

力
の

明
確

化


社

会
で

活
躍

す
る

た
め

に
必

要
な

「
Ca

re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s(
12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

)を
設

定
•

州
職

業
教

育
長

官
連

盟
(N
at
io
na

l A
ss
oc
ia
tio

n 
fo
r S

ta
te
 D
ire

ct
or
s o

f 
Ca

re
er
 a
nd

 Te
ch
ni
ca
l E
du

ca
tio

n 
Co

ns
or
tiu

m
)に

よ
る

取
り

組
み

、
Co

m
m
on

 
Ca

re
er
 Te

ch
ni
ca
l C

or
eの

成
果

•
背

景 •
20

00
年

代
の

教
育

改
革

で
各

州
が

直
面

し
た

こ
と

•
職

業
教

育
に

関
す

る
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

設
定

し
な

け
れ

ば
、

連
邦

教
育

省
か

ら
補

助
金

が
も

ら
え

な
い

•
で

も
、

州
の

力
だ

け
で

は
難

し
い

•
全

米
的

な
機

関
で

開
発

し
よ

う
！

•
話

し
合

っ
て

い
る

う
ち

に
、

社
会

で
活

躍
す

る
全

て
の

人
に

必
要

な
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
設

定
す

る
こ

と
の

必
要

性
が

認
識

さ
れ

る

•
そ

れ
ま

で
は

、
産

業
分

野
別

に
設

定
さ

れ
て

い
た

。

12



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Co
m
m
on

 C
ar
ee

r T
ec
hn

ica
l C

or
e(
20

12
)


基

礎
学

力
の

上
に

、
働

く
た

め
に

必
要

な
能

力
を

３
層

に
し

て
構

造
化


第

一
層

：
Ca

re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s(
12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

)
•

社
会

に
出

て
活

躍
す

る
全

て
の

人
に

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力


第

二
層

：
Ca

re
er
 C
lu
st
er
 S
ta
nd

ar
ds

•
産

業
別

に
必

要
と

さ
れ

る
知

識
・
ス

キ
ル


第

三
層

：
Ca

re
er
 P
at
hw

ay
 S
ta
nd

ar
ds

•
職

業
群

別
に

必
要

と
さ

れ
る

知
識

・
ス

キ
ル


こ

の
上

に
具

体
的

な
職

業
に

必
要

な
知

識
・
ス

キ
ル

が
位

置
づ

く

13

職
業

第
三

層

第
二

層

第
一

層

基
礎

学
力

医
療

看
護

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s
(1
2の

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

)

医
療

・
福

祉

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s(
12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

)
1.

責
任

を
持

っ
て

周
り

の
人

の
役

に
立

て
る

よ
う

な
振

る
舞

い
が

で
き

る

2.
様

々
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
実

際
の

生
活

の
中

で
適

切
に

使
う

こ
と

が
で

き
る

3.
生

活
を

営
む

こ
と

に
お

け
る

健
康

と
金

銭
の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
る

4.
相

手
に

わ
か

り
や

す
く
伝

わ
る

よ
う

理
由

を
き

ち
ん

と
述

べ
る

な
ど

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

が
で

き
る

5.
決

断
を

下
す

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る
身

の
回

り
の

環
境

や
社

会
・
経

済
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
考

え
ら

れ
る

6.
新

し
い

こ
と

を
考

え
た

り
、

今
あ

る
も

の
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る

7.
何

か
を

調
べ

る
と

き
に

、
適

切
で

信
頼

性
の

あ
る

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

8.
様

々
な

物
の

見
方

を
通

し
て

問
題

を
理

解
し

た
り

、
辛

抱
強

く
解

決
に

取
り

組
ん

だ
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

9.
誠

実
さ

や
倫

理
を

重
ん

じ
、

自
分

を
律

す
る

こ
と

が
で

き
る

10
.

自
分

の
夢

に
向

か
っ

て
進

路
を

決
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

11
.

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

上
げ

ら
れ

る
よ

う
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

使
う

こ
と

が
で

き
る

12
.

文
化

の
違

い
を

越
え

て
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
と

協
力

す
る

こ
と

が
で

き
る

14

職
業

教
育

、
算

数
・
数

学
、

政
治

経
済

、
保

健
体

育

職
業

教
育

、
理

科

※
3・

5以
外

は
全

て
の

科
目

で
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Ca
re
er
 R
ea
dy
 P
ra
ct
ice

s(
12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

)の
Q
&
A


専

門
高

校
生

や
総

合
学

科
の

生
徒

な
ど

高
校

生
向

け
の

評
価

指
標

？


い

い
え

、
す

べ
て

の
子

ど
も

達
の

評
価

に
活

用
で

き
ま

す
！


12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

は
ど

こ
で

教
え

る
も

の
？


主

に
学

校
で

の
学

び
を

中
心

に
考

え
た

指
標

で
す

が
、

職
場

実
習

や
地

域
で

の
活

動
に

も
使

え
ま

す
！


12

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

は
す

べ
て

の
職

業
に

共
通

な
の

？


は

い
、

す
べ

て
の

産
業

分
野

・
職

業
に

共
通

の
も

の
で

す
！

15

出
典

：
N

at
io

na
l A

ss
oc

ia
tio

n 
fo

r 
S

ta
te

 D
ire

ct
or

s 
of

 C
ar

ee
r 

an
d 

Te
ch

ni
ca

l E
du

ca
tio

n 
C

on
so

rt
iu

m

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Ca
re
er
 R
ea
dy

 P
ra
ct
ice

sの
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク


ノ
ー

ス
ダ

コ
タ

州
に

お
け

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
開

発
取

組
(2
01

5)


背
景 •
州

職
業

教
育

長
官

連
盟

が
出

し
た

「
Ca

re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s」
(1
2の

基
礎

的
・

汎
用

的
能

力
)は

、
社

会
に

出
て

活
躍

す
る

た
め

の
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
幅

広
く
網

羅
し

て
い

る

•
「
社

会
に

出
る

準
備

が
で

き
て

い
る

人
」
の

姿
(目

標
)は

具
体

的

•
し

か
し

、
そ

れ
に

ど
れ

だ
け

近
づ

い
た

か
ま

で
は

把
握

で
き

な
い


ノ

ー
ス

ダ
コ

タ
州

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

指
標

を
開

発
し

て
子

ど
も

達
の

現
在

の
到

達
度

を
み

と
れ

る
よ

う
に

し
よ

う
！

•
「
Ca

re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

s」
の

12
項

目
の

そ
れ

ぞ
れ

に
具

体
的

な
能

力
と

そ
れ

を
表

す
キ

ー
ワ

ー
ド

を
設

定

•
具

体
的

な
能

力
の

そ
れ

ぞ
れ

を
４

段
階

で
評

価
で

き
る

よ
う

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
設

定

•
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
指

標
を

参
照

し
な

が
ら

、
具

体
的

な
能

力
ご

と
に

評
価

•
子

ど
も

達
が

「
評

点
３

」
を

取
れ

る
こ

と
を

目
標

に
教

育
を

実
践

16



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
例

①
：
チ

ー
ム

ワ
ー

ク


チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
9つ

の
キ

ー
ワ

ー
ド


チ

ー
ム

活
動

の
た

め
の

適
切

な
行

動
の

理
解

、
他

者
の

ア
イ

デ
ィ

ア
に

対
す

る
敬

意
、

話
を

よ
く
聞

く
、

共
有

と
助

け
合

い
、

歩
み

寄
り

に
対

す
る

理
解

、
参

加
、

多
様

な
視

点
に

対
す

る
理

解
、

文
化

に
対

す
る

理
解

、
よ

り
大

き
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
対

す
る

理
解


「
話

を
よ

く
聞

く
」
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク


新

し
い

物
の

見
方

や
多

様
な

考
え

方
に

対
し

て
寛

容
な

態
度

で
よ

く
耳

を
傾

け
、

そ
れ

を
取

り
入

れ
た

り
、

活
動

の
中

に
反

映
さ

せ
た

り
す

る
。

17

評
点

子
ど

も
の

行
動

4
常

に
多

様
な

意
見

を
受

け
止

め
、

活
動

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。

3
多

様
な

意
見

を
受

け
止

め
、

活
動

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。

2
多

様
な

意
見

は
受

け
止

め
ら

れ
る

が
、

活
動

に
活

か
す

こ
と

は
で

き
な

い
。

1
多

様
な

意
見

を
受

け
止

め
る

こ
と

は
で

き
な

い

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
例

②
：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン


コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
７

つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド


円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

新
し

い
ア

イ
デ

ィ
ア

の
交

換
、

聞
く
タ

イ
ミ

ン
グ

と
話

す
タ

イ
ミ

ン
グ

の
判

断
力

、
傾

聴
、

情
報

機
器

の
活

用
、

文
章

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン


「
聞

く
タ

イ
ミ

ン
グ

と
話

す
タ

イ
ミ

ン
グ

の
判

断
力

」
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク


人

の
話

を
聞

く
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

と
自

分
が

発
言

す
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

を
理

解
し

て
い

る

18

評
点

子
ど

も
の

行
動

4
常

に
会

話
や

議
論

に
参

加
し

て
い

る
時

、
発

言
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

と
話

を
聞

く
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

を
理

解
し

て
い

る
。

3
会

話
や

議
論

に
参

加
し

て
い

る
時

、
発

言
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

と
話

を
聞

く
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

を
理

解
し

て
い

る
。

2
発

言
す

べ
き

タ
イ

ミ
ン

グ
で

は
な

い
時

に
発

言
し

た
り

、
聞

く
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

に
他

人
の

話
を

聞
い

て
い

な
い

こ
と

が
時

々
あ

る
。

1
発

言
す

べ
き

タ
イ

ミ
ン

グ
や

聞
く
べ

き
タ

イ
ミ

ン
グ

を
周

り
が

伝
え

る
必

要
が

あ
る

こ
と

が
多

い
。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
評

点
(共

通
定

義
)

評
点

子
ど

も
の

行
動

4
(期

待
以

上
)

生
涯

に
渡

っ
て

安
定

的
に

仕
事

と
収

入
を

得
ら

れ
る

レ
ベ

ル
の

非
常

に
高

い
能

力
を

身
に

付
け

て
い

る

3
(期

待
通

り
)

生
涯

に
渡

っ
て

安
定

的
に

仕
事

と
収

入
を

得
ら

れ
る

レ
ベ

ル
の

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

2
(努

力
を

要
す

る
)

生
涯

に
渡

っ
て

安
定

的
に

仕
事

と
収

入
を

得
ら

れ
る

レ
ベ

ル
の

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
行

動
を

改
め

る
必

要
が

あ
る

部
分

も
あ

る

1
(支

援
が

必
要

)

生
涯

に
渡

っ
て

安
定

的
に

仕
事

と
収

入
を

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

は
、

す
べ

て
の

面
に

お
い

て
行

動
を

改
め

る
必

要
が

あ
り

、
そ

の
た

め
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

19

こ
こ

を
目

指
す

ポ
イ

ン
ト

：
「
他

者
の

視
点

」
で

到
達

度
を

評
価

す
る

！
「
教

員
：
生

徒
＝

雇
用

主
：
従

業
員

」
と

し
て

捉
え

、
教

員
が

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

で
子

ど
も

達
を

評
価

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Ca
re
er
 R
ea

dy
 P
ra
ct
ice

sの
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

成
果

と
課

題


成

果


現

在
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

活
用

し
て

い
る

学
校

は
少

な
い

が
、

今
後

増
加

が
期

待
さ

れ
る

。


今

後
の

課
題


評

価
に

対
す

る
教

員
の

負
担

軽
減

•
教

員
の

認
識

の
転

換

•
現

在
の

教
員

の
認

識
＝

「
新

た
な

評
価

の
追

加
」
と

い
う

捉
え

ら
れ

方

•
「
必

要
性

は
理

解
し

て
い

る
が

、
時

間
が

な
い

」

•
「
こ

れ
ま

で
の

活
動

や
評

価
の

あ
り

方
を

見
直

す
」
と

い
う

視
点

へ
の

転
換

•
教

員
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

支
援

•
補

助
金

の
設

立
(州

政
府

)
•

30
人

の
教

員
を

対
象

(学
校

種
の

限
定

な
し
)

•
評

価
方

法
の

簡
略

化
(市

町
村

教
育

委
員

会
：
ビ

ズ
マ

ー
ク

学
区

)
•

オ
ン

ラ
イ

ン
評

価
シ

ス
テ

ム
の

導
入

20



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－


日

本
へ

の
示

唆


育

っ
て

ほ
し

い
子

ど
も

達
の

姿
(目

標
)と

は
？

•
具

体
的

な
行

動
「
○

○
で

き
る
/○

○
を

理
解

し
て

い
る

」
な

ど


目

の
前

の
現

在
の

子
ど

も
達

は
ど

こ
ま

で
到

達
し

て
い

る
か

？
•

「
期

待
以

上
」
も

含
め

た
指

標
の

設
定


既

存
の

指
標

を
参

考
に

自
校

バ
ー

ジ
ョ

ン
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

•
ゼ

ロ
か

ら
作

る
の

は
大

変


各

学
校

が
活

用
し

た
く
な

る
た

た
き

台
を

！
•

教
育

委
員

会
等

の
サ

ポ
ー

ト
が

重
要

21
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

ど
の

よ
う

に
解

釈
す

る
か

－
フ

ラ
ン

ス
の

実
践

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

京
免

徹
雄

（
愛

知
教

育
大

学
教

育
学

部
）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
23

本
報

告
の

目
的

フ
ラ

ン
ス

の
中

学
校

で
実

践
さ

れ
て

い
る

「
未

来
行

程
」
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
の

現
状

と
課

題
を

抽
出

す
る

こ
と

で
、

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

ど
の

よ
う

に
解

釈
し

た
ら

よ
い

の
か

」
を

考
察

し
、

日
本

へ
の

示
唆

を
提

示
す

る
。

芸
術

・
文

化
教

育
行

程

未
来

行
程

健
康

教
育

行
程

市
民

行
程

領
域

4「
世

界
の

表
象

と
人

間
の

活
動

」

「
自

己
を

方
向

づ
け

る
力

」

・
経

済
・
職

業
世

界
の

理
解

・
参

画
精

神
と

自
主

性
の

発
達

・
進

路
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

準
備

領
域

3「
人

格
と

市
民

の
育

成
」

（
A

rrê
té

 d
u 

1-
7-

20
15

）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

診
断

的
評

価

･行
政

に
よ

る
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
学

校
の

強
み

と
弱

み
の

把
握

形
成

的
評

価

・
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

：
Fo
lio

s

総
括

的
評

価

・
共

通
基

礎
を

習
得

し
た

生
徒

の
割

合

24

地
方

自
治

体
大

学
区

国
民

教
育

省

教
育

計
画

・
教

育
目

標
の

策
定

定
量

的
評

価
の

結
果

を
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

蓄
積

さ
れ

た
記

録
を

も
と

に
解

釈

共
通

の
評

価
指

標

支
援

支
援

未
来

行
程

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

シ
ス

テ
ム

中
学

校

三
者

間
契

約



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

診
断

的
評

価

･行
政

に
よ

る
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
学

校
の

強
み

と
弱

み
の

把
握

形
成

的
評

価

・
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

：
Fo
lio

s

総
括

的
評

価

・
共

通
基

礎
を

習
得

し
た

生
徒

の
割

合

25

地
方

自
治

体
大

学
区

国
民

教
育

省

教
育

計
画

・
教

育
目

標
の

策
定

定
量

的
評

価
の

結
果

を
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

蓄
積

さ
れ

た
記

録
を

も
と

に
解

釈

共
通

の
評

価
指

標

支
援

支
援

未
来

行
程

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

シ
ス

テ
ム

中
学

校

三
者

間
契

約

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
26

教
育

行
政

機
関

と
の

「
目

標
契

約
」

中
学

校

大
学

区
地

方
自

治
体

●
19

89
年

学
校

教
育

計
画

●
20

01
年

予
算

組
織

法
「
規

範
と

ル
ー

ル
に

よ
る

管
理

」
⇒

「
目

標
と

成
果

に
よ

る
管

理
」

●
20

05
年

目
標

契
約

●
20

13
年

三
者

間
契

約

目
標

達
成

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

成
果

を
測

定
す

る
指

標
4年

間
の

ス
パ

ン
で

締
結

学
校

教
育

計
画

（
co

de
 d

e 
l’é

du
ca

tio
n

ar
tic

le
 L

42
1-

4）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
27

総
括

的
評

価
と

し
て

の
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
認

証

共
通

基
礎

知
識

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

20
14

年
度

20
15

年
度

フ
ラ

ン
ス

語
の

習
得

91
％

94
％

1
つ

の
現

代
外

国
語

の
実

用
96

％
99

％

数
学

の
基

礎
原

理
及

び
科

学
的

・
技

術
的

教
養

94
％

90
％

情
報

通
信

に
関

す
る

日
常

的
な

技
術

の
習

得
86

％
91

％

人
文

的
教

養
86

％
95

％

社
会

的
・
公

民
的

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
96

％
99

％

自
律

性
・
自

発
性

96
％

99
％

前
期

中
等

教
育

修
了

証
書

（
DN

B）
の

取
得

96
％

87
％

出
典

：C
ol

lè
ge

 A
la

in
 S

av
ar

y（
20

16
）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

項
目

 
評

価
指

標
 

領
域

1
 

教
育

･
訓

練
行

程
と

進
路

指
導

の
当

事
者

に
な

れ
る

 

経
済

環
境

、
企

業
、

多
様

な
資

格
水

準
や

分
野

の
職

業
に

慣
れ

親
し

む
 

職
業

や
教

育
コ

ー
ス

あ
る

い
は

自
分

自
身

に
関

す
る

資
源
（

知
識

）
を

活
用

し
て

進
路

を
探

索
す

る
状

況
 

特
定

の
職

業
に

対
応

し
た

教
育

・
訓

練
行

程
と

そ
こ

に
組

み
込

ま
れ

た

可
能

性
を

理
解

す
る

 

自
己

評
価

す
る

こ
と

が
で

き
、
自

分
の

興
味
・
関

心
、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

、

獲
得

し
た

経
験

を
説

明
で

き
る

 

領
域

2
 

多
様

な
状

況
に

お
い

て
、

知
的

・
物

理
的

な
資

源
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

活
動

に
お

い
て

自
律

的
で

あ
る

こ
と

が
で

き
る
：
活

動
を

予
測
・
計

画
・

組
織

し
、

役
立

つ
情

報
を

探
索

し
、

選
択

で
き

る
 

あ
ら

ゆ
る

資
源

を
活

用
し

て
個

人
お

よ
び

集
団

で
の

行
動

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
い

く
状

況
 

多
様

な
状

況
に

お
け

る
自

分
の

強
み

と
弱

み
を

認
識

で
き

る
 

自
分

の
潜

在
性

に
見

合
っ

た
身

体
的
（

ス
ポ

ー
ツ

あ
る

い
は

芸
術

の
）
準

備
に

、
適

切
に

運
動

能
力

を
結

集
す

る
 

泳
ぐ

こ
と

が
で

き
る

 

領
域

3
 

自
発

性
を

発
揮

す
る

 

個
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

画
す

る
 

個
人

や
集

団
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
動

か
し

て
い

く
状

況
 

共
同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

に
溶

け
込

み
、

協
力

す
る

 

学
校

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

、
あ

る
い

は
承

認
さ

れ
た

活
動

を
通

し
て

、
好

奇
心

、
創

造
性

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
発

揮
す

る
 

役
割

を
引

き
つ

け
、

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
と

り
、

決
定

す
る

 

 「
自

律
性

・
自

発
性

」
の

評
価

・
認

証
基

準



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
評

価
の

促
進

／
阻

害
要

因

（
Pr

ie
ur

, A
od

on
, P

as
to

r, 
20

12
）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
の

評
価

生
徒

指
導

専
門

員

道
徳

・
公

民
科

担
当

担
任

教
員

生
徒

集
会

や
市

民
・

健
康

に
関

わ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
課

外
活

動
へ

の
参

加
頻

度
、

そ
こ

で
の

発
言

や
態

度

提
出

物
の

分
析

、
演

習
（
練

習
問

題
）

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

、
グ

ル
ー

プ
で

行
う

作
業

の
観

察

キ
ャ

リ
ア

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー

成
績

簿
を

担
任

か
ら

手
渡

す
際

に
口

頭
で

評
価

内
容

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

教
職

員
に

よ
る

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
の

評
価

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

不
十

分
や

や
不

十
分

十
分

非
常

に
よ

い

口
頭

お
よ

び
筆

記
で

フ
ラ

ン
ス

語
を

活
用

し
て

理
解

し
、

自
己

表
現

す
る

数
的

・科
学

的
・コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

言
語

を
活

用
し

て
理

解
し

、
自

己
表

現
す

る

学
ぶ

た
め

の
方

法
と

ツ
ー

ル

自
然

体
系

と
技

術
体

系

外
国

語
あ

る
い

は
地

域
語

を
活

用
し

て
理

解
し

、
自

己
表

現
す

る

芸
術

的
お

よ
び

身
体

的
言

語
を

活
用

し
て

理
解

し
、

自
己

表
現

す
る

人
格

と
市

民
の

育
成

世
界

に
対

す
る

表
象

と
人

間
活

動

関
連

教
科

現
代

外
国

語
・
地

域
語

を
除

く
全

科
目

現
代

外
国

語
・
地

域
語 外

国
語

・
音

楽
・
芸

術
を

除
く
全

科
目

全
科

目

全
科

目

全
科

目

造
形

芸
術

、
音

楽
、

体
育

、
国

語

数
学

、
物

理
科

学
、

地
球

生
命

科
学

、
技

術
、

体
育

各
課

程
の

終
わ

り
に

こ
れ

ら
の
8つ

の
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

が
評

価
さ

れ
る

第
４

課
程

の
終

わ
り

の
共

通
基

礎
の

構
成

要
素

の
修

得

「
統

一
学

業
成

績
簿

」
に

よ
る

最
終

学
年

の
評

価

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

成
果

と
課

題

32

●
政

府
が

評
価

基
準

を
設

定
、

学
校

ご
と

の
指

標
が

な
い

●
計

画
を

立
て

る
際

に
、

指
標

に
照

ら
し

て
生

徒
の

状
況

を
丁

寧
に

診
断

す
る

必
要

性

●
目

標
契

約
は

、
学

校
外

部
か

ら
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
型

の
PD

CA
サ

イ
ク

ル
を

促
進

し
て

い
る

●
一

部
の

学
校

で
は

教
職

員
が

責
任

を
も

っ
て

評
価

を
担

う
土

壌
が

形
成

さ
れ

つ
つ

あ
る

●
定

量
的

な
評

価
を

ど
う

見
取

る
か

と
い

う
部

分
が

弱
く

、
Ch

ec
kか

ら
Ac

tへ
の

展
開

が
管

理
職

任
せ

●
数

字
の

裏
側

に
あ

る
要

因
を

解
釈

す
る

根
拠

と
な

る
べ

き
、

定
性

的
な

評
価

結
果

が
教

職
員

間
で

共
有

で
き

て
い

な
い

（
京

免
, 2

01
9）
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公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

診
断

的
評

価

･行
政

に
よ

る
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
学

校
の

強
み

と
弱

み
の

把
握

形
成

的
評

価

・
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

：
Fo
lio

s

総
括

的
評

価

・
共

通
基

礎
を

習
得

し
た

生
徒

の
割

合

33

地
方

自
治

体
大

学
区

国
民

教
育

省

教
育

計
画

・
教

育
目

標
の

策
定

定
量

的
評

価
の

結
果

を
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

蓄
積

さ
れ

た
記

録
を

も
と

に
解

釈

共
通

の
評

価
指

標

支
援

支
援

未
来

行
程

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

シ
ス

テ
ム

中
学

校

三
者

間
契

約

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

支
援

ア
ン

ケ
ー

ト
を

活
用

し
た

診
断

的
評

価

34

●
総

括
的

を
機

能
さ

せ
る

た
め

の
「
行

程
の

マ
ッ

プ
」

●
過

去
の

実
践

を
活

か
し

て
、

徐
々

に
未

来
行

程
に

シ
フ

ト

●
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

大
学

区
の

支
援

資
料

●
オ

ン
ラ

イ
ン

ア
ン

ケ
ー

ト
と

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

診
断

的
評

価

●
14

7校
の

う
ち

30
校

程
度

（
フ

ル
ス

ペ
ッ

ク
は

10
校

）
が

活
用

●
必

要
な

支
援

を
教

育
行

政
が

把
握

す
る

の
に

も
有

効

タ
イ

プ
3

移
行

で
き

て
い

な
い

タ
イ

プ
2

徐
々

に
移

行

タ
イ

プ
1

着
実

な
移

行

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

未
来

行
程

を
実

施
す

る
た

め
の

4ス
テ

ッ
プ

35

ス
テ

ッ
プ
1

分
析

ス
テ

ッ
プ
2

総
括

•
管

理
職

は
、
2種

類
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

参
考

に
、

未
来

行
程

の
目

標
と

の
関

連
か

ら
「
拠

り
所

と
な

る
点

」
と

「
改

善
す

べ
き

点
」
を

抽
出

す
る

。
こ

の
結

果
に

基
づ

い
て

、
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
質

問
に
9段

階
で

回
答

し
、

自
校

の
強

み
と

進
展

を
線

描
写

で
示

す
一

覧
図

を
作

成
す

る
。

さ
ら

に
、

回
答

数
を

集
計

し
て

、
学

校
を

未
来

行
程

の
進

展
レ

ベ
ル

に
応

じ
た
3つ

の
類

型
の

中
に

位
置

付
け

る
。

ス
テ

ッ
プ
3

優
先

付
け

•
管

理
職

は
、

分
類

さ
れ

た
タ

イ
プ

を
考

慮
し

て
、

未
来

行
程

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
に

つ
い

て
協

議
し

、
認

識
す

る
。

ス
テ

ッ
プ
4

伝
達

•
管

理
職

は
、

管
理

評
議

会
、

全
体

教
職

員
会

議
な

ど
の

場
に

お
い

て
、

先
の

3つ
の

ス
テ

ッ
プ

に
よ

っ
て

明
ら

か
に

な
っ

た
学

校
の

優
先

事
項

、
お

よ
び

未
来

行
程

の
実

施
と

年
度

末
の

評
価

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

全
教

職
員

に
伝

達
し

、
普

及
さ

せ
る

。

•
管

理
職

は
国

民
教

育
心

理
士

と
連

携
し

て
、

進
路

指
導

に
関

す
る

実
践

の
現

状
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

報
告

す
る

。
教

育
チ

ー
ム

も
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
つ

い
て

回
答

す
る

。

（
D

RO
N

IS
EP

St
ra

sb
ou

rg
,2

01
6）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

診
断

的
評

価

･行
政

に
よ

る
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
学

校
の

強
み

と
弱

み
の

把
握

形
成

的
評

価

・
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

：
Fo
lio

s

総
括

的
評

価

・
共

通
基

礎
を

習
得

し
た

生
徒

の
割

合

36

地
方

自
治

体
大

学
区

国
民

教
育

省

教
育

計
画

・
教

育
目

標
の

策
定

定
量

的
評

価
の

結
果

を
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

蓄
積

さ
れ

た
記

録
を

も
と

に
解

釈

共
通

の
評

価
指

標

支
援

支
援

未
来

行
程

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

シ
ス

テ
ム

中
学

校

三
者

間
契

約
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ウ
ム

ど
う

す
る
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キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

形
成

的
評

価

37

●
Fo

lio
sの

基
本

機
能

（
O

N
IS

EP
,2

01
5）

●
キ

ャ
リ

ア
の

可
視

化
と

自
律

性
の

獲
得

（
ky

om
en

,2
01

7）

●
過

去
を

省
察

、
成

長
と

課
題

の
確

認
に

よ
る

経
験

を
有

効
化

●
登

録
者

は
約

31
6万

人
、

全
国

の
中

・
高

生
約

の
60

％
で

あ
る

が
、

日
常

的
な

利
用

者
は

20
％

程
度

（
O

N
IS

EP
,2

01
7）

●
生

徒
の

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
継

続
的

に
把

握
で

き
る

①
ス

ト
ッ

ク
と

総
括

②
相

互
支

援
・
調

整
・
共

同
作

業

③
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

④
リ

ソ
ー

ス
の

入
っ

た
道

具
箱

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
38

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
39

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

Fo
lio

sに
お

け
る

生
徒

の
制

作
物

の
評

価
（
Lo
isy

, 2
01

5）

7大
学

区
71

校
を

対
象

と
す

る
試

行
実

験

評
価

な
し

個
人

を
成

績
評

価

個
人

に
対

す
る

ﾌ
ｫｰ

ﾏ
ﾙ

な
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

ｸﾗ
ｽ
／

ｸ゙
ﾙ

ﾌー゚
に

対
す

る
ｲﾝ

ﾌｫー
ﾏ
ﾙ
な

ﾌｨー
ﾄ゙
ﾊ

ｯ゙ｸ

個
人

に
対

す
る

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫｰ

ﾏ
ﾙ

な
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
評

価
生

徒
に

よ
る

自
己

評
価

40

●
約

50
%

が
個

人
と

集
団

に
対

し
て

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
、

30
%

弱
が

個
人

に
対

し
て

フ
ォ

ー
マ

ル
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

実
施

●
一

般
的

で
な

か
っ

た
定

性
的

評
価

を
実

現
、

定
量

的
な

評
価

の
結

果
を

根
拠

に
基

づ
い

て
解

釈
し

、
改

善
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
る
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ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
大

学
区

の
事

例

41

●
教

授
方

法
の

革
新

に
つ

な
が

っ
た

と
の

回
答

は
約

20
%

●
即

座
に

大
胆

な
授

業
改

善
に

結
び

つ
い

て
い

る
わ

け
で

な
い

●
9割

弱
が

教
職

員
間

の
連

携
に

プ
ラ

ス
の

効
果

を
指

摘

●
授

業
記

録
や

教
材

を
蓄

積
す

る
こ

と
で

チ
ー

ム
活

動
が

活
性

化

●
活

用
は

校
長

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
に

左
右

さ
れ

る
部

分
も

多
く

、
学

校
教

育
計

画
に

明
記

さ
れ

て
こ

そ
普

及
す

る

●
95

%
の

学
校

が
ア

ク
セ

ス
、

51
%

は
20

人
以

上
が

活
用

●
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
や

学
習

記
録

を
見

返
す

こ
と

は
、

実
践

の
効

果
や

生
徒

と
の

関
係

を
常

に
省

察
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ま
と

め
：
診

断
的

・
形

成
的

・
総

括
的

評
価

の
融

合

42

レ
ベ

ル
診

断
的

評
価

形
成

的
評

価
総

括
的

評
価

方
法

・
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

・
支

援
ア

ン
ケ

ー
ト

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

・
目

標
契

約

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

評
価

ツ
ー

ル
・
政

府
・
大

学
区

の
支

援
資

料
・

Fo
lio

s
・
統

一
学

業
成

績
簿

成
果

・
自

己
診

断
に

基
づ

く
効

率
的

な
計

画
の

立
案

・
教

育
行

政
が

必
要

な
支

援
を

把
握

・
定

量
的

な
評

価
を

根
拠

に
基

づ
い

て
解

釈

・
チ

ー
ム

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
協

働
的

評
価

の
促

進

・
学

校
長

を
中

心
と

す
る

PD
CA

サ
イ

ク
ル

の
展

開

・
ア

ウ
ト

カ
ム

の
量

的
把

握

課
題

・
支

援
資

料
の

活
用

が
不

十
分

・
利

用
す

る
生

徒
と

教
員

が
少

な
い

・
技

術
的

ト
ラ

ブ
ル

や
利

便
性

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
教

職
員

が
参

加
せ

ず

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－


日

本
へ

の
示

唆


キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
活

用
を

年
間

計
画

に
盛

り
込

む


子

ど
も

の
経

験
を

蓄
積

し
て

可
視

化
し

、
形

成
的

に
評

価


数

量
的

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

、
個

々
の

子
ど

も
の

成
長

の
軌

跡
と

合
わ

せ
て

見
取

る


客

観
的

デ
ー

タ
の

も
つ

意
味

を
読

み
解

く
こ

と
に

よ
っ

て
こ

そ
、

Ch
ec
kを

Ac
tに

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

43
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, R
ey
, B
. L
'é
va
lu
at
io
n
de
s c
om

pé
te
nc
es

en
m
ilie

u 
sc
ol
ai
re

et
 e
n
m
ilie

u 
pr
of
es
sio

nn
el
, D

e 
Bo

ec
k,,
 p
p.
71
‐8
3.

参
考

文
献

45
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

教
科

を
通

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
ど

の
よ

う
に

実
践

し
評

価
す

る
か

－
マ

レ
ー

シ
ア

の
iC

G
PA

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

藤
田

晃
之

（
筑

波
大

学
人

間
系

）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

マ
レ

ー
シ

ア
調

査
の

概
要

20
17

年
7月

19
日

～
23

日
主

な
実

地
調

査
機

関
：

マ
ラ

ヤ
大

学
、

マ
レ

ー
シ

ア
国

民
大

学
（
U

ni
ve

rs
iti

K
eb

an
gs

aa
n

M
al

ay
si

a
）

、
プ

ト
ラ

・
マ

レ
ー

シ
ア

大
学

、
マ

レ
ー

シ
ア

高
等

教
育

省

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

マ
レ

ー
シ

ア
に

お
け

る
高

等
教

育
改

革
の

動
向

マ
レ

ー
シ

ア
教

育
改

革
計

画
20

15
-2

02
5

（
高

等
教

育
）



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

重
点

改
革

課
題

10
項

目

起
業

的
な

発
想

力
を

持
ち

、
全

人
格

的
に

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

卒
業

生
の

輩
出

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

Aの
導

入

iC
GP

A（
統

合
的

累
積

的
GP

A）


Pu
ra
ta

Ni
la
iG

re
d
Ku

m
ul
at
if
Be

rs
ep

ad
u


In
te
gr
at
ed

 C
um

ul
at
iv
e 
Gr
ad

e 
Po

in
t A

ve
ra
ge


下

記
8項

目
に

つ
い

て
各

授
業

科
目

を
通

し
て
5段

階
（
0‐
4）

評
価

を
行

い
、

在
学

中
の

平
均

値
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

に
よ

っ
て

提
示

し
、

成
績

証
明

書
の

標
準

記
載

事
項

と
す

る
こ

と
を

企
図

し
て

い
る

。
1.

知
識

2.
精

神
運

動
（
ps
iko

m
ot
or

）
技

能
・
専

門
技

能
3.

社
会

性
・
責

任
感

4.
価

値
観

・
態

度
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

5.
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

キ
ル

6.
課

題
対

応
能

力
7.

知
識

・
技

能
向

上
の

た
め

の
自

己
管

理
能

力
・
生

涯
学

習
遂

行
能

力
8.

管
理

的
・
起

業
的

（
cir

i‐c
iri

ke
us
ah

aw
an

an
）
能

力

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

教
育

省
作

成
の

iC
G

P
A

普
及

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

A導
入

の
プ

ロ
セ

ス


iC
GP

A導
入

の
背

景


社

会
の

急
速

な
変

化


特
定

分
野

の
知

識
・
技

能
の

み
な

ら
ず

、
倫

理
的

な
意

思
決

定
能

力
や

変
化

へ
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
求

め
ら

れ
る

。


高

等
教

育
省

は
、

と
り

わ
け

、
道

徳
性

、
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
（
ja
tid

iri
ke
ba

ng
sa
an

）
、

多
様

な
文

化
の

受
容

力
と

文
化

的
リ

テ
ラ

シ
ー

（
be

ra
da

b）
、

自
己

理
解

力
、

人
間

関
係

形
成

能
力

等
を

重
視

す
る

。


調

査
結

果
が

示
す

も
の


20

12
年

調
査

：
「
大

学
は

、
在

学
生

に
対

し
て

、
卒

業
後

に
職

場
で

求
め

ら
れ

る
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

て
い

る
。

」

•
肯

定
的

回
答

率
：

大
学

＝
70

％
、

卒
業

生
＝

40
％

、
企

業
＝

40
％


20

12
年

調
査

：
卒

業
直

後
に

起
業

し
た

者
あ

る
い

は
会

社
経

営
に

携
わ

っ
た

者
：
2%

•
そ

の
一

方
、

求
人

の
約

70
%

は
中

小
企

業
に

よ
る



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

A導
入

の
プ

ロ
セ

ス


一

貫
し

て
政

府
主

導
に

よ
る

導
入


20

09
年

以
前

•
テ

イ
ラ

ー
ズ

大
学

（
Un

iv
er
sit
i T
ay
lo
r’s

：
私

立
大

学
）
に

お
け

る
「
ダ

ブ
ル

成
績

証
明

書
（
学

業
成

績
証

明
書

＋
課

外
諸

活
動

成
果

証
明

書
）
」


20

09
年

•
包

括
的

評
価

実
施

に
向

け
た

研
究

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
を

高
等

教
育

省
内

に
設

置
（
先

進
的

実
践

と
し

て
の

テ
イ

ラ
ー

ズ
大

学
）


20

14
年

•
「
マ

レ
ー

シ
ア

教
育

改
革

計
画

20
15

‐2
02

5（
高

等
教

育
）
」
に

導
入

計
画

を
明

示


20

15
年

•
5大

学
5学

部
に

お
け

る
試

行
的

実
施

：
•

Un
iv
er
sit
i K
eb

an
gs
aa
n
M
al
ay
sia

 (U
KM

), 
Un

iv
er
sit
i T
ek
no

lo
gi
M
ar
a 
(U
iT
M
), 
Un

iv
er
sit
i 

M
al
ay
sia

 Te
re
ng

ga
nu

 (U
M
T)
, U

ni
ve
rs
iti
 M

al
ay
sia

 K
el
an

ta
n 
(U
M
K)
 , 
Un

iv
er
sit
i 

M
al
ay
sia

 P
ah

an
g 
(U
M
P)

＊
続

く

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

A導
入

の
プ

ロ
セ

ス


一

貫
し

て
政

府
主

導
に

よ
る

導
入

（
＊

続
き

）


20

19
年

：
全

大
学

の
新

入
生

を
対

象
に

全
面

実
施

予
定


20

17
年

現
在

の
実

施
状

況

•
20

公
立

大
学

（
15

3学
部

、
33

4コ
ー

ス
）

・
15

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

［
公

立
］
（
7コ

ー
ス

）

•
6ポ

リ
テ

ク
ニ

ク
ス

［
公

立
］
（
35

コ
ー

ス
）

高
等

教
育

機
関

数

公
立

大
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

ポ
リ

テ
ク

ニ
ク

ス

在
籍

者
数

私 立 高 等 教 育 機 関

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


学

部
・
学

科
等

の
特

性
に

合
っ

た
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

作
成


教

育
省

作
成

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

示
さ

れ
た

「
情

報
科

学
部

」
の

例

•
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

連
す

る
事

実
、

概
念

、
原

理
、

理
論

に
基

づ
く
基

礎
知

識
を

応
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

•
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
精

神
運

動
（

ps
iko

m
ot
or

）
技

能
・
専

門
技

能
を

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

•
原

理
や

基
礎

理
論

を
応

用
す

る
際

に
、

状
況

に
応

じ
て

、
人

間
関

係
形

成
ス

キ
ル

を
発

揮
し

、
社

会
的

責
任

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

。

•
倫

理
や

法
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

を
必

要
と

す
る

場
面

に
お

い
て

、
倫

理
や

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
に

基
づ

く
行

動
が

で
き

る
。

•
同

僚
、

顧
客

、
雇

用
主

、
及

び
、

一
般

の
人

々
に

対
し

、
適

切
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ス

キ
ル

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

の
問

題
を

解
決

す
る

際
に

、
分

析
的

か
つ

批
判

的
思

考
ス

キ
ル

を
発

揮
し

、
適

切
な

技
術

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
学

業
や

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
た

め
に

、
生

涯
学

習
と

情
報

管
理

ス
キ

ル
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

•
現

実
の

ビ
ジ

ネ
ス

の
世

界
を

幅
広

く
捉

え
、

経
営

ス
キ

ル
と

起
業

家
的

特
性

を
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


全

授
業

科
目

に
よ

る
実

施


し

か
し

、
各

授
業

科
目

に
お

い
て

、
iC
GP

Aの
全

8項
目

を
評

価
す

る
の

で
は

な
い

。
1.

知
識

2.
精

神
運

動
（
ps

ik
om

ot
or

）
技

能
・
専

門
技

能
3.

社
会

性
・
責

任
感

4.
価

値
観

・
態

度
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

5.
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

キ
ル

6.
課

題
対

応
能

力

7.
知

識
・
技

能
向

上
の

た
め

の
自

己
管

理
能

力
・
生

涯
学

習
遂

行
能

力
8.

管
理

的
・
起

業
的

（
ci

ri-
ci

ri
ke

us
ah

aw
an

an
）
能

力


「
評

価
項

目
1（

知
識

）
」
は

、
当

該
授

業
を

通
し

て

習
得

す
べ

き
知

識
の

理
解

度
・
習

熟
度

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
全

授
業

科
目

に
お

い
て

評
価

す
る

。


「
評

価
項

目
2」

及
び

そ
れ

以
降

の
各

項
目

に
つ

い
て

は
、

各
授

業
科

目
の

特
性

に
応

じ
て

評
価

対
象

を
限

定
し

た
上

で
評

価
す

る
。

例
え

ば
、

特
定

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

議
論

・
討

論
を

行
う

際
に

は
「
評

価
項

目
5」

「
同

6」
を

中
心

に
評

価
す

る
。

ま
た

、
実

験
や

作
品

制
作

な
ど

で
は

「
評

価
項

目
2」

「
同

8」
が

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
な

ど
で

は
「
評

価
項

目
3」

「
同

5」
が

そ
れ

ぞ
れ

対
象

と
な

る
こ

と

が
多

い
。

こ
れ

ら
は

、
予

め
シ

ラ
バ

ス
に

明
示

さ
れ

る
。



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


マ

ラ
ヤ

大
学

工
学

部
の

例
（
Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授

作
成

資
料

よ
り

）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


マ

ラ
ヤ

大
学

工
学

部
の

例
（
Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授

作
成

資
料

よ
り

）

P
O

=
P

ro
gr

am
m

e
O

ut
co

m
es

（
マ

ラ
ヤ

大
学

で
は

、
高

等
教

育
省

モ
デ

ル
8項

目
の

う
ち

、
4項

目
に

つ
い

て
2分

割
し

、
12

項
目

と
し

た
上

で
iC

G
P

A
を

算
出

し
て

い
る

。
）

【
例

】
教

育
省

モ
デ

ル
「
5：

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

キ
ル

」
→

マ
ラ

ヤ
大

学
工

学
部

「
P

O
9：

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
」
＋

「
P

O
10

：
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
ス

キ
ル

」

学
期

科
目

コ
ー

ド

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


マ

ラ
ヤ

大
学

工
学

部
の

例
（
Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授

作
成

資
料

よ
り

）

第
1学

期
第

2学
期

第
3学

期
第

4学
期

第
5学

期
第

6学
期

第
7学

期

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

全
授

業
を

通
し

た
評

価
の

実
際


マ

ラ
ヤ

大
学

工
学

部
の

例
（
Ra

m
es
h 
Si
ng

h教
授

作
成

資
料

よ
り

）

第
8学

期



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

A活
用

の
方

向
性


現

時
点

に
お

い
て

判
断

は
難

し
い


企

業
側

の
iC
GP

Aに
対

す
る

理
解

は
極

め
て

不
十

分

•
高

等
教

育
省

の
強

い
主

導
性

に
よ

る
導

入
と

普
及

努
力

の
先

行

素
晴

ら
し

い
履

歴
書

で
す

ね
。

…
…

と
こ

ろ
で

、
あ

な
た

の
iC

G
P

A
も

見
せ

て
も

ら
え

ま
す

か
？

と
い

う
状

況
が

生
ま

れ
る

か
否

か
を

予
測

す
る

の
は

時
期

尚
早

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

iC
GP

Aの
課

題


マ

レ
ー

シ
ア

・
プ

ト
ラ

大
学

（
Un

iv
er
sit
i P

ut
ra
 M

al
ay
sia

 (U
PM

) ）
教

育
学

部
長

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

結
果

か
ら


Pr
of
. D

r. 
Ai
da

 S
ur
ay
a 
M
d.
 Yu

nu
s

（
20

17
年

7月
21

日
）

•
経

験
豊

か
な

教
授

陣
が

、
新

た
な

評
価

方
法

に
積

極
的

で
は

な
い

こ
と

は
当

初
か

ら
の

課
題

で
あ

る
。

（
例

え
ば

、
As
sis

ta
nt
 P
ro
fe
ss
or

な
ど

と
テ

ィ
ー

ム
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
を

し
て

も
、

「
iC
GP

Aは
君

に
任

せ
た

」
と

い
う

状
況

を
引

き
起

こ
し

て
い

る
。

）

•
例

え
ば

「
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

」
や

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
な

ど
の

行
動

は
、

当
該

科
目

の
得

意
・
不

得
意

、
興

味
・
関

心
の

強
弱

、
関

連
基

礎
知

識
の

有
無

な
ど

に
よ

っ
て

異
な

っ
て

く
る

。
授

業
中

は
十

分
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

な
い

と
し

て
も

、
そ

れ
は

そ
の

学
生

の
「
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

」
の

全
体

像
を

示
す

も
の

で
は

な
い

。
例

え
ば

、
課

外
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

に
お

い
て

指
導

的
立

場
に

あ
る

学
生

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
科

目
が

不
得

意
で

あ
れ

ば
、

授
業

中
活

発
な

発
言

を
し

た
り

、
全

体
を

牽
引

す
る

役
割

を
果

た
し

た
り

は
し

な
い

。
現

在
の

iC
GP

Aは
こ

の
よ

う
な

事
実

を
等

閑
視

し
て

い
る

。

•
卒

業
時

の
iC
GP

A 
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
は

、
在

学
中

の
評

価
を

単
純

平
均

し
て

算
出

さ
れ

る
。

し
か

し

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
な

ど
は

、
学

生
が

大
学

に
慣

れ
て

い
な

い
状

況
で

は
発

揮
さ

れ
に

く
い

特
性

を
持

つ
。

ま
た

、
「
価

値
観

」
な

ど
も

、
在

学
中

の
様

々
な

経
験

等
に

よ
っ

て
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

。
初

年
次

か
ら

卒
業

学
年

ま
で

の
単

純
平

均
で
iC
GP

Aを
算

出
し

て
も

、
そ

れ
は

そ
の

学
生

の
卒

業
時

の
資

質
・
能

力
を

示
す

も
の

で
は

な
い

。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

マ
レ

ー
シ

ア
議

会
下

院
選

挙
の

イ
ン

パ
ク

ト

F
or

m
er

 M
al

ay
si

an
 

P
rim

e 
M

in
is

te
r 

M
ah

at
hi

r 
M

oh
am

ad
 

ha
s 

sc
or

ed
 a

 h
is

to
ric

 
vi

ct
or

y 
in

 th
e 

ge
ne

ra
l 

el
ec

tio
n.

教
育

省

20
04 教
育

省
高

等
教

育
省

20
13

教
育

省

20
15

教
育

省
高

等
教

育
省

20
18

（
5月

22
日

）

教
育

省

20
18

年
5月

の
マ

レ
ー

シ
ア

議
会

下
院

選
挙

：
マ

ハ
テ

ィ
ー

ル
元

首
相

が
率

い
る

野
党

連
合

が
勝

利

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

マ
レ

ー
シ

ア
議

会
下

院
選

挙
の

イ
ン

パ
ク

ト

T
he

 in
te

gr
at

ed
 c

um
ul

at
iv

e 
gr

ad
e 

po
in

t 
av

er
ag

e 
(iC

G
P

A
) 

sy
st

em
 is

 n
o 

lo
ng

er
 

co
m

pu
ls

or
y 

in
 p

ub
lic

 u
ni

ve
rs

iti
es

 in
 th

e 
co

un
tr

y,
 e

ffe
ct

iv
e 

im
m

ed
ia

te
ly

.

“I
n 

th
e 

sp
iri

t o
f f

re
ed

om
 a

nd
 a

ut
on

om
y,

 th
e 

va
rs

iti
es

 a
re

 n
ow

 a
llo

w
ed

 to
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ec
id

e 
fo

r 
th

em
se

lv
es

 w
he

th
er

 th
ey

 w
an

t t
o 

co
nt

in
ue

 
or

 d
ro

p 
th

e 
us

e 
of

 th
e 

iC
G

P
A

 p
ro

gr
am

m
e

in
 

th
ei

r 
re

sp
ec
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e 

un
iv

er
si

tie
s.

”
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－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－


日

本
へ

の
示

唆


iC
GP

A
と

日
本

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
と

が
共

有
す

る
考

え
方

＝
「
学

校
・
学

科
等

の
特

質
や

児
童

・
生

徒
・
学

生
の

実
態

に
即

し
た

具

体
的

な
目

標
設

定
」
と

「
教

科
等

の
特

質
（
＝

大
単

元
や

題
材

の
特

質
）

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
実

践
」


教

科
の

中
で

本
来

培
う

べ
き

資
質

・
能

力
の

中
に

あ
る

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

通
し

て
身

に
付

け
さ

せ
た

い
力

」
を

意
識

し
、

そ
の

成
長

・
変

容
を

見
取

る
こ

と
が

ポ
イ

ン
ト

•
教

科
の

特
質

か
ら

ズ
レ

た
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
的

な
何

か
」
を

無
理

に
組

み
入

れ
、

そ
の

成
果

を
評

価
し

よ
う

と
す

る
も

の
で

は
な

い

65
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
を

は
じ

め
る

第
一

歩
－

日
本

の
先

進
事

例
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

柴
沼

俊
輔

（東
京

学
芸

大
学

教
育

学
部

個
人

研
究

員
）

（東
京

都
立

科
学

技
術

高
等

学
校

科
学

技
術

科
教

諭
）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
67

日
本

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

お
け

る
問

題


Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

基
づ

く
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

「
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

」
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
が

困
難

C:
Ch

ec
kが

機
能

せ
ず

、
A:
Ac

tio
nに

つ
な

が
ら

な
い

⇒
各

学
校

の
目

標
に

即
し

た
評

価
手

法
の

開
発

が
必

要
！

キ
ャ

リ
ア

教
育

＝
「
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

」
の

育
成

人
間

関
係

形
成

・
社

会
形

成
能

力
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ

プ
な

ど

自
己

理
解

・
自

己
管

理
能

力
前

向
き

に
考

え
る

力
、

自
己

の
動

機
付

け
、

忍
耐

力
な

ど

課
題

対
応

能
力

情
報

の
理

解
・
選

択
・
処

理
、

本
質

の
理

解
、

課
題

発
見

、
実

行

力
な

ど

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

能
力

学
ぶ

こ
と

・
働

く
こ

と
の

意
義

や
役

割
の

理
解

、
多

様
性

の
理

解
、

将
来

設
計

な
ど

高
等

教
育

中
等

教
育

初
等

教
育

社
会

的
・
職

業
的

自
立

の
実

現

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

日
本

国
内

調
査

の
ね

ら
い


教

育
委

員
会

主
導

で
、

組
織

的
・
継

続
的

に
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

実
践

し
て

い
る

地
域

・
学

校
が

存
在

⇒
何

ら
か

の
方

法
で

そ
の

成
果

を
評

価
・
検

証
し

て
い

る
は

ず
！


先

進
実

践
地

域
の

実
地

調
査

を
通

し
て

、
日

本
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価

の
特

徴
と

課
題

を
調

査


福

島
県

棚
倉

町
に

お
け

る
教

育
委

員
会

を
中

心
と

し
た

町
全

体
で

取
り

組
む

キ
ャ

リ
ア

教
育

実
践

に
注

目

68



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
69

棚
倉

町
調

査
の

概
要


調

査
対

象
：
福

島
県

棚
倉

町
教

育
委

員
会

子
ど

も
教

育
課

、
町

立
小

学
校

・
町

全
体

で
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

柱
と

し
た

実
践

⇒
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

通
じ

て
学

力
向

上
を

目
指

す

⇒
町

立
小

中
学

校
が

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
全

体
計

画
策

定
、

Ｈ
Ｐ

で
公

開

・
小

学
生

の
職

場
体

験
「
チ

ャ
レ

キ
ッ

ズ
in

棚
倉

」
等

の
地

域
連

携
を

充
実

・
「
第

11
回

キ
ャ

リ
ア

教
育

優
良

教
育

委
員

会
」
（
平

成
29

年
）

「
チ

ャ
レ

キ
ッ

ズ
in

た
な

ぐ
ら

」
の

様
子

※
棚

倉
町

役
場

地
域

創
生

課
「
広

報
た

な
ぐ

ら
」
（
N

o.
71

7、
2

0
1

8年
9月

）
よ

り
ht

tp
://

w
w

w
.to

w
n.

ta
na

gu
ra

.fu
ku

sh
im

a.
jp

/s
p/

pa
ge

/p
ag

e0
01

31
7.

ht
m

l

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

教
育

委
員

会
に

よ
る

集
団

単
位

の
評

価


棚

倉
町

教
育

委
員

会
が

作
成

・
実

施
す

る

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査


毎

年
度

、
7月

と
11

月
の

2回
実

施


全
て

の
町

立
小

中
学

校
が

対
象

（
6小

学
校

＋
1中

学
校

）
（
小

学
校

4年
生

～
中

学
校

3年
生

ま
で

約
70

0名
）


各

能
力

4項
目

、
4件

法
で

児
童

・
生

徒
に

自
己

評
価

さ
せ

る


全
て

の
町

立
小

中
学

校
で

共
通

項
目

を
使

用


結
果

を
学

校
、

学
年

、
学

級
の

集
団

単
位

で
集

計


自
己

評
価

項
目

は
教

育
委

員
会

が
決

定
概

ね
「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
の

項
目

を
参

考
に

作
成

70

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

棚
倉
町
全
体
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
⽬
（

20
17
年
度
）

人
間

関
係

形
成

・
社

会
形

成
能

力
課

題
対

応
能

力

1
相

手
に

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
、

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

よ
う

と
し

て
い

る
。

9
知

り
た

い
こ

と
が

あ
っ

た
時

、
調

べ
た

り
、

人
に

聞
い

た
り

し
て

い
る

。

2
友

達
と

話
し

合
う

と
き

、
友

達
の

話
や

意
見

を
最

後
ま

で
聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

10
難

し
い

こ
と

で
も

、
失

敗
を

恐
れ

な
い

で
挑

戦
し

て
い

る
。

3
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
、

進
ん

で
助

け
て

い
る

。
11

授
業

で
問

題
を

解
く
と

き
、

も
っ

と
簡

単
に

解
く
方

法
が

な
い

か
考

え
る

。

4
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

12
授

業
の

中
で

学
ん

だ
こ

と
を

、
ほ

か
の

学
習

や
生

活
に

生
か

し
て

い
る

。

自
己

理
解

・
自

己
管

理
能

力
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
能

力

5
自

分
の

短
所

は
な

お
し

、
長

所
は

さ
ら

に
の

ば
そ

う
と

し
て

い
る

。
13

将
来

の
夢

や
目

標
を

持
っ

て
い

る
。

6
授

業
で

新
し

い
問

題
に

出
合

っ
た

と
き

、
そ

れ
を

解
い

て
み

た
い

。
14

勉
強

す
る

と
き

、
自

分
で

考
え

て
計

画
を

立
て

て
い

る
。

7
い

じ
め

は
、

ど
ん

な
理

由
が

あ
っ

て
も

い
け

な
い

こ
と

だ
と

思
う

。
15

国
語

の
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

は
、

将
来

、
社

会
に

出
た

と
き

に
役

に
立

つ
。

8
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
う

。
16

人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

。

児
童

・
生

徒
は

各
項

目
に

4
件

法
で

回
答

。
4
：
そ

う
思

う
、

1
：
そ

う
思

わ
な

い

71
※

棚
倉

町
教

育
委

員
会

提
供

資
料

よ
り

作
成

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
72

7月
11

月

Ａ
⼩
学
校

町
内
全
体

差
1
⼈
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
⼒

82
%

86
%

-4
%

2
⾃
⼰
理
解
・
⾃
⼰
管
理
能
⼒

83
%

86
%

-2
%

3
課
題
解
決
能
⼒

78
%

82
%

-4
%

4
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
⼒

89
%

89
%

0%

Ａ
⼩
学
校

町
内
全
体

差
1
⼈
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
⼒

93
%

87
%

6%
2
⾃
⼰
理
解
・
⾃
⼰
管
理
能
⼒

89
%

84
%

5%
3
課
題
解
決
能
⼒

89
%

80
%

8%
4
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
⼒

92
%

89
%

3%

※
棚

倉
町

教
育

委
員

会
提

供
資

料
よ

り
作

成

棚
倉

町
立

Ａ
小

学
校

の
調

査
結

果



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
73

調
査

結
果

の
各

学
校

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク


年

度
毎

に
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
意

識
調

査
及

び
福

島
県

学
力

調
査

に
関

わ
る

考
察

」
（
㊙

扱
い

文
書

）
を

作
成

～
分

析
・
考

察
例

～


小

学
校

全
体

で
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
能

力
の

ポ
イ

ン
ト

（
肯

定
的

回
答

）
が

90
％

で
最

も
高

い
。

最
も

低
い

も
の

は
課

題
対

応
能

力
で
80

％
に

と
ど

ま
る

。


基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
ポ

イ
ン

ト
が

全
体

と
し

て
高

い
（
85

～
10

0％
）
学

級

は
、

算
数

の
学

力
調

査
結

果
が

県
平

均
を

大
き

く
上

回
る

。
反

対
に

、
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
ポ

イ
ン

ト
が

全
体

と
し

て
低

い
（
63

％
～

73
％

）
学

級
は

、
同

学
力

調
査

結
果

が
県

平
均

を
下

回
っ

た
。


あ

る
学

級
で

は
、
7月

⇒
11

月
で

「
6 

授
業

で
新

し
い

問
題

に
出

合
っ

た
と

き
、

そ
れ

を
解

い
て

み
た

い
」
「
8 

自
分

に
は

よ
い

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
」
「
13

 将
来

の
夢

や
目

標
を

も
っ

て
い

る
」
「
19

 学
校

の
授

業
時

間
以

外
に

、
普

段
、
1日

あ
た

り
ど

れ
く
ら

い
の

時
間

、
勉

強
を

し
ま

す
か

」
の

肯
定

的
回

答
が

低
下

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
74

棚
倉

町
立

高
野

小
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育


基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
具

体
的

で
易

し
い

言
葉

に
例

）
「
人

間
関

係
形

成
・
社

会
形

成
能

力
」
＝

「
言

葉
で

心
で

か
か

わ
る

力
」

⇒
学

習
内

容
と

そ
れ

ぞ
れ

の
力

と
の

関
連

を
示

し
な

が
ら

教
科

教
育

、
特

別
活

動
を

実
施

⇒
児

童
自

身
も

目
標

と
し

て
意

識
し

や
す

く
、

自
己

評
価

も
し

や
す

い

⇒
保

護
者

や
地

域
関

係
者

と
も

共
有

し
や

す
い


教

員
、

児
童

、
保

護
者

の
意

識
改

革
を

重
視

⇒
教

員
：
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

を
意

識
し

た
授

業
づ

く
り

と
成

果
報

告

⇒
児

童
：
RV

PD
CA

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
い

た
学

習
習

慣
づ

く
り

⇒
保

護
者

：
校

長
が

学
区

内
の

集
会

場
へ

出
向

い
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
趣

旨
説

明

（
99

％
の

保
護

者
が

参
加

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

で
説

明
す

る
よ

り
伝

わ
り

や
す

い
と

い
う

）

（
各

地
区

の
特

産
品

製
造

・
販

売
体

験
な

ど
の

「
保

護
者

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
」
も

実
施

）

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
75

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

と
の

関
わ

り
を

黒
板

上
で

示
し

、
児

童
に

意
識

さ
せ

て
い

る

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
76

棚
倉

町
立

高
野

小
学

校
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価


全

教
員

が
年

度
末

に
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
報

告
書

を
作

成


教

育
委

員
会

が
実

施
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

と
は

別
個

に
、

学
校

独
自

で
自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
作

成
・
実

施
・
教

育
委

員
会

：
小

学
4年

生
以

上
が

対
象

、
16

項
目

・
高

野
小

学
校

：
1年

生
～

6年
生

の
全

学
年

対
象

、
12

項
目

⇒
文

科
省

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

手
引

き
」
を

参
考

に
作

成
、

一
部

見
直

し


自

己
評

価
の

限
界

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

導
入

を
模

索

教
員

が
「
能

力
が

高
ま

っ
た

」
と

思
っ

て
も

児
童

の
自

己
評

価
が

逆
に

下
が

っ
て

い
た

こ
と

が
あ

る
。

よ
り

客
観

的
な

評
価

方
法

で
、

児
童

を
励

ま
し

た
い

。



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

高
野

小
学

校
1 年

生
～

3 年
生

対
象

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
町

全
体

と
の

対
応

1 友
だ

ち
や

家
の

人
の

は
な

し
を

聞
く
と

き
、

あ
い

て
の

気
も

ち
を

考
え

て
、

は
な

し
を

聞
い

て
い

ま
す

か
。

(2
)

2 自
分

の
考

え
や

気
も

ち
を

、
友

だ
ち

に
わ

か
り

や
す

く
話

す
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。

(1
)

3 み
ん

な
と

力
を

あ
わ

せ
て

、
か

か
り

や
当

番
の

仕
事

を
し

よ
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

無

4自
分

の
い

い
と

こ
ろ
( す

て
き

な
と

こ
ろ
) や

直
し

た
ほ

う
が

い
い

と
こ

ろ
( だ

め
な

と
こ

ろ
) が

、
わ

か
っ

て
い

ま
す

か
。

(5
)

5 ど
ん

な
と

き
で

も
、

自
分

( じ
ぶ

ん
) が

や
ら

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

は
、

が
ん

ば
っ

て
や

ろ
う

と
し

て
い

ま
す

か
無

6 苦
手

な
こ

と
で

も
、

自
分

か
ら

す
す

ん
で

や
ろ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。
(1
0)

7 わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

と
き

は
、

自
分

で
調

べ
た

り
、

だ
れ

か
に

聞
い

た
り

し
て

い
ま

す
か

。
(9
)

8し
っ

ぱ
い

し
た

後
は

、
次

か
ら

は
、

同
じ

ま
ち

が
い

を
し

な
い

よ
う

に
よ

う
に

気
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か
。

無

9 な
に

か
を

す
る

と
き

、
き

ち
ん

と
計

画
し

て
す

す
め

た
り

、
そ

の
や

り
か

た
を

く
ふ

う
し

た
り

し
て

い
ま

す
か

。
無

10
学

校
で

べ
ん

き
ょ

う
し

た
り

、
お

ぼ
え

た
り

し
た

こ
と

は
、

自
分

の
生

活
に

役
立

っ
て

い
ま

す
か

。
(1
5)

11
自

分
の

ゆ
め

が
本

当
に

な
る

よ
う

に
、

い
ろ

い
ろ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
(1
3)

12
自

分
の

ゆ
め

に
向

か
っ

て
、

べ
ん

き
ょ

う
や

運
ど

う
を

が
ん

ば
っ

て
い

ま
す

か
。

(1
4)

※
「
町

全
体

と
の

対
応

」
の

列
は

、
柴

沼
が

町
全

体
で

実
施

し
て

い
る

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
と

の
対

応
関

係
を

解
釈

し
た

結
果

を
示

し
た

。
丸

カ
ッ

コ
付

数
字

は
、

町
全

体
の

項
目

と
類

似
で

あ
る

が
一

部
表

現
が

異
な

る
項

目
、

「
無

」
は

町
全

体
の

項
目

に
は

な
い

高
野

小
学

校
が

独
自

に
採

用
し

た
項

目
で

あ
る

こ
と

を
示

す
。

※
質

問
項

目
の

文
章

の
う

ち
、

太
字

部
分

は
町

全
体

の
項

目
と

表
現

が
異

な
る

箇
所

を
示

す
。

77
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

高
野

小
学

校
4 年

生
～

6 年
生

対
象

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目

1友
だ

ち
や

家
の

人
の

話
を

聞
く
時

、
話

し
て

い
る

人
が

ど
ん

な
気

持
ち

で
話

し
て

い
る

か
を

考
え

な
が

ら
、

話
を

聞
い

て
い

ま
す

か
。

2 自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

分
か

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

工
夫

し
な

が
ら

話
そ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。

3自
分

か
ら

仕
事

を
見

つ
け

た
り

、
仕

事
の

役
割

を
見

つ
け

て
分

た
ん

し
た

り
し

な
が

ら
、

み
ん

な
と

力
を

合
わ

せ
て

行
動

し
よ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。

4 自
分

の
良

い
所

や
、

直
さ

な
い

と
い

け
な

い
所

が
分

か
っ

て
い

ま
す

か
。

5 ど
ん

な
時

で
も

、
自

分
が

や
ら

な
く
て

は
い

け
な

い
こ

と
は

、
き

ち
ん

と
や

ろ
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

6 苦
手

な
こ

と
だ

と
思

っ
て

も
、

自
分

か
ら

進
ん

で
取

り
組

も
う

と
し

て
い

ま
す

か
。

7分
か

ら
な

い
こ

と
や

、
も

っ
と

知
り

た
い

こ
と

が
あ

る
時

、
自

分
か

ら
進

ん
で

調
べ

た
り

、
だ

れ
か

に
聞

い
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

8何
か

で
失

ぱ
い

し
て

し
ま

っ
た

時
に

は
、

次
に

同
じ

よ
う

な
失

ぱ
い

を
く
り

返
さ

な
い

よ
う

に
自

分
で

気
を

つ
け

て
生

活
し

て
い

ま
す

か
。

9何
か

を
す

る
時

、
最

後
の

完
成

( ま
た

は
終

了
) し

た
様

子
を

思
い

浮
か

べ
て

、
見

通
し

を
も

っ
て

計
画

的
に

学
習

や
作

業
を

進
め

た
り

、
そ

の
や

り
方

を
工

夫
し

た
り

し
て

い
ま

す
か

。

10
今

、
学

校
で

学
習

し
た

り
体

け
ん

し
た

り
し

て
い

る
こ

と
は

、
自

分
の

生
活

に
生

か
さ

れ
て

い
ま

す
か

。

11
将

来
に

向
け

て
、

自
分

の
夢

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
具

体
的

な
目

ひ
ょ

う
を

立
て

た
り

、
そ

れ
を

実
現

さ
せ

る
方

法
に

つ
い

て
考

え
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

12
自

分
の

将
来

の
夢

や
目

ひ
ょ

う
に

向
か

っ
て

努
力

し
た

り
，

学
習

の
仕

方
や

生
活

の
仕

方
を

工
夫

し
た

り
し

て
い

ま
す

か
。

※
質

問
項

目
の

文
章

の
う

ち
、

太
字

（斜
字

体
）

部
分

は
1年

生
～

3年
生

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

と
表

現
が

異
な

る
箇

所
を

示
す

。
全

体
的

に
低

学
年

用
よ

り
も

具
体

的
な

表
現

と
な

っ
て

い
る

。
78

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
79

棚
倉

町
立

近
津

小
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育


児

童
の

自
主

的
・
自

発
的

な
活

動
を

重
視

す
る

指
導

・
「
キ

ャ
リ

ア
能

力
を

発
揮

す
る

場
面

」
の

設
定

⇒
各

活
動

を
で

き
る

限
り

児
童

に
任

せ
て

、
自

分
で

考
え

、
実

行
さ

せ
る

⇒
教

員
主

導
か

ら
児

童
主

体
へ

の
転

換
を

重
視


教

職
員

の
共

通
認

識
づ

く
り

・
校

長
と

教
務

主
任

を
中

心
に

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
を

全
教

員
で

共
有

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

で
毎

年
行

事
の

取
り

組
み

方
を

見
直

し
、

改
善

⇒
「
前

年
度

踏
襲

は
ほ

ぼ
無

い
」

例
）
学

年
対

抗
長

縄
大

会
を

二
学

年
対

抗
に

、
上

級
学

年
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

問
う

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
80

棚
倉

町
立

近
津

小
学

校
の

ア
ウ

ト
カ

ム
評

価


毎

年
度

2月
～

3月
に

実
践

の
総

括
例

・
児

童
が

自
主

的
・
自

発
的

に
他

者
貢

献
活

動
を

始
め

る
よ

う
に

な
っ

た

「
あ

い
さ

つ
番

長
」
「
サ

プ
ラ

イ
ズ

激
励

会
」
「
校

庭
整

備
」
「
ゆ

き
ち

ゃ
ん

募
金

」

⇒
特

に
「
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
」
（
5年

生
の

宿
泊

学
習

）
を

境
に

顕
著

な
成

長


職

員
室

の
日

常
的

な
話

題
が

変
わ

っ
た

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

の
共

有
と

実
践

が
進

む
に

つ
れ

、
「
今

日
の

〇
〇

ち
ゃ

ん
の

活
躍

は
す

ご
か

っ
た

ね
！

」
等

、
児

童
の

成
長

を
喜

び
、

そ
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

日
常

的
に

教
員

が
増

え
る

な
ど

、
職

員
室

の
雰

囲
気

が
良

い
方

向
に

変
わ

っ
て

い
っ

た
。


町

全
体

の
自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

と
の

対
応

・
自

発
的

な
活

動
が

特
に

顕
著

な
学

年
で

は
、

「
3 

人
が

困
っ

て
い

る
と

き
は

、
進

ん
で

助
け

て
い

る
。

」
「
16

 人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

。
」
の

肯
定

的
回

答
（
4：

そ
う

思
う

、
3：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
う

、
の

合
算

）
が

10
0％

に
。

教
員

の
実

感
と

も
合

致
。
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公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
81

総
括

：
棚

倉
町

の
評

価
の

特
質


キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

を
組

織
で

共
有

す
る

こ
と

を
重

要
視


地

域
・
学

校
・
学

年
…

様
々

な
レ

ベ
ル

で
児

童
・
生

徒
の

実
態

把
握

と

育
て

た
い

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

を
具

体
化

、
共

有
し

、
実

践
の

組
織

づ
く
り

に
注

力


教

育
委

員
会

が
ハ

ブ
と

し
て

有
効

に
機

能
、

町
全

体
の

取
り

組
み

を
実

現


自

己
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

で
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

の
傾

向
を

把
握


町

内
の

小
学

4年
～

中
学

3年
の

全
員

を
対

象
、

集
団

単
位

の
傾

向
把

握


日

常
の

様
子

と
合

わ
せ

て
考

察
す

る
こ

と
で

次
の

実
践

へ
の

足
掛

か
り

を
得

る


学

校
単

位
で

独
自

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
作

成
、

全
学

年
で

実
施

す
る

例
も


児

童
自

身
の

目
標

と
自

己
評

価
の

具
体

化
の

た
め

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

導
入

も
模

索


児

童
・
生

徒
の

成
長

を
、

大
人

た
ち

み
ん

な
で

喜
び

あ
う

評
価


「
チ

ャ
レ

キ
ッ

ズ
in

棚
倉

」
意

見
交

換
会

等
、

地
域

住
民

・
企

業
関

係
者

と
も

成
果

を
共

有


同

じ
意

識
で

取
り

組
む

か
ら

こ
そ

、
み

ん
な

で
児

童
・
生

徒
の

成
長

を
評

価
で

き
る

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－


日

本
の

“
良

さ
”
を

活
か

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

を
始

め
ま

し
ょ

う
！


キ

ャ
リ

ア
教

育
は

、
す

べ
て

の
教

育
活

動
で

取
り

組
む

も
の

⇒
ま

ず
は

、
め

ざ
す

べ
き

ゴ
ー

ル
を

教
職

員
や

関
係

者
全

員
で

共
有

し
、

み
ん

な
で

そ
の

成
果

を
振

り
返

る
こ

と
が

必
須

！


そ

の
う

え
で

、
み

ん
な

で
児

童
・
生

徒
の

成
長

を
見

取
る

し
く
み

づ
く
り

を

⇒
共

通
ア

ン
ケ

ー
ト

、
実

践
報

告
会

、
小

中
高

を
つ

な
ぐ

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
、

複
数

人
で

つ
く
る

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
よ

る
評

価
…


児

童
・
生

徒
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

シ
ェ

ア
す

る
こ

と
か

ら
始

め
て

み
て

は
？

⇒
め

ざ
す

べ
き

姿
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

先
生

方
が

ど
う

感
じ

た
か

？

主
観

的
で

も
よ

い
か

ら
、

定
期

的
に

、
先

生
方

の
実

感
を

話
し

合
う

場
が

大
切

で
は

？ 82

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
83

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
84

休
憩



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

第
2
部

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

方
々

と
共

に

角
田

雅
仁

氏

西
田

健
次

郎
氏

小
池

楠
男

氏

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

棚
倉

町
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

－
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

基
盤

に
し

た
学

校
づ

く
り

と
学

力
の

向
上

－

角
田

雅
仁

（
福

島
県

棚
倉

町
教

育
委

員
会

課
長

補
佐

兼
指

導
主

事
）

個
人

情
報

・
肖

像
権

・
著

作
権

等
の

保
護

の
観

点
か

ら
、

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

方
々

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

掲
載

は
割

愛
い

た
し

ま
し

た
。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

兵
庫

県
版

「
キ

ャ
リ

ア
ノ

ー
ト

」
に

つ
い

て

西
田

健
次

郎
（
兵

庫
県

教
育

委
員

会
義

務
教

育
課

長
）

個
人

情
報

・
肖

像
権

・
著

作
権

等
の

保
護

の
観

点
か

ら
、

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

方
々

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

掲
載

は
割

愛
い

た
し

ま
し

た
。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
88

最
終

課
題

「
３
０

歳
の

レ
ポ

ー
ト

」
の

取
組

－
「

卒
業

者
の

追
指

導
に

関
す

る
活

動
」

と
し

て
の

手
立

て
－

小
池

楠
男

（大
分

県
立

日
田

三
隈

高
等

学
校

校
長

）

個
人

情
報

・
肖

像
権

・
著

作
権

等
の

保
護

の
観

点
か

ら
、

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

方
々

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

掲
載

は
割

愛
い

た
し

ま
し

た
。



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

第
3
部

総
合

的
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

角
田

雅
仁

氏
・

西
田

健
次

郎
氏

小
池

楠
男

氏
・

石
嶺

ち
づ

る

京
免

徹
雄

・
柴

沼
俊

輔

司
会

：
藤

田
晃

之

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ま
と

め
ど

う
す

る
!?

 キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価

藤
田

晃
之

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－
91


育

っ
て

ほ
し

い
子

ど
も

達
の

姿
を

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
目

標
と

し
て

具
体

的
に

設
定

し
よ

う
！


○

○
で

き
る


○

○
を

理
解

し
て

い
る

な
ど


教

育
委

員
会

等
の

サ
ポ

ー
ト

が
重

要


各
学

校
が

活
用

し
た

く
な

る
た

た
き

台
を

！


自

校
バ

ー
ジ

ョ
ン

へ
の

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

が
大

切


こ
の

点
は

、
日

本
に

お
い

て
特

に
留

意
す

べ
き


国

や
教

育
委

員
会

が
提

示
し

た
「
例

」
を

コ
ピ

ー
・
ペ

ー
ス

ト
し

て
し

ま
い

が
ち

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
示

唆

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
動

向

諮
問

•2
01

4（
平

成
26

）
年

11
月

20
日

答
申

•2
01

6（
平

成
28

）
年

12
月

21
日

告
示

•2
01

7（
平

成
29

）
年

3月
31

日
（
小

・
中

）

告
示

•2
01

8（
平

成
30

）
年

3月
30

日
（
高

）



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

学
習

指
導

要
領

等
は

、
教

育
の

内
容

及
び

方
法

に
つ

い
て

の
必

要
か

つ
合

理
的

な
事

項
を

示
す

大
綱

的
基

準
と

し
て

、
法

規
と

し
て

の
性

格
を

有
し

て
い

る
。

一
方

で
、

そ
の

適
用

に
当

た
っ

て
法

規
と

し
て

の
学

習
指

導
要

領
等

に
反

す
る

と
判

断
さ

れ
る

の
は

、
例

え
ば

、
学

習
指

導
要

領
等

に
定

め
ら

れ
た

個
別

具
体

的
な

内
容

項
目

を
行

わ
な

い
場

合
や

、
教

育
の

具
体

的
な

内
容

及
び

方
法

に
つ

い
て

学
校

や
教

員
に

求
め

ら
れ

る
べ

き
裁

量
を

前
提

と
し

て
も

な
お

明
ら

か
に

そ
の

範
囲

を
逸

脱
し

た
場

合
な

ど
、

学
習

指
導

要
領

等
の

規
定

に
反

す
る

こ
と

が
明

白
に

捉
え

ら
れ

る
場

合
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、
資

質
・
能

力
の

育
成

に
向

け
て

は
、

学
習

指
導

要
領

等
に

基
づ

き
、

目
の

前
の

子
供

た
ち

の
現

状
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

目
標

の
設

定
や

指
導

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
学

校
や

教
員

の
裁

量
に

基
づ

く
多

様
な

創
意

工
夫

が
前

提
と

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
特

定
の

目
標

や
方

法
に

画
一

化
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

。
（
p.

22
）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱

どの
よ
うに
社
会
・世
界
と関

わ
り、

よ
りよ
い
⼈
⽣
を
送
る
か

何
を
理
解
して
い
る
か

何
が
で
き
る
か

知
識
・
技
能

理
解
して
い
る
こと
・で
き
る

こと
を
どう
使
うか

思
考
⼒
･判
断
⼒
・
表
現
⼒
等

学
び
に
向
か
う
⼒

⼈
間
性
等

「確
か
な
学

力
」
「健

や
か
な
体

」
「豊

か
な
心

」
を

総
合

的
に
と
ら
え
て
構

造
化

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

【
再

確
認

：
基

礎
的

・
汎

用
的

能
力

】


こ

れ
ら

の
能

力
を

ど
の

よ
う

な
ま

と
ま

り
で

，
ど

の
程

度
身

に
付

け
さ

せ
る

の
か

は
，

学
校

や
地

域
の

特
色

，
専

攻
分

野
の

特
性

や
子

ど
も

・
若

者
の

発
達

の
段

階
に

よ
っ

て
異

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
各

学
校

に
お

い
て

は
，

こ
の

４
つ

の
能

力
を

参
考

に
し

つ
つ

，
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

を
踏

ま
え

て
具

体
の

能
力

を
設

定
し

，
工

夫
さ

れ
た

教
育

を
通

じ
て

達
成

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

【
再

確
認

：
新

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

資
質

・
能

力
】


資

質
・
能

力
の

育
成

に
向

け
て

は
、

学
習

指
導

要
領

等
に

基
づ

き
、

目
の

前
の

子
供

た
ち

の
現

状
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

目
標

の
設

定
や

指
導

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
学

校
や

教
員

の
裁

量
に

基
づ

く
多

様
な

創
意

工
夫

が
前

提
と

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
特

定
の

目
標

や
方

法
に

画
一

化
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

。

各
学

校
が

「
う

ち
の

子
た

ち
に

身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
」
を

設
定

す
る

こ
と

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

総
則

が
示

す
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
の

在
り

方


小

学
校

（
第

４
児

童
の

発
達

の
支

援
１

児
童

の
発

達
を

支
え

る
指

導
の

充
実

）

(3
) 児

童
が

，
学

ぶ
こ

と
と

自
己

の
将

来
と

の
つ

な
が

り
を

見
通

し
な

が
ら

，
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
を

身
に

付
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

特
別

活
動

を
要

と
し

つ
つ

各
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

て
，

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

。


中

学
校

・
高

等
学

校
（
中

学
校

：
第

４
生

徒
の

発
達

の
支

援
１

生
徒

の
発

達
を

支
え

る
指

導
の

充
実

）
（
高

等
学

校
：
第

５
款

生
徒

の
発

達
の

支
援

１
生

徒
の

発
達

を
支

え
る

指
導

の
充

実
）

(3
) 生

徒
が

，
学

ぶ
こ

と
と

自
己

の
将

来
と

の
つ

な
が

り
を

見
通

し
な

が
ら

，
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
を

身
に

付
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

特
別

活
動

を
要

と
し

つ
つ

各
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

て
，

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

。
そ

の
中

で
，

生
徒

が
自

ら
の

生
き

方
（
中

）
／

生
徒

が
自

己
の

在
り

方
生

き
方

（
高

）
を

考
え

主
体

的
に

進
路

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

，
組

織
的

か
つ

計
画

的
な

進
路

指
導

を
行

う
こ

と
。

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

総
則

が
示

す
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

践
の

在
り

方

児
童

・
生

徒
が

，


学

ぶ
こ

と
と

自
己

の
将

来
と

の
つ

な
が

り
を

見
通

し
な

が
ら

、


社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
※

を
身

に
付

け
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，


特

別
活

動
を

要
と

し
つ

つ
各

教
科

等
の

特
質

に
応

じ
て

，
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

る
。

な
る

ほ
ど

、

今
学

ん
で

い
る

こ
と

は
、

自
分

に
と

っ
て

重
要

な
ん

だ
な

ぁ

な
ぜ

な
ら

、
こ

の
学

び
を

通
し

て
、

将
来

必
要

な
こ

ん
な

力
が

身
に

つ
く
の

だ
か

ら
※

各
学

校
が

、
目

の
前

の
子

供
の

実
態

に
即

し
て

設
定

す
る

教
科

の
特

質
か

ら
ズ

レ
た

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
的

な
何

か
」
を

無
理

に
組

み
入

れ
、

そ
の

成
果

を
評

価
し

よ
う

と
す

る
も

の
で

は
な

い

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
示
唆



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

学
級

活
動

・
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動


小

学
校

（
1）

学
級

や
学

校
の

生
活

づ
く
り

（
2）

日
常

の
生

活
や

学
習

へ
の

適
応

及
び

健
康

安
全


中

学
・
高

校
（
1）

学
級

（
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
）
や

学
校

の
生

活
づ

く
り

（
2）

適
応

と
成

長
及

び
健

康
安

全

（
3）

学
業

と
進

路


小

・
中

・
高

共
通

（
1）

学
級

・
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
や

学

校
に

お
け

る
集

団
生

活
の

創
造

、
参

画

（
2）

一
人

一
人

の
適

応
や

成
長

及
び

健
康

安
全

な
生

活
の

実
現

（
3）

一
人

一
人

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

自
己

実
現

20
08

年
版

20
17

年
版

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

学
級

活
動

・
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動


小

・
中

・
高

共
通

（
1）

学
級

・
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
や

学
校

に
お

け
る

生
活

づ
く
り

へ
の

参
画

（
2）

日
常

の
生

活
や

学
習

へ
の

適
応

と
自

己
の

成
長

及
び

健
康

安
全

（
3）

一
人

一
人

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

自
己

実
現


内

容
の

取
扱

い
(2
) ２

の
(3
)の

指
導

に
当

た
っ

て
は

，
学

校
，

家
庭

及
び

地
域

に

お
け

る
学

習
や

生
活

の
見

通
し

を
立

て
，

学
ん

だ
こ

と
を

振
り

返
り

な
が

ら
，

新
た

な
学

習
や

生
活

へ
の

意
欲

に
つ

な
げ

た
り

，
将

来
の

生
き

方
を

考
え

た
り

す
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

そ
の

際
，

児
童

/生
徒

が
活

動
を

記
録

し
蓄

積
す

る
教

材
（
＝

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス

ポ
ー

ト
（
仮

称
）
）
等

を
活

用
す

る
こ

と
。


数

量
的

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

個
々

の
子

ど
も

の
成

長
の

軌
跡

を
見

取
ろ

う


数
量

的
な

デ
ー

タ
の

も
つ

意
味

を
読

み
解

く
こ

と
に

よ
っ

て
こ

そ
、

C
he

ck
を

A
ct

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
示
唆

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

日
本

は
諸

外
国

か
ら

示
唆

を
受

け
る

だ
け

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
後

進
国

？

99
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ど

う
す

る
!?

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
評

価
－

国
際

比
較

研
究

か
ら

得
た

ヒ
ン

ト
－

世
界

に
誇

る
べ

き
日

本
の

特
質


就

学
前

段
階

か
ら

、
学

校
と

地
域

と
の

連
携

を
軸

と
し

た
系

統
的

な
取

り
組

み
が

み
ら

れ
る

こ
と

。


そ

の
典

型
事

例
と

し
て

の
棚

倉
町

•
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」
と

い
え

ば
、

「
職

に
就

か
せ

る
教

育
の

こ
と

」
と

い
う

狭
い

理
解

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

国
は

ま
だ

ま
だ

多
い

。


小

学
校

か
ら

「
全

学
年

持
ち

上
が

り
方

式
」
の

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

が
構

想
さ

れ
、

一
部

で
は

す
で

に
実

践
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
こ

と
。


最

先
端

自
治

体
と

し
て

の
兵

庫
県

の
他

に
、

青
森

県
・
秋

田
県

・
広

島
県

等
で

県
内

全
域

で
の

実
践

が
見

ら
れ

る
。

10
0



－  －

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

世
界

に
誇

る
べ

き
日

本
の

特
質


先

生
が

「
教

科
を

教
え

る
専

門
家

」
と

し
て

の
み

な
ら

ず
、

「
子

ど
も

た
ち

の
全

人
的

な
成

長
・
発

達
を

支
援

す
る

専
門

家
」
と

し
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

。


子

ど
も

た
ち

を
パ

ー
ツ

に
分

け
、

分
業

体
制

で
教

育
に

臨
も

う
と

す
る

欧
米

諸
国

と
の

明
確

な
違

い
。

•
無

論
、

そ
れ

故
に

生
じ

る
「
教

員
の

過
剰

負
担

」
の

軽
減

は
大

き
な

課
題


こ

の
よ

う
な

教
育

風
土

の
中

で
し

か
生

ま
れ

得
な

い
日

田
三

隈
高

等
学

校
の

「
30

歳
の

レ
ポ

ー
ト

」

10
1

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

さ
ら

に
求

め
ら

れ
る

日
本

か
ら

の
情

報
発

信

10
2

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

ど
う

す
る

!?
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

評
価

－
国

際
比

較
研

究
か

ら
得

た
ヒ

ン
ト

－

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
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2019年1月14日（月・祝）

御名前 御所属機関等の種別（本部・本社等所在地）

1 あ 相・・・・ 個人事業主（不明）

2 青・・・・ 高等学校（宮城県）

3 厚・・・・ 大学（茨城県）　

4 荒・・・・ 小学校（福島県）

5 い 飯・・・・ 民間企業（不明　※同名企業が複数存在するため）

6 飯・・・・ 大学（東京都）　

7 伊・・・・ 短期大学（大阪府）

8 岩・・・・ 大学（アメリカ合衆国）

9 う 上・・・・ 大学（京都府）

10 漆・・・・ 中学校（茨城県）

11 え 江・・・・ 民間企業（東京都）

12 江・・・・ 大学（茨城県）　

13 お 及・・・・ 高等学校（宮城県）

14 大・・・・ 高等学校（広島県）

15 岡・・・・ 大学（北海道）

16 荻・・・・ 民間企業（東京都）

17 か 笠・・・・ 民間企業（東京都）

18 樫・・・・ 中学校（福島県）

19 川・・・・ 大学（愛知県）

20 神・・・・ 大学（千葉県）

21 き 木・・・・ 高等学校（東京都）

22 く 久・・・・ 高等学校（石川県）

23 熊・・・・ 大学（栃木県）

24 郡・・・・ 民間企業（京都府）

25 こ 小・・・・ 大学（福岡県）
26 小・・・・ 高等学校（東京都）

27 さ 佐・・・・ 大学（神奈川県）

28 佐・・・・ 大学（神奈川県）

29 佐・・・・ 民間企業（東京都）

30 佐・・・・ 小学校（福島県）

31 佐・・・・ 教育委員会（東京都）

32 猿・・・・ 高等学校（岩手県）

33 し 塩・・・・ 教育委員会（福島県）

34 塩・・・・ 教育委員会（栃木県）

35 島・・・・ 大学（神奈川県）

36 す 鈴・・・・ 民間企業（静岡県）

37 鈴・・・・ 高等学校（静岡県）

38 鈴・・・・ 中学校（静岡県）

39 そ 添・・・・ 大学（大阪府）
40 反・・・・ 大学（千葉県）

41 た 高・・・・ 大学（鹿児島県）

42 武・・・・ 中学校（静岡県）

43 多・・・・ 高等学校（東京都）

44 田・・・・ 大学（島根県）

45 田・・・・ 中学校（新潟県）

46 ち 千・・・・ 大学（東京都）

47 つ 坪・・・・ 中学校（福島県）
48 て 手・・・・ 小学校（千葉県）

49 な 中・・・・ 大学（大阪府）

50 中・・・・ 大学（福井県）

51 中・・・・ 民間企業（東京都）

52 の 野・・・・ 神栖市立神栖第二中学校

53 野・・・・ 中学校（茨城県）
54 野・・・・ 大学（福島県）

55 は 芳・・・・ 教育委員会（福島県）

56 波・・・・ 民間企業（東京都）

57 原・・・・ 高等学校（東京都）

58 原・・・・ 大学（山梨県）

59 ひ 日・・・・ 大学（茨城県）
60 ほ 穂・・・・ 教育委員会（宮城県）

61 ま 正・・・・ 小学校（東京都）

62 眞・・・・ 民間企業（愛知県）

63 町・・・・ 大学（神奈川県）

64 松・・・・ 大学（京都府）

65 松・・・・ 教育委員会（福島県）

66 丸・・・・ 雇用関連機関（静岡県）

67 み 緑・・・・ 教育委員会（福島県）

68 嶺・・・・ 大学（神奈川県）

69 蓑・・・・ 大学（群馬県）

70 む 武・・・・ 大学（東京都）
71 も 望・・・・ 大学（東京都）

72 や 山・・・・ 中学校（静岡県）

73 山・・・・ 教育委員会（東京都）
74 よ 吉・・・・ 中学校（福島県）

75 わ 渡・・・・ 大学（東京都）

公開シンポジウム「どうする！？キャリア教育の評価」参加事前申込者一覧
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公開シンポジウム「どうする！？ キャリア教育の評価」参加者コメント一覧（順不同） 

 
海外 3 か国、国内 3 か所の実践を勉強でき、大変有意義な時間を過ごさせていただきました。自分が作

成、提案中のキャリアパスポートの改良に大きく参考できる内容でした。このような機会を与えて下さ

り、心より感謝しております。さて、本シンポジウムは自分の実践に強い駆動力を与えてくれましたが、

不安もあります。それはキャリア教育の世界的推進ペースの遅さです。日本や自分の見てきた地域もも

ちろんですが、世界的にもまだ「これで大丈夫（または大丈夫そう）」と思えるほどの取り組みは無いの

かなあと。社会の激しい変化に教育が置いて行かれているのが心配です。もっともっと実践的な「社会

形成能力」はどうやって育てていけばいいものか… 
（中学校 漆・・・・） 

キャリア教育の評価について、諸外国の動向を大変わかりやすくご教示いただきましたのは、大変貴重

なものであったと強く感じております。私自身、個人的なことではございますが、研究者（キャリア教

育など）としても海外の動向を注視するよう留意しようとしておりますが、実際に現地を見ておりませ

んし、特に最新の動向については、なかなかつかめておりませんでしたので、今回きちんと整理されて

ご指導いただきましたことは、大変大きな時間でございました。 
さらには、各地域の先進事例とその様子についてお伺いできましたことも大変貴重なものでした。特に

評価についての運用及びその生かし方や在り方についても研究者の方々や先進的な実践されている

方々からお伺いできましたことは、大変意義深いものであったと思います。 
本当にお伺いさせていただくことができてとても素晴らしい時間でした。深く感謝しております。どう

もありがとうございました。 
（高等学校 青・・・・） 

柴沼先生の発表 
棚倉町の実践がすごいと思いました。町をあげての取り組みで、子どもが実際に活動している事例がた

くさんありすばらしいと思いました。 
いろいろな発表を聞けて貴重な資料が頂けてとても勉強になるシンポジウムでした。ありがとうござい

ました 
（匿名） 

アメリカの 12 項目の評価内容やルーブリックはすごく理解できた。フランスの内容は少し難しくて理

解がなかなかできない。評価を下すのではなく、その子どもにとって必要な部分、伸ばしたい部分を示

してあげる。そのことが一番大切であり藤田晃之先生の話はすごく理解できる。参考になりました。あ

りがとうございました。 
（匿名） 

キャリア教育の基礎的汎用的能力を育成する教育課程を目指しております。 
本日のシンポジウムでは、そのための示唆を多く与えていただきました。 
まずルーブリックの必要性です。子どものよさ（基礎的汎用的能力が身についた、発揮された）を適切

に見取るためには「最低基準をゼロベースにもってきて、加点法で作成したら」どうかと思いました。 
次に指導方法と内容配列を工夫する。行事や体験で学習した成果を各教科、各領域で伸ばしていくよう

なルーブリックでありたいと考えました。ありがとうございました。今後ともご指導よろしくお願いい

たします。 
（小学校 荒・・・・） 

評価については進めていますがもう少し広い範囲で、確実性のあるものを作成、工夫していきたいと感

じます 
学校の取組としてはよい方向に行っていると思いますのでさらに工夫していきたいと思っています。 

（教育委員会 松・・・・） 
e-portfolio の有効な活用例をもっと知りたかったです。 
棚倉町の取り組みを少しですが応援しているので、ぜひそこに e-portfolio を生かしたいと思っていま

す。 
（渡・・・・） 
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大分日田三隈高校の 30 歳のレポートの取組は素晴らしいです。 
私は今年 40 歳となりますが、振り返りの指標として、また、自分のキャリアプランニングを可視化す

る手段としてぜひ実行したいと思いました。言い換えれば抽象的要約の視点に立ったポートフォリオの

再認識、再構築であると言えます。 
本日は有意義な時間を過ごすことができました、ありがとうございました。 

（教育委員会 塩・・・・） 
学会なるものに参加することは少なく、非常に多くの刺激を受けました。特に「ルーブリック」という

存在自体よくわかっておらず、まさに目からウロコといった感覚をもちました。キャリア教育について

の学術的裏付となる研究に今後も触れていきたいと思います。 
質問もしましたが、生徒の自己評価の問題は難しい所だと思っていましたが、本日の会で何やら晴れ間

が見えたような気がしました。具体化できるように研究していきたいと思います。ありがとうございま

した。 
（中学校 樫・・・・） 

時間のない中、質問も受けていただきありがとうございました。 
評価のための評価にならないようにしなければならないと改めて思いました。 
一方で評価結果と指導時の印象、手ごたえの差をどう埋めるのかが指導方法改善につながると信じて実

践してまいりました。本日その思いを改めて強くいたしました。評価は面倒なものですが、面倒なもの

から様々なものを削いだものが真の指導法と思っています。本日は大変勉強になりました。ありがとう

ございました。 
（中学校 坪・・・・） 

本日はありがとうございました。他国のキャリア教育の評価について大変勉強になりました。ただ日本

は日本の文化が有るので日本教育の良さを生かしたキャリア教育と評価を作り出すことが必要である

と感じました。 
評価について、あまり前面に出すと教師から嫌がられるのでは？マネージメントの学校経営で評価する

ぐらいが丁度良いのではないかと思いました。 
（中学校 吉・・・・） 

教員研修に携わる中でいわゆる進学校といわれる学校（トップではないが、大学進学を主としている）

のキャリア教育の難しさを感じています。 
また、大学入試改革にともなうジャパン e ポートフォリオの導入に現場はほんろうされています。ジャ

パン e ポートフォリオとキャリアパスポートの住み分けというか、それぞれどう使うべきかを現場にし

っかり伝える、理解することが大変かと思います。また、子どもたちの学校生活を否定する（ジャパン

e ポートフォリオが）ことにならないのか？と思うことがあります。教職員の働き方改革もあり…本日

のシンポジウムから学んだことを振り返り、1 つでも学校現場に生かしていけるよう励んでいきたいと

思います。ありがとうございました。 
（教育委員会 塩・・・・） 

単なる学力向上でなく本当の生きる力としてキャリア教育の大切さをもっと発信していくべきだと思

いました。ありがとうございました。 
（匿名） 

本日は大変貴重なお話が聞けてよかったです。私は生涯学習課の立場から教育課程内において地域人材

等を活用したキャリア教育の支援を行っていますが、改めて、学校の教員とキャリア教育の共通認識を

持つことが重要であると感じました。 
また、アンケートも行っていますが、本日のお話を、今後、未来の成果指標を検討する際に役立てたい

と思いました。ありがとうございました。 
（教育委員会 芳・・・・） 

日本国内、海外さまざまな事例を学べ、大変有意義でした。特に、福島、兵庫、大分の事例は興味深く、

より長くお話を伺いたかったです。 
（民間企業 中・・・・） 

今後の研究、実践を進めるためにいくつかのヒントをいただきました。ありがとうございました。 
（大学 望・・・・） 

それぞれの発表者から学ぶことが数多くあり大変勉強になりました。ありがとうございました。 
（高等学校 多・・・・） 
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内容が豊富すぎてもう少し 1 つずつのお話をゆっくりお聞きしたかったと思います。その中で藤田先生

が思考が追い付かないところをフォローしていただいたと思います。 
国それぞれの特徴がみえて貴重なお話でした。エビデンスに基づき能力を適切に評価する指標であり、

それを使う人たちの能力の育成の重要であり、現場でそれを育成する在り方も重要ではないかと思いま

す。 
（匿名） 

キャリア教育を取り組んで 23 年目の学校で勤務しています。本校で不足しているのは、取り組みに対

する評価が欠けている点だと考えています。現状維持すら厳しい所で、今後どうしていくか、考え直し

ていく必要があり、育てたい生徒像と学校全体で共有し続けていきたいと思いました。 
又今日のテーマにあった、キャリア教育を教科でどう取りくみ、どう評価していくか、学校全体の取り

組みにするしかけを一層考えるきっかけになりました。 
（高等学校 小・・・・） 

共通認識づくり、組織づくりが大切だということを何人かの講師の方が話されていたのが印象に残って

いる。 
学校現場ではこれがかなり大変で具体的にどうしたらいいのか… 

（匿名） 
☆特別活動やカリキュラム全体のカリキュラムマネジメントを考えるとき、キャリア教育の「背骨」に

なっていることを実感しました。 
☆ICGPA にとても似たものを、■■大学（所属大学名）xxx 指標として導入しています。ちょうど今、

それを全学展開する際に問題が出てきていますが、本日、いろいろなヒントをいただきました。 
☆30 歳のレポートも、大学のカリキュラムを考える上でとても示唆的でした。 
ありがとうございました。 

（大学 添・・・・） 
「30 才のレポート」についてお聞きして、感動しました。 
ありがとうございます。 

（匿名） 
研究者による海外の事例の紹介と国内の取り組みとをうまくリンクしたシンポジウムだと思いました。

キャリア教育の評価というテーマは、全ての学校種に共通の課題だと思うので、参加者は大変有意義な

情報を得られたのではないでしょうか。 
特に、評価の役割として子どもたちの発達を支援することについて議論となった点がよかったと感じ

た。ルーブリックを活用し、形成的評価の導入、展開を期待したい。 
最後の藤田先生のまとめで、日本のとりくみの発信の必要性についてのお話も素晴らしかったです。 

（匿名） 
「生き方」と関連するキャリア教育であるからこそ 1 人 1 人の子ども達といかに向きあうかが教員とし

て大切であり、又、教員自身も成長を実感するのかと思います。 
しかし、その一方で、「キャリア」というあいまいな概念を具体的に落としこんで、目標として設定し、

評価、フィードバックしていくことの難しさは、どこも共通していると感じました。それだけに、教員

間、学校間と地域ぐるみで取り組める様に今後は連携していく必要があると思います。そのためのヒン

トを多く頂くことができました。本日のご発表での内容を本学の学生にも還元していきたく考えていま

す。ありがとうございました。 
（大学 高・・・・） 

本日は大変参考になりました。とても有意義な時間でした。前半では、マレーシアのお話が参考になり

ました。自分の課題としても教科を通したキャリア教育の実践の中で、さらにキャリア教育としての評

価が、必要だと言うとき、どうあてはめていくべきかと思っていたので、ICGPA の 8 つの力はなるほど

と思いました。アメリカのルーブリックは、ぜひ全項目調べようと思いました。最後の「1」に「～支援

が必要」と書くのはその通りですね。 
福島・兵庫は同じ委員会の側として勉強になりました。パスポートとしての高校バージョンは確かに課

題と思います。大分県は素晴らしい取組ですね。前任校で学校全体のルーブリックを作成したことを思

い出しました。本日準備いただいた方々に心より感謝いたします。 
（教育委員会 穂・・・・） 
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本日は貴重な機会をありがとうございました。 
中学校で担任をしていると、日常的に接している生徒について、このまま社会に出て生き抜いていける

のだろうか心配になるときがあります。 
評価することで、その生徒がかかえる課題を生徒自身が気付けたり、見えにくい困り感が他の教員にも

見えてきたりということが起こると思います。 
評価は“つける”ものではなく“課題を見出してケアする”ものであり、それを早い段階（在学中）に

やれるという信念を持つことが大切であるということを学ばせていただきました。 
（匿名） 

キャリア教育の運営の重要な点は、評価を下す、ではなく、『評価、指導、支援、共有がセットになって

いる』ことをあらためて理解できました。 
生き方、ふるまい方に“評価”を与えることの重みをあらためて実感いたしました。（進路判定に使われ

るとき大変留意が必要） 
（大学 松・・・・） 

高校の主体性評価のための e ポートフォリオとの関係をどう考えられているのかを確認できればと思い

ました。 
（匿名） 

どの発表も学ばさせていたくことばかりでした。日本で一番先導的なキャリア教育評価のシンポジウム

だったと参加させていただいたことを感謝します。 
・国際的な比較の論は、はじめて聴きました。日本だけでなく世界の中で教育の中核（育てる子供像）

は共通しているように思いました。 
・棚倉町のキャリア教育（角田先生） 
「評価を価値づけて返す」ことが成長につながる 
プロジェクトベースの学者における成果の発信とその評価についてどのようにしているのか 

・キャリアノート（西田先生） 
さっそくダウンロードしなくては・・・もっともっとお話聴きたかったです。 
教員の見取りと（問い返し）の重要性、評価がねらいでなく子供を育てること 

・30 才のレポート（小池先生） 
すばらしい、説得力のある実践、めざす方向が明確になりました。 

（大学 反・・・・） 
大切なことは教員間の共有ということが改めて認識することが出来ました。日本の各地で行われている

キャリア教育の実践の共有の場や機会がもっと多くあれば良いと強く感じることがますます募りまし

た。ありがとうございました。 
（高等学校 及・・・・） 

「キャリア教育」という言葉は知っていましたが、具体的な実践や評価についてなど、知らない事ばか

りで、今日は勉強したいと思い、参加しました。何も分からない私でも分かる事や学ぶ事が多く、キャ

リア教育に興味をもちました。今日はありがとうございました。 
（小学校 正・・・・） 

本校で現在取り組んでいる「キャリアパスポート」および「ルーブリック評価」に大変参考になりまし

た。 
来年度の教育課程に位置付けるキャリア教育が明確になり、自身をもって学校経営を行ってきたいと思

います。 
たいへん有意義な時間でした。ありがとうございました。 
※全職員の共通理解と校長のリーダーシップですね！ 

（中学校 田・・・・） 
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・本稿では自校独自で（xx 市からの具体的な指示方針が出されていないため）キャリア教育の内容を研

修しています。H29.30 の 2 年間でポートフォリオ作成までこぎつけていますが、不安をかかえながら

の日々です。本日のような最新の情報、先進校の情報をもっと知りたいところです。（参加できてよかっ

たです） 
・これらの各国各都道府県各市町村は各校の情報が得られるサイト等あるとうれしいと思っています。 
・高校の様子が分かり、中学校としてのキャリア教育、進路指導の方向性を考えるのに役立ちました。 
・評価を通して、教員の姿をさらにすすめたいと思います。ありがとうございました。 
（乱文乱筆失礼しました。） 

（中学校 山・・・・） 
先進的な取組を知って、刺激を受けました。キャリア教育自体をしっかりと理解して実践しているか、

不安な毎日ですが、やはり大切であるという強い思いを持ちました。 
教科のめあてがあり、その中にキャリア教育の視点を入れた場合、どのように評価すべきか、悩んでい

ましたが、そこにこだわらなくてもよいかと思い始めました。大きな視野の中でキャリアの評価を考え

ていきたいです。子どもたちの発達を支えるキャリア教育を継続していきたいです。 
（匿名） 

キャリアの視点で教育活動を見直すとき、本校の目指すべきゴールを明確にしなければならないことを

強く意識しました。 
学校独自でやらなければならないこと、市の教育委員会でやらなければならないことを先進校・先進国

の取組を伺い、感じました。 
評価についての疑問が多く解消されたと同時に、評価後、「支援を要する」生徒にどのようなアプローチ

するか等、新しい課題が生まれました。 
本日はありがとうございました。 

（中学校 武・・・・） 
 大変勉強になりました。ありがとうございました。特に教育委員会のサポートの必要を改めて感じま

した。キャリア教育の基礎的・汎用的能力など資質・能力に関する評価をよりよいものにしていくため

には、生徒・児童の状態を読みとり、それをどう教員側がとらえ、何を支援していけるのか、本当に複

雑であると思います。教育委員会単位で何がどう子どもたちに有効に働くのか精選していく必要がある

と感じました。 
（匿名） 

すばらしいお話をお聞き出き、感謝します。ありがとうございます。 
・教育の評価という視点で見た場合、民間企業も様々な社員教育をしています。 
課題は共通するものも多くあるので、 
①企業の取り組み（参考例） 
②学校と企業の情報共有（お互いにヒント） 
を目的に、事例発表、ディスカッションの場に、企業の教育機関があってもいいのでは！と感じました。 

（民間企業 波・・・・） 
短い時間の中で、国内外の実情や実践側の報告をありがとうございました。評価について豊かな情報を

いただき感謝致します。 
（大学 小・・・・） 

熱心な教員の精製型の活動が聞け、大変参考になりました。先生が中心になりつつも、負担を減らし地

域で教育するための外部人材も入れていくことは世界でもまだあることが残念です。何とか頑張ってみ

たいと思います。 
（匿名） 

評価のことよりもキャリア教育について興味があり、参加させて頂きました。 
評価のことを言えば、人を評価することは正直難しいですね。 
どれだけ客観的で公平なものにするのか。扱う側が主観的になると…キャリア教育以外にも言えます。

教員側自身に評価が必要なのかもと思いました。 
その前に、自分たちのキャリア教育を充実させるべきだと思いました。いや取り組んでいないなあと思

わされました。 
（高等学校 大・・・・） 



－  － 

本日はありがとうございました。 
なかなかキャリア教育の視点や重要度すら、共有化できていない中でアウトカム評価の指標の明確で具

体的ではなかったのではないかと反省しました。自校の目指す生徒の姿をキャリアの視点で見直し、明

確具体的な指標を示すことから始めていきたいと感じました。 
生徒の振り返りを行って終わりにならないように、どう評価を返すのかを考えていきたい。 

（中学校 鈴・・・・） 
大変興味深く話を伺うことができました。一番は、30 才レポートです。こんなすぐれた実践が長く実施

されていることに感銘を受けました。総合学科が市民権を得ていないのは、やはりいまだに大学入試が

変わらないまま、やはり大学進学率に影響を受けていることなどがあるのでしょうか。残念です。 
あと気になったのは、提出率、そして評価者の確保（教員が移動、下手したら退職、不幸にも死去など

の）等について問題はありませんか？でもとても価値ある取組なので広げていきたいと思います。 
（教育委員会 山・・・・） 

小中学校でキャリア教育を実践し、生徒達を指導、支援し、成長させているが、その先の高等教育がど

のように継続して育てているのかまだまだではないかと思います。大学でも 3 つのポリシーを述べてい

るが、ただ書いてあるだけで、大学の教育に活かされていないことも問題であると大学人としては自覚

することが今回新たに気づかされました。 
基礎的汎用的能力については各学校に任せてしまうのか、教委がある程度指針を出すのかが課題ではな

いか。全ての都道府県が同じにできるか、ということをこれから探求していきたいと思います。 
（大学 葛・・・・） 

教員がキャリアパスポートの目的をしっかりと理解し授業をしていくことが一番大切になってくると

思いました。文部科学省→教育委員会→学校代表→教員の順に広まっていくことであり、現在は教育委

員会に広まっていくところなのかというイメージです。 
（郡・・・・） 

現在、大学生の初年次教育としてキャリア教育を担当しています。250 名・100 名・50 名・10 名単位の

クラスです。そこで評価法として一枚ポートフォリオアセスメント（xxx）を使用していますが、1．紙

ベースであること、2．毎回 10 分間の時間をとること、3．教員の負担が大きいことなど、課題が多く

あります。xxx のよさを残しつつ、電子化できる良い方法はないのかと思います。 
さらに本日話題になりましたルーブリックの取り入れを考えてみたいと思います。ありがとうございま

した。 
（大学 原・・・・） 

実践的な取組みが沢山知れて勉強になりました。今後も定期的に開催して頂きたいです。 
（匿名） 

「何のための評価か？」を考える大変有意義な時間となりました。PDCA の一段階としてルーティン作

業として定型化した評価を行うといった空気となりがちな中、何故評価するのかを認識することなしに

結果の活用はできないと気づかされました。 
（匿名） 

アメリカ、フランス、マレーシアみたいに、日本全体が一つとなってルーブリック作成なり、e-ポート

フォリオのシステムの構築をしていかなくてはいけないと感じました。評価を下すのが最終的な目標で

はないが、やはり統一的な指標が全国である必要があり、それに基づいて各学校がアレンジさせる必要

があるのではないかと思う。日田三隈高校の 30 歳のレポートの取り組みは心温まるよい取り組みであ

ると思いました。本校でも参考にさせていただきたいと思いました。 
（高等学校 久・・・・） 

現場の教員は「自分（教員）が評価すると主観になってしまう」と不安になり、子どもの自己評価に頼

る姿がみられます。今日のお話のなかで「子どもが成長することでむしろ評価が下がる」などを受け、

やはり教員（上司？）が評価する観点を充実させることが重要であると思いました。 
今後の課題として、各国の「基礎的～能力」は実際に社会人として働く力と関連しているかどうか。（→

最後までディスカッションをお聞きして働く力と判断するのでなく、「励ます」方向の評価についても改

めて考えたいと思いました。）30 歳までの追跡調査などを研究の立場で提言していくことも出来たらと

考えます。貴重な機会をありがとうございました。 
（大学 川・・・・） 



－  －

貴重な機会となりました。「キャリア教育」「評価」から「指導」「教育の在り方」「どのような教育を」

について考えることができました。年に一回だけではなくキャリア教育について話したり、考えたりす

る場があればぜひ参加したいと考えています。

もし情報があれば、下記のメールアドレスに教えてほしいです。現場の教員ととことん話し合うことも

大事ですが、これらのことについてより考えている人、切実に感じてる人と共に考え、現場で子供に身

につけさせたい力をつくり、そのための方法や策を例えば「30 歳のレポート」「棚倉の実践」「兵庫県の

キャリアノート」等を具体的に知り、実践できるので、ぜひよろしくお願いします。大学のゼミ等ご検

討ください。

（中学校 野・・・・）

本日のシンポジウムに参加させて頂き、「キャリア教育」の大切さを改めて感じさせられました。教育＝

「人を育てる」ということの一番の原点であると思います。しかし、各教科の学習との関連や評価など

研究し、考えていかなければならないことがたくさんあることに気づきました。子ども達の教育のため

に、今の自分が何をできるのか、「キャリア教育」という視点で自分の実践をもう一度見直していきたい

と思います。

（中学校 野・・・・）

アメリカの指標、マレーシアの事例が参考になりました。キャリア教育が、社会に出た若者にどのよう

な影響を与えているのかにも関心があったので、30 歳のレポートの取組は大変興味深かったです。

（匿名）

初等・中等・高等教育においてのそれぞれのキャリア教育のとり組みを幅広く学ぶことができて大変有

意義な時間でした。このように幅広い共通認識を持てる場を与えていただいたことありがたく思ってい

ます。

現在、高等教育においてキャリア教育を担当していますが、全国各地で入学前に受けてきたキャリア教

育を土台にして（理解して）プログラムを作成する意識を持ちたいと思っています。

またグローバル社会で生きるこれからの世代を育てるためにも国内・海外の取組みも学びながらプログ

ラムと評価を考えていきたいとも考えています。

今回はこのような多様な視点を共有させていただきましてありがとうございました。やるべきことが見

えてきました。今後ともよろしくお願いします。

（匿名）

本日は刺激的なお時間ありがとうございました。一つ一つの新しい情報はもちろん、土台となる「教育

思想」をまなぶことができました。新しい学習指導要領の中核をになうキャリア教育について学び直す

ことができました。

（小学校 佐・・・・）
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